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　第一夜　ここに汝と契約す







　──まず最初に目を引いたのは、紫むらさき色いろの髪だった。


　夜の公園という、きわめて暗い場所にもかかわらず、イブニングドレス姿のその女ひ性との長い髪はおそろしいほど闇やみに映はえていた。絹糸の束たばを流したようなその髪が夜風に乗って滑なめらかにうねる度たびに、僕の呼吸はいちいち止まった。


　その女性は、何をしているわけでもない。雲の切れ間から差し込む月明かりを浴びながら、ただ、優ゆう雅がに佇たたずんでいるだけだ。それだけなのに、僕の心は完全に鷲わしづかみにされていた。何しろとにかく美しいのだ。


　空を見上げる大きな瞳ひとみや、つんと尖とがった鼻と長いまつげはとことんまでに色っぽく、ほっそりしたあごから首へと続くラインの艶つややかさも素す晴ばらしい。それにあのすらりと長い脚あし、さらには──いや、駄だ目めだ。


　目に映る全すべてのパーツが魅み力りよく的てきすぎて、どこを見ればいいのかわからない。いや、女の人に対してこんな感情を覚えたことが、十歳の僕にとっては初めてで、どうしていいのかさえわからなかった。


　……と言うか、この人は本当に「人」なのか？


　ふと、根源的な疑問が湧わき上がった。確たしかに見た目的には人間だけど、漂っている雰囲気がそこらへんの人間とは──たとえば僕の家族や友人とは、全然違う。それに何より、全身から紫色の光が優やさしくじんわり漏れているのだ。桜の花が舞まうように、小さな光のかけらが次から次へと生まれては消え、消えては生まれを繰くり返す。その光景は息を呑のむほど美しかったけど、こんなことができる人間なんか──。


　よそう。今は、余計なことを考えるより、とにかくこの人を見ていたい。男としてそうしなくてはいけない、そう思えるのだから仕方ない！　わけのわからない義務感に衝つき動かされるまま、闇夜に立ち尽くすその女性を、僕はただひたすらに凝ぎよう視しし続けていた。


　ああ。


　綺き麗れいだ。


　ひどくありふれた、それでいて日常的にはほとんど実感したことのない言葉が、胸の中でリフレインする。どこかが美しいから美人なのではなく、どこをとっても美しいから美人なんだよな。そう心の中で確かく信しんした、その時だ。


　女性はようやく間ま抜ぬけ面づらの傍ぼう観かん者しやに──僕に気づいたらしかった。形良く整ととのった小さな唇がはっと息を呑み、吸い込まれそうな瞳が僕を見つめる。どくんと心しん臓ぞうが大きく跳はね、あやうく倒れそうになった僕を凝ぎよう視ししたまま、その人は小さな口を開いた。


　──お願ねがい。今日きよう、私を見たことは、誰だれにも言わないで。


　とことん優やさしく心ここ地ち良い声が、耳を通じて心に染みる。猛もう獣じゆうだろうが怪獣だろうが一声でふにゃっとなりそうな美声での「お願い」に、僕がうなずいたのは言うまでもない。声を出すことすら忘れ、こくこくと首を何度も縦たてに振る。むろんその間も、目はその人から離はなれなかった。細く引ひき締しまった腰はぞくりと背筋を震ふるわせたし、スリットから覗のぞく白い太ももは、見る度たびに心しん臓ぞうの鼓こ動どうを数十倍に跳はね上げる。そして、最も目を引くのは、大胆に開いた胸元から覗く、柔らかでたおやかで豊かな、二つの──。


「おっぱいだ！」


「ひゃっ！」


　自分の叫びと短い悲鳴が耳に届き、俺ははっと我われに返った。


　……えーと、ここはどこだ。


　ぱちぱちとまばたきしてみれば、まず目に映ったのは見み慣なれた白い壁かべだった。次いで、型落ちの印いん刷さつ機きやファイルの並んだ本棚、今月の生徒会活動スケジュールが書き込まれたホワイトボードなどなどが順に視界に飛び込んでくる。


　手元に視し線せんを落とせば、クリップで留とめられた伝票の束たばとその集計表とが、無む造ぞう作さに放り出されていた。集計表の作成者名の欄らんには、見慣れた悪筆で『下しも野つけ巧たく馬ま』と俺おれの名前が記されていたが、それ以外は真っ白。どうやら椅い子すに座ったまま居眠りしていたらしい。


「あー、なるほど。夢見てたのか」


　ぼんやりした頭でそう納得すると、俺は寝ねぼけ眼まなこをごしごし擦こすった。どうやら、生徒会室で仕事中に居眠りして、また、六年前の夢を見ていたらしい。正せい確かくに言えば、六年前の四月三十日の夜、たまたま通りかかった公園で見た光景を。


「事務仕事やってると、すぐ眠くなるんだよな……。いかんいかん、もう一がんばり」


「……あいにく、もう閉校時間ですが」


　パンパンと自分の顔を叩たたいて気合いを入れていると、ふいに、クールな声が耳に届いた。あれ、そうなの？　出鼻をくじかれつつ、事務的で無感情なその声に引かれるように振り向いてみれば、小こ柄がらな少女が俺を見み据すえて立っていた。と言うか露ろ骨こつに警けい戒かいしていた。起き抜けの第一声を聞いて悲鳴を上げたのはどうやらこの子らしいな、と推測していると、小さな誰だれかさんは無む機き質しつな表情のまま、頭を下げた。


「おはようございます、下野先せん輩ぱい」


「え？　ああ、おはようございます。これはご丁てい寧ねいに」


　反射的に一礼すると、俺は改めて目の前に立つ女の子に向き直った。


　座った俺と視線の高さが同じくらいってことは、身長は百四十センチ前後ってところか。子どもっぽさを残しつつも整ととのった顔立ちではあったけど、柔らかそうな長い髪が耳元だけでなく目元までを隠しているので、表情はよくわからなかった。中等部の制服であるブレザーの胸元には鍵かぎをかたどった銀ぎん色いろのシンプルなペンダントが揺れており、それ以外の飾り気はなし。言っちゃなんだが、全体的に地味な子である。どうせなら、前髪上げるなり分けるなりして、もっと顔を出せばいいのに。ついでにもっと背が高くて胸が大きければいいのに！　と、そんなことを本能的に考えつつ、俺おれは自分の記き憶おくを探った。


　……この小こ柄がらな女の子、なんて名前だっけか。


　生徒会の役員──確たしか、会計──だったと思うんだけど、それ以上のデータが出てこない。俺も生徒会の一員とは言え、ろくに生徒会室にはいないもんで、自分以外のメンバーのことはほとんど知らないのである。


「そもそもこの生徒会室、普ふ段だんは会長しかいないからなあ。一度くらいは挨あい拶さつした気がするんだけど……。生徒会の会計の──えーと」


「宵よい待まちです。中等部三年五組、宵待芽め亜あ」


「ああそうそう宵待さん！　覚えてる覚えてる」


「忘れてても構いませんが。と言うか今の反応、明らかに忘れてましたよね」


「そ、そんなことはないぞ！　ちなみに俺は、生徒会の雑務係で」


「高等部一年の下しも野つけ巧たく馬ま先せん輩ぱいですね。存じていますので、自己紹介は結構です」


「……あ、そうですか。すみません」


　クールな声が挨拶を遮さえぎる。意味もなく謝あやまりながら、俺は改めて目の前の小さな後輩に向き直った。小さい小さいと繰くり返すのもどうかとは思うけど、実際、宵待さんの背せ丈たけは中三にしてはかなり低いのだ。体型もどっちかと言うとかなり子どもっぽいし、中等部を示すブレザーを着ていなければ、小学校三、四年生と思ってしまうに違いない。あの胸とか、正直、茶さ道どう部ぶの唐から松まつさんとか柔道部の内ない藤とうさんと同おない年どしとは思えないわけで。


「内藤さんの胸はすごいんだよなあ……！　うっかり新入部員か道場破りと間違えられて、寝ね技わざを掛けられてみたいもんだよ。うん。ひとしきり絞しめられた後で『人違いでした』ってことになって謝ってもらえれば……いや、待てよ。いっそのこと最後まで完全に絞め落とされるのも捨てがたいような。ふくよかな胸がこう、頭にぎゅうっと押しつけられて──っと、ごめんごめん、つい脱だつ線せんした。宵待さん、そこに立ってたってことは、俺になんか用だったとか？」


「特に。起こすつもりだったのですが、その必要もないようですから」


　再びざっくりした声が返ってくる。隣となりで佇たたずんでいた事情はわかったが、それにしたって、そこまでドライに対応しなくてもいいだろう。嫌われることをやらかしたかと記憶を探ってみても、この人とは今日きようまでろくに接点がなかったわけで、思い当たる節はまるでない。


「あのさ宵待さん。俺、なんかした？　さっきから、やたら態度がきついんだけど──」


「起き抜けに女性の胸の部位の名前を叫ぶような男は、警けい戒かいされても仕方ないと思うがね」


　ふいに、凜りんとした声が、俺の問いかけをさくりと断ち切った。


「加えて、下しも野つけくんは、女子生徒の間ではいろいろと有名な人物だろう？　いくら君がしまりのない……もとい、人の良さそうな顔立ちをしていようとも、噂うわさの人物が噂どおりの言動を見せたんだ。普通なら怯おびえて当然さ」


　よく調ちよう律りつされたピアノの音ね色いろを思わせる響ひびきが、するすると俺おれの耳へ滑すべり込んでいく。意志の強さを感じさせつつも人徳に溢あふれた美声に、俺は思わず歓かん喜きに震ふるえ、勢いよく立ち上がって振り向いた。その大おお仰ぎような反応がおかしかったのか、声の主はくすりと笑うと、露ろ骨こつに俺から距きよ離りを取っていた小こ柄がらな少女へ声を掛けた。


「すまなかったな、宵よい待まちくん。下野くんはこういう人物なんだ。驚おどろいたろう？」


「驚かなかったと言えば噓うそになります。ところ構わずエッチな妄もう想そうに走り、さらにはそれを無む意い識しきのうちに実況中継する人だという噂は聞いていましたが、目の前で見せられると……。正直、少し動揺しました」


「少し動揺しました、か。相変わらずクールだね、君は。──そして、おはよう、下野くん。よく眠れたかな？」


「ええ鈴すず女めさん、それはもう良い夢を見られ──じゃなかったっ！　生徒会の活動時間中に居眠りこいてしまってすみませんでした、星ほし御み門かど生徒会長！　俺、電球の交換とか雨漏りの補修みたいな雑用はまだ得意なんですが、この手の事務は苦にが手てで……」


「以後、気を付けてくれたまえ。と言いたいところだが、下野くんはいつもよくやってくれているからね。たまの居眠りくらいは見み逃のがすさ。さ、帰ろうか」


　頭を下げた俺に向かって、穏おだやかな声が投げかけられる。ありがとうございます、と答えながら顔を上げれば、生徒会長こと星御門鈴女さんは微笑ほほえみながら立ち上がった。その優やさしい笑え顔がおと、そして窓から差し込む夕日をバックに浮かび上がる長身のシルエットに、俺はいつものように見入っていた。


「うひょう……。いつ見ても文句なしに綺き麗れいだ……！」


　感かん嘆たんの声が自然と漏れる。切れ長の瞳ひとみや、形よく尖とがった鼻と小さな口には『かわいい』ではなく、『美しい』という形容詞こそが当てはまる。ストレートの黒髪を背中でまとめるというシンプルなヘアスタイルは、飾り立てなくとも輝かがやく会長だからこそ、よく似合うに違いない。


　さらには制服の上からでもわかるプロポーションの良さ！　俺より一つ上なだけ、つまり高二とは思えないほど大人おとなっぽいスタイルは、今日きようもやっぱり最高だった。黒のタイツに包まれた脚あしはすらりとしていてなおかつ柔らかそうだったし、二つの胸の膨ふくらみは、高等部の制服であるブレザーに覆おおわれていてもなおしっかりはっきりと存在をアピールしていらっしゃる。


「くはあ！　このおっぱい──もとい、この人の傍そばにいられるなら、生徒会の雑務係でもなんでもやるよなあ……。あわよくば、いつの日かあれを合法的にこの目で、この手で──！」


「会長。下野先せん輩ぱいがトロンとした目でいやらしいことを言っています」


「報告ありがとう、宵待くん。だけど安心したまえ、下野くんは振ふる舞まいこそ少々奇き嬌きようだが、危険ではないんだよ。頼んだ仕事はしっかりこなすし、物覚えもいい。入学早々、雑務係に立候補するあたり、なかなか見所のある人物だぞ？　なあ、下しも野つけくん」


「いえいえありがとうございます！　その言葉だけで俺おれは──俺はもう！　くはー！」


「……私には、単に欲望に忠実なだけの人にしか見えませんけど」


　鈴すず女めさんのお言葉に感かん激げきする俺を、宵よい待まちさんが辛しん辣らつな目で見み据すえる。ほっとけよと反はん論ろんしても良かったのだけど、あいにく俺の脳は『本日の妄もう想そう第二十一章──もし鈴女さんが日ごろの感かん謝しやの意を込めてプライベートビーチに連れて行ってくれて水着姿に興こう奮ふんする俺にサンオイルを塗ぬるよう言ってきたらの巻』のシミュレーションを開始していたのでそれどころではなかった。えっいいんですか俺なんかで。おかしなことを言うな、ここには君しかいないし、私は背中に手が届かないじゃないか。ああ、だったら仕方ないですね、では遠えん慮りよなく。


「──そう答えた俺はそっとオイルを取り、はだけられた背中へ優やさしく手を伸ばした。照りつける太陽、寄せては返す波の音、誰だれもいないビーチの中で二ふた人りの鼓こ動どうは高まっていき──」


「……会長。下野先せん輩ぱいが実況を始めました」


「ああ、見ればわかるさ。まったくユニークな人物だね、彼は。しかし、そろそろ生徒会室を閉めて帰りたいのだがな」


　無表情を保ったまま俺を観かん察さつし続ける宵待さんに柔らかく微笑ほほえむと、鈴女さんはトリップ中の俺を横目で眺めて溜ため息いきを吐ついた。同時に、生徒会室の戸がガラガラと無む造ぞう作さに引き開けられ、ジャージ姿の少年がひょこっと顔を覗のぞかせる。


「どうも失礼しまーす。下野、もう生徒会も終わったろ？　僕も手芸部終わったからさ、寮りように帰るなら一いつ緒しよに──って、あれ？　また妄想タイムですか」


　大きな瞳ひとみに白い肌。子どもっぽい顔立ちの少年が、脳内で鈴女さんを狙ねらう大ダコと奮ふん戦せん中ちゆうの俺を見据えて溜息を落とす。と、鈴女さんが苦笑しながら「おお」と応じた。


「楠くすのきか。友人なら慣なれているだろう、下野を起こしてやってくれ」
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「ほんとに巧たく馬まはどうしようもないよね。一時間でトリップ三回だって？　多すぎ」


「うるさい持じ郎ろう。これには理由があるんだよ。ほら、俺、いつもは部室の雨漏りだの自転車がパンクしただの飼育小屋の網あみが破れただの、そんな用事で学園中走り回ってるだろ？」


「まあ、生徒会雑務係って、要するに学内の便利屋だもんね。いつもお疲れ様」


「どういたしまして。で、そんな俺が、たまーに憧あこがれの鈴女さんの近くで放ほう課か後ごを過ごせたら、そりゃあもう」


「いつもの数倍増しの勢いで妄想に走るのも無理ないってこと？」


　制服姿の小こ柄がらな少年が、俺の言葉の先をかっさらう。上うわ履ばきを脱ぎながら「無む論ろん」ときっぱりうなずけば、入学以来の友人は呆あきれたように肩をすくめた。


「はいはい。まあ、実際、巧たく馬まは会長に憧あこがれて生徒会に入ったわけだから、ふわふわしちゃうのはわからなくもないけどね」


「だろ？　いい香りがするんだよなあ、鈴すず女めさん……！　俺おれはあんまり幸せすぎてうっかり居眠りしちまって、会計の宵よい待まちさんが部へ屋やに入ってきたことすら気づかなかったほどだ！」


「うん、そういうところが根本的に駄だ目めだよ。ほんとに大丈夫？　ちゃんと意い識しきは戻ってる？　ここはどこ？　君は誰だれ？　僕は誰？　今はいつ？」


「あんまり人をバカにするなよ。ここは私立御ご仰ぎよう学園、中等部と高等部共通の生徒昇降口。俺はその高等部一年三組兼生徒会雑務係の下しも野つけ巧馬、身長百七十一センチ、体重五十九キロ。お前は同級生でなおかつ手芸部員の楠くすのき持じ郎ろうで、そんでもって今は五月八日の午後六時！」


　履はき古したスニーカーに足を突っ込み、俺は傍かたわらの小こ柄がらな友人をじろっと睨にらんだ。実用性重視のショルダーバッグを肩に掛けながら「さあどうだ」と言い足せば、ローファーを履き終えていた楠は、満足げにうなずいた。


「うん、とりあえず合格にしてあげる。喜んでいいよ」


「嬉うれしゅうございます。つーか、なんでお前に喜びの許可をもらわにゃならんのだ」


「変わり者を友人に持ってしまった故ゆえの監かん督とく責任、かな？」


「それを自分で言うか。だいたい、お前に変人呼ばわりされたくはないぞ」


「僕の趣しゆ味みは他人に迷めい惑わくを掛けないからね。煩ぼん悩のうの塊かたまりにしてところ構わず妄もう想そうを垂れ流す君と一いつ緒しよにされると、心外すぎて心が折れるよ。さあ、巧馬が捕まる前に寮りように帰ろうか」


　外に通じるガラス戸を抜けながら、それはもう爽さわやかに微笑ほほえみやがる持郎である。かわいい顔立ちのくせに発言がどぎついが、こいつの物言いには慣なれている。へいへいとうなずきながら後に続いて外に出れば、小さな少女を傍らに従えた長身の女性が「やあ」と片手を振ってくれた。その姿を見たとたん、俺の歩ほ調ちようが速まったのは言うまでもない。


「鈴女さん、こんなところで会うなんて奇き遇ぐうですね！　これはもう運命としか！」


「そうでもないと思うが」


「ええ。靴箱の前でいったん別れただけですから」


「うん。出くわさないほうが逆に不自然だよ」


　思い切り手を振ったら、三人がかりで突っ込まれてしまった。鈴女さんはともかくとして、宵待さんと持郎はちょっと黙だまってなさい。こういうのは気分が大事なんだから。





「へえ、宵待さんも寮なんだ。あ、僕は高等部一年の楠持郎。巧馬のクラスメートで、男子寮の寮生だよ。男子寮と女子寮のお隣となりさん同士、よろしくね」


「はい。よろしくお願ねがいします」


　持郎のフランクな挨あい拶さつを受け、宵待さんは立ち止まって一礼した。相変わらず礼れい儀ぎ正ただしい人だ。上下関係に厳きびしい先せん輩ぱいがいるわけでもなし、もうちょっと砕くだけた態度を取ってもいいのにな。持じ郎ろうと並んで歩く小さな背中を見つめてつぶやくと、俺おれは隣となりの鈴すず女めさんへと話しかけた。


「宵よい待まちさんって、寮りよう生せいなんですね。中等部で寮住まいって珍しいですよね」


「最近では高等部以上の学生にも少ないぞ。昔は電車もバスもなかったから、寮に入らざるを得ない生徒が多かったそうだが、今はそうでもないからな」


「さすがは学園創設家のお嬢じよう様さま、いろんなこと知ってますねー。もっといろいろ話したいなあ。そうだ、鈴女さんも寮に入ればいいのに」


「家から歩いて通える距きよ離りなのにか？　だいたい、私が入寮したところで、私は女子寮で君は男子寮だろう。話す機き会かいが増えるわけではないぞ」


「そういう理り路ろ整せい然ぜんとした論ろん法ぽうが好きです。つきあってください」


「断る。あと、告白はせめて一日一度にしておきたまえ」


　いつものような会話を交わしつつ、煉れん瓦がで舗ほ装そうされた学園内道路をのんびり歩く。校舎を出て既に十分ほど歩いていたが、校門はまだまだ当分先だった。中高一いつ貫かん校こうと大学を同じ敷しき地ちの中に抱えるこの御ご仰ぎよう学園は、とにかく広いのである。


　県下で三番目くらいの地方都市の郊外というロケーションなので、土地が安かったんだろうけど、正五角形の敷地は無む駄だに広いし、おまけに施設も多すぎる気はする。グラウンドや体たい育いく館かんが三つも四つもある学校はそうそうないだろう。しかも、建物どうしを繫つなぐ道はややこしく入り組んでいるし、それらの施設はどう考えても無駄に離はなしたとしか思えない配置で並んでいるのだから始末が悪く、ついでに評判も悪かった。


　もっとも、その謎なぞのスペース配分のおかげで課か外がい活動の場所が豊富に確かく保ほできるようになり、『そこそこレベルの進学校だけど、勉強ばかりしているわけじゃなくて、サークル活動も盛んだよ！』というセールスポイントが生まれたわけだから、無駄な広さも悪いことばかりではないらしい。以上、鈴女さんから聞いた話の受け売りでした。


「つーか、学園が広いほど、鈴女さんと一いつ緒しよに帰れる時間が長くなるんだから、なんの文句もないけどな。むしろもっと広がってほしいくらいだ……！　いっそここから校門まで十キロ、いや百キロくらいあって、途中に危険なダンジョンなんかがあれば──『助けてください旅の人、サソリに胸を刺されてしまったんです』『貴女あなたのような美人を死なせるわけにはいかない、俺が毒を吸い出そう』『えっでもそんな』『恥ずかしがってる場合か！』『あっ、やん！』」


「おお、また始まったな」


「わあ。なんかもう、『わあ』としか言いようがないです」


「ごめんね宵待さん、こんな先輩で。巧たく馬ま、前見て歩かないと危ないよ」


「くそっ上着が邪じや魔まだ、こうなれば破いてでも──はいはい、わかってるっつーの」


　冷え切った目でこちらを見上げた持郎の顔を、俺おれはまっすぐ見返した。もうちょっとでラブシーンだったのに邪魔するなよ、お前。そう言い返そうとすれば、道の向こうから「うわっ！」と悲鳴が聞こえた。なんだろうと顔を上げれば、派は手でな原色のコスチュームを身につけたチアガールたちが、こちらを指さして騒さわいでいらっしゃった。露ろ出しゆつ度どの高いユニフォーム姿を見た瞬しゆん間かん、俺おれが幸せな気持ちになったのは言うまでもない。


「ああチア部の皆さんじゃないですか！　美み山やま部長、相変わらず美しい脚あしで」


「出たわね！　下半身！」


　興こう奮ふんした俺の呼びかけを、ツインテールのチアガールの声が搔かき消した。いやあの、下半身じゃなくて俺は下しも野つけなんですが。一字しか合ってないし。思わず無言になってしまった俺を前にして、黄き色いろい声が次から次へと飛んできた。


「うわーエロい顔」「いつもエッチなことばっかり考えてるらしいよ」「知ってる知ってる」「やばいよねアレ。絶対盗とう撮さつとかしてる」「してるしてる」「更衣室覗のぞいてたって聞いた？」「聞いた聞いた」「わっ、目が合っちゃいました」「泣かないで泣かないで」「ドントクラーイ」


　罵ば声せいに悲鳴に非ひ難なんその他エトセトラが、エンドレスに降り注いでくる。なんだかものすごい言われようで、俺の心がざくざく痛んだ。と言うか、犯罪行為には手を染めてませんから！


「……確たしかに、一時間ほど練習を凝ぎよう視ししたのは認めますけど。でも、俺は盗撮も覗きも」


「何よ下半身！　私が間違ってるとでも言うの？」


「やだなあそんなわけないじゃないですか！　美人は常に正しいに決まってます！」


　つい釣り込まれて返事してしまう俺である。しまった、と気づいた時にはもう遅く、チア部一同は「認めたわよ」「認めたわね」「有罪有罪」「死ねばいいのに」「マストダイ」等とう々とう、罵声と冷たい目め線せんを残して立ち去ってしまったのだった。やばい泣きそうだ。


「……うう。嫌われたもんだなあ、俺」


「そう落ち込むな、下野くん」


　肩を落としてぽつりとつぶやけば、優やさしい声が耳に届いた。はあ、と気の抜けた声を返しながら振り向いた先では、会長が美しい顔をしかめていた。


「チア部の連中、あれはちょっと言い過ぎだな」


「ええ。反はん論ろんの機き会かいを与えないのはアンフェアですね」


「宵よい待まちくんの言うとおりだ。──もっとも、下野くんも下野くんだぞ。あれでは自白したようなものではないか。君は、妄もう想そう癖へき──もとい、想像力こそ豊かだが、盗撮や覗きをするような人間ではないだろう？」


　慈じ愛あいに満ちた同情の目つきから一転、厳きびしい視線が俺を刺す。はあ、と首を縦たてに振れば、鈴すず女めさんは満足げにうなずき、そして険けわしい口く調ちようで先を続けた。


「ならば、なぜはっきり反論しなかった。本当のことを知っている者が口を開かなかれば、理り不ふ尽じんな輩やからは増長する一方だぞ」


　凜り々りしい視線で俺を見み据すええ、熱あつく語る鈴女さん。その姿は顎あごが外れそうなほどかっこよかったが、それはそれとして、「はい！」と強くうなずくこともできないわけで。確かに正論ですけどね、と頭を搔かきつつお茶を濁にごしていると、持じ郎ろうが口を挟んでくれた。


「会長、それ無理です。巧たく馬ま、女の人には強く出られませんから」


　だろ、と視し線せんで尋たずねられたので、俺おれはこくりとうなずいた。そのやりとりを前に、鈴すず女めさんは宵よい待まちさんと顔を見合わせ、整ととのった眉まゆを不ふ思し議ぎそうに歪ゆがめた。


「どういうことだ？　下しも野つけくんが、その……なんだ、いわゆる思春期独特の煩ぼん悩のうが、他人より少々強く、なおかつ、あけすけ気味なことは知っているが」


「オブラートにくるんだ表現ありがとうございます。で、巧馬の女の子への想おもいって、普通の男子とはちょっと違って、ほとんど崇すう拝はいなんですよ。崇あがめちゃってるって言うか、奉たてまつってると言うか。ですから、女性に真っ正面から反論するなんて、絶対に無理なんです。会長やチア部の部長みたいなすらっとした美人には、特に」


　鈴女さんと宵待さんを前にして、流りゆう暢ちように説明を続ける持郎。途中で一回「だよね」と確かく認にんされたので、「そうそう」と首を強く縦たてに振っておく。口の回る友人がいると助かるなあと素直に感かん謝しやしていると、聴きき入る顔も美しい生徒会長様は、再び僕へと顔を向けた。


「ふむ、そういうことなら、チア部の美み山やまに言い返せないのも仕方ないが……しかし、好みや性格はいろいろあって当然とは言え、難なん儀ぎな性しよう分ぶんではあるな。きっかけでもあったのか？」


「いや別に。中学に上がる前あたりからなんとなくそうなっちゃったって感じです」


　あっさりとした声で答え、俺は無む造ぞう作さに肩をすくめた。腑ふに落ちない顔を見合わせる鈴女さんたちを横目に、心の中で「噓うそです、ごめんなさい」とつぶやく。


　──この嗜し好こうには、実は、ハッキリしたきっかけがある。


　こんな性格になったのは、六年前の夜の公園で、あの人に──その日にちなんで、勝手に『四月三十日の女神』と呼んでいるあの人に出会い、その妖よう艶えんな美び貌ぼうに心を射抜かれたからなのである。あの美しさに魅み入いられたのをきっかけに、俺は女性の魅力に目覚め、自分でもどうかと思うような妄もう想そう癖へき有ありの巨乳お姉ねえさん系美人大好き人間に変わってしまい、ついでに言えば、その手の女性には全く逆さからえなくなったのであった。


　……というわけなのだけど、そのことは誰だれにも言っていないし、これからも話すつもりはない。あんな光景は実際にあるわけないし、かと言って夢や幻覚とは思えない。それに何より「誰にも言わないで」って釘くぎを刺されてるわけだしな。だからこの話題はここまでにしよう、四月三十日の女神のことは自分の胸にしまっておこう、そうしよう。いつものように心の中でうなずくと、俺はみんなを見回した。


「ほんじゃ、立ち止まってても仕方ないし、帰りましょうか」


「あ、ああ。そうだな」


「ですね。ほら、行こうよ宵待さん」


「ええ」


　歩き始めた俺に釣られ、みんながぞろぞろ歩き出す。鈴女さんが隣となりに並んでくれたのでスキップで喜びを示していると、「全く君は」と苦にが笑わらいされた。


「懐ふところのでかい大人物なのかそうでないのか、よくわからんな」


「大人物ってのは鈴すず女めさんみたいな人だと思いますよ。無む駄だに恨うらみを買いそうだし部活はできないしって敬遠されてた生徒会長の役やく職しよく、一年生の時に引き受けたんでしょ？　憧あこがれるなあ、素す敵てきだなあ、触りたいなあ、抱きつきたいなあ」


「胸を見ながら言うんじゃない」


　じろりと睨にらまれたので、はいすみませんと謝あやまる俺おれ。そんな俺の姿を見て溜ため息いきを落とすと、鈴女さんはくすりと穏おだやかな笑えみを浮かべた。


「私はそんな大した人物ではないさ。うちの学校の会長職というのは、要するに学生同士のもめ事の仲介役だからな。公平な視点さえあれば、誰だれでもできる役目だぞ？」


「いやいや、それに立候補できるのが凄すごいんですって。簡かん単たんに言いますけど、公平にものを見るのって難むずかしそうですし。実際、判断に困る時ってどうするんです？」


「まずは冷静に状況を理解すること、あとは見方を変えてみること。結果、憎まれ役になっても、それはそれ。世の中には嫌いやな仕事を引き受ける人物も必要だからな」


　ふふ、と爽さわやかな笑みを浮かべ、遠くを見つめる鈴女さんである。瞬しゆん間かん、さあっと風が吹き抜け、長い髪と短いスカート、そして胸の谷間のネクタイがふわりと躍おどった。その光景を前にして、俺が思わず唸うなったのは言うまでもない。
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「かっこいい……！　憧あこがれるなあ、素す敵てきだなあ、触りたいなあ、ネクタイになりたいなあ」


「さりげなく胸に手を伸ばさないでくれたまえ。そんなだから君は──失しつ敬けい。呼び出しだ」


　ふいに響ひびく電子音。俺おれの手をぴしりと払いのけた生徒会長は、通学用指定バッグのポケットから携けい帯たい電話を抜き取ると、静かに開いて耳元へあてがった。なんだろうと持じ郎ろうたちと顔を見合わせていると、鈴すず女めさんは「すぐ行く」と電話を切り、小さく肩をすくめてみせた。


「噂うわさをすれば、だな。第三部室棟で、手芸部とアメフト部の部長どうしが、合宿所の使用権で揉もめているそうだ」


「はー、まーた話の合わなさそうな顔合わせですね。で、どうするんです？」


　アメフト部の連中、喧けん嘩かっ早ぱやくて有名ですよ、危ないからほっといて帰りましょうよ。そう言外に訴えながら見つめれば、鈴女さんは柔らかく苦笑して立ち止まり、両目を閉じた。おお、いつもの思考モードか。目を閉じていても綺き麗れいだなあと感心しながら見つめていると、そのまま三秒ほど静止した後、切れ長の瞳ひとみと、形良く整ととのった唇が同時に開いた。


「よし、今日きようは将しよう棋ぎで勝負させるとするか。どちらの部長も素人しろうとのはずだから、いい勝負になるだろう」


「さすが詳しいですね……って、またゲームやらせるんですか？　勝ったほうはともかく、負けた人は鈴女さん恨うらみますよ。会長がむちゃくちゃな方法で決めさせた、って」


「計算の上だ。対立相手に憎ぞう悪おが向くよりいいだろう？　それで事態が収まるなら、いくらでも恨まれてやるさ。大丈夫、憎まれ役には慣なれている」


　同情しながらの俺の問いかけを、胸を張ってサラリと受け流す生徒会長。やっぱりかっこいいなあ、そしておっぱいが夕日に映はえているなあ。思わず口に出して呆ほうけた俺を「やれやれ」と一いち瞥べつすると、鈴女さんは俺たち三人を見回して苦笑した。


「では、今日はここでお別れだ。すまないな宵よい待まちくん、たまには一いつ緒しよに帰りたかったが」


「いえ、お気き遣づかいありがとうございます」


「えー！　せっかく鈴女さんと連れだって歩けるはずだったのに！」


　丁てい寧ねいに一礼する宵待さんの隣となりで、俺は露ろ骨こつに落胆した。年上っぽくないにもほどがある。しかし鈴女さんはそんな俺をあっさり無視し、気まずげに佇たたずんでいた持郎へと向き直った。


「楠くすのき、君は手芸部の部員だったな？　関係者がいると話が早いのだが、来てくれるか」


「ええ。僕にできることがあるなら、喜んで」


　鈴女さんの頼みを受け、持郎は苦笑しながらうなずいた。待て、お前が行くなら俺だって！　というわけで「俺も俺も」と手を挙げれば、持郎と鈴女さんは二ふた人り揃そろって首を左右に振った。


「駄だ目め。巧たく馬ま、今日は寮りようの風ふ呂ろ掃除当番だろ。管理人さん、サボると怖いよ」


「下しも野つけくんは、宵待くんをしっかり寮まで送ってやってくれ。任せたぞ」


　冷れい淡たんにそう言い残し、二人は部室棟へと向かってしまわれた。残ったのは、言うまでもなく俺と宵待さんの二人だけである。春の夕暮れらしい穏おだやかな風が吹き抜ける中、俺は傍かたわらの小さな少女へ向き直り、言った。


「じゃあ……帰ろっか。うう……せっかくのお近づきチャンスが……！」


「露ろ骨こつにテンションが下がりましたね。でも大丈夫、元気を出してください」


「だってこんな機き会かいめったにないんだぞ！　……と言うか、大丈夫って何が」


「どう考えても下しも野つけ先せん輩ぱいに会長さんは無理ですから。とっとと諦あきらめたほうが身のためかと」


　がくんと肩を落とした俺おれの隣となりで、宵よい待まちさんがクールに告げる。わかってるよそんなこと、とぶっきらぼうに言い返すと、俺はとぼとぼと歩き出したのだった。あーあ。
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「要するに、女子寮りようの寮母さんは美人でいいなあって話だよ。スタイルいいしミニスカートだし。男子寮の管理人の爺じいさんとはえらい違いで──って。宵待さん？　聞こえてる？」


　溜ため息いきとともに右隣に顔を向け、後こう輩はいの名前を呼んでみる。と、すぐ隣を歩いていた小こ柄がらな少女は、夕日に照らされる広い川かわ面もに目を向けたまま「一応は」とうなずいた。


「聞こえてはいますが、あえて聞き流しています。会話に応じたほうがいいと言うのなら、もう少し話題を選んでいただけると助かります」


「……すみません」


　厳きびしい声が返ってきたので、反射的に謝あやまってしまう。年下の女の子相手に情けないとも思うけど、まあ確たしかに今のは俺が悪かった。すぐにそっち方向に行ってしまう癖くせはなんとかしないとな。自分の頭を軽く小突くと、俺は改めて隣を歩く後輩と、そのバックに流れる大きな川へと目を向けた。


　市町村合がつ併ぺい前は町のシンボルでもあったというこの五ご位い鷺さぎ川は、幅も広いし水量も多い、堂々とした立派な川だ。ゆったりとした水の流れに夕焼けが照り返す様は、川に架かかった高こう架か橋きようの長い影かげとのコントラストも相まって、いつ見たって美しい。


「しかし宵待さん、さっきからずーっと川ばっかり見てるよな。確かにいい光景だとは思うけど、そこまで珍しいか？　寮生だったら毎日見てる光景だろ」


「毎日？　いいえ、初めてですが。この河か原わらの道も、知りませんでしたから。……校門を出ていきなり裏道に逸それた時は、どこに連れ込まれるんだろうと思ってしまいましたけど」


　最後の一言を小声で言い足すと、宵待さんはちらりと俺に横目を向けた。失しつ敬けいだな君は。俺は小さく肩をすくめ、腕を組んで口を開いた。


「言っとくけどな、俺は女性には無害だからな！　あくまで妄もう想そうするだけだ。つーか、宵待さんみたいな背せ丈たけも胸も小さい子には、どうにかする気がそもそも起こらないし」


「それはそれで失礼ですが」


　傍かたわらの俺を冷たく見上げ、ぼそりと告げる小さな少女。カバンの持ち手には、翼つばさを広げた鳥をかたどった灰はい色いろのストラップが、ぶらんぶらんと揺れている。女の子にしては渋しぶいセンスだなと内心でつぶやくと、俺おれは川の反対側に広がる古い町並みへと視し線せんを向けた。


「ちなみに、正規の通学ルートはあのへんだけど、こっちの堤防のほうが学校に行くには絶対に近道だから、遅ち刻こくしそうな時はお薦すすめだぞ。向こうは曲がりくねってる上に信号多いから二十分は掛かるけど、この道だと十五分で着く」


「なるほど。ご教示、ありがとうございます」


「どういたしまして。しかし、ほんとにこの道、知らなかったの？　中等部三年ってことは三年前から通ってるわけだろ？　高等部新入組の俺なんかより、学校にもその周りにも詳しそうなもんだけど」


「あいにく、わたしはこの春に編へん入にゆうしてきたばかりです。と言っても、小学校の頃ころまでは隣となりのつぐみ市に住んでいましたから、全く知らないわけでもないですが」


「あ、つぐみ出身？　俺の家もあそこだよ。もしかしたらどっかで会ってたかもな。引っ越したのって、やっぱり家の人の仕事の都つ合ごうとか？」


「いいえ。わたし、家族はいませんので。ですから、学費免除の奨しよう学がく金きん制度に寮りようまで揃そろった御ご仰ぎよう学園は、ちょうど良かったんです」


「……え、そうなの？　大変なんだな……。ごめん、軽々しく家族のこと聞いたりして」


「大丈夫です」


　思わず謝あやまった俺に向かって、宵よい待まちさんは冷たい言葉を発し、「別に、全然大変でもありませんから、気き遣づかわないでください」と付け足した。自分に言い聞かせるような口く調ちようは、どことなく虚きよ勢せいを張っているように見えなくもなかったが、落ち着いた態度はしっかり保っていた。この子、年ねん齢れいと、あと見た目の割には妙にしっかりしてるなあと思ってたけど、身の上のせいもあるのかな。てこてこと俺の隣を歩く小さな頭を見下ろしながらそんなことを考えつつ、俺は「それにしたって」と話題の方向を変えた。


「うちの編入試し験けん、難むずかしいって評判なのに大したもんだな。ヘタな高校入試より難なん易い度どが上って聞いたけど。それに奨学金も、けっこう受給のハードル高かっただろ？」


「それなりには。でも、おかげでなんとか奨学生に──って、今のは、奨学金をもらっている生徒という意味ですから。小さく学んで生きるほうではありませんので、念のため」


「はいはい、わかってますわかってます。……まあ、見た目は確たしかに小学生だけど」


「聞こえてますよ」


　思ったままを小声でつぶやけば、じろりと無言で睨にらみ付けられてしまった。どうやら、自分でも気にしていたらしい。すみませんと慌あわてて頭を下げたものの、そこから会話が続かない。反省しながらしばらく無言で歩いていると、気まずくなったのか、宵待さんのほうから声を掛けてきてくれた。意外にいい人なのかもしれない。


「先せん輩ぱいは、高等部から入ったんですよね」


「ああ、うん。中学時代の俺おれがあんまりにもおっぱいだの太ももだの言い過ぎたもんでさ。親が『お前が家にいると家族みんなが恥ずかしいから、寮りようで精神を鍛きたえてこい』って、俺を無む理り矢や理りここに放り込んだんだ」


「……コメントしづらい事情ですね。さすが下半し──下しも野つけ先せん輩ぱい」


「正直な感想をありがとう」


　微妙な距きよ離りをキープし続ける宵よい待まちさんを、横目で眺めて告げる。一いつ瞬しゆん「下半身」って呼ぼうとしたな、とは思っても言わないのが、年上の気き遣づかいというものです、うん。


「経けい緯いはともかく、割と気楽に学生生活できてるから、別に文句はないんだけど。鈴すず女めさんにも出会えたしな！　おっと、そこ、水たまりあるから気を付けて。見た目より深いぞ」


「はい。ご忠告ありがとうございます」


「そりゃあ、鈴女さんに任命された責任があるからな。ちゃんと送り届けないと！」


　──宵待くんをしっかり寮まで送ってやれよ。


　去さり際ぎわに鈴女さんが告げた言葉が、胸の奥で甦よみがえる。任せてください、と会長の幻げん影えいに向かって熱あつく誓っていると、宵待さんは「ふうん」と小さくうなずいた。


「会長のこと、すごくお好きなんですね。美人で、スタイルもいいからですか？」


「当然。あ、でも、体だけが目当てじゃないぞ！　どう言ったらいかな、鈴女さんって、自分に自信を持ってるだろ？　その頼れるところが大人おとなっぽくて魅み力りよく的てきなんだけど──わかる？」


「それはわかります」


　軽く同意を求めてみれば、宵待さんはあっさりとうなずいた。へえ、わかるのか。ちょっと驚おどろく俺の隣となりで、小さな後輩は相変わらず落ち着いた口く調ちようで語り始めた。


「わたしの場合、編へん入にゆうしていきなり、生徒会の会計を引き受けた……と言うか、ほとんど押し付けられたんです。会計は中等部から出す規則だけど、なり手がいないからって。仕方なく生徒会室に行ってみて、驚きました。生徒会が、ほぼ会長の個人経営だなんて」


「まあ、普通は思わないよなあ。俺も、雑務係になって生徒会室行った時、びっくりしたよ。役員はみんな名前ばっかりで、実質、鈴女さんが一ひと人りで切り盛りしてるんだから」


「ですね。会長は『君も私に押し付けていいぞ』って笑ってくださったんですが、自分で引き受けた仕事ですから」


「そのまま会計やってるってわけか」


「ええ。仕事はそんなに多くないので、生徒会室に行くのは週に一、二回ですが」


　俺の相あい槌づちを受け、こくりとうなずく会計さんである。態度同様の無感情な性格の持ち主かと思っていたが、他ほかの名ばかり役員たちのように鈴女さんに仕事を任せて逃げないあたり、責任感の強い人らしい。と言うか、会長のおっぱいに釣られてほいほいと雑務係を拝命した俺とは天と地の差だ。立派なもんだな、と感心しながら声を漏らせば、宵待さんは謙けん遜そんするように首を横に振った。


「私は大したことはしていません。誉ほめられるべきは会長です」


「それは確たしかに。美人なだけじゃなくて、すごいんだよ、あの人は！」


「わかります。他人を頼りにしない性格は、私も尊敬しています」


「そうそう！　常に胸を張ってる、あの姿勢がいいんだよなあ！　背筋を伸ばして胸を突き出しているからこそ、円えん錐すい形けい気味の美しいおっぱいが常時アピールされるわけで俺おれはもう」


「……はい？」


「あ、もちろん鈴すず女めさんしか見てないわけじゃないぞ？　うちの学校、でかいだけあって人材も豊富だからな　年上お姉ねえさん系好きとしてはもう天国なんだよ！　水泳部の箕みの浦うら先せん輩ぱいはスレンダー系の美人だし、写真部の飛ひ佐さ馬まさんは元気いっぱいのおっぱいの持ち主で、料理研究会の阿あ波わさんは着やせおっとり隠れ巨乳だろ？　それに胸はともかく太ももが最高なチア部の美み山やま部長も……って。あ」


　しまった、途中から会話のベクトルを誤っていた！　そう気づいた時はもう遅かった。


　少し前まで隣となりで共感してくれていた後こう輩はいの姿は、今やぐんぐんと俺から離はなれつつあった。うん、当然だよな。相手が見知った男連中ならともかく、顔見知りレベルの後輩の女子を相手に、おっぱいだの太ももだの連れん呼こする馬ば鹿かがどこにいる。さっき反省したばかりだろ、しっかりしろ俺！　今さらのように自分を叱しかりつけながら、俺は慌あわてて宵待さんへと駆かけ寄った。


「わー、ごめんごめん！　今のは俺が悪かった！　だからそんなに距きよ離りを取らないで！」


「無む茶ちやを言わないでください。共感しながら聞いていたら、どんどん、おっぱ──む、胸とか、ふっ、太ももとか……！　どうリアクションしろと言うんですか」


「反省しておりますごめんなさい！　だからほら、露ろ骨こつに身構えないで！　こんな人ひと気けの全くない場所でそんな態度取られたら、俺が完全に変質者か犯罪者──って、ん」


　みっともない謝しや罪ざいを中断し、俺はきょとんと目を丸くした。前髪の下の瞳ひとみで俺を睨にらむ宵待さんの三メートルほど後ろ、一いつ瞬しゆん前までは見事に無人だったはずの土手の上に、コート姿の大おお柄がらな男が一ひと人り、ぽつんと立っていたのだ。


「……あれ。誰だれかいる？」


　思わず不ふ審しんげな声が出た。見つめる先に立っているのは、顎あごの大きな四角い顔につばの広い帽子を被かぶった大男。教会の神父を思わせる黒の外がい套とうはなかなかかっこよかったが、それにしたって、いつの間にあそこに来たんだ？


「さっきまでは絶対誰もいなかったはずなのに──」


「魔力マルム反応確かく認にん、魔力反応確認。《魔物クリーチヤー》と認証セり」


　俺の自問自答を断ち切るように、四角いおっさんが言葉を発した。


　……さあ。このコート男は、急に何を言い出したんだ。


　人に声を掛けるなら「すみません」とか「もしもし」とか「一ひと目め惚ぼれしました、どうかお側そばに置いてください！」とか、そこらへんから入るべきだろう。あ、ちなみに三つ目のは俺が鈴女さんに初めて出会った時に発した言葉です。


「一いつ瞬しゆんだけぽかんとしたあと、『雑務係で良ければ』と笑ってくれたんだよなあ、鈴すず女めさん。あの笑え顔がおがまた最高で……って、いかんいかん。回想に浸ってる場合じゃないぞ」


　ぶんぶんと頭を振り、トリップしかけた意い識しきを引き戻す。こういうよくわかんない方は、普ふ段だんなら無視して早足で去るところだが、今は宵よい待まちさんがいるからそうもいかない。俺おれは後こう輩はいを庇かばうように一歩前に進み出ると、改めておっさんを見上げた。


　おっさんの顔が俺より頭二つほど高いということは、少なくとも百九十はあるわけか。肩幅も腕や脚あしの太さも、標準的な体格の俺と比べると一回り上なので、万が一喧けん嘩かになったら負けることは確かく実じつだよなあ。あと、おでこに星マークが書いてあるのが異様に怖いんですけど。と、そんなことを考えつつ、俺はぼそりと口を開いた。


「えーと……何か用ですか？」


「此し界かいヨリ退去する意思ヲ、合図を以もつテ我われに示スベし」


「……しかい？　たいきょ？　すんません、なんのことだかわかりません。じゃあ、用がないなら、俺ら、もう行きますから」


「三トリア、二ドウオ、一ウヌム。──申告猶ゆう予よ、終了。退去の意思不確認。よッテ、祓ふつ魔ま行為ニ移行すル。内ない蔵ぞう教会にヨる簡かん易い型がた神域を展開シ、遂行区域内の無関係者ノ排除を開始」


「だから何を言ってるんだかさっぱり──うえっ！」


　いい加減にしてくれよと肩をすくめたその瞬間、俺の声が裏返った。


　会話の最中に「うえっ」はないとは思うが、目の前でおっさんの顔がん面めんが三さん面めん鏡きようか仏ぶつ壇だんみたいにパカッと開いたのだから無理もない。本来は脳だの神経だのが収まっているべき空間は、教会を思わせる内装を施ほどこされており、中央には蠟ろう燭そくを立てた燭しよく台だいと十じゆう字じ架かとが固定されていた。え、どういうこと？　何この人？　何も言えずに固まる俺の目の前で、おっさんの──そもそもこれは「おっさん」ではない気もするのだが今は呼び名を考えている暇ひまがない！　──頭の中の蠟燭に火が灯ともった。


「簡易型聖域展開、完了。尚なお、弾丸の聖別及び標的の随ずい行こう者しやノ退たい避ひの為ため、処理開始マデ規定の猶予を持つモノトスる。但ただシ、随行者が退避シナい場合は標的の協力者と見ナシ、以後、これを標的ニ含めル」


　わけのわからない文もん言ごんとともに、おっさんらしきものの顔の蓋ふたが閉じる。同時に、その右手から、何かを装そう塡てんするような音がガコンと響ひびき、手のひらが二つに割れて黒い筒が伸びてきた。わあすごい変形ロボみたいだ。


「……って、おい。なんだこれ」


　あまりに非現実的な光景を前に、俺は間抜けな声を漏らしながら見入ってしまっていた。左右に分割されたおっさんの手から生はえているのは、重さを感じさせる鉄の円筒だ。先端に小さな切れ込みがあり、内側にはねじ山のような溝みぞが刻まれている。


「これはどう見ても、銃とかライフルとかその類たぐいのものだよな……？　うんそうだよ、間違いない──とか自問自答してる場合じゃないだろう俺おれ！」


　思わず自分に尋たずねて確かく認にんしてしまったが、銃器を突きつけられているという事実は変わらない。さっぱりわけがわからないが、背中に這はい上る危き機き感かんだけは本物だ。じりっと数歩後ずさると、俺はさっきから一言も発していない後こう輩はいへと振り返った。


「宵よい待まちさん！　とりあえず逃げるぞ！」


「下しも野つけ先輩、逃げてください。ここはわたしが！」


　ぴったり重なる二つの声。一いつ瞬しゆん、土手に流れる空気が固まり、俺は思わず目を丸くした。


　……さあ、ここで問題です。この子はいったい何を言ってらっしゃるんでしょう。


　思わず呆ほうけた俺を尻しり目めに、小学生サイズの背せ丈たけの少女は一歩前へ踏み出し、おっさんのような何かを見上げた。落ち着いた態度を保とうとはしているようだが、やはりでかい上に右手に銃を生やした相手は怖いのだろう、小こ柄がらな体はよく見れば小刻みに震ふるえていた。それでもなお俺の前に出た宵待さんの小さな背中は、頼りないからこそ凜り々りしくて、つい「よろしく」と全すべてを任せてしまいそうで──。


「って馬ば鹿かか俺！　宵よい待まちさんも何考えてんだ！　ほら行くぞ！」


「ですが、こいつの狙ねらいは──きゃあっ！」


　キッと振り返って反はん論ろんしようとした宵待さんを問答無用で右の肩に担かつぎ上げ、ついでに左手で彼女のバッグを引っかける。その動作の途中に、俺のショルダーバッグが落っこちてしまったが、拾っている時間はない。教科書と携けい帯たい電話くらいしか入ってないしまあいいや、また後で回収しようそうしよう！　一瞬のうちに判断し、俺は回れ右して地面を蹴けった。


「逃げるぞ！　しっかり摑つかまってて！」


「え？　しかし下野先輩！　あれはわたしを」


「喋しやべると舌嚙かむから黙だまってて！」


　声を張り上げながら、俺は必死に土手を走る。さすが小学生サイズの背丈、予想以上に体が軽い。後ろからはガコンガコンと不ふ穏おんな音が続いていたが、振り返る余裕は全くなかった。どうか銃ではありませんように、銃だとしても撃うってきませんように！　そう念じた次の瞬間、すぐ後ろで土が弾はじける嫌いやな音が響ひびいた。


「随ずい行こう者しやヲ標的に計上、以後標的は二体トする。威い嚇かく射しや撃げきノ後、祓ふつ魔ま処理を開始」


「げーっ！　噓うそだろ、本気で撃ってきやがった！」


「だから──って、とにかく下ろしてください！　……あ、あと、その……お……」


「『お？』」


「……お尻を……あんまり強く押さえないでほしいんですが」


「ごめん！　でも宵待さんみたいに小さい子には興こう奮ふんしないから安心して！」


「ぎゃ、逆に安心できません……！　それはともかく離はなしなさい！　早く！」


「絶対駄だ目め！　しかし、このまま走っても隠れる場所もないし──よし、河か原わらに降りるぞ！」


「ひゃわあああああああああああ」
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　で、顔がん面めん観かん音のん開びらきライフル神父（命名は俺おれ）から全速力で逃げ出した、その二十分後。


「……あの、もう一度言ってもらえませんでしょうか」


　堤防上の道から土手を下った河原の一角、ごとんごとんと電車の音が反はん響きようする高こう架か橋きようの下で、俺はこの上なく神妙に言葉を発していた。


　目の前にちょこんと座っているのは、ついさっきまで肩に担かついでいた後こう輩はいの少女だ。綺き麗れいに揃そろっていた髪は、俺に激はげしく振り回されたおかげでわさわさと乱れてしまっていたが、今は乱らん暴ぼうに扱ってごめんなさいと謝あやまってる場合ではない。というわけで、あぐらをかいて答こたえを待っていると、クールな後輩は前髪に隠れた視し線せんで俺を見返し、言った。


「詳しいことは話せませんが、あの怪人の狙ねらいはわたしであって、下しも野つけ先輩ではありません。というわけで、あれはわたしがなんとかしますから、早く逃げてください。では」


「うんわかった、宵よい待まちさんも気を付けて──なんて言うと思ったら大間違いだ！」


「きゃっ！」


　立ち上がろうとした後こう輩はいの腕を、ぐっと摑つかんで引ひき留とめる。強く手を引かれ、よろけるように腰を下ろした小こ柄がらな少女に、俺おれはまっすぐ向き合った。


「そんな適当な説明で納得できるか！　だいたい、あれがなんだか知らないけど、顔が割れて腕からライフルが生はえてくるおっさんだぞ、女の子が一ひと人りでなんとかできるわけないだろ！　というか男でも無理だぞあんなの！　少なくとも俺には無理だ！」


　後輩女子を前にして、全力で自分の弱さを認める俺。実に情けない態度だが実際そう思うんだから仕方ない！　自分に言い聞かせつつ、「だからな」と俺は先を続けた。


「こういう時は慌あわてず警けい察さつに連絡を──って、待てよ。携けい帯たい落としてきたし、そもそも警察でもどうにもならない気がするなあ……。もう、露ろ出しゆつ度どの高いコスチュームを纏まとったセクシーなスーパーヒロインかなんかが助けに来てくれたりしない限り、どうにもならないような。『よく頑がん張ばったな少年、ここからはわたしのターンだ！　そしてこいつを片付けた後には、心ときめくアバンチュールを君と』『えっ、いいんですか』」


「この期ごに及んで妄もう想そうですか？　さすが下しも野つけ先輩ですね」


「『俺で良ければ喜んで』──って、ごめん、つい！　と、と、とにかく、そんなことより！」


　謝あやまりつつ開き直りつつ、改めて宵待さんに向き直って距きよ離りを詰める。ぶんぶんと頭を振って妄想を振り払うと、俺はなぜか覚悟を決めてしまっている後輩へと語りかけた。


「宵待さんが何考えてるんだか知らないし、あれがなんなのかも俺にはさっぱりだ」


「でしょう？　ですから、あとはわたしに」


「でもな。宵待さんが無事じゃなきゃ駄だ目めなんだってことは、わかってるつもりだぞ」


「任せて──えっ？」


　なんとか俺に言い返そうとしていた宵待さんが、呆ほうけたように口を開けた。


　首を傾かしげながら「どうしてそんなに必死に」と不ふ思し議ぎそうな声を漏らす小さな少女。あのな、どうしても何もあるもんか。綺き麗れいな白い肌と形良く尖とがった鼻を前にしながら、俺はきっぱりうなずいた。


「当然だろ！　なにせ、鈴すず女めさんから、宵待さんを送り届けてくれって頼まれたんだから！　それが、よくわかんないコートのおっさんに撃うたれましたなんてことになってみろ！　俺は──俺はもう、鈴女さんに合わせる顔がないじゃないか！」


「……ああ。そういう理由でしたか」


「そりゃあ俺あの人のことが大好きだから──もとい！　あ、いや、もちろんそれだけじゃない！　宵待さんも──じゃなくて、宵待さんが心配だから言ってるんだよ、うん！　後輩の女子の身を案じるのは、先輩としてそして男として、当然のことじゃあないか！」


　前髪の下から冷ややかな視し線せんを向けられ、俺は慌てて弁解した。今のは確たしかにまずかったですね、反省せよ俺。心の中で自分を叱しかりつけると、俺は取とり繕つくろうように先を続けた。


「と言うか、さっきのアレ、『以後標的は二体とする』って言ってたろ？　それってつまり、あれが元々宵よい待まちさん狙ねらいだったとして、今は俺おれのことも追ってるってことだよな」


「え？　そうでしたか？」


「確たしかに言ってた。俺、これでも物覚えはいいんだよ。で、俺もターゲットなんだとしたら、一ひと人りでほいほい帰るのなんて、マトになりに行くようなもんだろ。だから、知ってることがあるなら、とりあえず教えてほしいんだ。頼む」


「なるほど……」


　まっすぐ見つめて頼み込めば、宵待さんはこくりとうなずき、そして視線を逸そらして何事かを考え始めた。その真剣な横顔に、俺はついつい見入っていた。


　……へえ。じっくり見るとけっこう綺き麗れいな顔してるんだな。体型同様、目鼻立ちは幼くはあるけれど整ととのってるし、白い肌も、少し紫むらさきがかった髪も文句なし──って、え？　何これ？　今まで宵待さんみたいな小こ柄がらなタイプに惹ひかれたことはなかったのに、なぜか鼓こ動どうが静かに速まってくる。困こん惑わくしながら胸に手を当てていると、宵待さんが俺へ向き直って口を開いた。


「そうですね。では、誰だれにも言わないと約束してくださるなら」


「ああ。俺、こんな気持ちは初めてだ」


「……なんの話をしているんですか。情報提供を求めたのは先せん輩ぱいでしょう？　聞きたくないというのなら、ここで切り上げて帰っていただきますが」


「お話中に申もうし訳わけございませんが、そうもいかないようですよ？　奴やつが近づいています」


「え、マジで？　やばい、謝あやまるから急いで説明してくださ──って、今のは誰だっ！」


　宵待さんの呆あきれた声に、ふいに若い男の声が割り込んできた。思わず普通に反応してしまったが、ここには二ふた人りしかいないはず。慌てて跳はね起きると、俺は周囲を見回したが……。


「あれ。誰もいない？」


　首を捻ひねるしかない俺。そして宵待さんはと言えば、慌てる俺を見事に無視し、傍かたわらに転がっていた自分のカバンを引き寄せていた。なんでこの状況でカバンを取るんだと尋たずねる間もなく、小さな後輩は持ち手にぶらさがっていた鳥のストラップを外し、手の平の上にちょこんと載せる。三センチほどの灰はい色いろのそれは、よく見れば鳥ではなく、翼つばさを広げた洋風のドラゴンのようだったが、それがどうした──と呆れた、その時だ。


「お初にお目にかかります。初めまして、ミスター下しも野つけ巧たく馬ま」


「うわっびっくりした！」


　灰色のストラップがふわりと舞まい上がり、俺に向かって声を発した。大声をあげて驚おどろく俺の鼻先で、そいつはフランクに一礼してみせた。


「私、ジェイムズ・ルヴレード・タラスク・ローマンと申します。種族は《石造りの子竜ガーゴイル》、これでも竜族の端くれです。種は違たがえど男同士、気軽にファーストネームでジェイムズと呼んでいただけると幸いですね……って、もしもし、返事がございませんよ？　猫にベロでも取られましたか？」


「あ、はい！　ええと──よ、よろしく、ジェイムズ……さん？」


　腰を抜かしながらも俺おれはなんとか挨あい拶さつを返す。その顔が面おも白しろかったのか、自称ガーゴイルのジェイムズさんは「こちらこそ」と笑い、蛇へびかトカゲのような顔を宵よい待まちさんへ向けた。


「しかし、まずいことになりましたね、芽め亜あ。まさか、あんなのに見つかるとは」


「そうよね……。ジェイムズ、ごめん」


「謝あやまることはありませんよ。さっきのは、カッパドキアの聖戦に投入された自じ律りつタイプの人形です。あんな百年前の遺い物ぶつが日本の地方都市の河か川せん敷しきに現れるだなんて、ヘルメスにだって予想できっこありませんから。ま、とりあえず今は、一つの不幸を恨うらむよりも、二つの幸運に感かん謝しやしておきましょう」


「二つの……幸運？」


「ええ。まず一つは、相手が足の遅い旧製品だったこと。これが整せい備び済ずみの最新型だったり、あるいは手て練だれの祓魔師ハンターだったら、出で会あい頭がしらに滅めつされていた可能性が高いですから」


「でも、見つかった以上、それも時間の問題よ。わたしにはまだ、なんの力も──」


　ふわふわ浮かぶミニサイズの竜の言葉に、宵待さんは悔くやしそうにぽつりと応じた。


　なんでストラップと普通に話してるんだとか、ガーゴイルと名乗ったそれはなんなんだとか、『人形』ってのは顔が割れて腕がライフルなあれのことらしいけどそれはたぶん俺の知ってる人形とは違うよねとか、聞きたいことは山ほどあったが、二ふた人り──ではなく一ひと人りと一匹の深刻な表情を見ていると、ほいほい口を挟むこともできない。仕方ないので周囲を警けい戒かいしながら会話に割り込む隙すきを狙ねらっていると、ふいにガーゴイルが俺へ向き直り「そして」と告げた。


「そう。そしてもう一つの幸運は──下しも野つけ巧たく馬ま。貴き君くんがこの場に居合わせたことです」


「え？」


「はいっ？」


　意表を突いた宣告に、宵待さんと俺は同時に間抜けな声を漏らした。まさかここで自分の名前が呼ばれるとは思ってなかったぞ。さあ、このストラップは俺に何を期待していやがるんでしょうか。宵待さんと不安げな顔を見合わせると、俺はおずおずと口を開いた。


「えーと、ジェイムズ……さん？　その、『幸運』とか言われても……そもそも、俺、何が起きてるのかさっぱりわかってないんだけど」


「先刻のコートの怪人が、芽亜と君とに迫っております。あの人形は永遠に追尾してくるタイプですから、撃げき退たいしない限り、お二人は寮りようにも帰れません。さあ大変！　と、今はそれだけ理解していただければ充分かと。それと、私のことは『ジェイムズ』と呼び捨てでよろしく」


　俺の疑問にスピーディーに切り返すと、ジェイムズさん──ではなくジェイムズは、宵待さんへと向き直り、神妙な声を発した。


「芽亜。《契約》の手順はわかっていますね？　この際、簡かん易い形式でいいですから、とっとと済ませてしまいましょう」


「え？　契約って、まさかジェイムズ、下しも野つけ先せん輩ぱいを、わたしの契約者パートナーに？　駄だ目めよ！　確たしかに契約さえすれば人形とだって戦えるだろうけど、でも！」


「背に腹は代えられませんよ、芽め亜あ。それともまさか、おめおめと人形風ふ情ぜいに滅めつされるつもりですか？　あと一か月で鍵かぎが使えるようになる、このタイミングで！」


「そ、そんなつもりはないけれど──わたしはまだ子どもだし、母かあさんも契約相手はちゃんと選べって……！」


「魔力マルム反応確かく認にん、魔力反応確認」


　ジェイムズと宵よい待まちさんの口こう論ろんに、ふいに単たん調ちような声が割り込んだ。聞き覚えのあるその言い回しを耳にした瞬しゆん間かん、高こう架か橋きようの下の空気が張り詰める。


「……げ。この機き械かい的てきな口調はもしかして」


　背筋にぞくりと悪お寒かんが走る。嫌いやな予感を募つのらせつつ、声の方向へと振り返れば、そこに立っていたのは、案あんの定じよう──。


「標的ヲ二体視認、戦せん闘とうもードへ移行。放ほう熱ねつ効率の向上ノ為ため、外がい套とうを開放すル」


「……くっ！　人形！」


「やっぱりか！」


　──額ひたいに星マーク、右手にライフルを具そなえた、コート姿のあの怪人だった。


　反射的に宵待さんを庇かばいながら見み据すえた先で、巨体の怪人がコートのボタンを引きちぎり、可動式のマネキンかフィギュアのような体をさらけ出す。可動区分ごとに細かく分割されたパーツ構成を前に、俺おれはしみじみ納得していた。なるほど、確かにこいつは『人形』だ。リアルに人っぽいのは首から上だけって仕様らしい。剝むき出だしになった胸に黒く刻まれた『ＥＭＥＴＨ』の五文字は、メーカーのロゴかなんかだろうか。


「ってそんなこと気にしてる場合じゃないぞ！　どっ、どどどど、どうする、どうしよう宵待さん！　あいつ間違いなく俺たちを撃うつ気だぞ！　銃生はえたままだし！　銃が！」


「わかっていますから、すがりつかないでください！　あと、取り乱し過ぎです」


「そりゃ取り乱すだろ！　俺にはまだやりたいことが山ほどあるんだ！　いいか、俺はこの手で豊満なおっぱ──もといっ！　女の子と付き合ったことすらないんだぞ！」


　口から漏れそうになった具体的な欲望を慌あわててオブラートにくるみながら、俺は宵待さんへ向かって叫んだ。こんなところであっさり人生が終わったなら、鈴すず女めさんと放ほう課か後ごを過ごせなくなるし、それに何より、ずっと心の奥底に焼き付いたままのあの人──四月三十日の女神にも、もう二度と会えないままになってしまう！


「もし再会できたらあんなことも、こんなこともと──そう願ねがって生きてきたのに！　なんでこんな場所で、こんなよくわからないのに撃うち殺されなくちゃいかんのだ！」


「魔力マルム反応よリ、カテゴリー《悪魔でびる》及びソノ随ずい伴はん者しやと確かく認にん」


「うるさい黙だまれ！　つーか、デビルって俺おれたちのことか？　あのな、悪あく魔まってのは黒くてエロくてコウモリの羽根が生はえたお姉ねえさんと俺の中では決まってるんだよ！　そんでもって誘ゆう惑わくするようにブラにそっと手を伸ばしながら『どう？』と微笑ほほえんで、俺は思わず『はい』と」


「……ふむ。この期ごに及んで妄もう想そうですか。やはり貴き君くんは逸いつ材ざいですね」


　つい「美人悪魔に誘惑される俺」を語り始めるのと同時に、ジェイムズが興きよう味み深ぶかげに声を発した。落ち着いた口く調ちように少しの焦あせりを滲にじませながら、空飛ぶストラップは、傍かたわらで固まっていた小こ柄がらな少女を「早く」と促うながす。えーと、なんの話？　と、そう尋たずねようとした時だ。


「下しも野つけ先せん輩ぱい、動かないで！　妄想をやめないでください！」


　意を決したように宵よい待まちさんが叫び、小さな両手が俺へと伸びた。


　学校指定のネクタイを引っ張って俺をかがませると、小柄な後輩は右手で前髪をかき上げ、俺へと顔を近づけてきた。初めて見る宵待さんの瞳ひとみは紫むらさきがかった不ふ思し議ぎな色をしていたが、その夜の闇やみを溶かし込んだような深い色彩に──そして幼くも整ととのった顔立ちに──俺の胸の鼓こ動どうが再び一気に跳はね上がった。


「……おお」


　感かん嘆たんの吐と息いきが勝手に漏れる。前髪で隠してたからわからなかったけど、宵待さん、実はものすごくかわいいんじゃないのか？　あ、いや、すぐそこに発砲寸前のおっさんがいるわけで、どきどきしている場合じゃないとは思うのだが、女の子にこんな至し近きん距きよ離りから見つめられたことなんかないんだから仕方ないのである。


「にしても、なんで急に前髪上げたんだ？　いや嬉うれしいんだけど今それをやる理由がわかんないぞ！　あと『妄想をやめるな』って」


「そのままの意味です、助かりたいなら従ってください！　それともう一つ、今から言う言葉を復唱してもらいます！　いいですね！」


　凜りんとした声でそう告げると、宵待さんは早口で短い文章を述べ、「覚えましたね」と確認してきた。……まあ、それくらいなら覚えるのは簡単ですが。困こん惑わくしたまま首を小さく縦たてに振れば、小さな後輩は踏ん切りを付けるかのように深く短く息を吸い、そして俺をキッと見上げた。


「いいですね、『せーの』で行きますよ！」


「へっ？　いいかと言われても」


「せーの！」


「あ、はいっ！」


　何がなんだかわからないまま、俺は素直にうなずいていた。人間、至近距離から強く命令されるとあっさり従ってしまうものらしい。我われながら情けない性格だなあと呆あきれつつ、俺は宵待さんと同時に口を開き、教えられたばかりの言葉を口にした。


「「──『我、ここに汝なんじと契約す』！」」


　ぴったり重なった二つの声が、高架橋の下に響ひびく。しかしこれになんの意味が？　そう思う間もなく、宵よい待まちさんは背伸びをし、さらに顔を近づけてきた。焦あせっているのか照れているのか、ほんのり薄うす赤あかく染まった額ひたいが俺おれのおでこと触れ合った──その瞬しゆん間かん。
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「え？」


「……来た！」


　頭の中で、大きな何かがちかっと光った。


「うわ！　な、なんだこれ？　頭の中から何かがバリバリと──」


「落ち着いて！　そのまま動かないでください、先せん輩ぱい！」


　小さな火花だったそれは、一瞬のうちに極太の稲いな妻ずまとなり、くっつけあったおでこを通じてバチバチと宵待さんへ流れ込み始めた。気力と体力をまとめて吸われているかのように、俺の体からどんどん力が抜けていく。その勢いは目の前の少女も感じているのだろう、小こ柄がらな体たい軀くがびくんと震ふるえ、大きな瞳ひとみがきゅっと強く閉じられる。


「あうっ、す、すごい勢い……！　うそ、先輩の妄もう想そうがこんなに純度が高いなんて……覚悟はしてたけれど、ううん、それよりもっと強くて──熱あつい！　駄だ目め、もうこれ以上は……！」


　宵待さんの言葉が途と切ぎれ、俺はいきなり解放された。体を支える力が完全に抜け切ったのか、俺は河か原わらへへたりこんでいた。フルマラソンを走り抜いたかのような疲れが全身を包み、立ち上がることすらできやしない。頭はなぜかすっきりしていたが、これはいったいなんなんだ？　困こん惑わくしながら見上げる先で、俺たちに向けられたライフルがガチャリと嫌いやな音を立てた。


「砲門使用可能状態ヘノ移行完了。祓ふつ魔ま行為を開始すル！」


「え？　ちょ、ちょっと待て話せばわかる！　せめて逃げるまで待って──って、なんで体が動かないんだ？　ああもう、せめて逃げろ宵よい待まちさん！」


「逃げる必要はありません！」


　凜りんと轟とどろく幼い声。え、と思わず問い返すのと同時に、紫むらさき色いろの光が宵待さんの体を包んでスパークし、そして無数の銃声が河か原わらに響ひびいた。映画やゲームでしか聞いたことのない激はげしい音に、背筋がきゅうっと凍こごえて縮ちぢむ。一発でも当たれば致ち命めい傷しよう間違いなしの、その殺意と敵意の大軍勢はしかし──。


「……ありゃ。俺おれ、生きてる？」


「当然です」


　──小さな後こう輩はいの前にいきなり現れた黒いカーテンによって、全すべて受け止められたのだった。


「え。えーと……何それ？」


「夕ゆう闇やみを凝ぎよう固こさせて作ったベールです。もらった力を一気に全部使ったとは言え、これだけの強度のものが作れるなんて……さすが妄もう想そうの純度が高い……！　これなら──」


　へたりこんだままの俺の問いかけに、小こ柄がらな少女は両手でベールを支えながら応じてくれたが、あいにくなんのことだかさっぱりだ。夕闇を凝固？　妄想の純度？　ついでに言えば、いつの間にか服装が変わってないですか……？　わけがわからず固まる俺の目の前で、予想外に頼れる後輩は指し揮き者しやのように大きく両手を動かした。


「これなら……充分、行けます！　──退ひきなさい、人形っ！」


　凜り々りしい声が再び耳に届いた。それに応じるように、銃弾を防いだばかりのベールがぐうんとうねり、コートの怪人をはね飛ばす。二メートル近い長身があっけなく吹っ飛び、高こう架かを支えるコンクリートの土台へと激げき突とつした。


「がふ！」


　悲鳴とも破は砕さい音おんとも取れる奇妙な音を漏らしながら、額ひたいに星マークを刻んだ怪人が倒れ込む。すぐ起き上がってくるんじゃないかと警けい戒かいしたが、河原に崩れ落ちた巨体は、起きるどころか動く気け配はいすら見せなかった。


「え。一いち撃げきで？　すげえ……！」


「……ふう」


　俺の間抜けな感かん嘆たんの声と、少女の静かな深呼吸とが、高架下に静かに響く。巻き添えを食らってぶちまけられたカバンの中身が散らばる中、俺はただただ呆ほうけていたが、ややあって、目の前の小さな背中が自分を守ってくれたことに気がついた。何がどうなってこの状況に至ったのかは正直さっぱりなんだけど、助けられたことは間違いなさそうだ。というわけで、腰を抜かした間抜けな姿勢のまま、俺はおずおずと声を発した。


「……助かったよ。ありがとう」


　返事、なし。振り返る気け配はいも、なし。


　やっぱりまだ終わってないのかと焦あせったが、コートの怪人の様よう子すに変化はない。そのまま永遠に寝てろよと念じつつ、俺おれは再度声を発した。


「とりあえず、これだけは確かく認にんしたいんだけど……。やっつけたんだよな？」


「ええ。もう動く気配がありませんから。初めてなので、力の加減はできませんでしたが、結果オーライですね」


「へ？　初めてってのは……ああいうのと戦うのが、ってこと？　それとも──」


　そこでいったん息を呑のむと、俺はなるべくはっきりと次の言葉を口にした。


「その──『変身』が……？」


　変身。普通に生きてる限りはまず使わないその言葉を使って問いかければ、目の前の小さな少女は、振り返りながら首を縦たてに振った。


　そう。さっきまで見み慣なれた制服姿だった後こう輩はいは、おでこをくっつけあって離はなした直後の黒いスパークとともに、姿をガラリと変えていたのだ。


　二つの目は紫むらさき色いろに輝かがやいており、胸を隠すのは帯のような細い布。腰を覆おおった黒のスカートは下着かと思うほどに丈たけが短く、背中からはコウモリを思わせる小さな羽根が二枚、伸びている。両手を黒い長手袋で、両りよう脚あしをロングブーツで覆ったその姿は、まさしく俺がイメージする悪あく魔まのお姉ねえさんそのものだった。変身前の名な残ごりを残すのは、胸元のペンダントだけだ。黒を基き調ちようとした露ろ出しゆつ度どの高いそのスタイルは、ぞくりとするほどセクシーで、俺がしみじみ感かん激げきしたのは言うまでもない。うん。いいね。


　……もっとも。感動したのは、あくまで衣い装しようについて、なのですが。


「あのさ。ちょっといいかな」


「お前の子どもみたいな体型にこの服は似合わないってことなら言わなくていいです」


「げっ！　なんでそのことを！」


「顔に書いてあります。……あと、自覚してますから」


　冷え切った声がざっくり告げる。どうやら心を読まれていたらしい。だったらもう何も言いません、とジェスチャーで示すと、俺は改めて眼前の少女へ目を向けた。


　確たしかにコスチュームはセクシーなのである。


　なのであるけれど、それを纏まとう御本人が全く成長していないせいで、違和感がものすごいことになっていた。どういう原理で変身したのかは謎なぞだけど、とりあえず今の姿を見る限りは、ハロウィンか学芸会に頑がん張ばり過ぎた小学生にしか見えないわけで。ぺたーんとした胸と白いお腹なかを見せられたところで、出てくる感想はせいぜい「風か邪ぜ引かないようにね」くらいのもんである。いや、かわいいんだけれど、年上お姉さん系美人を愛してやまない俺の胸にはあんまり響ひびかないというか。相変わらず腰が抜けたまま、俺は腕を組んでつぶやいた。


「変身っつーか、一いつ瞬しゆんで着替えただけだもんなあ。どうせならナイスバディなお姉さんに急成長してくれると嬉うれしかった」


「その思考回路は軽けい蔑べつを通り越して尊敬に値しますね。さすがは巧たく馬ま」


「その目は絶対尊敬してないだろ、芽め亜あ！　……ん？　今『芽亜』って呼んだか、俺おれ」


「そう言えば、わたしも、『巧馬』って言ってます」


　会話を途中で断ち切り、俺たちはきょとんと顔を見合わせた。俺は今、宵よい待まちさんって呼ぼうとしたはずなんだけど。そう視し線せんで尋たずねれば、先せん輩ぱいって言ったはずなのに、と言いたげな視線が返ってきた。なんだこりゃ。


「俺、なんで勝手に芽亜のことを芽亜って……？」


「わたしも、巧馬を巧馬って言ってしまいますね。相手と対等な関係を築きずくことを宣言するのが『契約』ですから、当然と言えば当然ですが」


「契約……？　さっきの『我われ、汝なんじと契約す』ってやつか？　つまり、同時にあれを叫んだせいで、俺たちは下の名前で呼び合う中になったってこと？　そんな馬ば鹿かな」


「巧馬がそう思うのも当然ですけど、契約ってそういうものですから。あ、呼び捨てにしてしまってすみません」


「いや、それはお互い様だから──と言うか、『契約』ってそもそもなんなんだ？」


　律りち儀ぎに一礼した芽亜に、俺はずいっと詰め寄った。正せい確かくには、ずりずりと這はい寄ったのだけど、まだ腰が立たないのだから仕方ない。悪あく魔まスタイルの後こう輩はいを見つめると、俺は強い口く調ちようで先を続ける。


「それ以前に、芽亜はいったい何者で、コートのあいつはなんだったんだ？　『エロいこと考えておでこをぶつけたら後輩が変身してライフル生はやした等身大フィギュア男をぶっ飛ばしました』って、自分で言ってても意味わかんないんだけど、芽亜は事情を知ってるんだろ？　なし崩しに流されて、何も聞けないままここまで来たけど……正直、そろそろ説明してほしい」


　聞きたいことをはっきりと告げ、芽亜の反応を待つ。正面から見み据すえられることに慣なれていないのか、変身したての後輩は視線を逸そらして黙だまっていたが、ややあってこくりとうなずいた。


「そうですね。ここまで関かかわってしまった以上、巧馬には説明しなければなりません」


　覚悟の決まった一言が耳に届く。周囲の空気がピリッと強く張り詰めていき、わけもわからず背筋が伸びる。思わずごくりと息を呑のんだ俺を見み据すえ、芽亜はゆっくり口を開いた。


「実は、わたしは悪魔です」


「……あくま？」


「ええ。そうです、悪魔です」


「へえ、悪魔なんだ」


「なんですか、その気の抜けた相あい槌づちは。……それで、あそこで伸びてる怪人は、わたしたちのような存在を狩ることを専門にしている術者が作った、悪魔狩り用の人形です。額ひたいの星マークは、おそらく、あれを放った祓魔師ハンターの印ですね。これは自分の物だ、というアピールです」


「はー、それはそれは」


　衝しよう撃げきの告白に驚おどろいたつもりが、妙に間の抜けた声が出てしまった。


　しかし今の告白聞かされてこの受け答えはないよなあ。思わず自分に呆あきれていると、案あんの定じよう、芽め亜あは「馬ば鹿かにしてるんですか？」と俺おれを睨にらんだ。表情こそ険けわしかったが、分かれた前髪の間から覗のぞく瞳ひとみは青みがかった紫むらさき色いろで、吸い込まれそうに美しい。ほんと、普ふ段だんからこうやって目を出してりゃいいのに。心の端で思いつつ、俺はぶんぶんと首を横に振った。


「いやいや、からかってるつもりじゃなくて！　答こたえが斜め上すぎてびっくりしただけ！　ここまで非現実的なことが続けばもう悪あく魔までも妖よう怪かいでもありだよなあって納得したりもしたせいで、いろんな感情がごっちゃになって、結果的に『それはそれは』になったんだ！」


「……そういうことなら許します」


　河か原わらに腰を下ろしたまま訴えれば、芽亜は割合あっさり沈静化してくれた。変身したところで、冷静な性格には変わりはないらしい。ほっと安心しながら、俺は続けて問いかけた。


「わかってくれてありがとう。まあ、言われてみれば確たしかに悪魔っぽい格好だけど……その、悪魔って言うのは、悪い魔物と書くアレなんだよな？」


「他ほかにどの悪魔があるのですか。あ、名称に『悪』の字が入っていますが、特に悪事は働きませんので、その点は安心してください。悪魔と言ってもいろいろいますから」


「いろいろ？　じゃあ、芽亜は──」


「わたしは《夢む魔ま》です。夢の魔物と書いて、夢魔。英語で言うとナイトメア」


「ナイトメアねえ。……ん？　もしかして、ナイトメアだから名前が芽亜？」


　目の前の自称悪魔をまじまじと見つめて問いかければ、芽亜は恥ずかしげに黙だまり込み、小さくうなずいた。どうやら正解だったらしい。


「あ、あくまで母のセンスですから……！　それと……さっきから言おう言おうと思っていたのですが──あんまり、じろじろ見ないでくれませんか」


「へっ？　なんで」


「こっ、この格好が恥ずかしいからに決まっているでしょうっ！」


　小さい悪魔がいきなりキレた。ずっと我が慢まんしていたのだろう、剝むき出だしになった白い肌がかあっと赤く染まっていく。今さらのように両手で胸とお腹なかを隠しつつ「ほんとにもう、どうしてこんな下着みたいな！」とブツブツつぶやく姿は、クールな会計さんとのギャップもあってなかなかキュートだったが、それを言おうとしたらものすごい形ぎよう相そうで睨にらまれた。


「いつまで見ているのです。凝ぎよう視しするなと言ったはずですが！」


「はいごめんなさい！　……しかし、悪魔ってほんとにいたんだなあ」


　慌あわてて視し線せんを逸そらしつつ、しみじみとつぶやいてみる。この世界にそういう人たちがいたのなら、六年前に見たあの人──四月三十日の女神も、もしかしてそのお仲間だったのかもな。光ってたし。そんなことを考えながら、俺は芽亜への質問を続けた。


「そんじゃ聞くけどさ、夢む魔まってのは、その──どういうものなんだ？　あと、さっきのおでこタッチの意味と、俺おれが未いまだに立てない理由は？」


「え。そっ、それはですね──ええと……」


「夢魔はですね。人間のエッチな妄もう想そうや煩ぼん悩のうを食べて生きている、か弱い魔物ですよ」


　急に口ごもってしまった芽め亜あの後を受け、フランクな声が耳に届く。ん、この声は？　思わず視し線せんを落とした先では、三センチほどの灰はい色いろの竜が、翼つばさを広げて浮かんでいた。


「やあ、下しも野つけ巧たく馬ま。無事で何よりですね」


「ジェイムズ！　そっちこそ無事で良かった──じゃねえ！　てめえこのストラップ野郎、そう言えば途中から姿が見えないと思ったら！　どっかに隠れてやがったな！」


「そりゃそうですよ。私は芽亜のお目付役ではありますが、それでもやっぱり自分が一番大事ですから。私、知ち識しきはあっても戦せん闘とう力りよくはからっきしですのでね」


　摑つかまえようとした俺の手を軽かろやかに避け、溜ため息いきを吐つくガーゴイル。なんちゅう勝手な言い分だと思わず呆あきれたが、こいつも悪魔のお仲間らしいし、だったら自分勝手なのは当然か。しぶしぶ納得した俺の鼻先で、空飛ぶストラップは「話を戻しましょうか」と笑ってみせた。


「貴き君くんが悪魔にどんなイメージをお持ちだったかは存じませんが、芽亜は──夢魔は、人の妄想や欲望をこっそり吸うだけの、か弱い種族ですよ。成長すると、もう少し能力の幅が広がりはしますが、芽亜はまだ未み熟じゆくですしね。おわかりいただけましたか、ミスター下野巧馬？」


「まあ、だいたいは。……しかし、妄想とか欲望を食うって、ずいぶん意外な──」


「言っておきますが、好きでこんな体に生まれたわけじゃないですから！　え──エッチなことは大嫌いですし、他人の妄想なんかに頼りたくもありませんので！」


　俺の言葉に、いきなり芽亜が割り込んできた。どうやら、自身の体質にかなり不満があるらしい。まあ、女の子なんだから当然か。同情しつつ、俺は「いやいや」と言い返した。


「そういうことを言いたいんじゃなくて。夢魔って、意外と消極的なんだな、と」


「で、ですから決して好色なわけではなくその逆で──えっ？　消極的……ですか？」


「うん。悪魔ってのは、もっと豪ごう快かいでやばいことをするのかと」


「ま、そう思うのも当然ですけどね」


　腕を組んでつぶやけば、ガーゴイルのフランクな声が被かぶさった。芽亜の周りを飛び回りながら、小さなドラゴンは軽かろやかに語る。


「夢魔は悪魔の中でも一ひと際きわ控えめな存在ですからねえ。これがたとえば女色魔スクブスだと、セクシーな肢し体たいで男たちを積せつ極きよく的てきに刺し激げきし、そこで生まれた快感と興こう奮ふんをもりもり喰くらったりするのですが」


「……ほほう？　時にジェイムズさん、ものは相そう談だんなのですが」


「女色魔スクブスを紹介しろって言っても無理ですよ」


「なぜバレた！」


　まさかこのチビ、人の心が読めるのか！　思わず胸を押さえて後ずさった俺おれを前にして、小さな竜は芽め亜あと顔を見合わせて溜ため息いきを吐つくと、寂さびしげな声で先を続けた。


「もっとも、紹介できないのは女色魔スクブスだけではありませんが。悪魔や妖よう怪かい、精せい霊れいといった《魔物》は、今やほとんど此し界かいには存在しておらず──おっと、また話が逸それましたね。ええと、あとは何を説明すればよろしいんでしたっけ？　額ひたいを重ねた意味と、貴君の腰が抜けた理由でしたでしょうか」


　俺や芽亜の言葉を待つまでもなく、さくさくと話を進めるガーゴイル。自由なお目付役もいたもんだと呆あきれていると、ジェイムズは俺たちの周りをぐるりと旋せん回かいし、「まず、契約の説明が必要ですね」と先を続けた。


「契約とは、夢魔が特定の人間を力の供給源として定める儀ぎ式しきのこと。特定の誓せい約やく文ぶんと合わせて思し念ねんの力を送り込み、供給ルートを固定することで、エネルギーを上限なしに吸収できるようになるのです」


「エネルギーを吸収？　あ！　じゃあ、俺がさっきから腰が抜けたままなのは──」


「ええ、妄もう想そうという形で生命力をごっそり吸われた弊へい害がいです。もうそろそろ立てるはずですので、ご安心を」


「え？　……おお、ほんとだ」


　促うながされたので足に力を入れてみれば、どうにか立ち上がることができた。まだ少々ふらつくが、寮りように帰るくらいなら充分なんとかなりそうだ。さっきまでは全然五体に力が入らなかったからなあ。溜息を吐きながら肩を回していると、ジェイムズは呆れた声でつぶやいた。


「しかし、普通の人なら妄念を吸われたところで、立ちくらみを起こす程度なのですが……。貴君の場合は、妄念と生命力とがダイレクトに繫つながっているようですね」


「ダイレクトに……？　それ、どういう意味だよ」


「無む駄だにエロいということです」


　見下したようにフッと鼻で笑うガーゴイル。てめえ、体力が全快したららひねり潰つぶしてやるから覚えとけ。そう視し線せんで訴えてやれば、ジェイムズは「おお怖い」と翼つばさをすくめ、芽亜の周りをくるりと舞まった。


「かくして芽亜は、契約という名の扉とびらをくぐることで、夢む魔まとして本来あるべき姿へ成長を始めたというわけでございます。──そう、子どもが大人おとなに、芋いも虫むしが蝶ちようになるように！」


「いや芽亜はまだまだ幼虫だろ。胸のあたりとか特に──すいませんなんでもないです！」


　思わず口を挟んだら、芽亜に無言で睨にらまれた。さすが悪魔、おそろしく冷ややかな視線である。「失言でした」と繰くり返す俺を、芽亜は紫むらさき色いろの瞳ひとみでじろっと見み据すえ、やれやれと頭を振った。


「妄想をごっそり吸われたばかりなのに、そんなことばかり考えるなんて……。ああ、やむを得なかったとは言え、どうしてこんな人と契約を……！」


　小さな口から漏れる、長い長い溜ため息いき。よっぽど俺おれに不満があるらしい。まあ気持ちはわからんでもないけれど、命は助かったわけだし、そこまで落ち込まなくてもいいんじゃないか。というわけで「ドンマイ」と声を掛けてみれば、険けわしい視し線せんで睨にらまれた。


「巧たく馬まは、夢む魔まにとって契約がどんなに大事か知らないから、そんなことが言えるんです」


「だって仕方なかったわけだろ？　つーか、そんなに大たい層そうなもんなの、契約って」


「大層なもんです！　ロマンチックに言葉を交わし、思いの力を体に取り込むことで、運命共同体となる。それが夢魔にとっての契約だと、母は教えてくれました！　なのに、こんな──エッチな妄もう想そうしか取とり柄えがないような巧馬なんかと……！」


　ようやく立ち上がった俺を見つめて、必死に言葉を紡つむぐ小さな悪魔。青あお紫むらさきの綺き麗れいな瞳ひとみからは、涙の粒がぼろぼろとこぼれ落ちている。おいちょっと待て、泣くほど嫌いやだったのか！　あと俺の取り柄ってそれだけなのか！


　言いたいことが次から次へと浮かんだが、俺の今までの人生で、目の前で女の子に泣かれたことなんかなかったし、しかも今はその原因が自分なわけで、どうしていいのかわからない。わからないのだけれど放っておくこともできないし、ジェイムズは悪びれるでもなくふらふら飛んでるだけだし！　ああもう、と頭を搔かくと、俺は努めて明るい声を出した。


「あ、あのさ！　まあ確たしかに俺はハズレみたいな男だし、俺が芽め亜あでもがっかりするとは思うけど、ほら、やっちゃったもんはしょうがないし！　そのおかげで人形は退治できたんだから！　だからとりあえず寮りように帰ろう！　風ふ呂ろ入って飯食ったら、嫌なことは忘れられるぞ！」


「女性慣なれしていないのが丸わかりな慰なぐさめ方ですねえ」


「黙だまれ！　慰める気ゼロのお前に言われたくねえぞジェイムズ！　ほらほら芽亜、俺はカバンの中身拾うからさ！　その間に落ち着いて」


「再起動、完了。行動可能ニなるマデあと五十五秒ヲ要しマス」


「お前もうるさい！　って、今の声……？」


　地面に転がっていたサインペンを手にして話しかけたその瞬しゆん間かん、不意打ちのような機き械かい音おんが耳に届き、声がぐるんと裏返った。芽亜と同時に振り向けば、静止していたはずのコートの人形が、ゆっくりと体を起こし、傾かしいだ首をこちらへ向けていた。体はヒビだらけで、手足も歪ゆがんでいたものの、右手のライフルは悔くやしいことに健在だった。畜ちく生しよう！


「噓うそ……！　完全に機能が停止していたはずなのに！」


「どんだけしつこいんだ、こいつ！」


「旧型は頑がん丈じようですからね。では、私はこれにて失礼。ご武運をお祈りいたします」


「ああ、気を付け──じゃねえぞ！　おいこらガーゴイルてめえまた逃げる気か！」


「無む論ろんです。私は標的認証されておりませんし、狙ねらわれてるのはお二ふた人りでしょう？　それに、芽亜の契約相手が見つかれば、悪魔は成人したも同然。となれば、お目付役の私はお役御免というわけです。芽亜、君の母はは君ぎみに頼まれて今こん日にちまで見守って参りましたが、私の仕事はここまでですね。大丈夫、芽め亜あならきっと母はは君ぎみのような美しい悪あく魔まになれますとも」


　芽亜に向き合い、仰ぎよう々ぎようしく語るガーゴイルである。発言内容はともかくとして、ものすごい早口なので全く感情移入できないのはどうかと思う。


「言うだけ言ってとっとと逃げたいって気持ちがあからさますぎるだろ、この悪魔」


「ええ、悪魔ですがそれが何か？　そうそう、ゴーレムというのは、『ＥＭＥＴＨ』──すなわちヘブライ語における『真理』を意味する言葉を刻まれることで擬ぎ似じ的てきな魂たましいを宿している存在ですから、あの頭文字のＥを削って『ＭＥＴＨ』──つまりは『死』にしてやれば、それだけで動けなくなりますよ。まあ力押しで破は壊かいするほうが簡かん単たんでしょうけど！　さあ、これが私にできる最後のアドバイスです！　それじゃあ今度こそ──アディオス！」


　待ちやがれと叫ぶ暇ひますらなかった。


　白い羽根がふわりと開いたかと思うと、ばしゅん、と空気が弾はじける音が響ひびき、そして次の瞬しゆん間かんにはあの小さな竜の姿は河か原わらのどこにもなかったのであった。さようならジェイムズ！


「お前のことは忘れないぞこの野郎！」


「ジェイムズはああいう性格ですからね。と言うか、彼に怒ってる場合ではありません」


　夜空を見上げて吼ほえる俺おれの袖そでを、芽亜がぐいっと引っ張った。それに釣られて視し線せんを下ろせば、がくがく振動しながらライフルを構えようとしている人形の──ジェイムズの言葉を借りれば「ゴーレム」の姿が、否いや応おうなしに目に入る。黒光りする砲門は、ギイギイと軋きしむ音を立てながらも、俺たちへと照準を──。


「やべえ！　芽亜、さっきのもう一発だ！　ほら、あの『大人の時間のとばりミツドナイト・カーテン』を！」


「勝手にいやらしい名前付けないでください！　……と言うか、無理です」


「ごめん名前のセンスについては諦あきらめて！　だから早いとこ──はい？　無理？」


「え、ええ……。巧たく馬まから吸収した妄もう想そう力りよくは、さっきの一いち撃げきで全部使ってしまったもので……。初めてだったので、力の配分とか、全然わからなくて。……作戦ミスです、すみません」


　いさぎよく謝しや罪ざいの言葉を口にすると、芽亜は目を逸そらし「闇やみを固める力はありますが、今だと、豆粒ほどの塊しか作れません」と言い足した。え、そうなの？　なんでエネルギーを残しておかないんだと思ったが、完全に頼り切ってる俺が偉そうに怒れるわけもない。あとは任せろと言い張れるとかっこいいのだが、できるなら最初からそうしているわけで。


「せめて弱点でもあれば──って、そうだ！　ジェイムズがなんか言ったよな！　ほら、あの『ＥＲＯＴＨ』の頭文字を削ればゴーレムは止まるとか！」


「……えろす？　そんな単語はどこにもないです、あれは『ＥＭＥＴＨ』！　それに、銃を持ってる相手に近づいて、胸の字を削り取るなんて不可能としか思えませんが」


　俺を庇かばうように立ちながら、芽亜が冷静に声を発する。反はん論ろんしたいところだったが、芽亜の指摘は確たしかに正しい。ずっと摑つかんだままだったサインペンをぐっと握りしめながら、俺は奥歯をギリッと嚙かみしめた。後こう輩はいを寮りようまで送るだけのはずが、なんでこんなことになったんだ？　えーと、そもそもは、あの人に頼まれたからであって──。


　……こんな時、あの人ならどうするだろう。いつも頼れる、あの人なら。


　ふいに、そんな弱よわ音ねが頭に浮かんだ。同時に、あの頼もしくも美しい生徒会長の顔（と胸）がくっきりと思い起こされる。いやまあこの状況はさすがの鈴すず女めさんにもどうしようもないとは思うが、それでもあの人ならどうにかしてくれそうな気がするんだから仕方ない。


『まずは冷静に状況を理解すること、あとは見方を変えてみること』


　聞きき慣なれた理知的な声が、ふっと脳のう裏りに響ひびき渡る。しかし見方を変えろと言われましてもね。記き憶おくの声に内心で思わずそう反はん論ろんした次の瞬しゆん間かん、俺おれは「ん」と眉まゆをしかめていた。妄もう想そうをごっそり吸われて妙にすっきりした頭に、一つの答がぼんやり浮かび上がってきたのだ。


「……あいつは『ＥＭＥＴＨ』って言葉を刻まれてるから動くんだよな。だから頭の『Ｅ』を削って『ＭＥＴＨ』にすれば停止する。じゃあ、別に削らなくても、文字が文字として──その言葉として読み取れなくなれば……！　そうか、そうですよね鈴女さん！」


「ちょ、ちょっと巧たく馬ま？　急にどうしたんです？　会長はいませんよ」


　唐とう突とつにつぶやきはじめた俺に不安を覚えたのか、芽め亜あがブレザーの裾すそを引いたが、答えている余裕はなかった。いつもに比べて頭が回るのはなぜだろうと思いつつ、必死に脳みそを回転させること、ゼロコンマ七秒。爪つま先さきを河か原わらに打ち付け、足腰がちゃんと動くことを確かく認にんすると、俺は右手のペンを握り直して口を開いた。


「──芽亜、闇やみを固めてあいつの銃口を塞ふさいでくれ。できるか？」


「え、ええ、それくらいなら……。しかし、そんなことしたって長くは保もたな──って！　どうしていきなり飛び出すんです！　馬ば鹿かなんですか！」





　……そして、その十分後。


「よし！　なんとか勝ったぞーっ！」


「や、やりましたね……！　はふう……！」


　勝利の雄お叫たけびと安あん堵どの溜ため息いきが、河か川せん敷しきに響き渡った。


　最後の最後まで抵抗したゴーレムに振り回されたせいで、体はあちこち痛んでいたが、勝ったあとではその痛みさえも心ここ地ち良い。いやー、意外となんとかなるもんだ。即席コンビにしてはよくやったよな、俺たち。河原に座り込んで自じ画が自じ賛さんしながら、ようやくボロボロと崩ほう壊かいを始めた強敵へ目を向けていると、隣となりに座っていた芽亜が俺を覗のぞき込んできた。


「しかし、よくあんな手を思いつきましたね。せこいと言うかずるいと言うか」


「いいアイデアだって言えよ。字を削り取れないのなら、線せんを書き足してそれ以外の字にしてやればいい。頭文字の『Ｅ』を『Ｅ』じゃない字にしてやれば──」


「──残った四文字は『ＭＥＴＨ』を意味するようになるから、ゴーレムは倒れる、と」


　なるほど、確たしかに筋は通っています。うなずきながら言い足すと、芽亜はふいに「ぷっ」と噴ふき出した。え、なんでそこで笑うの？　そう尋たずねてみれば、未いまだに悪あく魔ま装しよう束ぞくの後こう輩はいは、剝むき出しの小さな肩を揺らしながら口を開いた。


「『Ｅ』を別の字に変えればいいのはわかりますよ。でも、どうして田んぼの『田』にする必要が？　日にち曜よう日びの『日』のほうが、線せんが少なくて絶対に早いのに、わざわざ『田』って！」


「……うるせえ。と言うか芽め亜あ、それがそんなに笑えるか」


　まあ確たしかに芽亜の言うとおりだけど、さっきはそこまで考える余裕がなかったのだから許してほしい。ふてくされながら横目を向けた先で、芽亜は「だっておかしくて」とくすくす笑い続けている。生徒会の後輩で実は悪魔で、そんでもってなし崩し的に戦友になった少女が、初めて見せたその笑え顔がお。それを前にして、俺おれは言葉を失っていた。


　──あ。やっぱりかわいいな。


　心の中でそんな思いが顕けん在ざい化かし、口から声が出なくなる。生真面目きまじめそうな顔立ち、きゅっと引ひき締しまった小さな肩、深く澄すんだ紫むらさきの双そう眸ぼう。一いつ緒しよに戦って生まれた連帯感のせいだろうか、どれもがやたらと胸に来る。セクシーなコスチュームと子どもっぽい体格はやっぱりアンバランスではあったし、思わず興こう奮ふんしたり妄もう想そうが浮かんだりもしないけど……うん。なぜだろう、悪くない。むしろ、いい。というわけでしみじみと見み惚とれていると、芽亜は微笑ほほえんだまま立ち上がり、そして礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げた。


「本当に助かりました。巧たく馬まと契約しなかったら、わたしは力が使えませんでしたし、それに巧馬の思いつきがなければ、ゴーレムは止められませんでした。巧馬、意外と頭も切れるんですね。少し見直しました」


「俺も自分でよく考えついたなとは思ってるんだけどな。なんか、契約してからこっち、妙に頭が冴さえるような……。あと──それにしてもさ。ええと──その」


「……どうしたんです？　言いたいことがあるなら、はっきり言ってください」


「いや、なんだ。芽亜、目が綺き麗れいだから、普ふ段だんから前髪分けてればいいのにな、と」


「なっ！　ななななななな何をいきなり！」


　さっきから胸に浮かんでいた思いをうっかり口にした瞬しゆん間かん、芽亜の顔が茹ゆで上がった。ほとんど水着か下着みたいな格好なので、首筋や肩がかーっと赤くなっていくのがよくわかる。慌あわてて俺から視し線せんを逸そらすと、小さな夢む魔まは自分の体をぎゅっと抱きかかえて叫んだ。


「そ、そういう嗜し好こうはないと思って安心していましたが……！　まさか、わたしで欲情するなんて！　自分で言うのもちょっと哀かなしいですが、それはとても間違った嗜好です！」


「誰だれが妹より小さい相手に興こう奮ふんするかっ！　目が綺麗って言っただけでなんでそこまで危険視されにゃならんのだ！」


「そんな言葉でごまかされると思ったら──え。妹さんがいるのですか？」


「うん、小五と中一と。言っとくけど、二ふた人りとも芽亜より育ってるぞ」


「聞いてないのに言わなくていいです！　そういうデリカシーのなさがそもそもですね」


　涙目で睨にらまれながらのお説教が始まってしまった。ちょっと誉ほめたと思ったらこれだ。契約相手をもうちょっといたわってくれよと溜ため息いきを吐つくと、俺おれはゆっくり腰を上げた。


「……まあいいや。とりあえず寮りように帰ろう。もう風ふ呂ろ入って寝たい」


「まだ話は終わって……ああ。お風呂は賛さん成せいですね。寮のお風呂は広くて好きです」


「切り替え早いな」


　苦笑しながらズボンの土を払い、ついでにうーんと背を伸ばす。盛りだくさんな日だったけれど、今度こそ、ほんとに今度こそ、ゆっくりできそうだ。芽め亜あを寮まで送り届ければ、鈴すず女めさんから言いつかった任務はようやく完了するわけで──って。


　待てよ。今の芽亜、考えてみればすごい格好だぞ。このまま連れ歩くのは問題だけど、元々着ていた制服ってどうなったんだろう。思わず立ち止まり、考え込んでしまったその時だ。


「……巧たく馬ま。ちょっといいですか？」


　妙に神妙な芽亜の声が、真っ正面から放たれた。どうしたんだよ急に。そう問い返す暇ひまもなく、俺と契約を交わしたばかりの少女は、深刻な口く調ちようで先を続けた。


「約束してほしいことがあるのです。やむをえず素す性じようを明かしてしまいましたが、悪あく魔まを始めとした《魔物》の存在は、本来、人間には絶対に秘密。今日きようのことを忘れろとは言えませんが──わたしも忘れませんから──どうか、誰だれにも言わないと約束してください」


「ん？　ああ、わかってるわかってる。言っても誰も信じないだろうしな。しかし、改まってそんなこと言われると、芽亜がどっか行っちまうみたいで──」


「あっ！　そんなところにいた！　おーい、巧馬！」


　俺と芽亜とのやりとりに、聞きき慣なれた声が割り込んだ。はっと声のした方向へと向き直れば、すっかり暗くなった堤防の上で、制服姿の少年が俺のカバンを振り回していやがった。


「持じ郎ろう？　お前、何しに」


「それはこっちの台詞せりふ。先に帰ったはずなのに、一ひと人りで何やってるんだか。風呂掃除当番はどうしたのさ？　あと、土手にカバン落ちてたから拾ってきたよ。感かん謝しやするようにね」


「あ、ああ。サンキュ──って、『一人』……？」


　呆あきれた顔で近づいてきた友人の言葉を、俺は思わず繰くり返していた。一人なはずがあるもんか。何しろ俺はあの夢む魔まと契約してゴーレムを倒したんだから。そう説明したい気持ちと、そして言いようのない不安感が同時に胸に沸き上がる。まさか！　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、慌あわてて振り返ってみれば、


「……まさか、ほんとに？」


　案あんの定じよう、似合わないコスチュームに身を包んだ悪魔の姿はどこにもなかったのだった。
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「──てな具合に姿を消したから、てっきりどこかへ姿を消したものかと俺おれは思った。そうか、もう会えないんだなと、けっこう本気で信じた。今日きようの出来事は青春の一ページとして胸に刻まれ、ゆくゆくは幼い娘にこっそり語って聞かせて『うそだーパパのえっちー』とか言われるんだろうなあ、と。……そこまで考えたんだぞ、俺は」


　風ふ呂ろ上がりの頭をタオルで拭ふきながら、俺は重たい声を発した。


　時刻は夜の八時半、場所は男だん子し寮りよう一階の俺の部へ屋や。乱雑に畳まれた布団ふとんや物置と化した勉強机、参考書よりも漫まん画がや雑誌の目立つ本棚などが並んだ四畳半の空間の真ん中で、俺は長い溜ため息いきを一つ落とすと、折りたたみテーブルを挟んだ向かい側に座る少女へと目を向けた。


「……なのに、だ。なぜ風呂から出てきたら普通に俺の部屋にいる？　と言うかそもそも、なんで俺の部屋がここだって知ってるんだ」


「管理人さんにお聞きしましたら、すぐ教えていただけたました。『あの下しも野つけを女の子が訪ねてくるとはな。他ほかの男に見つかると面めん倒どうだ、こっそり入って待っていな』と。男子寮の管理人さん、初めてお会いしましたが、気さくな方ですね」


「まあな。しかし女の子をあっさり入れるか？　管理人の仕事しろよ爺じいさん」


「同感です。そうそう、さっきは、楠くすのき先せん輩ぱいに見つかると面倒だなって思ったので、とりあえず隠れておきました。誤解させたのなら申もうし訳わけありません」


　俺を心配させたことをいちおう反省しているのか、謙けん虚きよに言葉を紡つむぐ小こ柄がらな少女。今はあのセクシーデビルモードでもあるいは制服でもなく、学校指定のジャージに身を包んでいるせいか印象が違ったが、だからと言って見間違えようもない。芽め亜あである。


　……まあ、また会えて安心したのは確たしかだけどさ。照れくさかったので小声でぼそりとつぶやくと、俺はよっこらしょと立ち上がった。


「女の子が部屋に来たことなんて初めてだから、どうしていいのかわからないけど、とりあえずこういう時はお茶だよな。なんか飲むもの出すからさ。座布団に座って待っててよ」


「はい、失礼します。でも、意外と綺き麗れいな部屋で、びっくりしました。巧たく馬まのことだから、てっきり、もっとこう、エッチな本とかＤＶＤが山のようにあるのかと」


「ああ、それなら上の──げふん」


　うっかり口にしかけた言葉を、俺は無む理り矢や理り飲み込んだ。実は、ずっと空あき部屋になっている二階の北の端の一室、人呼んで『桃もも色いろ図と書しよ館かん』には、代々の寮生たちが伝えてきたその手のあれこれがどっさり累るい積せきされ、そして愛用されているのだけど、それを女子に教えるのはタブー中のタブーだ。気を付けろ、俺。自分で自分に釘くぎを刺しつつ、俺は戸棚に手を掛けた。


「玄米茶しかないけど、それでいいかな。しかし芽亜、ほんとに何しに来たんだ？」


「妄もう想そうを食べに来たに決まってるでしょう？　一度契約した以上、わたしは永遠に巧馬からしかエネルギーを補充できませんし、そうしないと消えてしまいますから」


「へーそうなんだ……って。『永遠に』？」


　今サラッと重たいこと言わなかったか？　玄米茶のティーバッグを放り出し、全速力で芽め亜あの前へと舞まい戻る。その勢いに目を丸くして驚おどろく後こう輩はいをまっすぐ見つめ、俺おれは「落ち着け」と一声叫んだ。


「いやまあ落ち着くのは俺なんだけど──ん。もしかして、前髪、分けた？」


「えっ？　あ、はい」


「だよなあ。なんかイメージ変わったなあと思ったんだけど、目が出てるからか。あ、もしかして、そっちのほうが似合うって俺が言ったから、それに合わせてくれたとか……？」


「自じ意い識しき過剰ですね。あくまで、ちょっとした気分の変化です」


　淡あわい期待に胸を膨ふくらませた俺をクールに切り捨てると、芽亜は「あと効率の問題です」と付け足した。なんだそりゃ。


「ってそんなことよりも、今の話だ！　永遠に俺からしか妄もう想そうを補充できなくなったって？　責任重大すぎるだろ、それ……！　そんなルールは聞いてないぞ！」


　折りたたみテーブルを挟み、俺は芽亜へと詰め寄った。と、顔を近づけられて照れたのか、白い肌を薄うす赤あかく染めながら、契約相手は恨うらめしそうにぼそりと言った。


「だって、説明するタイミングなかったじゃないですか。わたしも不本意なんですよ？　契約さえしなければ、学校に漂っている薄うすい思念や妄想を吸収するだけで生きていられたのに」


「不満そうに睨にらむなよ……。そうだ、だったら契約解除！　ほら、もうゴーレムは倒したわけだし、元どおりの関係に戻るということで！　『我われ、汝なんじとクーリングオフす』！」


「無理です。巧たく馬まはもう、わたしの契約者になってしまいましたから。は、初めての相手が巧馬だなんて、不本意ではありますが……」


「初めてってお前──誤解を招くような言い方はやめなさい！」


「その他ほかにもいろいろあるのですが、詳しくはこちらを。契約書です」


　いきなり冷れい淡たんな声で告げながら、芽亜は慌あわてる俺に古びた紙の束たばを押しつけた。確たしかに曲がりくねった字で「契約書」と書いてあるが、こういうのは契約する前に見せろよ。数十ページはありそうなそれを受け取りながら肩を落とせば、芽亜はしみじみと首を左右に振った。


「もう後戻りはできません。巧馬は既すでに体質が変わっています。夢む魔まに妄想を吸収されないでいると、いずれ煩ぼん悩のうが溜たまって体が破裂するという、実に愉ゆ快かいな──ごほん、哀かなしい体質に。今の巧馬は、もう、人としての質が変わった存在──すなわち、『変質者』なのです」


「……せめて、その呼び方だけはやめてほしいなあ」


　ただでさえあだ名が下半身なんだから、そこに変質者がくっつくのはできれば避けたい。そんなことをぼんやり考えながら契約書の表紙に目を落としていると、芽亜は俺をまっすぐ見み据すえ、わざとらしく咳せき払ばらいをしてみせた。


「……こほん。で、では、そろそろ妄想をいただきたいのですが」


「え。だってさっき河か原わらで食ったろ？　どんだけ腹減らしてるんだよ」


「一度戦えば、あの程度のエネルギーはなくなってしまいます。ああ、食事の場合は、先ほどのように体力までごっそり奪うばうわけではありませんのでご安心ください。……それと、わかってるとは思いますけど、欲しいのは妄もう念ねんだけですからね」


「どういう意味だよ」


「巧たく馬まの嗜し好こうからして大丈夫だとは思いますが……ま、万が一、その、わたしに対して実力行使に及ぼうとした場合は、泣き叫んで人を呼びますので！」


　悪あく魔まにあるまじき脅きよう迫はく方法を提示しながら、芽め亜あが俺おれににじり寄ってくる。困こん惑わくと照れで赤く染まったその顔に気け圧おされ、俺はこくりとうなずかざるを得なかったのは言うまでもない。


　かくして、俺と夢魔との、騒そう々ぞうしくスリルに満ちた物語は、ここに幕まくを開けたのであった。





　……追記。芽亜が急せかすもんだから、手っ取り早く妄想しようと思ってエロ本を出したらめちゃくちゃ引かれた。しかも、いざ妄想を始めたら「気持ち悪い」と逃げるし。


「逃げるな！　おでこ出せ！　何がしたいんだよお前！」


「だ、だって……そんな卑ひ猥わいな写真を見ながらニタニタするなんて、想像を遥はるかに超えた醜しゆう悪あくさで……！　た、巧馬はやはり下半身なんですね……。うわあ」


「そんなに怯おびえなくてもいいだろう！　ほら、どうぞ」


「こ、心の準備がまだ、ちょっと……。おでこくっつけるの、恥ずかしくて……。あの、せめて目を閉じてくれませんか？　あと鼻息が荒いです。なるべく呼吸しないように」


「死ぬだろ！」




　第二夜　馬鹿なあいつはもういない







「はい？　今月いっぱい？」


　学校からの帰り道に腕からライフルを生はやしたおっさん風ゴーレムに襲おそわれ、なし崩し的に悪あく魔まと契約してから四日目の夜の、俺おれの部へ屋やにて。俺が目を丸くして尋たずねれば、今日きようの夕ごはん──つまりはエロい妄もう想そう──を食べ終えた芽め亜あは、あっさり首を縦たてに振った。


　ちなみに俺と芽亜の顔がどちらも薄うす赤あかいのは、額ひたいをくっつけあった直後だからである。何回やっても恥ずかしいんだよなあ、あれ。ほんのりと感触の残るおでこを撫なでながら心を落ち着かせていると、芽亜は「そう言えば」と思い出したように続けた。


「巧たく馬まには、まだ伝えていませんでしたね。月末には、わたしは《あちら》へ発たつ予定です。《あちら》と《こちら》は、完全に別の世界ですから、そこにまたがるあらゆる関係性は強制的に無効化されると聞いています。ですから、先ほど言ったように──」


「俺との契約は問答無用でそこでおしまいになって、毎晩こうやって妄想を吸われることもなくなるわけか。そうと知ってりゃ──って、もしかしてあの契約書に書いてあったのか？」


「いえ。あれは契約の説明が載っているだけですから。と言うか、まだ読んでないのですか」


　勉強机の上に放置されたままの紙の束たばを指さして尋ねれば、呆あきれた顔で睨にらまれた。そうは言いますけどね、文体が古めかしいし言葉は難むずかしいし、すぐ眠くなるのである。


「一応、前書きと、最初の『契約の方法』って章までは読んだけど。この間俺たちがやったのって、簡かん易いバージョンだったんだよな？」


「ええ。正式な方法は、時間も掛かりますし、それに……その……」


　芽亜が照れくさそうに目を逸そらして口ごもったが、あいにくその気持ちは俺も同じだ。あれは確たしかに恥ずかしいもんなあ。まあ、簡易形式であっても、供給できる魔力がちょっと目減りするくらいで特に違いはないらしいので、別に問題はなさそうだけど。


「で、そこまで読んだらもう寝てたんだよ。まあ、契約の中身はざっと芽亜に聞いたし、それでいいかなと思って」


「説明できていないこともあります。ちゃんと目を通しておいてください」


「わかったわかった、そのうち読むよ。それでいいだろ、相あい棒ぼう」


「なるべく早くお願ねがいしますね。……あと、『相棒』って誰だれのことですか」


「はい？　だってこの契約って、ご主人様とかマスターとかそういうのじゃなくて、対等に迷めい惑わく掛けたり掛けられたりする関係なんだろ？　だから『相棒』でいいかなと。あ、それとも『相方』が良かったか？」


「漫まん才ざい師しじゃないんですから。かと言って『相あい棒ぼう』も違和感がありますが……。なんにせよ、この契約が続くのはあと一か月。その間、よろしくお願ねがいしますね」


　落ち着いた声でそう告げながら、芽め亜あは持参したマイ湯ゆ呑のみに慣なれた手つきで玄米茶を注いだ。悪あく魔まとは思えない生活感にあふれたその姿を前に、俺おれは「むう」と妙な声で唸うなった。


　──今月末で契約解除ってのは、決して悪いニュースではない。ないのだけれど、この関係は一生続くに違いないと覚悟していただけに、なんだか拍子抜けしたような気分である。


「これでもうちょっと背が高くて胸が大きくて太ももがむちっとしてて雰囲気がエロかったら、行かないでくれって泣いて止めるんだけどなあ。正直、そこまでする気も起こらない」


「本ほん音ねが漏れていますよ巧たく馬ま」


「おっと失敬！　それより芽亜、《あちら》ってのはどちらなんだ？」


　上うわ目め遣づかいで睨にらまれたので、慌あわてて話題を元に戻す俺。この悪魔さん、自分の体形にコンプレックスがあるようで、話題に出すと露ろ骨こつに機き嫌げんが悪くなるのだ。いかんいかんと自戒しながら、俺は「話の流れ的には」と先を続けた。


「海外とか……じゃないよな。別の世界ってことは、『魔界』みたいなものか？」


「正しくは、位相の異なる別次元の地球だそうですが、ニュアンスとしては近いですね。実際、ほとんどの魔物は、《あちら》に移住しているわけですし」


「へー、そうなんだ。確たしかに、悪魔が実在してた割には、芽亜のお仲間が実際に出たって話を全然聞いたことないなーとは思ってたんだけど」


　実際にいなかったわけか、なるほど。実家から持ってきた折りたたみテーブルを前に腕を組んでつぶやけば、今日きようもジャージ姿の小さな夢む魔まは、湯呑に両手を添えたままうなずいた。


「一世紀ほど前、世界中のハンターが組そ織しきだって魔物を狩り始めたので、魔物たちは協力して《あちら》へのゲートを開き、移住したんだそうです。わたしが生まれる前の話ですので、母から聞いた話の受け売りですが」


「おふくろさんねえ。やっぱ、その人も悪魔──っつーか、夢魔だったのか？」


「ええ。結構な変わり者で、《あちら》への移住が決まったのに、《こちら》に残ってわたしを生むことを選んだ人です。ちなみにこれが母の形かた見みの」


　そこで言葉を区切ると、結構な変わり者の娘はジャージの襟えり元もとからペンダントの先を引っ張り出した。細い鎖くさりの先に揺れているのは、鍵かぎを模もした一センチほどの銀ぎん細ざい工く。あえてシンプルなスタイルを選んだのか単なる手抜きなのか、地味なデザインのそれを示しながら、芽亜は「《リヴァイアサンの鍵》です」と俺に告げた。見た目の割にはたいそうな名前である。


「りばいあさん？　持じ郎ろうから借りたゲームに、そんな名前のモンスターが出てたけど」


「有名な魔ま獣じゆうですからね。もっとも、リヴァイアサンの口は地じ獄ごくに通じているという伝承にちなんで名付けられただけなのですが。この鍵は、大気中の魔力を何年も掛けてチャージし、《あちら》への扉とびらを開くのです。使い方は簡かん単たん、何もない空間に差し込んで、ガチャッと回すだけ」


「ほー。地味──じゃない、渋しぶいペンダントだと思ってたけど、そんなすごいのか」


「言い直さなくていいですよ。実際、地味ですし」


　慌あわてて言い換えた俺おれを前に、小さな夢む魔まはけろりとうなずき、「でも、大事な物なんです」と、鍵かぎを胸の間に押しつけた。どうということのない仕し草ぐさだが、おっぱいがもう二回りほど大きければそれはもう幸せな光景だったに違いない。そう、たとえばこれが鈴すず女めさんで、しかも胸元の開いたシャツだったりしたら……！　そんなに近づかなくても見えるだろう、まったく君は。いえ、もっと近づかないと見えませんから！　とかなんとか、脳のう裏りに浮かんだ妄もう想そうを実況しながら胸を熱あつくしていると、芽め亜あがげんなり溜ため息いきを吐ついた。


「さっき妄念を吸引されたばかりだと言うのに、もうですか。夢魔のわたしが言うのもなんですが、人としてどうかと思いますよ。さすが下半身で変質者」


「本物の悪魔に言われたくねえぞ。しかし、別の世界に行くとかサラッと言ってるけど──それ、そんな簡かん単たんなもんなのか？　その鍵を疑うわけじゃないけどさ」


　ほら、心情的に。そう小声で言い足すと、俺は愛用のマグカップを引き寄せ、冷めた玄米茶を一口すすった。この世界で育った芽亜的には、寂さびしかったり不安だったりするんじゃないのかな、と思ったのである。だが、向かいにちょこんと座った小さな悪魔は、意外にも「別に？」とあっさり答えただけだった。


「正直なところ、《こちら》には未練はありません。いつ襲おそわれるかわからないような生活はもうこりごりです。でも《あちら》に行けば、もうハンターに怯おびえる必要はありませんから」


「ハンターねえ。それって、こないだのライフル人間みたいなのだろ？　確たしかにあいつは危険だったけど、契約したての芽亜でも勝てたんだから、そこまで怖がらなくてもいいんじゃないのか？　今思えば、動きもとろくさかったし」


「何を言っているのですか？　そもそも、先日のあれは昔のハンターが作ったゴーレムであって、ハンターそのものでありません。巧たく馬まはハンターの恐ろしさを知らないのです！」


　河か原わらで戦った人形のぎこちない動きを真ま似ねしてみれば、いきなり厳きびしい視し線せんで睨にらまれてしまった。すみません。意外に迫力のある怒ど声せいに、俺は反射的に謝あやまると、ややあってそろそろと頭を上げた。


「お前は恐ろしさを知らんのだと言われると、実際そのとおりだからなあ……。じゃあ、だったら教えてくれよ。ハンターってどういう連中なんだ？　ほら、俺も悪魔の契約相手だから、いつ襲われるとも限らないし」


「魔物を狩るプロたちです。それはもう冷れい酷こく無む比ひかつ残忍に」


　そう言い切ると、芽亜は「ああ恐ろしい」と言いたげに身を震ふるわせた。ふむふむ、なるほど。……って、え？　説明それで終わり？


「あの、芽亜さん？　もうちょっと具体的に教えてほしいんですが」


「え。そう言われても、わたしもそれほど詳しいことは……。先日のゴーレムに出くわすまでは、ハンターやその手て駒ごまと接触したことは、ほとんどありませんでしたから」


「よろしい！　ならば私が説明しましょう！」


　芽め亜あが口ごもるのと同時に、バリトンの効いた美声が俺おれの部へ屋やに響ひびき渡った。おいおいいきなりなんの騒さわぎだ！　うろたえる間もなく、押し入れがガラリと音を立てて開き、見み慣なれない男が前転しながら現れる。わけがわからず呆ほうけるしかない俺の前で、すらりと背の高いその男は優ゆう雅がに立ち上がり、よく通る声を張り上げた。


「ハンター！　即すねわちそれは災さい厄やく！　ハンター！　即ちそれは敵！


　おお、見るが良いあの術を、我われらを砕くだくあの業わざを！」


　四畳半の俺の部屋の真ん中で、謎なぞの男がオペラ歌手のように歌う。引ひき締しまった細身の体たい軀くを執事風の黒のスーツで、両手を白の手袋で包み、尖とがった鼻の上に乗っているのは古風な丸まる眼め鏡がね。ウェーブの掛かった髪といい大理石のような肌といい、実に舞ぶ台たい映ばえしそうな外見の持ち主ではあったが、それはそれとしてあんたはどこの誰だれなんだ。口を挟みづらかったので視し線せんで尋たずねてみたのだが、ものの見事に無視された。




「古今東西北きた南みなみ、魔ま物ものが生まれぬ地はなけれども、祓ふつ魔まの術もまた然しかり。


　ローマ由来の祓魔術、シャーマニズムにアニミズム、修しゆ験げん、陰おん陽みよう、八はつ卦けに仙術、


　錬れん金きん術じゆつに神しん智ち学がく、カラバ、メルカバ、ゲマトリア、タントリズムにグノーシス！


　百と二十と二年前、我われらを滅ぼすそのためだけに、伝え鍛きたえた術を手に、


　世界各地の祓ふつ魔ま師しどもが、互いに手を組み徒党を組めり。


　群れなす組そ織しきにその行状に、我ら魔物は恐おそれ為なし、彼らをただただこう呼べり。


　狩人──すなわち、ハンターと！


　ハンター！　それは卑いやしい災厄！　ハンター！　即ちそれは──敵！」




　と、そこで歌は終わったらしい。オペラマン（仮名）は満足げにうなずくと、丁てい寧ねいに一礼してみせた。その仕し草ぐさに釣られてついつい会釈を返していると、芽亜が静かな声を発した。


「……ジェイムズ、はしたない。あと、うるさい」


「これは失しつ敬けい。しかし、単に説明するだけというのも芸がないかと思いまして。どうです、ミスター下しも野つけ巧たく馬ま？　ハンターについて、大体のところはおわかりになられましたか？」


「え？　えーと、要するに、あっちこっちのその手の専門家が、悪魔だか妖よう怪かいだかを滅ぼすために手を組んでて、そいつらをひっくるめてハンターって呼んでる……ってこと？」


「イエス！　売れない若手漫まん才ざい師しみたいな風ふう貌ぼうの割には、すばらしい理解力ですね」


「大きなお世話だこの野郎──って、それより芽亜！　こいつのことジェイムズって呼んだか？　ジェイムズってあの、ストラップでガーゴイルで説明だけしてすぐ逃げた！」


　思わず憤いきどおった直後、俺は今さらのように叫んだ。突っ込みのタイミングとしては遅すぎる気はするが、だからって聞き流すわけにもいかない。と、その問いかけを受けた芽亜は、「歌い終わりのポーズ」を保っていたオペラマンと顔を見合わせ、こくりとうなずいた。


「そう言えば巧たく馬まは初めてでしたね。ジェイムズの人間モードです」


「良い夜ですね、ミスター下しも野つけ巧馬。またお会いできてそれなりに嬉うれしいですよ」


　芽め亜あの紹介を受け、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに一礼するガーゴイル。あのストラップとは見た目も大きさも見事なまでに違うけれど、言われてみれば声と口く調ちようは確たしかにジェイムズのものだ。さすがは魔ま物もの。質量保存の法則くらいは軽く無視できるらしいな。感心しながらつぶやくと、俺おれは未いまだにポーズを取ったままの男に向き直った。えーと、聞きたいことはいろいろあるけど。


[image: ]


「……なんでタイミング良く俺の部へ屋やの押し入れから出てきたんだ」


「天てん井じよう裏うらから忍び込んでスタンバイしておりました。普通に窓から入ってくると、先日貴き君くんらを放って逃げたことを咎とがめられるかなと愚ぐ考こうしましてね。案あんの定じよう、勢いでごまかすことに成功したので個人的にはしてやったりです。それはそうと私のコップはどこですか？」


「ねえよ。飲みたかったら持参しろ」


「貴君は駄だ目めですねえ。来客の分まで食器を用意しておくのが紳士のたしなみですよ」


　呆あきれかえって見つめた先で、スーツの似合うガーゴイルは大おお仰ぎように肩をすくめると、畳の上に腰を下ろし、買い置きの煎せん餅べいをぼりぼりと食い始めた。とことん自由な奴やつである。


「人の部屋のものを勝手に食うな！　芽亜、お前の子分だろ。なんか言ってくれ」


「子分？　違います。ジェイムズはあくまで母の友人であり、わたしの後見人──と言うほど世話になったわけでもないですね。すぐ逃げますし。強しいて言えば知人です知人」


　助けを求めた俺おれを前に、芽め亜あはいつものようにクールに言い放つ。付き合いが長いだけあって、ガーゴイルの奔ほん放ぽうなふるまいにも慣なれているらしい。それを聞いたジェイムズは「つれないことです」と落ち込むと、すぐに俺へと向き直った。


「しかし貴き君くんもケチくさい男ですね。説明を欲していたから、それを与えてあげたのですよ。魂たましいを取り上げたわけでなし、和風クッキーの一枚や二枚、いいではないですか。実際、ハンターのことは──あの汚けがれた暴ぼう徒とどものことは、おおむね理解できたでしょう？」


「なんとなく。にしても、『卑いやしい』とか『汚れた』とか言ってるけど、そんなに悪い人たちなのか？　いや、芽亜やジェイムズみたいな魔ま物ものにとっては危険なんだろうけど」


　普通の人間にしてみれば、妖よう怪かいや悪魔とのバトルってのは清く正しいヒーローの仕事なわけで、そこまで怖がらなくてもいいような。そう思って尋たずねれば、小さな夢む魔まと長身のガーゴイルは、ぽかんとした顔を見合わせ、そして同時に首を横に振った。


「巧たく馬まは甘すぎます！　確たしかに魔物と戦うのは、かつては人々の生活を守るための崇すう高こうな使命だったかもしれません。でも、それは昔の話。今の彼らのやり口は、ライオンが人を襲おそったからと言って、動物全部を皆殺しにしているのと同じです」


「芽亜の言うとおりですよ。街を焼き尽くすドラゴンに命を賭かけて立ち向かうような、正義感に溢あふれたハンターならまだ理解できなくもないですが、昨さつ今こんはそうでないのも多いですからね。特に、東西の魔物一同が《あちら》に移民してからは、ことさらひどい。魔物を見つけたら、少しでもハンターの中での順位ランクを上げるべく、問答無用で襲いかかってくるのもいます」


「……ランク？　オリンピックの金メダルとか銀メダルみたいなもんか？」


「ボクシングの階級制度と言ったほうが近いですね。どこかの時点で順位が確かく定ていするわけではなく、常に変動しているので。順位は、術者の功こう績せきや資質で決まるそうですが」


　そんなものを上げて何が楽しいんだか。呆あきれた声で言い足すと、ジェイムズは同意を求めるように芽亜に視し線せんを向けた。と、芽亜は何も言わずに目を伏せ、胸元の鍵かぎをぎゅっと握る。ふいに部へ屋やが静まりかえり、哀かなしいムードが四畳半に満ちていく中、小さな夢魔は口を開いた。


「──母は確かに夢魔でしたが、誰だれかを襲うようなことはなかったんです」


「え？　急になんの話だ？」


「なのに、悪魔だから、魔物だからって、それだけの理由で……！」


　抑おさえた声を静かに発し、そして芽亜は鍵を握ったまま黙だまり込んでしまった。こうなれば、いくら察しの悪い俺でも、芽亜の口く調ちようと態度でだいたいの見当は付く。おそらく、あの鍵の前の持ち主──芽亜のおふくろさんは、ハンターの手に掛かって──ということなのだろう。


「え、ええと──その。あのさ、芽亜」


「暗いですねえ。やだやだ」


　声を掛けあぐねてもごもごと言葉を選んでいると、ジェイムズが元気に割り込んできた。いやいやお前、空気読めよ。思わず睨にらんでやれば、スーツ姿のガーゴイルは、それはもう爽さわやかなウインクを決めると、勢いよく立ち上がった。


「ハンターが脅きよう威いであるのは確たしかですが、町中にごろごろしているわけではありません。先日のゴーレムとの遭そう遇ぐうは、あくまでたまたま起こった偶ぐう然ぜん。契約を終えた夢む魔まは魔力が向上しますので、少々見つかりやすくなってしまいますが、気を付けようもありませんしね。要するに、普通に生きていればいいのです。さあ高らかに歌いましょう、この世に生きる喜びを！」


　再び声を張り上げて歌い始めるガーゴイルである。だからお前静かにしろよ！　寮りようなんだから！　そう叫ぼうとした時、ドアをノックする音がコンコンと響ひびいた。げ、管理人の爺じいさんか先せん輩ぱいがうるさいって怒りに来たか？　反射的に身構えた俺おれだったが、ノックに続いて聞こえてきたのは、少年っぽい明るい声だった。


「巧たく馬まー？　いる？　いるよね、明らかに。さっきからにぎやかだけどさ、何やってるの？　テレビ？　それともまたＤＶＤ？」


「まあそんな感じでございまして──って、その声！　さてはお前、持じ郎ろうだな！」


「そうだよ？　何をそんな驚おどろいてるのさ。テストが近いし、先週貸した数学のノート返してほしいんだけど……とりあえず、ここ開けてくれない？」


「ちょっと待て！　ほんのちょっとでいいから！」


　薄うすっぺらいドアを挟み、友人と言葉を交わす。困こん惑わく気味な持郎の声を聞き、芽め亜あは「聞き覚えのある声だと思ったら」と小声を漏らした。


「手芸部の楠くすのき先せん輩ぱいでしたか。巧馬のお友達にしては、普通そうな方ですよね」


「うるせえよ。……と言うか、今日きようはここで解散にしてほしいんだけど」


　持郎に聞かれないように小声で言い返し、俺は開けっ放しの窓を指さした。芽亜が入ってきた時のままなので、すぐ外には小さな靴が並んでいるはず。俺の部へ屋やが庭に面した一階で良かったなあと安心しつつ、押し殺した声で先を続ける。


「男子寮に女子が夜な夜な忍び込んでるってのは、あんまりいいことじゃないだろ？　持郎は噂うわさを言いふらすような奴やつじゃないけど、見つかると説明しなくちゃいけないし」


「確たしかに、わたしは帰ったほうが良さそうですね」


「ああ、気を付けて帰れよ。ジェイムズもとっとと──って、あいつは？」


「ノックの音がした瞬しゆん間かんに元の姿に戻って窓から逃げました。では、お休みなさい」


　ぺこりと頭を下げてそう言い残し、芽亜は俺の部屋から姿を消した。小さな手が窓ガラスを外から閉めるのを確かく認にんし、ようやくドアの鍵かぎを開ければ、寮での普ふ段だん着ぎ姿の持郎が腕を組んで立っていた。


「待たせすぎ。そもそも、あのノート、昨日きのう返すはずだったよね」


「すまん！　このとおり！」


「いや、そこまで謝あやまらなくてもいいけど。で、ノートは？」


「まだ写し終えてないので明日あしたまで待ってください」


　敷しき居いの上で深々と頭を下げる俺おれを見て、持じ郎ろうはしょうがないなあと苦笑した。お気に入りの部へ屋や着ぎを着ているせいか、機き嫌げんは悪くないらしい。にこやかに微笑ほほえむ友人に「恩に着る」と繰くり返す俺の脳のう裏りに、ふと、ついさっきの芽め亜あの言葉が甦よみがえる。


『巧たく馬まのお友達にしては、普通そうな方ですよね』


　……いや、実は案外そうでもないんだけどな。
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「──というわけで、今日きよう、君にお願ねがいしたい仕事は以上だ。他ほかにも陳情は出ているが、道場にエアコンを付けろとか、グラウンドを整せい備びしろというのは、生徒会で対応するものでもないからな。では下しも野つけくん、毎日、人使いが荒くて申もうし訳わけないが、よろしく頼む」


「何を仰おつしやいますか！　この下野巧馬、鈴すず女めさんの命令とあらば、たとえ火の中水の中。俺の命の一つや二つ、いつでも投げ出す覚悟はできております」


「命を無む駄だ遣づかいするような物言いは感心しないぞ」


　翌日の放ほう課か後ごの生徒会室。山と積つまれた書類に囲まれながら苦笑する鈴女さんを前にして、俺は「すみません」と頭を搔かき、渡されたばかりのメモ用紙に視し線せんを落とした。手帳サイズの白い紙には、生徒会雑務係の本日の仕事内容が、丁てい寧ねいかつ上品な筆致で記されている。完かん璧ぺきな美人は字までも美しいのだなあ、素す晴ばらしい。いつものように感かん慨がいを嚙かみしめながらメモを畳んでポケットに差し込み、愛用の大型レンチとプラスマイナス兼用のドライバーとを入れた工具箱を持ち上げる。ジャージへの着替えも完了しているし、これで準備は万端だ。


「では行ってきます、鈴女さん！　帰ってきたらつきあってください！」


「それは確かく約やくしかねるな」


「あ、やっぱり？　そうそう、部屋に一ひと人りきりなんだから気を付けてくださいね」


「校舎の中なのだから何もないとは思うが、気き遣づかいには感かん謝しやしよう。もっとも、あいにく今日は宵よい待まちくんが来る予定だから、一人ではないよ」


「へー。そう言えば芽め──じゃなかった、あの会計さんも生徒会のメンバーですもんね」


　うっかり名前で呼びそうになったので、慌あわてて別の言葉に言い換えた。河か原わらでゴーレムに襲おそわれた日以来、生徒会室で芽亜と出くわしたことはなかったが、誤解を避けるために人前では「会計さん」「雑務係の人」と呼び合うことに決めてあるのだ。できれば「宵待さん」「下野先せん輩ぱい」と呼び合いたいのだけれど、契約のせいでそうも行かないのだから仕方ない。


　まあ、芽亜はしっかりしてるから大丈夫だろうけど、問題は俺だよな。今日、昼休みに芽亜と売店前で出くわした時も、うっかり名前呼びそうになったし。気を付けろよと自分に言い聞かせていると、そんな俺が気になったのか、鈴女さんが立ち上がって問いかけてきた。


「どうした、立ち止まってブツブツと。いつもの妄もう想そう独どく白はく劇げき場じようとは趣おもむきが違うようだが、何か気がかりなことでもあるのか？　私で良ければ相そう談だんに乗るが……」


　数十センチ先に立った鈴すず女めさんが、俺おれの顔をまじまじと覗のぞき込んでくる。きりっと通った鼻筋に、深く澄すんだ黒い瞳ひとみに、俺の鼓こ動どうが跳はね上がったのは言うまでもない。大きな窓から差し込む午後の陽光の中に浮かび上がったそのシルエットは、胸の膨ふくらみと腰のくびれがバックライトによって強きよう調ちようされており、いつもの三倍増しくらいに素す晴ばらしかった。きっかり二秒間呆ほうけた後のち、俺は「相談なんですが」と口を開いた。


「鈴女さんが普通に立ってるだけで最高すぎてどうしようかと」


「……そうか。とりあえずいつもの君で安心したよ」


「温かいお言葉ありがとうございます！　ああ、いつしか言葉だけでなくその胸に」


「会長の胸に何をどうするつもりですか」


「そりゃあもうダイレクトに──って、誰だれ？」


　背中から届いたクールな詰きつ問もんに、反射的に応じながら振り返れば、中等部の制服に身を包んだ小こ柄がらな少女が生徒会室の入り口に立っていた。


「なんだ、どこの誰かと思ったら芽め亜あか。って、そうそう！　昼休みに会った時、芽亜に話しかけてたショートカットの女の子がいただろ？　かわいかったんだけど、あの子、芽亜の友達か？　だったら紹介して──」


「残念ながら、彼女はただのクラスメートですよ。『雑務係の人』」


「へっ？　なんでわざわざそんな呼び方で……あ」


　芽亜の剣けん幕まくに俺はハッと口を押さえたが、そんなことをしても出た言葉が戻るはずもない。注意しようと思ったそばからこれである。ごめんなさいと視し線せんで反省を訴える俺、それを冷たく見み据すえる芽亜。聞かれてしまったかと焦あせりながら鈴女さんの様よう子すを窺うかがえば、その態度が不ふ審しんだったのか、会長は小さく首を傾かしげて困こん惑わくを示した。その何気ない動作がやたら魅み力りよく的てきだったのはもはや言うまでもない。ああ！


「くはー！　美人は何やっても絵になりますね！　大人おとなっぽい外見とあどけない仕し草ぐさのギャップが、もう俺には堪たまりませんよ！　好きです！　愛しています！」


「わかったわかった。気持ちは嬉うれしいからそろそろ仕事に行きたまえ」





　とまあそんな具合に、芽亜が乱入してきた以外はほぼ毎日恒例のやりとりを経て、俺はようやく本日の仕事場へと向かった。ちなみに今日きようのミッションは、とあるクラブの部室のドアの修理。蝶ちよう番つがいが錆さびてうまく閉まらないのだそうだ。それくらいなら自分で直せって気もするけど、楽そうな仕事なのはありがたい。体たい育いく館かんの天てん井じようの電球を交換してくれなんてのより、よっぽどマシである。


「さくっと終わらせて生徒会室戻らないとな。待っててくださいね、鈴女さん！」


「会長、別に巧たく馬まのことは待ってないと思いますけど」


　拳こぶしを握りしめて熱あつく語れば、クールな声が切り込んできた。うるさいよ、わかってるんだから黙だまっててくれ。ぼそりと小声でつぶやくと、俺おれは隣となりを歩く制服姿の小こ柄がらな少女を見下ろした。


「だいたい、なんで付いてきたんだ。会計の仕事は良かったのか？」


「それは明日あしたでもできますから。今日きようは、巧馬に話しておきたいことがありまして」


　俺をまっすぐ見返しながら、中等部の制服姿の会計さんがきっぱり告げる。どうやら契約相手を手て伝つだってあげようとか、そういう殊しゆ勝しような話ではないらしい。まあ、期待はしてなかったけどな。俺は肩を小さくすくめると「なんの用事だか知らないけど」と首筋を搔かいた。


「どうせ夜には妄もう想そう吸いに来るんだろ？　その時でも良かったんじゃないのか」


「いいえ。夜までに言っておきたいのです」


　呆あきれたような問いかけに、ふるふると首を左右に振る小柄な後こう輩はい。部室棟へ向かう道をしっかりした足取りで踏みしめながら、芽め亜あは再び俺を見つめて口を開いた。


「一昨日おとといから、妄想の味が──質と言ってもいいですが──落ちています」


「……はい？　えーと、それはつまりどういう意味で」


「そのままの意味です。夢む魔まにとっての妄念は、人間にとっての栄養そのもの。質の低下は弱体化、ひいては存在の希き薄はく化かに繫つながるのです。もっとも、わたしも普通に食事は摂とっていますから、妄想だけが純粋な栄養源というわけではないのですが……。食事は肉体の維持のため、妄念はもっと本質的な存在を保つために、それぞれ必要なのです」


　考えながら話しているせいか、芽亜の歩ほ調ちようが遅くなった。ペースを合わせたほうがいいか。そう判断して歩くスピードを落とすと、俺は「だいたいわかったけど」とうなずいた。


「要するに、薄うすいおかゆばっかり出されると、体が保もたないってことだろ。でも、その──妄想の味だか質だかってのは、どういうもんなんだ？」


「一心不乱でなおかつ明めい確かくな思いほど、栄養価が高いのです。たとえば、先ほど生徒会室で会長と言葉を交わしていた時の巧馬の妄念！　あれは、とてもおいしそうでした。……ええ、そう、とってもおいしそうでした。それはもうおいしそうでした」


　小さなお腹なかをさすりながら、同じフレーズを繰くり返す芽亜さんである。食くい逃のがしたのがよっぽど惜しかったらしい。「食い意地張ってるなあ」と苦笑していると、キッと睨にらまれた。


「笑い事ではありません！　昼間は純度の高い妄念を垂れ流しておきながら、夜になってみれば、薄いものしか出てこないのはどういうわけですか。わたしの魔力を保つのは、巧馬のためでもあるんですよ？」


「……俺のため？　どういうことだ？」


「ですから、契約者の命運は契約相手の悪魔と同期──って、そう言えば、契約書、まだ全部読んでないのですか？　だったらここで説明──いいえ、やっぱりやめておきましょう。知らないほうがいいこともありますしね……。それより今は、妄想の質についてです！」


　ぶつぶつと自問自答していた芽め亜あだったが、結果的に話が元に戻ってしまった。


　まあ、言うことはわかるのだ。俺おれ自身、昨日きのうとか一昨日おとといの夜の妄もう想そうは適当だった気はする。だがしかし。


「そもそも妄想ってのは勝手に浮かんでくるもんであって、『さあエロいこと考えなさい』って迫られてひねり出すようなもんじゃないからなあ……。芽亜に睨にらまれながら写真集とか見たって、入り込みづらいし。芽亜、俺が独り言漏らし始めると露ろ骨こつに引くだろ」


「う！　で、でも、あの一ひと人り二ふた役やく劇げき場じようは実際、相当怖いですよ……？」


「知ってます！　だからその──せめて何かきっかけがあるとやりやすいんだけど」


「きっかけですか？　よくわかりません、巧たく馬ま」


　説明しなさい、と言いたげに小首を傾かしげる芽亜である。仕し草ぐさはかわいかったけど、そのお願ねがいは少々きつい。ああもう、なんで校内で後こう輩はいの女の子相手にこんなことを説明せねばならんのだ！　内心でどこかの誰だれかに愚ぐ痴ちりつつ、俺は開き直ったように口を開いた。


「だからな、ほんとにささいなことでいいんだよ。すごい美人が下着姿で誘さそってくるとか、そういうのじゃなくて──いや、それはそれで全然オッケーだけど、普通の女の子のだな、スカートから太ももが見えたとか、上着を脱いだ時にスタイルの良さが浮き彫りになるとか、そういうので充分なんだ！　あ、ふと肩が見えたりするのもいいな、うん！　つまり、そういうグッと来る光景に遭そう遇ぐうできれば、それだけで俺は」


「おいしい妄念が生成できるというわけですか。なるほど」


　俺の言こと葉ば尻じりを奪うばってうなずくと、それきり芽亜は黙だまってしまった。何かを考え込んでいるのか、ぶつぶつとつぶやいているもんで、なんだか声を掛けづらい。


　というわけでそのまま無言で歩くこと、五分間。今日きようの仕事場である部室棟に辿たどり着き、依頼人の部室へ向かっていると、ちょんちょんと背中をつつかれた。


「ん。なんだ、芽亜？」


　鈴すず女めさんからもらったメモを片手に振り向けば、芽亜が黙だまってうつむいていた。いつもなら用があったら口で言うのに、どうしたんだか。よく見れば色白な肌も妙に赤いしな。


　などと思いながら返事を待っていると、小さな後輩は無言で制服の上着のボタンを外し、そして、おもむろにブレザーを脱いだ。白いブラウスに包まれた、ほっそりした体たい軀くが露あらわになり、顔だけでなく首筋や指までがかあっと赤く染まっていく。え？　急に何を？　一言も発しない芽亜を前にして、俺は眉まゆをひそめながら話しかけた。


「暑いのか」


「もういいですっ！」


　なぜかいきなり怒ど鳴なられた。え、気き遣づかったのになんで怒るんだ？　困こん惑わくする俺の前で、芽亜は無む造ぞう作さにブレザーを再び着込み、露骨に視し線せんを逸そらしてしまう。どうしたんだかなあと首を捻ひねりつつ、とりあえず俺は仕事場へと向かうことにした。


「えーと、部室棟の二階の……相変わらずわかりにくい建物だなあ。なあ芽め亜あ、二○三号室って、どの階段から行けば近いか知ってるか？」


「知りません」


「あ、やっぱり？　にしても、なんでそんなに急に機き嫌げん悪くなったんだ？」


「それも知りません！　とにかく妄もう念ねんの質は保ってください、今のままではハンターに出会った時にも力が発はつ揮きできませんから！　言いたいことはそれだけです」


　素直に質問してみれば、この上なく厳きびしい声が返ってくる。怒ってるなあ。それぞれの部室から溢あふれた備品がごちゃごちゃ積つまれた階段を上りながら、俺おれはがりがりと頭を搔かいた。


「契約してる以上、努力はするよ。でも、そんなに気負わなくてもいいんじゃないか？　昨夜ゆうべジェイムズも言ってたけど、町中でほいほい出くわすほど数が多いわけでもないんだろ？」


「それはそうですけど、気を抜くわけにはいきません。ずっと見つからずに暮らしてきたのに、あと一か月で《あちら》に行ける時になってハンターに滅めつされたのでは、いくらなんでも悔くやし過ぎます。備えあれば憂うれいなし。質の高い妄念は必要です。巧たく馬まはどうも危き機き感かんが薄うすいので、今日きようはきっちりお説教をですね」


「まあ事情はわかるけど──あ、この部へ屋やだ。失礼しまーす、生徒会雑務係という名の便利屋でーす。ドア直しに来ましたよー」


　隣となりを歩く芽亜との会話を打ち切り、俺は目の前の古びた扉とびらをノックした。ほどなくして「待ってましたですよ」と歓かん迎げいする声が響ひびき、ギギイとすさまじい怪音を発しながら戸が開いた。なるほど、こりゃひどい。工具箱を降ろして蝶ちよう番つがいを覗のぞき込んでいると、部室の中から高等部の制服を纏まとった女子生徒が現れた。


　分厚い眼め鏡がねにショートカットという地味なスタイルの方ではあるが、優やさしげな垂れ目と柔らかみを感じさせるプロポーションはかなり素す敵てきだ。いいなあ。でれでれしながら見つめる先で、眼鏡の女性は申もうし訳わけなさそうに苦笑した。


「わざわざ申し訳ないのですね。生物研究部の部長、南みな方かたれおなと申しますのです。君は、生徒会雑務係の下しも野つけくんですね？」


「はい！　二十四時間貴女あなたの僕しもべ、下野巧馬です！　ずっと前から愛してました！」


「初対面でしょう。えと、初めまして、南方部長。わたし、生徒会会計の宵よい待まちです」


　反射的にれおなさんの手を取ろうとした俺を押しのけ、芽め亜あが丁てい寧ねいに頭を下げる。眼鏡の似合う生物研究部の部長さんは、俺を見て「噂うわさどおりですねえ」と微笑ほほえんだ。


「下野くんは見境なく告白する人だと聞いてはいましたが、実際に見られて満足したのです」


「いえいえそんな俺なんて──って。そう言えば、なんで俺の名前を？」


「鈴すず女めちゃん情報なのですね。彼女は中学からのお友達なのです」


「ああ、なるほど」


　人ひと懐なつっこく笑うれおなさんを見つめながらうなずく俺。なんとなく鈴女さんは親しい相手を作らない孤高の存在かと思っていたのだが、そんなこともなかったらしい。


「まあ、誰だれでも友人くらいはいますよね。なあ芽め亜あ──じゃなくて会計さん」


「そうとは限りませんよ。わたしは友達いませんし」


　軽く相あい槌づちを求めたら、冷たい声が返ってきた。え、そう来る？　いきなりのヘビーなカミングアウトに黙だまり込んでしまった俺おれを見つめ、小さな悪あく魔まはドライな口く調ちようで先を続けた。


「だって、必要ないですから。むしろ邪じや魔まです」


「邪魔ってお前……。そんな言い方するもんじゃないだろ」


「うーん、確たしかにそうですねえ。せっかくかわいいのにもったいないですよお？」


「かわいくなんかありません。これは南みな方かた部長には関係ない話で──ひいっ！」


　れおなさんの意見に反はん論ろんしようとした芽亜の声が、途中でぐるんと裏返った。


　……まあ、無理もないとは思う。れおなさんの肩の上に、三十センチはあろうかと言うムカデがぞわりと現れたのだ。だが生物研究部の部長さんは、ムカデが肩から胸元へ這はい下りていると言うのに、全く驚おどろく様よう子すもなく、ふにゃっと笑ってみせた。


「ああ、この子ですかあ？　毒のない種類だから大丈夫なのですね。ほら、うちは生物研究部ですから、これくらいで怖がる部員は一ひと人りもいないのですよ。今は私をお留守番に残して、みんな採取に行っちゃってるのですけどね」


「へ、へえ……。言われてみれば、部室の中にもその手の飼育ケースがいっぱいで──っておい芽亜！　お前なに帰ってるんだよ！　置いてくな！　まだ修理終わってないし、それに話の途中だし！　今日きようはきっちり説教するんじゃなかったのか！」


「そっ、そのつもりでしたが──駄だ目めなんです、ぞわぞわした虫は駄目なんですっ！」


　振り返って呼びかけた先で、芽亜がすさまじい早足で後退していく。真まっ青さおな顔色を見る限り、虫やムカデがほんとに苦にが手てのようだ。お前、悪魔のくせにそれでいいのか！　内心で突っ込みながら芽亜を見送っていると、れおなさんの声が届いた。


「あの子も虫は駄目ですかあ。どうして女の子は節せつ足そく動物を嫌う子が多いんでしょうねえ。鈴すず女めちゃんは『機き能のう美びに溢あふれたデザインだ』って誉ほめてくれるのにね、ベアトリーチェ」


　右手に這わせたムカデへ親しげに話しかける生物研究部部長。正直、巨大ムカデにその名前はどうなのかと思ったが、それは口には出しませんでした。
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「今日も芋いもかよ。あの爺じいさん、どんだけポテトサラダ好きなんだ」


　夜の男子寮りようの台所でジャガイモの皮を剝むきながら、俺はげんなりと肩を落とした。


　目の前には山と積つまれた茶ちや色いろい芋、そして右手には『備品』と油性ペンで記された皮剝き器。男子寮の食事は管理人である爺さんが作ってくれるのだけれど、夕食の準備は寮生が回り持ちで手て伝つだうことになっており、今日きようは俺おれがその当番なのだ。ちなみに爺じいさんはと言えば「皮かわ剝むきが終わったら呼びな」と告げたあとは、英字新聞片手に台所から立ち去ってしまい、戻ってくる気け配はいはまるでない。勝手な爺さんである。


「しかし、今日はよく働いてるなあ、俺。試し験けん前まえだってのに大丈夫なんだか」


　独り言をつぶやきながら左手の芋いもをくるくる回せば、茶色い皮がするすると伸び、流しに置いた大きなザルに落ちていく。包帯のように積つもる芋の皮を前に黙もく々もくと作業を続けていると、数時間前に聞いた宣言がまたも脳のう裏りに蘇よみがえってきた。


『だって、必要ないですから。むしろ邪じや魔まです』


　芽め亜あのあっさりした声が頭の中で再び響ひびき、俺は思わず溜ため息いきを吐ついた。何回目だよ、このリフレイン。どうやら自分で思っていた以上に、あの言葉がショックだったらしい。


　むろん、友人知人を作るかどうかなんてのは、言うまでもなく人それぞれだ。手持ちのアドレスは多けりゃ多いほどいいのだって奴やつもいれば、美人の傍そばにいられれば充分だよなーという俺みたいなタイプもいるし、寮りようの先せん輩ぱいには全く他人と関かかわらずに四畳半に籠こもった人生を謳おう歌かしている強つわ者ものだっているらしい。だから、芽亜がどんな考え方を持っていようがそれはあいつの勝手であって、俺が気に掛ける筋合いはない。ないのだけれど──。


「……あの時の芽亜、なーんか無理してるっぽかったんだよなあ」


　心の声が口から漏れた。そう。さっきから心に引っかかっている理由は、そこなのだ。


　全力で張った虚きよ勢せいを頑がん張ばって信じ込もうとしている感じ、とでも言えばいいのだろうか。なんだかひどく危あやういのはわかるんだけど、どうしていいのかがさっぱりなので、余計にフラストレーションが積つもっていく。喉のどに小骨が刺さったようなもやもや感に苦しみながら、俺は剝き終えた芋をボウルに放り込んだ。


「あいつ、友人ができないような性格じゃないと思うんだよなあ。確たしかにちょっと真面目まじめすぎると言うか、キリッとしすぎてるけどさ。別に四六時中ハンターに狙ねらわれてるわけじゃなし、もっと肩の力を抜いてもいいのに」


「それをしたら負けなんです。彼女の中ではね」


「勝ち負けは関係ないと思うんだけど──って、ジェイムズ？　いつからそこに」


　うっかり相あい槌づちを打ったあと、目を見開いて尋たずねれば、いつの間にか隣となりに立っていた長身のガーゴイル──ただし丸まる眼め鏡がねの人間モード──は「こんばんは」と笑えみを浮かべた。いい笑え顔がおではあったけど、使い古された台所と、白手袋に執事服の優やさ男おとこはどうにもこうにもミスマッチである。そこはかとない違和感を覚えていると、神出鬼没のガーゴイルは皮を剝かれたジャガイモを一つ手に取り、「芽亜は」と静かに口を開いた。


「あの子は、結局のところ、優やさしいのですよ。友人を作ろうとしないのも、自分の事情に他人を関わらせたくないから、ですしね。何しろ、いつハンターに襲おそわれるかわからない身の上でしょう？」


「え？　それ、親しい人が自分のせいで危険な目に遭あうのが嫌いやだってことか？」


「正解です。実際、やむを得ず巻き込んでしまった貴き君くんのことも、ああ見えてかなり気に掛けていますよ？　人間なんて利用するだけして使つかい棄すてればいいと思うんですけどねえ」


「確たしかにそうだよなって言うと思うか、お前」


　フレンドリーに共感を求める悪あく魔まに呆あきれた声を返しながら、俺おれはしんみり考えた。


　巻き込みたくないから、友人は作らない──か。理屈は通っている気がするが、それにしたって寂さびしい話だ。そもそも芽め亜あには全く非がないわけで、いくらなんでもあまりに理り不ふ尽じんな話だと思う。なんとかしてやりたいのは言うまでもないけれど……、じゃあ、何をどうしてやればいいのか。それがわからないのが、どうにもこうにももどかしい。最後の芋いもを手にしたまましんみり黙だまり込んでいると、白手袋に包まれた手が、ポンと俺の肩を叩たたいた。


「もしも芽亜に同情しているのなら、貴君なりのやり方であの子を支えてやってください。私に言えるのはそれだけです。もっとも、個人的には、深く悩むことでもないと思いますがね。悪魔の契約者にはメリットもあるわけですし、開き直って今の立場を楽しむのも一いつ興きようかと」


「軽いなお前。で、契約者のメリットってなんだそれ？　初めて聞いたけど」


「契約書に記載してあるはずですよ。世界の真理をその手に──」


　と、ジェイムズがにこやかに語り始めた時だ。台所から食堂に通じる引き戸がガラガラと開き、年老いた白人男性がぬうっと姿を現した。


「よう、どうだい巧たく馬ま。そろそろ芋は剝むき終えたかな？」


　真っ白い長髪を後ろで縛しばり、髭ひげを蓄たくわえた口元には太いタバコが刺さっている。洗いざらしのシャツとオーバーオールを身に纏まとい、そして室内なのにサングラス。高校の男子寮りようの管理人と言うよりもむしろアメリカの荒野で大型トラックを運転してそうな風ふう貌ぼうの老人を前にして、俺おれは「一応終わったよ」とタメ口で応じた。この爺じいさん、敬語を使われると「年寄り扱いするな」と怒るのである。


「これが最後の芋だけど、あとは何やったらいい？　そうそう、こいつはジェイムズって言って、変な格好してるけど実際に変で」


「こいつ？　一体全体、そりゃあどいつのことだ、巧たく馬ま。わしには、ここにはわしとお前しかいないように見えるがな」


「え？　だってほら──あれ。いない？」


　執事服のガーゴイルを紹介しようとしたポーズのまま、俺は首を傾かしげた。あの男、どうやら一いつ瞬しゆんのうちに逃げたらしい。相変わらず素早すばやい魔物だなと感心しつつ「ごめん、なんでもない」と言い足せば、爺じいさんはやれやれと肩をすくめてみせる。オーバーなリアクションに苦笑しつつ、俺はついさっき聞いたジェイムズの言葉を頭の中で繰くり返した。


『芽亜に同情しているのなら、貴君なりのやり方であの子を支えてやってください』


　同情していないわけではない。むしろしている。


　しているのだけど、俺おれなりのやり方と言われてもなあ……。最後の芋いもをボウルに投げ込むと、俺は包丁を手にしていた管理人へ語りかけた。


「なあ爺じいさん。ちょっといいかな」


「相そう談だん事ごとなら断るぞ。めんどくさい話は大嫌いだ」


「うん。事情は話せないんだけど、健けな気げな女の子がいたとして……って、はい？　いやいや、そこは年長者として、若者の話を聞くべき場面じゃないのかよ！　何かあったら言えっていつも言ってるくせに──」


「人生に『たら』はない。たとえ北ほつ海かい道どうに行ってもな」


　呆あきれて騒さわぐ俺の言葉を、バリトンの効いた静かな声が遮さえぎった。鱈たら？　いきなり何を？　きょとんと目を丸くした俺の視し線せんの先で、サングラスの似合う老管理人は、まな板に豚肉の塊かたまりを載せながら先を続けた。


「昔、旅先で読んだ本に出ていた、ある喜き劇げき作家の言葉だよ。人生には、選せん択たく肢しが山ほどあるように見えて、実はそうでもないという話だ。もしもああだったら、たとえばこうだったら。そんな仮定に意味はない。その状況でそいつにできることをやるしかないんだ。そう腹をくくってしまえば、何をすべきかは勝手に見えてくる──ということなのか、それか、なるようにしかならないから諦あきらめろってことなのかは、未いまだにわからんがな」


　懐なつかしそうに語りながら、爺さんは慣なれた手つきで肉をスライスしていく。ぺらぺらと豚肉がはがれていくのを見ながら、俺は静かにうなずいていた。そうか。そうだよな。
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「失礼します、巧たく馬ま。妄もう念ねんをいただきに──」


　時間は流れて夜の十時。いつものように窓から入ってきた芽め亜あは、俺を見るなり固まった。


　もともと大きい瞳ひとみはぎょっと見開かれ、白い額ひたいには冷や汗が流れる。無言のままがたがたと震ふるえ始めた夢む魔まを前にして、俺は「ごめん！」と土ど下げ座ざした。


「ここんとこまずい妄想ばっかりで悪かった！　でも安心してくれ芽亜！　うすっぺらい妄想しか提供できなかった、馬ば鹿かなあいつはもういない！　契約しちまった以上、腹を決めて芽亜を支えるべきだったって、そう俺は気づいたんだ！　と言うわけで、今ここにいるのは、お前のために生まれ変わった新しい俺！　人呼んで愛と妄想の契約者、下しも野つけ巧馬ハイパーだ！」


　弾はじかれたように立ち上がり、拳こぶしを突き上げ叫びをあげる。そんな俺の周囲には、ライトなエロさが売りのラブコメ漫まん画がやちょっと際きわどい写真集、さらにはあまり大きな声では言えないような書物たちが、放射状に広がっていた。どれもこれも、男子寮りようの秘密の部へ屋やこと『桃もも色いろ図と書しよ館かん』推すい薦せんの、ギリギリ合法の優すぐれものである。両耳に装着したヘッドホンで、某ぼう先せん輩ぱいお薦すすめ、ムードを盛り上げるＢＧＭ百選を聞きながら、俺は右手の親指でこめかみを指さした。


「空から落ちてきた人間じゃない女の子、いろんな性格の美少女たちとの同居生活、年上の美人との淫いん靡びで怠たい惰だなエロライフまで！　メシ食ってから今までの間にシミュレーションした三十五通りの妄もう想そうが、ここの中で煮えたぎってる。もうはち切れそうなんだ、さあ、おでこを出してくれ！　そして俺おれの熱あつい妄想を存分に喰くらうがいい！　──って。あの……なんでそんなに怯おびえてるんだ？」


　てっきり泣いて喜ぶかと思ったのに、どうも反応が予想と違う。限界を突破していたテンションがスーッと下がっていく音を聞きながら尋たずねれば、ジャージ姿の小さな夢む魔まは、窓まど際ぎわからドアの前へと俺を避けて移動しながら、涙目で俺をキッと睨にらんだ。


「怯えない方がおかしいです！　そもそも──ど、どうして裸なんですか！」


「いや、いろいろ考えてるうちに、つい気分が乗ってきて。あ、でもパンツは思いとどまったんだぞ！　これも脱ごうか？」


「いいです！　あと、そのフハフハした鼻息を何とかしてください！　荒い！　荒いです巧たく馬ま！　と言うか近づかないでください、今の巧馬は怖いです……！」


　トランクスに手を掛けながら一歩近づく俺を見て、芽め亜あが激はげしく首を横に振った。いやあの、そこまで拒絶しなくてもいいんじゃないでしょうか。フハフハと鼻息を漏らしながら寂さびしい視し線せんを向けてやれば、芽亜はそそくさと目を逸そらしてしまった。


「す、すみません……！　巧馬の気持ちは嬉うれしいのですが、ごめんなさい、今の巧馬とおでこをくっつけるのは、む──無理です！」


「そんなばっさりと？　俺たちは相あい棒ぼうだろ？」


「その呼び方を認めた覚えはありません！　離はなれてください！」


「巧馬、いる？　今日きようこそ数学のノートを返してほしいんだけど──あれ、開いてる」


　芽亜が後ずさるのと同時に、聞きき慣なれた声が耳に届き、そして無む造ぞう作さにドアが開く。げっ、その声は持じ郎ろう！　そう言えば桃もも色いろ図と書しよ館かんから帰ってから鍵かぎを掛けてなかったか！　気づいた時にはもう遅く、トランクス一枚で後こう輩はいに迫る俺の姿は、友人の目の前に晒さらされていた。ああ。


　一方、ドアの前で怯えていた芽亜は、この異常な空間に常じよう識しき人じんが登場したことに安あん堵どしたのか、反射的に「楠くすのき先輩いいところに」と持じ郎ろうを見上げ──そして、そのまま硬直した。よく固まる夢魔であるなあ。同情しながら見つめていると、芽亜はぱくぱくと口を開いた。


「く……楠先輩？　どうして、その──ええと──セーラー服なんですか……？」


「この服がお気に入りだから、かな？　こんばんは、宵よい待まちさん」


　ごく当然の問いかけに、フレンドリーに応じる持郎。いい笑え顔がおだったが、そういうこと聞かれてるんじゃないよなあ。俺は首筋をカリカリと搔かくと、静止中の芽亜に声を掛けた。


「あのな、芽亜。持郎はこういう奴やつなんだよ。俺も最初はびっくりしたけど、もう慣れた」


「え？　ええと巧馬、その──『こういう』とは、どういう……？」


「見たまんま。学校では隠してるけど、寮りようではずーっと女物の服着てるんだ。なあ？」


「うん。だって女の子の服のほうがかわいいし、着てて楽しいからね」


　微笑ほほえみながらそう告げると、入学以来の友人はその場でくるりと一回転した。紺こん色いろのプリーツスカートとセーラー服の襟えり、そしてさらりとした髪がふわりと広がり、妙な空気を醸かもし出す。もっとも、持じ郎ろうは顔立ちが綺き麗れいなもんで、女装しててもそんなに違和感はないのであった。パンツ一丁でそんなことを思っていると、持郎はへたりこんだままの芽め亜あを見下ろした。
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「僕の趣しゆ味みのことは、秘密にしておいてくれると嬉うれしいな。自分では恥ずかしいともなんとも思ってないけど、すごく嫌う人もいるからさ」


「えっ？　あ、それは──はい。約束します」


　一いつ瞬しゆん呆ほうけた芽亜だったが、すぐに我われに返り、きりっとした顔で首を縦たてに振る。その真面目まじめな返事が嬉しかったのか、持郎は「ありがとう」と笑うと、俺おれたちを見比べながら口を開いた。


「お返しに、君たちの関係も誰だれにも言わないでおくからね」


「へっ？　俺たちの──」


「──関係？　どういうことですか、楠くすのき先せん輩ぱい」


　よくわからない申し出に、顔を見合わせるしかない俺と芽亜。そんな二ふた人りを前にして、持郎は優やさしく微笑ほほえんだ。


「二人、つきあってるんだよね。さっきから下の名前で呼び合ってるし、巧たく馬まなんかほぼ全裸だし。てっきり巧馬は会長が本命だと思ってたんだけどね。意外だな」


「はい？　いやいやいや違うぞ持じ郎ろう、お前は勘かん違ちがいをしているぞ！　パンツ一丁になったのにも、ちゃんとした理由が──あんまりないけど、とにかく違うぞ！　なあ芽め亜あ！」


「そうです！　わたしにだって選ぶ権利はあります、どうしてよりによってこんなのと！」


「全くだ──って、『よりによってこんなの』はないだろう芽亜！　だったら言わせてもらうけど、俺おれだって、ドライで命令口く調ちようのちびっこよりは包容力のあるエロいお姉ねえさんのほうが」


「ほら、気も合ってるみたいだし。おめでとう」


「「だから!!」」


　声を揃そろえて反はん論ろんする俺たちだったが、持郎には全く通じない。まさか悪あく魔まと契約者の関係なんだとも言えないし、どう説明したもんだろう。芽亜と顔を見合わせていると、持郎は未いまだにトランクス姿の俺を優やさしく見つめ、そして首を左右に振った。


「にしても、巧たく馬ま？　二ふた人りが合意してるならいいんだけどね、宵よい待まちさんみたいなおとなしい子に、あんまり激はげしく迫るのは駄だ目めだと思うなあ。あと、試し験けん前まえなんだからほどほどにね」


　いやだから違うと言うのに。





　で、ここからは後ご日じつ談だん。


　ハイパーになったりしてたせいでろくに勉強できていなかったにもかかわらず、俺のテストの成せい績せきは案外悪くなかった。苦にが手てだった理系全般が、なぜかすらすら解けたのだ。そのことを芽亜とジェイムズに話してみれば、二人は顔を見合わせてうなずいた。


「巧馬は、わたしと契約しましたからね。ね、ジェイムズ？」


「ええ。ほら、以前に貴き君くんに話した、悪魔との契約のメリットですよ。世界の真理──即すなわち数学や科学の知ち識しきが、自動で身につくのです。せいぜい高一レベルですが」


「へー。ありがたいと言えばありがたいけど……」


　もっと超能力とかそういうのかと思ったのに。返ってきたテストを前にそうつぶやけば、芽亜が「地味な御ご利り益やくですみません」と小さく頭を下げた。クールな態度はいつもどおりだったが、ついさっき妄もう想そうの補充を終えたばかりのせいだろう、白い頰ほおはまだ少し薄うす赤あかい。


　その照れの残る横顔を眺めながら、俺はこの健けな気げでクールな少女をできるかぎり支えていこうと、そう改めて誓ったのだった。契約のメリットもちゃんとあったわけだし。


「……まあ、確たしかに地味なメリットだけどな」


「おやおや、これだから最近の人間は。教会が支配していた時代の人間、たとえばファウストなどは、連立方程式を教えてあげただけで泣いて喜んだんですけどね」


　俺の溜ため息いきを聞きつけ、あからさまに肩をすくめるジェイムズである。誰だれだよ、それは。




　第三夜　どうせなるなら親友に







　芽め亜あとの契約のおかげで中間テストも無事に終わり、晴れ晴れとした気持ちで迎えた金きん曜よう日びの生徒会室でのこと。鈴すず女めさんからお仕事メモを受け取っていたら、芽亜が小さく手招きしているのが見えた。どうやら何か用らしいが、普通に話して聞こえる距きよ離りなのになんでわざわざ呼ぶのだろう。会長と顔を見合わせて首を傾かしげると、俺おれは「会計」のプレートが置かれた机へと歩み寄った。「どうした？」と視し線せんで尋たずねれば、電卓の似合う小さな会計さんは、紫むらさきがかった瞳ひとみを俺へと向け、声を潜ひそめて話しかけてきた。


「巧たく馬ま──ではなくって、雑務係さんにこんなことをお願ねがいするのは筋違いかもですが」


「筋違い？　よくわかんないけど、会計手て伝つだえってんなら断るぞ。こっちも忙しいし」


「え？　いえ、そういうことではなくて。ええと、もう少し、個人的な──」


　ごにょごにょと言こと葉ば尻じりを濁にごす夢む魔まである。はっきりとものを言う芽亜にしては珍しい態度だが、何が言いたいのかさっぱりわからない。なぜか芽亜の顔がうっすら赤いような気もするし、これはもしかしてもしかしたら……？　いやしかし、俺には鈴女さんという人が！　思わず断りの言葉を考えながら続きを待っていると、黙だまり込んでいた会計さんは、キッと再び俺を見上げて口を開いた。


「あの。明日あしたの土ど曜ようは、空あいていますか？」
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「って、勢い込んで誘さそうから、一体なんの用事かと思ったら」


　そして翌日の午後一時。「玉たま鴫しぎ駅えき」と書かれた看板の下で、自動改かい札さつ機きに切符を通しながら、俺は呆あきれた声を漏らしていた。


「お袋さんの墓参りに付いてこいってだけの話ならそう言えよ。危あやうく勘かん違ちがいしかけたぞ」


「何を勘違いしたのかわかりませんが、誤解を招いたようで申もうし訳わけありません。休日まで拘こう束そくするのはどうかな、とか、いろいろ考えてしまいました」


「まあ、別に予定もなかったから、いいけどな。でも、せっかくの休みなんだから、友だちでも誘さそって遊びに行けば……っと！　ごめん、今のなし」


　気軽に口にした言葉を、俺は慌あわてて取り消した。友人のいない──正せい確かくには、友人を作らないようにしている──芽亜にとって、今の発言はデリカシーがなさすぎた。まずかったなあと反省しながら見下ろせば、芽亜は「いいですよ」とクールに告げた。


「過剰に気を遣つかわれても疲れるだけですから。でも、わざわざすみません。もちろんわたし一ひと人りで行っても構わないのですが、もし万一、ハンターに襲おそわれたりしたらと思うと」


「わかってるって。エネルギー源の俺おれがいないと、いざって時にデビルパワーが使えない。念のために付いてこいってことだろ？　謝あやまるようなことじゃないぞ。快速で十五分で来られるんだから、そんなに遠いわけでもないし」


「そう言ってもらえると助かります」


　俺のあとに付いて改札を抜けた芽め亜あが、礼れい儀ぎ正ただしく一礼する。そんなに感かん謝しやされるようなことでもないってのに、相変わらず律りち儀ぎな相あい棒ぼうだ。何度目かの溜ため息いきを吐つくと、俺は「そんなことよりも」と振り返った。


「なんで休みなのに制服なんだ？　そっちのほうが気になるんだけど」


「私服は持っていませんので。もうすぐ《あちら》に行くわけですし、私物はなるべく減らしているのです。どのみち、持っていくことはできませんから」


　けろりと答える芽亜の体を包むのは、学校で見み慣なれたブレザーである。デザインがそれなりに垢あか抜ぬけているせいもあって、見ようによっては名門のお嬢じよう様さまっぽく見えなくもないが、それでもやはり制服は制服なので、気分が萎なえるのは仕方ない。


　お墓参りのお供とは言え、休日に女の子と二ふた人りきりで外出していることには間違いはなく、そんな体たい験けんはぶっちゃけ俺の生しよう涯がいで初めてだ。初めてなのになあ。お気に入りの半はん袖そでジャケットを羽は織おった肩を落としつつ、駅の構内から足を踏み出せば、スカーンと晴れ渡った青空が広がっていた。


「こんなにいい天気なんだから、おしゃれした美少女と歩きたかった……！　そうだよ、普ふ段だんは見せない一面を垣かい間ま見みたりして『どう？　こんな姿を見せるのはキミだけだよ。似合ってる？』『当たり前だろ。さあ人ひと気けのないところに行こうか』『露ろ骨こつすぎるよ！　でもそんな素直なところが嫌いじゃないかも』」


「巧たく馬ま。人が多いのですから妄もう想そうの実況は控えてください」


「そんなこと言われたら俺はもう──え、口に出てた？　マジで？」


　芽亜にぼそりと指摘され、慌あわてて口を塞ふさぐ俺。幸い、周りにはこちらを見て怪あやしんでいる人はいないようだ。誰だれも俺の独り言に気づかなかったのか、あるいは見て見ぬ振りをしてくれているのかについては、深く考えないでおこう。自分に言い聞かせながら、俺は改めて駅前広場を見回した。市街地の真ん中の大きな駅の前、しかもよく晴れた休日とあって、ロータリーを兼ねた広場は、大勢の人が行き交っている。人出を当て込んだ露天商やストリートミュージシャンもあちこちにおり、なんとも賑にぎやかだ。


「うん。こういう風景見ると、久々に『街』に来た！　って感じがするよなあ」


「学校も寮りようも、周りは静かですからね。あの落ち着いた雰囲気も、わたしは好きですが。それで、母の霊れい園えんまでの行き方ですけど、ここからは電車の本数が少ないのでバスを使います」


　テンションを上げる俺おれに対し、落ち着いた相あい槌づちを返しつつ淡たん々たんと話を進める芽め亜あさんである。そういう性格なのは知ってるけど、たまには一いつ緒しよに盛り上がってくれてもいいのになあ。おそらくは叶かなわない願ねがいを思い浮かべつつ、俺は「はいはい」と応じた。


「了解しました。バスなら──おおう！」


「巧たく馬ま？　会話の途中でどこに行こうというのです？」


「いや、あのギターの子すげえかわいいからもっと近くで聴きこうかと」


　いつの間にか俺の上着の裾すそを摑つかんでいた芽亜に、素直に即答する。答える間も、俺の視し線せんは、数人のギャラリーに囲まれながら路上でギターを奏かなでる少女へ固定されていたのは言うまでもない。その歌声を耳にし、あの姿を一目見た瞬しゆん間かんから、俺の目線は全く揺らいでいなかった。


　年ねん齢れいは、俺と同じか少し上くらいだろうか。首に大振りなヘッドホンを掛けた少女が、心底楽しげに歌っていた。ブルーの瞳ひとみと明るい色の髪、そして素す晴ばらしいスタイルを見る限り、どうやら日に本ほん人じんではないらしい。柔らかそうで、なおかつすらりとした魅み惑わくの肢し体たいを覆おおうのは、ぴったりとしたへそ出しＴシャツにミニスカートにニーソックスという素す敵てきなコンボ。青空の下にありありと表出した健康美極きわまるプロポーションを前に、俺は思わず心の中で頭を深く下げていた。マジでありがとうございます。


「──あの人は　希望を奪うばって去ったのだから


　追い払ってしまえばいい　思い出なんか


　シュレミッヒの丘に行き　哀かなしい歌を歌えばいい──」


　年季の入ったアコースティックギターを右手のピックで爪つま弾びく少女が歌うのは、アップテンポの軽快な曲だ。歌詞だけ聴いてると哀しげだけど、曲きよく調ちようはあくまで明快で、歌い手も笑え顔がおを崩さない。小銭の入った赤いギターケースを前に歌い続けるその姿からは「ギターと歌が好きで好きでしょうがない！」という気持ちがずんずん伝わってきて、思わずこっちまで嬉うれしくなってくる。ああ、あんな子が俺だけのために歌ってくれたらどんなに胸が高鳴るだろう。全裸だったらなお嬉しい！　頭の中に妄もう想そうを湧わき上がらせながら、俺は自然な流れで財さい布ふを手に取り──。


「巧馬。おひねりとして財布ごと投げ込むのは、さすがにやめたほうがいいです」


「だって楽しませてくれたお礼は必要で──はっ！　……芽亜、俺は今いったい何を？」


「しっかりしてください、もう……。ほら、お墓参りに行きますよ」


　財布を差し出そうとしたポーズのまま尋たずねた俺の手を、呆あきれた顔の芽亜が摑む。ぐいぐいと意外と強い力で引っ張られながら、俺は「待った！」と慌あわてて叫んだ。


「墓参りにも行くけどさ！　あの子の歌、せめて一曲だけでも聴かせてくれよ！」


「駄だ目めです。巧馬みたいに下心丸出しのお客は迷めい惑わくなだけです」


「そんな！　音楽は誰だれにでも楽しめるものだって鈴すず女めさんが言ってたぞ！　それに──ほらほら！　あの子、手を振ったら笑い返してくれた！　あれはきっと俺にもチャンスが」


「そんなものありません」


　俺おれの言葉をばっさり切り捨てながら、バス停へ向かってずんずん進む小さな夢む魔ま。いやしかし、なんでそんなに頑かたくななんだ。もしかしてこれがあのヤキモチってやつか……？


「って、そんなわけないか。正直、妬やかれるような間あいだ柄がらでもないもんなあ」


　ふと浮かんだ疑念を打ち消していると、先を歩いていた芽め亜あが「誰だれと話しているんです？」と冷たい目を向けてきた。自分です。





　そして、文句を垂らしながら引っ張り込まれたバスに揺られること三十分。街の外れの静かな霊れい園えんに到着した俺たちは、何事もなく芽亜のお袋さんの墓参りを終えた。本日の任務はこれにて完了。というわけで俺と芽亜は、バス停近くのひなびた喫きつ茶さ店てんで少し遅めの昼食を取ることにした。


　ちなみに芽亜のお袋さんのお墓は、見み慣なれた形の墓石ではなく、三み日か月づきをかたどったようなオブジェだった。無宗教形式というやつらしい。言われてみれば、芽亜も手を合わせたりはしていなかったっけ。ヘタに気を利かせて数珠じゆずとか十字架とか持ってこなくて良かったなあと安心しつつ、俺はカレーライスの最後の一口を飲み込んだ。


「ごちそうさんでした、と。しかし芽亜。あんなにすぐ終わっちゃって良かったのか？」


「何がですか？」


　俺の問いかけに、向かいの席に座った芽亜は、ピラフをもぐもぐやりながら首を傾かしげた。その声の調ちよう子しや表情は、見事なくらいいつもと同じだ。お袋さんの墓参りなんだからしんみりするに違いない、もし泣いたりしたらどうフォローすればいいんだろう、涙を拭ふくためにハンカチを用意しておくべきか。そのほか諸もろ々もろエトセトラを思案した時間を返しやがれ。そんなことを心の中でつぶやきながら、俺は「何がってお前」とスプーンを芽亜に突きつけた。


「墓参りだよ、墓参り。お袋さんに挨あい拶さつできるのって、今日きようが最後だろ？」


「それはそうですけど、別にあそこに母がいるわけではないですからね。形式として、一応来ておいただけです」


「型式って……そんな言い方しなくてもいいだろ。そりゃ、亡くなった人はどこにもいないけどさ、お墓には遺い骨こつとかがあるわけで」


「あいにく、そういうものはないのです」


　俺の言葉を断ち切るように、芽亜がざっくりと言い切った。え、ないってどういう意味だ？　目め線せんでそう尋たずねた俺を前に、ピラフを食べ終えた芽亜は「ごちそうさまでした」と一礼すると、紫むらさきの瞳ひとみをこちらに向けて話し始めた。


「夢魔は、意思の力と魔力とで、己おのれの存在を保っているのです。意い識しきが完全に途と絶だえれば──即すなわち、死んでしまえば、肉体は跡形もなく闇やみとなって崩ほう壊かいし、あとには何も残りません。あのお墓は、ああいうものがあったほうがいいだろうと言うことで、ジェイムズが建ててくれたものですが、何かが入っているわけではありません」


「……へえ。そういうものなのか」


「ええ。そういうものなのです」


　驚おどろく俺おれに相あい槌づちを打ち、紅茶のカップを手に取る芽め亜あ。ふうふうと熱あつい紅茶を冷ますその姿を見つめながら、俺は「それにしたってドライだなあ」と漏らしていた。


「さっきからずっと思ってたんだけど、なんでそんなにクールでいられるんだ？　わんわん泣けとは言わないし、落ち着いてるのはすごいと思うぞ。正直尊敬するし、もうちょっと背が高くてスタイルが良かったら崇あがめてたな、うん！」


「それはどうも。首しゆ尾び一いつ貫かんしていますね、さすが巧たく馬ま」


「どういたしまして。そう言えば駅前にいたギタリストの子はとてもいいおっぱいで──じゃなくて。だから、仮にも自分の母親のことなんだろ？　もっとこう──」


「慣なれですよ」


　水の入ったコップ片手に力説する俺を、芽亜の鋭するどい一言が黙だまらせた。思わず黙り込んだ俺を前にして、小さくて凜り々りしい夢む魔まは少しだけ目を伏せ、先を続けた。


「一度起こった出来事は覆くつがえりませんし、事実は、受け入れるしかありませんから……。自分でも、冷た過ぎるとは思っています。でも……五年も経たてば、こうなるんです。あの時は──母がハンターにやられたと聞いた時は──あんなにショックだったのに」


「……そりゃそうか。そうだよな。勝手なこと言ってごめん」


「いえ、いいですよ。と言うか、巧馬に気を遣つかわれると正直気味が悪いです」


「はっきり言うなよ」


　顔を上げた芽亜の声を聞き、自然と苦にが笑わらいが浮かぶ。どうやら本気で気遣いの必要はないらしい。感心しつつ呆あきれつつ、俺はグラスに残った氷を口の中に流し込むと、さっきの話で気になったことを尋たずねてみた。


「なあ芽亜。今『ハンターにやられたと聞いた』って言ったよな。それってつまり、目の前でお袋さんがその──やっつけられたところを見たわけじゃないってことか？」


「ええ。母と二ふた人りで夜道を歩いていたら、黒いマントのハンターがいきなり現れ、襲おそいかかってきたのです。わたしはすぐに気を失ってしまい、目が覚めた時には、ジェイムズに介抱されていました。そしてジェイムズから、母が──」


「……その黒マントにやられたって聞かされたわけか。しかし、ひどい話だな」


　芽亜の言葉のあとを受け、俺は腕を組んで声を漏らした。人を襲う魔物に立ち向かうとかならともかく、道を歩いてた母子連れに襲いかかるなんて、それはもう単なる通り魔だろう。警けい察さつは何をやってるんだ。やるせない怒りを口にすれば、芽亜は達たつ観かんしたような溜ため息いきを吐ついた。


「警察なんか頼れません。魔物は自じ衛えいするしかないのです。ハンター──祓ふつ魔ま師したちの属するあの組そ織しきは、国連の委任機き関かんでもありますから。ライセンスを有する限り、彼らはあらゆる国家で自由に活動できるのです」


「……組そ織しき？　ライセンス？　つーか国連ってマジか」


　面めん食くらった声が出た。祓ふつ魔ま師しってのはもっとこう細々とやってるもんだと思っていたので、ずいぶん予想外の情報だ。驚おどろく俺おれをちらりと見ると、芽め亜あは「まじです」とうなずいた。


「一般には知られていませんが、事実ですよ。彼らの組織は、各国あるいは各文化圏の祓魔師どうしの協力を進めること、そして術や技わざを競きそってお互いを高め合うことを目的として、十九世紀の末期に結成されたと聞いています。もとは一回限りの競きよう技ぎ会の予定が、せっかく知り合ったんだからということで永続的な組織に移行し、同時に、国連に自分たちの存在をアピールし、各地での祓ふつ魔ま行為を許可するように求め、認可されたんだそうです」


「……ほんとに？　って、噓うそ吐ついても仕方ないか」


　芽亜の説明を受け、俺おれはしみじみうなずいた。ゴーレムに襲おそわれたからには祓魔師の存在を疑うつもりはなかったが、連中の組織ってのがそんな公式なものとは思わなかったのだ。


「そんなのが相手じゃ、悪あく魔まも大変だよなあ。で、お袋さんの敵のハンターって、どんな奴やつだったんだ？」


「黒いマントを纏まとった男だったとは思うのですが、すぐ気絶してしまいましたから……。覚えていることと言えば、ハンターの手のひらに刻まれた、ウロボロスの紋章だけです」


「ウロボロス？　ああ、あの田舎いなかでたまに見かけるアレか」


「わかってないならそう言いなさい。ウロボロスとは、自分で自分の尾を食う蛇へびを示した文様のこと。西洋魔術ではおなじみの図案です」


　呆あきれた声でそう言うと、芽亜は俺のコップの水滴を指に付け、紙ナプキンに丸い模も様ようを描いてみせた。なるほど、これが『うろぼろす』か。このマークが手のひらに付いた黒マントの男を見かけたら注意しなければ！　おそろしく実用性の薄うすそうな訓くん告こくを心に刻み込んでいると、芽亜は手帳を取り出し、「ちなみにこれが」と、中に挟まれていた写真を取り出した。


「わたしの母の夕ゆう星づつです。亡くなる一ひと月つき前、カメラを買った時の試ためし撮どりですが」


「へえ、どれどれ──って、え。これが？」


　何気なく示された一葉の写真を見た瞬しゆん間かん、思わず声がひっくり返った。


　背景は洋風のお屋や敷しきの玄関先だったが、そんなことはどうでも良かった。ほっそりとしていながらも胸の膨ふくらみを隠さないプロポーションは、飛びつきたくなるほどに素す晴ばらしく、青みがかった長い髪をいじりながら恥ずかしげに微笑ほほえむその表情は、夢いっぱいの乙女おとめのようだ。俺の人生観かんを変えたあの人──四月三十日の女神に、どことなく印象が似たその笑え顔がおを見た瞬間。俺の心はがっちり摑つかまれていた。


「あの人も夢魔の仲間だったのか……？　無事でいてくれるといいんだけど」


「あの人？　巧たく馬ま、誰だれの話をしているのです？」


「へっ？　あ、いやいや、こっちの話だ。それにしたって若いなあ」


　慌あわててごまかしながら、俺おれは再び写真に見入った。亡くなる一ひと月つき前ってことは既すでに十歳の娘がいるはずなのだが、全くそんなふうには見えやしない。少なくとも、俺の母親──関かん西さい弁べんで大おお柄がらでおばはんパーマの、いわゆる『おかん』と呼ばれる人種とは、骨組みからしてまるで違うとしか思えなかった。


「どう見ても二十歳はたち前後だぞ？　ほんとに芽め亜あのおふく──お母かあ様さまなのか？」


「さっきも言いましたけど、夢む魔まは精神力と魔力で自身を構こう築ちくする魔物ですからね。未み熟じゆくなわたしと違って、母は立派な夢魔でしたので、自分の姿を自分で決め、そして維持することができたのです。夢魔として最適な、妄もう念ねんや欲望を搔かき立てるのにふさわしい姿を」


「はー、なるほど。確たしかに、写真見てるだけでドキドキするもんなあ……！　ちなみに何歳くらいだったんだ？」


「正せい確かくな年ねん齢れいは教えてくれなかったのですが、ジェイムズが言うには、二百年前からその容姿を保っていたそうです。十五年前、ふと思い立ったかのようにわたしを産んだとか。父親のことは聞かされていませんので、教えることはできませんが」


「いや、そこまで突っ込んだ話を聞くつもりもないけどさ。しかし……最低でも二百歳か」


　年上とかそういうレベルじゃない年齢差なのだが、そう聞かされたところで、胸に湧わき上がる興こう奮ふんが収まる気け配はいはまるでなかった。出会ったら、告白するのは間違いないな、うん！　出会いのシーンをシミュレートしながら、俺はいつしか芽亜に頭を下げていた。


「娘さん。お母さんを僕にください！」


「無理です」


「そりゃそうか」


　冷え切った一声を突き刺され、盛り上がっていたテンションがすーっと平常ゲージに戻っていく。お騒さわがせしました、と頭を下げながら、俺は改めて写真に見入った。


「しかし何度見ても綺き麗れいな──と言うか、かわいい人だよなあ……。こんなに愛らしく笑う人が、もうどこにもいないなんて……ひどい話だ……！　畜ちく生しよう！　なんてひどい話なんだ！」


「さっきと怒りのレベルが全然違いますね」


　冷たい声で言い放つと、芽亜は机の上の写真を取り上げた。ああん、もっと見てたかったのに！　俺はみっともなく懇こん願がんしたが、冷れい酷こくな夢魔は非情にも写真を手帳へと戻すと、「さて」とこちらへ視し線せんを向けた。


「すっかり話し込んでしまいました。そろそろ帰りましょうか」


「へいへい。って、まっすぐ寮りように帰るのか？　まだ早いのにもったいないぞ。どこか寄って遊んでいくとか……。芽亜、お前、何か趣しゆ味みは」


「ありません」


　即答しながら芽亜は席を立ってしまった。相変わらず面おも白しろみのない相あい棒ぼうだなあ。俺は小さく溜ため息いきを落とすと「わかりましたよ」と芽亜に続いた。


「しかし、帰りもまたバス使うのか？　すぐそこに駅があるんだから、電車乗ったほうが楽だろ。まっすぐ寮りようまで帰れるぞ」


　美しき夢む魔ま、夕ゆう星づつさんの名な残ごりを惜しみつつ、レジに向かったその娘さんへ話しかけてみる。割と良いアイデアだと思ったのだが、ピラフセット代七百八十円を支払っていた芽め亜あは、「却下です」と首を左右に振った。


「この区間は電車の本数が少ないと言ったでしょう？　次の電車は三十分後ですから、バスでターミナル駅まで行ったほうが早いです」


「あ、そうなんだ」


　言われてみれば、来る時にも聞いたっけ。素直に納得しながらカレーの代金を払うと、俺おれは芽亜と一いつ緒しよに店を出た。空は相変わらずの快晴で、無む性しように気分を良くしてくれる。喫きつ茶さ店てんからは目と鼻の先のバス停へと向かいながら、俺は傍かたわらの芽亜へと話しかけた。


「駅前にまだあの子がいるといいんだけど。あれはいいおっぱいだったよなあ」


「しみじみ同意を求めないでください。……と言うか、誰だれの話をしているんです？」


「誰って、さっきのギターの女の子だよ。ヘッドホン掛けてて、ミニスカートにニーソックスで、ちょうどバス停にいるあの子みたいな──って、え？」


　いいおっぱいのギタリストの説明を中断し、俺は三メートルほど先のベンチの少女を見つめたまま静止した。明るい色の髪、ヘッドホン、そして赤い革製のギターケース。たまたま目についたので例えに使ったけれど、あれはもしかして──いや、もしかしなくても──駅前でギター弾いてた本人じゃなかろうか？


「間違いないよな。ギターケース持ってるし、服装も体型も顔も髪型もスタイルもプロポーションも一緒だし」


「巧たく馬ま？　体型とスタイルとプロポーションはほとんど同じ意味じゃないんですか」


「微妙に違うんだよ！　しかし、なんでまたこんな墓場しかないような町外れに？」


　立ち止まったままの俺の口から、疑問が自然と漏れる。と、その声が聞こえたのか、ベンチに腰掛けていたヘッドホンの少女は、俺たちへと顔を向けて手をひらひらと振った。


「やあ、こんにちは。お兄にいさん、さっき聴きいてくれてた人だよね」


「へっ？」


「あれ、違った？　財さい布ふごとギターケースに投げ込もうとして、そこのかわいい彼女さんに止められてた人かなあって思ったのに」


「……彼女？　ちょっと待ってください！　誰が巧馬のか──むぎゅ！」


「黙だまってろ芽亜！　うん、そうそう！　君の言ってるのが俺！　まさに俺だよ！」


　慌あわてて反はん論ろんした芽亜の口をすかさず塞ふさぎ、俺はベンチに駆かけ寄った。そうか、俺のこと覚えててくれたんだ！　感動にうち震ふるえる俺を見上げ、ギタリストの女の子はにこっと気さくに微笑ほほえんだ。春の日だまりのような健すこやかな笑えみが、胸にガツンと突き刺さる。ああ！


「はじめまして。あたしは、サニー・ハルシオン！　サニーって呼んでね」


　ごく自然に自己紹介すると、サニーと名乗った少女は俺おれに向かって手を伸ばした。えーと、これはもしかして握手を求められたのか。その事実を把は握あくするのに一秒間を要した俺は、正気に返るのと同時に、白い手をぎゅっと握りしめていた。


「柔らかいそして温かい……！　あっ、俺は下しも野つけ巧たく馬ま！　下げ人にんの下に焼け野原の野、巧たくみな馬と書いて下野巧馬！　俺も──俺も君に会いたかったよ！　ずっと前から愛してた！」


「ほんとに？　わあ、それは光栄だなあ」


「盛り上がっているところ申もうし訳わけないですが、誰だれも巧馬に会いたかったとは言ってませんよ。それに、『ずっと前から』も何も、さっき会ったばかりですし。あと、わたしは巧馬の彼女じゃありませんので、念のため」


　サニーの手を取ったまま感かん激げきしていると、隣となりから芽め亜あがぼそぼそと指摘してきた。いちいち水を差すやつである。静かにしてなさいと視し線せんで訴えていると、サニーは芽亜へと笑え顔がおを向け、「違うよ」と一言告げた。え、違うって何が？　顔を見合わせる俺と芽亜を前に、サニーはベンチから立ち上がり、ギターケースを肩に掛けながら先を続ける。


「だって、あたしも君たちのこと、捜してたんだからさ。このバス停で降りたのはわかったけど、うっかり見失ったんだよねえ。やっと見つけたと思ったのに、なかなか喫きつ茶さ店てんから出てこないんだもん。もう、待ちくたびれちゃったよ」


　フランクな口く調ちようを保ったまま、肩をすくめて笑うサニー。その気さくな笑えみは──そして、ぴったりとしたＴシャツを押し上げる胸も──相変わらず素す晴ばらしかったが、俺は素直に喜べなかった。だって、今の話を聞く限り、この子は……。


「俺たちのあとを付けてきた？　まさか、俺のストーカー？　ど、どうしよう芽亜！　それはまずいと思いつつもめちゃくちゃ嬉うれしい俺がいる！」


「はいはい、そうですか。……でも、ほんとに一体なんのために」


「ふっふーん。それはねえ」


　いぶかしむ芽亜の言葉に、サニーの声が割り込む。にこにこと笑みを浮かべたまま、目的不明のギタリストは、ギターケースの脇わきのポケットから緑みどり色いろのカードを取り出すと、俺たちに向かって突きつけた。


「じゃーん。こういうことです！」


「……いや、『じゃーん』と言われても」


　思わず冷たい声が出てしまった。


　突きつけられたカードは、文庫本ほどの大きさだった。硬質で厚みのある表面に記されているのは、『ＥＸＩＴ』の四文字と、あと『七六七』の三つの数字のみ。正直、これになんの意味があるのかさっぱりわからない。さあどうしたもんか。


「えーと、ＥＸＩＴって出口って意味だよな。七百六十七番の出口に行きたいってことか？　たぶん違うよな。なあ芽め亜あ、これはどういうことなのか」


「ＥＸＩＴのライセンス……！」


「お前わかるか──って、芽亜？」


　何気なく隣となりに尋たずねかけた瞬しゆん間かん、俺おれはハッと息を呑のんだ。さっきまで平然と俺に突っ込んでいた相あい棒ぼうの顔色が、いつの間にか一転していたのだ。もともと白い肌は蒼そう白はくに染まり、小さな手はぎゅっと握りしめられている。怯おびえと警けい戒かい心しんを隠そうとしているものの、全く隠せていないのは明らかだ。おい、ほんとにどうしたんだよ！　そう声を掛けようとした矢先、芽亜は震ふるえる声を発した。


「ＥＸＩＴ──祓魔師国際競技会ＥＸＯＲＣＩＳＴ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ　ＴＯＵＲＮＡＭＥＮＴ！　巧たく馬ま！　この子、さっき話した『組そ織しき』の一員です！」


「へ？　さっき話した組織？　あっ！　ま、まさか──ハンターか！」


「はい……！」


「せいかーい」


　こんなかわいい女の子が祓ふつ魔ま師しなわけがない。その根こん拠きよのない思い込みは、同時に響ひびいた二ふた人りの声であっけなく砕くだかれた。マジで？　啞あ然ぜんとする俺の前で、緑のカード──どうやら、ハンターのライセンス──をかざしたままの美少女は、自じ慢まんげにニッと微笑ほほえんだ。


「このライセンスを持ってる限り、あたしたち祓魔師は自由にその魔ま術じゆつを使い、魔物を退治することを認められているのだ、参ったか！　逆に言えば、これを持たない術者は」


「無免許だから活動を認められない、ですね。聞かなくても知っています」


「……いや、俺は知らなかったんだけど」


　こっちは業界の常じよう識しきに疎うとい一般人なんだから、あんまり置いていかないでほしいんですが。そんな気持ちを込めてぼそりとつぶやけば、サニーは「そうなの？」と驚おどろいた。


「悪魔だったらみんな知ってると思ってたんだけど。珍しいね」


「誰だれが悪魔だよ。一応人間なんですが」


「え？　だってさっきから悪魔悪魔って呼ばれてるし──」


「巧馬だ巧馬！　さっき名乗ったろ！　俺は単なる変質──もとい、契約者！」


　とんでもない聞き間違いである。すでに下半身で変質者なんだから、これ以上マイナスイメージのあだ名を増やさないでいただきたい！　きっぱり反はん論ろんしていると、芽亜が「悪魔はわたしです」と静かに告げる。そんな俺たちを前にして、ギターを担かついだ美少女ハンターは意外そうに目を丸くした。


「へえ！　間ま抜ぬけ面づらの悪魔が真面目まじめな少女を契約で従わせてるのかと思ったけど、逆だったんだね！　ほら、あたし、魔力はだいたいの位置しか感知できないし、それに巧馬は身に纏まとってる邪じや念ねんの量が桁けた違ちがいだったからさ。巧馬、悪いこととかエッチなこと考えてたでしょ？」


　そう問いかけるサニーの口く調ちようは依然としてフランクで笑え顔がおも最高ではあったが、いくら俺でもこの状況で「主にエッチなこと考えてたけど、それはサニーがかわいいからだよ」などとニヤニヤ応じられるわけもない。沈ちん黙もくを保ったまま芽め亜あと顔を見合わせていると、ギターを担かついだハンターは、ふいに不敵な声を発した。


「じゃあ、ちゃんと名乗っておくね。あたしは、スコットランドはリトリムの祓ふつ魔ま師し、《ネオ・ドルイド》のサニー・ハルシオン！　来たばっかりの日に本ほんでいきなり悪あく魔まとばったりなんて予想もしてなかったけど、見つけたからには放っておけない。ＥＸＩＴ国際条項と、祓魔師の使命に従って──君たちを、退治させてもらうよ」
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　ごとんごとんごとん。


　やかましい音を響ひびかせながら、曇くもったガラスのすぐ外を、電車が通過していった。俺おれたち以外は無人の構内は、唯一の光源である窓が車両で塞ふさがれたせいで一いつ瞬しゆんだけ真っ暗になったが、すぐに明るさを取り戻す。へえ、ほこりまみれの窓ガラスでも、ちゃんと光を通すんだな。そんなことに感心しながら、俺は改めてあたりを見回した。


　──逃げるつもりはない。でも、戦うのなら場所を変えたい。


　そう言い切った芽亜の希望を聞き、サニーが決戦場所に選んだのは、バス停からほど近い、うち捨てられた町工場だった。広さは、ざっと教室二つ分ほど。閉へい鎖さされた時に機き材ざいは運び出されたのだろう、横倒しになったロッカーや穴の空あいたドラム缶、その他使い道のわからない機械の部品などがぽつぽつと点在しているだけで、走り回ろうが暴あばれようが邪魔になりそうなものは特にない。


「なるほどなあ。人知れず悪魔退治するにはちょうどいい場所ってことか」


「……そういうことのようですね」


　錆さび付いた内ない壁へきを叩たたきながらつぶやけば、俺の隣となりを歩いていた芽亜が短くうなずく。ハンターに見つかった以上、悪魔として戦うしかないと腹をくくったらしく、その声は極きわめて深刻だった。ちなみに俺の意見はと言えば、無む論ろん、戦いたくなんかなかった。そして相手がサニーみたいな美少女である以上、返かえり討うちにするのもできれば避けたい。というわけで、隙すきを見て芽亜を連れて逃げるつもりだったのだけど……。


「やばいかな。出入り口は今入ってきた扉とびらだけで、周囲は全部鉄の壁かべだもんなあ……」


「ふっふーん。どうどう？　いいステージでしょ？」


　思わずこぼれた溜ため息いきを聞きつけ、先せん導どうしていたサニーが軽かろやかなステップで振り向く。立ち尽くす俺たちの十メートルほど先、工場のちょうどど真ん中で、ギターケースを担いだ美しきハンターは、自じ慢まんげにくるりと一回転してみせた。


「ここ、君たちを見失って捜し回ってる時にさ、たまたま見つけたんだ。邪魔も入りそうにないし、窓が南向きだから意外と明るいし、戦うにはもってこいだよね！」


「理由もないのに、戦うとか言うなよ……。同じ人間同士、サニーとはむしろ仲良くしたいんだけど。まず最初は友だちから始めて」


「そうやって言いくるめて不意打ちするつもりなんでしょ？　それともこの場は逃げ出して、弱い子どもを襲おそうつもり？　あいにく、もうその手は食わないよ。ネオドルイドは悪あく魔まに耳を貸さないからね！　以上、会話はおしまい！」


　太陽のように眩まぶしい笑えみが、俺おれの申し出をばっさり切り捨てる。駄だ目めだ、あんまり期待してはいなかったけど、和解するのは難むずかしそうだ。奥歯をごりっと嚙かみしめると、俺は傍かたわらで身構えたままの芽め亜あへ小声で話しかけた。


「……どうしよう芽亜。なんか、ぜんぜん話が通じないんだけど」


「どうやら、悪魔の言葉を聞くべきではないと信じているようですね。あの口ぶりからすると、口の達者な魔物と戦った経けい験けんがあるようですから、その影えい響きようでしょう」


「戦った経験？　でも、そいつらはみんな《あっち》に移住したんだろ？」


「あえてこちらに残った魔物も、ごくわずかにいるのです。自然発生する低級な魔物や、わたしの母のように人間社会に溶け込むことを選んだ変わり者。そして──人間を害することを快楽とする連中が」


「……納得。サニーはそんなのと戦ったせいで、魔物は全部悪い奴やつだって信じてるわけか。事情はわかったけど……どうする？　ほんとにやるのか？」


「わたしだって戦いたくはないです。でも、ここで滅めつされるつもりも、ありませんから」


　拳こぶしを握りしめたまま、しっかりと言い返す芽亜。凜りんとした態度を保ってはいたが、声は微かすかに震ふるえており、虚きよ勢せいを精神力でカバーしているのが丸見えだ。俺は思わず「無理するなよ」と声を掛けようとしたのだが、芽亜はサニーを見み据すえたまま先を続けた。


「巧たく馬ま、妄もう念ねんをください。サニーがどういう術を使う祓魔師ハンターかはまだわかりませんが、とりあえず魔力がなくては抗あらがうこともできません。ですから──」


「まさか、エロいこと考えろってのか？　この、ピリピリした状況で？」


「はい」


　即答された。ずいぶん難しい注文をする悪魔である。まあ、事情はよくわかるし、幸いにしてサニーがかわいいから妄想はいくらでもできる。余裕を見せているつもりなのか、今すぐ仕掛けてくることはなさそうだし──と、上じよう機き嫌げんでギターを取り出していたサニーを見つめながら、そんなことを考えた時だ。ヘッドホンを首に掛けた美少女ハンターは、慣なれた手つきでギターを構え、自信に満ちた視し線せんを俺たちに向けた。


「どうしたの？　来ないんだったらこっちから行くよ？　あ、言っておくけど、巧馬にも容よう赦しやはしないからね？　自ら望んで魂たましいを売り渡した以上、契約者も悪魔の同類。救うには退治するしかないんだから」


「はい？　いや、俺おれは別に自分から契約したわけじゃなくて、なし崩し的に……」


「耳は貸さないって言ったよね？　というわけで──召還サモン！　《妖精後衛楽団バツクバンド・フエアリーズ》！」


　澄すみ渡った声を響ひびかせながら、サニーの右手のピックが古びたギターの弦を弾はじいた。ジャーンと景気のいい音が、俺たちの体をびくんと震ふるわせる。なんだこの衝しよう撃げき、普通のギターの音じゃないのか？　思わず身構えたその瞬しゆん間かん、サニーの背後に水流のようなものが三つ、いや、四つ立ち上ったかと思うと、それらはあっという間に楽器を構えた女性の形を取った。


　どれも身長は一メートル半ほど。手にしている楽器こそラッパやハープのように一ひと人り一ひと人り違ったが、ゆったりとしたローブを纏まとい、背中には蝶ちようのような羽根が生はえている点は共通している。半はん透とう明めいの水のような何かで構成されているので、顔かたちはよくわからない。よくわからないが──とりあえず、プロポーションは素す晴ばらしかった。それはもう！


「いきなり美人が四人も増えた？　なんだこれ！　嬉うれしい誤算？　いや違うよな？」


「緊きん張ちよう感かんが削そがれるので話しかけないでください！　魔ま方ほう陣じんや呪じゆ文もんもなしに、ギターの音だけで妖よう精せいを召しよう還かんするなんて……！　あの子、予想以上の使い手です！　巧たく馬ま、早く妄もう念ねんを！」


「なんだか知らないけど、させないよ！　というわけで、まずは一曲目！　聴きいてね──『ラグネナイの別れ』っ！」


　芽亜の叫びに割り込むように、サニーがギターをかき鳴らして歌い出した。リズミカルな弦の響きとよく通る声に呼こ応おうするように、水っぽいお姉ねえさんたちも──芽亜の言葉を借りれば、妖精らしい──それぞれの楽器を奏かなで始める。


「──あの人は　希望を奪うばって去ったのだから


　追い払ってしまえばいい　思い出なんか


　シュレミッヒの丘に行き　哀かなしい歌を歌えばいい──」


　妖精のバックバンドを従えたサニーが熱ねつ唱しようしているのは、駅前広場で歌っていた曲だった。哀しげな歌詞と、それに似合わない激はげしいリズム。間違いない、あの曲だ。それは確たしかなのだけど──。


「噓うそ、何これ……！」


「お、おいしっかりしろ芽亜！　と言いつつ俺も動けないんだけども！」


　サニーがギターを爪つま弾びき始めた瞬間から、芽亜と俺は、五体の自由が利かなくなっていた。体がぶるぶる震え出し、膝ひざが勝手にがくんと落ちる。人生最大の車酔いを数十倍に濃こくしたような、あるいは巨大な扇せん風ぷう機きの前に放り出されたような、とてつもない不快感と恐怖感が、体中から溢あふれて止まらない。動くことすらできずに必死に堪たえる俺たちを前に、ノリノリのギタリスト少女は「えへへ」と勝ち誇ったように微笑ほほえんだ。笑え顔がおはかわいいな、くそ！


「意外に効くでしょ、あたしの歌。何しろ、聖なる森ネメトンでも一番の大たい樹じゆを削り出して作った樫オークのギターに、寄生木やどりぎのピックを使ってるんだからね。そこにネオドルイドのあたしの歌声を乗せて、しかも妖精たちの力も借りてるんだから、もう無敵の二重奏だよねえ。どんな魔物も契約者も、まとめて浄化できるんだよ。どうだ参ったか！」


　何がどうすごいんだかわからないことを自じ慢まんしつつも、サニーのギターを奏かなでる手は止まらない。その音をやめてくれと言いたいのは山々だったが、気を抜けば体がチリになって消えそうな状態なので、口を開くことすらままならない。腰を落とした芽め亜あを視界の端に捉とらえながら、必死に耐え続けていると、ややあってサニーは「それにしたって」と肩をすくめた。


「さすが実体のしっかりしてる悪あく魔まは強いなあ。赤い服の邪妖精フアー・ジヤルグとか、堕落した妖精クルラホーンは、最初のメロディだけであっけなく消えたのにさ。……でも、そうでなくっちゃおもしろくないよね！　乗ってきたー！　さあテンション上げてくよー！」


「ちょ、ちょっと待ったサニー！　これ以上聴きかされたら体がばらばらに──うわっ？」


　全力を振り絞って声を発したのと同時に、ふいに視界が真っ暗になった。次いで、体がふわりと軽くなり、五体の感覚が消きえ失うせる。え、なんだこれ。もしかして……？


「まさか俺おれ、死んだのか！　おい、冗じよう談だんじゃないぞ、まだやりたいことが山ほどあるのに！　具体的には全裸のお姉ねえさんのおっぱいを心ゆくまで」


「具体的に言わなくていいです！」


「はいすみません！　──って、芽亜？」


　反射的に口をつぐんだ直後、俺は目を丸くした。気が付けば視界は再び明るくなっており、目の前にはぜえぜえと息を切らせる小さな夢む魔まの姿がある。すぐ傍かたわらに転がった大きなドラム缶や工場の壁かべ、そしてドラム缶の向こうから聞こえてくるサニーの歌声を聞く限り、さっきの廃工場の中には変わりはないらしい。えーと、これは……？　おろおろとあたりを見回していると、芽亜は荒い息とともに口を開いた。


「残っていた魔力で、巧たく馬まごと闇やみに同化し、柱の影かげを伝ってここまで移動しました。先ほどまでのようにダイレクトに音を浴びるよりは、少しは、ダメージが減るはずです」


「闇やみに同化？　要するに、ドラム缶をバリケードにできる位置に瞬しゆん間かん移動したってことか」


「ええ。その場しのぎにしかならない手ではありますが」


　工場の床ゆかに腰を落とし、悔くやしげに語る芽亜。なるほど、確たしかにサニーの歌は相変わらず体の芯しんに響ひびいてはいたが、間に障害物を挟んだせいか、さっきまでのような「もう死ぬよ、すぐ死ぬよ」という危き機き感かんはない。一命は取とり留とめたと思って良さそうだ。「助かったよ」とお礼を口にすれば、芽亜は険けわしい顔を左右に振った。


「事態は改善していません。できれば工場の外に逃げたかったのですが、魔力も、移動の媒ばい介かいとなる影も足りず……。せめてここが暗ければ、暗闇に乗って一気に──」


「まあ、窓からめっちゃ光入ってきてるからなあ。とりあえず今のうちに作戦を練って──って。この状況、サニーが距きよ離りを詰めてきたら終わりじゃないのか？」


「今のところは、その心配はないでしょう。戦っていることを忘れているくらい、楽しそうに歌っていますから。それに、サニーは、あの場所を──工場の中心を押さえている以上、動く必要もないわけですし……」


「確たしかになあ。俺おれたちが逃げるためにはサニーの前を突っ切るしかないけども、それは自殺行為だし、かと言ってこのままでもこっちはいずれ弱り切って消えるから──」


　サニーはあのままのびのび歌っていればいいってことか。くそ、と歯を嚙かみしめると、俺は頭を低くしたまま芽め亜あに向き直った。目の前では、制服に包まれた小さな肩が、荒い息に合わせて上下にがくがく揺れている。単なる契約者で変質者である俺はドラム缶に隠れただけでかなり楽になったのだが、純粋な悪あく魔まの芽亜にとってはどうやらそうでもないらしい。


「ものすごいぜえぜえ言ってるけど、ほんとに大丈夫か……？　つーか、俺なんかほっといて、一ひと人りで逃げりゃ良かったのに」


「できません、そんなこと」


　弱々しくもきっぱりとした声が、俺の愚ぐ痴ちを断ち切った。いつの間にかバラードに替わっていたサニーの歌声が廃工場に響ひびく中、小こ柄がらな夢む魔まは立ち上がりながら先を続けた。


「自分のことで、誰だれかに迷めい惑わくを掛けるわけにはいきません……！　ですから、巧たく馬まは必ず助けます。安心してください」


「はい？　いや、ふらふらの状態で安心しろと言われても──っと危ない！」


　体力の限界なのだろう、芽亜の体がぐらりとよろける。だから言わんこっちゃない！　慌あわてて芽亜の上半身を抱だき留とめて抱え起こすと、俺は小さくて勇ゆう敢かんな相あい棒ぼうを見下ろした。腕の中の後こう輩はいは、予想以上に温かくて柔らかく、そしてなおかつ軽かった。


「ああもう、こんな軽い体なのに無理するなって……！　前から思ってたけど、お前、もうちょっと他人に頼れよ！　たとえば俺とか！　いちおう相棒だろ？」


「違います。巧馬はあくまで、わたしが巻き込んでしまった被害者です。断じて、相棒では──お互いに迷めい惑わくを掛けあえる仲間では、ありません。ですから──」


　──ですから、わたしが守らないと。弱々しくも凜りんとした声でそう言い足す芽亜を前に、俺は一いつ瞬しゆん言葉を失い、そして「馬ば鹿か言うな！」と叫んでいた。


「立ち上がることもできないくせに何言ってるんだ！　だいたい、俺を巻き込んだのはお前じゃなくてあのガーゴイルだろ？　そもそもは、あいつの口車に乗せられたおかげでだな」


「口車だなんて人聞きの悪い。私は事態を打破するためのアイデアを貴き君くんたちに提供したにすぎませんよ？　感かん謝しやされこそすれ、憎まれる筋合いはありません」


「あのな。だったら契約のことを先に説明──って、ジェイムズ！　お前、どこから？」


　いつの間にやら俺の鼻先に浮かんでいたドラゴン型のストラップに、俺は思わず問いかけていた。だが、相変わらず神出鬼没のガーゴイルはそれには答えようともせず、やれやれと大おお仰ぎように翼つばさをすくめて溜ため息いきを吐ついた。


「また面めん倒どうな相手に見つかりましたね、芽亜。現役のハンターというだけでも先日のゴーレムより数倍タチが悪いと言うのに、それが手て練だれのドルイドとは」


「……どるいど？　そう言や、サニーは『ネオドルイド』って自己紹介してたけど」


「おや、貴き君くんにしてはよく覚えていましたね。まあ、本来のドルイドは八世紀頃ごろに一度途と絶だえていますから、現代のドルイドとして、彼女たちはあえて『新ネたなオ』と名乗っているのでしょう。そうそう、ちなみにドルイドとは──」


　そもそもドルイドってなんなんだ。そう尋たずねようとした矢先、ジェイムズは勝手に説明を初めてくれた。こういう時は便利な奴やつである。


「平たく言えば、スコットランドやガリアなど、古代ヨーロッパで信仰を集めた神官ですよ。いわゆる魔ま法ほう使つかいの源流となった流派で、中世の吟ぎん遊ゆう詩し人じんの祖先でもあります。文字を使わず、全すべての術を言葉で伝えるのが特徴で、故ゆえに、声や音に呪じゆ力りよくをこめる技術に長たけている」


「声や、音……？　だから、ただのギターの音と歌が、こんなに効くの……？」


「そのとおりですよ、芽め亜あ。先ほどから芽亜の体を蝕むしばんでいるあの歌は、現代風にアレンジされてはいますが、ドルイドに伝わる自然や妖よう精せいへの祈りの歌が原曲のようですし」


「そんなことはどうでもいいけど……お前、なんで平気なんだ？」


「文化の壁かべですかね。ほら、私は東とう欧おうの出身ですから。しかし、大地の妖精シーオークを源流とする夢む魔まにしてみれば、あの歌は極きわめて有効な攻こう撃げき。しかも、聖せい樹じゆ製の楽器で魔力を増幅しています。いやはや、これは実に難なん敵てきですね」


　小さな腕を器き用ように組み、したり顔で語るガーゴイルである。いくら悪魔とは言え、顔見知りの女の子が目の前で苦しんでるってのに、その態度はないだろう。そう指摘してやれば、冷れい血けつ漢かんのガーゴイルはしれっとした顔で翼つばさを広げた。


「睨にらまれても困りますよ。実際、私にはなんの力もないわけですし。というわけで、私はそろそろ失礼しますね。二ふた人りの無事を祈ります」


「うん、お前もな──って、また逃げる気か、お前！　同じパターンがそうそう通用すると思うなよ！　つーか、この状況で放置されて無事でいられるわけがないだろう！　どう考えたって、ここが俺おれと芽亜の墓場に──」


「少なくとも、芽亜はそう思ってないようですよ」


　俺の言葉を断ち切るように、ジェイムズが穏おだやかな声で苦笑した。え？　思わず釣られて視し線せんを落とせば、腕の中で息を切らせていた芽亜は、こくりと小さく──それでいて強く、首を縦たてに振った。


「ジェイムズの言うとおりです。わたしは、まだ諦あきらめていません、から」


　紫むらさき色いろの瞳ひとみがまっすぐ俺を見上げ、凜りんとした声が言葉を紡つむぐ。サニーの歌で体が弱り切っているくせに、意志の強さは全く磨すり減へっていないのが、視線と声から伝わってくる。あまりに気き丈じようなその姿に、ぽかんと言葉を失う俺を見つめたまま、芽亜はしっかりと先を続けた。


「サニーは強敵ですし、わたしはまだまだ未み熟じゆくな夢魔です。力の差は歴然ですが──それでも、諦あきらめるつもりはありません。もちろん巧たく馬まも守ります。ですから」


「……芽め亜あ。お前」


　感かん嘆たんの声が勝手に漏れ、胸の動どう悸きが上がっていく。腕の中で荒い呼吸を漏らす少女を見つめたまま、俺おれは自然と話しかけていた。


「お前、かっこいいな……！　大人おとなになったら結婚してください！」


「妄もう念ねんを──って、何をいきなり！　衝しよう動どう的てきな発言はやめなさい！　訴えますよ！」


　一いつ瞬しゆん前まで超凜り々りしかった芽亜の顔が、一気に真まっ赤かに染まり、視し線せんがさっと逃げていく。まあ空気を読まなかった俺も悪いけど、そんなに怒らなくてもいいのに。とかなんとかつぶやいていると、芽亜は俺の手を振り払って体を起こし、赤い顔を俺へと向けた。


「と──とにかく！　いつまでもこうしているわけにはいきません！　そうですね」


「へっ？　……ああ、そうだな」


「当然です。ですから巧たく馬ま、力をください！　エネルギーを補充して夢む魔まの姿にならないと、勝つどころか身を守ることもできません」


「夢魔の姿？　ああ、河か原わらの時みたいに変身するのか」


「はい。一気にエネルギーを吸い取るため、巧馬は一時的に動けなくなってしまいますが──でも、必ず守りますから。だから……早く、妄想を！」


「ああ、任せろ！　──って、いやいや。ちょっと待った」


　ノリに合わせて素直にうなずいてしまったが、妄念だの妄想だのってのは、熱あつくなった勢いでほいほい出るものでもないわけで。と、そう反はん論ろんしようとした時だ。ドラム缶の向こう側で響ひびいていたギターと妖よう精せい楽団の演奏音が止やみ、景気のいい声が飛んできた。


「もう、いつまでそこに隠れてるつもりー？　気持ちよく歌ってるけどさあ、そろそろ待ちくたびれちゃったよ。もうそろそろ終わらせていいよね？」


「えっ。終わらせる？」


「わーっ！　ちょ、ちょっと待ったサニー！　話し合おう！　そしてあわよくば愛し合おう！」


「しつこいなあ！　祓ふつ魔ま師しは魔物に耳を貸さないって言ったよね？　というわけで、これが最後の曲になりまーす！　じっくり聴きいてね──『ウォルシュの子守歌』っ！」


　問答無用で響く宣言。歌の魔力を増幅するギターが、どこらへんが子守歌なんだと言いたくなるような激はげしい音を奏かなで始め、妖精たちの演奏がそれに続く。


「──愛いとしき哀あわれな落とし子よ


　黄金の揺りかごはお前を抱き


　白い羽毛はお前を包む


　遥はるかな眠りの旅へ誘いざなうために


　リップ・タップ・ティップ・タップ、ティック・タック・ロー！」


　廃工場の中に、ノリの良い歌声が反はん響きようする。ロックバンドを思わせる激しいリズムに、体の芯しんをガンガンと揺さぶられ、俺おれは両手を床ゆかに突いた。とっておきと言うだけあって、威力がさっきまでの曲とは桁けた違ちがいだ。


「気を抜くと体が崩れそうだ……！　芽め亜あ、やばいぞ！　ドラム缶じゃ全然防げてない！」


「わかっています！　でも、防ぐにしたって、魔ま力りよくがもう……！　巧たく馬ま、早く妄もう念ねんを！」


「そうか！　えーとエロいことエロいこと！　美人のお姉ねえさん、水着、下着、ブラ……」


　身を縮ちぢめたまま、妄想のきっかけになりそうなキーワードをつぶやく。だがしかし、サニーの歌声とギターのリズムが体と心をぐらぐら揺らすおかげで、全く意い識しきが集中できない。


「くそっ、おっぱいおっぱいおっぱい！　おっぱいがおっぱい、じゃなかった、いっぱい！　駄だ目めだ、全然何も浮かばない！　ごめんなさい鈴すず女めさん、俺はもう生徒会室に行けそうも」


「気を抜かないで！　もっと真面目まじめに妄想しなさい！　いつものようにハアハアと！」


「ものすごい無む茶ちやなこと言ってるぞお前！」


　すぐ隣となりで倒れかかっている芽亜に、思わず反はん論ろんしてしまう俺。いや、芽亜の言ってることはよくわかるんだけど、できないものはできないのだ。そもそも妄想って、死にそうな状況で必死でひねり出すようなものじゃないし！　むしろ正反対だしな！


「ああもう！　せめてこう、何かきっかけが──」


「ふむ。仕方ありませんね。ならば、いいことを教えてあげましょう」


　穏おだやかな声が、俺の叫びに割って入った。それに釣られて視し線せんを向ければ、ドラゴン型のストラップが、ふよふよと気楽そうに浮かんでいやがった。まだいたのか。冷たい視線を向けてやれば、役に立たないガーゴイルは、俺と芽亜とを見回し、言った。


「いいですか、二ふた人りとも？　夢む魔まの力の源みなもとは、実は不ふ埒らちな妄念に限らないのです。強い思いでありさえすれば、好きだ、守りたいといった、そんな純粋な思いであってもいいのですよ。思念には変わりありませんからね」


「……純粋な思いってお前」


　そんなもんがほいほい出ると思ってるのだろうか、このストラップは。まだエロい妄想のほうが簡かん単たんに生まれる気がするんですけども。そう無言で訴えれば、芽亜も同じ気持ちだったのか、「だから何」と言いたげに溜ため息いきを吐ついた。そんな俺たちを見比べると、ジェイムズは「おやおや」と仰ぎよう々ぎようしく翼つばさをすくめた。


「助言にはならなかったようですね。ならば仕方ありません。大人おとなの──即すなわち、契約者のいる悪魔に直接手を貸すのは、魔物の仁義に反するのですが、これくらいなら許きよ容よう範はん囲いでしょうしね。というわけで──これにて失しつ敬けい！」


「え。ちょ、ちょっと待ちなさいジェイムズ！」


「てめえ！　結局逃げるんじゃねえか！　いい加減に──」


「騒さわがしいなあ。音楽は静かに聴きくもの──え？」


　唐とう突とつに翼を広げて飛び去ったガーゴイルを追って、俺は思わずドラム缶の陰から身を乗り出し──そして、そのまま固まった。


「──おおう！」


「きゃああああああっ！」


　サニーの悲鳴が廃工場に響ひびき渡る中、俺おれの視し線せんは一点を見つめたまま動かなかった。具体的には、真っ二つに裂けたＴシャツの隙すき間まから覗のぞく、サニーの豊かな胸の谷間と、そして水みず色いろの下着を。急加速したジェイムズの翼つばさが、逃げるついでにサニーのシャツの前を切り裂いたのだと気づいたのは、数秒経たってからだった。


「す──素す晴ばらしい……！」


　感かん嘆たんの声が自然と漏れる。命が掛かった状況にもかかわらず、俺は完全に見入っていた。主人の命令がないと動けないのか、妖よう精せいたちは楽器を構えたまま静止していたが、この際そっちはどうでもいい。問題はサニーだ。正せい確かくにはその胸だ！


「やっ、やだ！　ちょっと、見ちゃ駄だ目めだよ！」


　サニーは慌あわてて胸を両手で覆おおっていたが、Ｔシャツの前は完全に開いているので正直あんまり意味がない。張りのある柔らかそうな白い肌は、そして薄うすい青と白の縞しま模も様ようの下着は、依然として俺の両目に映ったままだ。写真集やなんかで見み慣なれたポーズではあるが、だがしかし、印刷物やモニターに映ったものを見ると、実際に二つの目の網もう膜まくに映るのとでは、月とすっぽんほどの差があるわけで──。
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「すげえ──！　あわよくばこんな状況じゃなくて、もっとこうロマンチックなムードの中で見たかったけど……！　『こんな姿見せるの、初めてなんだからね。でもやっぱり恥ずかしいな』『そんな綺き麗れいなのに？　さあ手をどけて、もっと見せてよ』『う、うん』『おお──』」


「あっ！　すごい高純度の妄もう想そう……！」


　自動的に実況中継された妄想を聞きつけ、芽め亜あがぴくんと反応した。急にどうした？　反射的に応じた俺おれの首元を小さな手がぐいっと摑つかみ、自分の顔の高さにまで引き寄せる。次いで、紫むらさき色いろの瞳ひとみが、小さく尖とがった鼻が、視界にぐんぐん近づいてくる。そうか、この妄想があれば！　今さら気づいた俺を至し近きん距きよ離りから見つめると、芽亜は少しだけ頰ほおを染め、ぼそりと口を開いた。


「目を閉じてください」


「え？」


「恥ずかしいので目を閉じろと言っているのです！　いつものように！」


「あ。はいはい！　しかし、この状況でそんなことで怒らなくても」


　小声で愚ぐ痴ちりながら目を閉じれば、小さなおでこが俺の額ひたいに押しつけられ、二ふた人りの心を繫つなぐトンネルが開いた。瞬しゆん間かん、俺の中で高ぶっていた妄想のエネルギーが、電でん撃げきのように芽亜へと流れ込んでいき、体から力が抜けていく。


「うお！　いつにも増してすごい勢いだな……！」


　思わず感かん嘆たんの声が漏れた。一気に魔ま力りよくを補充するつもりなのだろう、毎晩の食事とは桁けた違ちがいの奔ほん流りゆうに、これならサニーに対抗できるかも──と、淡あわい期待を覚えた時だ。


「……補充完了！　ごちそうさまでした！」


　芽亜が力強く声を発し、額ひたいをすっと俺から離はなした。


　目の前で紫色の光が激はげしく弾はじける。激しい魔力の爆ばく発はつを受け、俺たちを守ってくれていたドラム缶がごろんとどこかへ転がっていった。エネルギーをごっそり持って行かれたせいだろう、いきなり全身から力が抜けて体が床ゆかに崩れ落ちる。みっともなく腰をつきながら、俺は反射的に目を細めていた。そして次の瞬間、薄うす目めを開いた俺の前に立っていたのは──。


「……下着？」


　──と、思わずそう言ってしまいそうなコスチュームに身を包んだ芽亜だった。


　紫に輝かがやく両目とコウモリ風の羽根こそゴーレムと戦った時と同じだったが、それ以外は全然違う。青のブラと青のパンツで胸と腰回りとを覆おおい、その上には薄い紫のスリップだかキャミソールだか、そんな感じのものが被かぶさっているのみ。要するにほとんどランジェリーである。


　以前同様、スタイルのいいお姉ねえさんが身に纏まとったならさぞ興こう奮ふんしたに違いない一式であったが、それはつまり、芽亜が着たところで全然心が躍おどらないということでもあるわけで。五体の力が抜けたまま、俺はぼそりとつぶやいた。


「嬉うれしいどころか『子どもが無む茶ちやするな』としか思えないのがなあ……。しかし、変身後のコスチュームって一定じゃないのか？　羽根以外は全然違うぞ」


「翼つばさは幼い悪あく魔まの印なのですが、それ以外の部分については、エネルギー源にした巧たく馬まの妄もう想そうに引っ張られてしまうようですね。前回は悪魔の衣い装しようを、そしておそらく今回は下着のことを考えていたから──って、あ、あんまりしげしげ見ないでください！」


　珍しげに自分の体を見回していた芽め亜あが、赤い顔で俺おれを睨にらんだ。大事なところはちゃんとカバーされているとは言え、やっぱり下着同然の姿は恥ずかしいらしい。まあ気持ちはわかるけど、勝手に変身しておいて怒られても困る。視し線せんを逸そらしながらそう反はん論ろんしようとすれば、明るい声が割り込んできた。


「へえ！　そんなセクシーな姿になれるんだ！　うん、確たしかにそれなら夢む魔まって感じだね」


　廃工場に響ひびく朗ほがらかな声。ハッと振り向いた先では、ギターを構え直したサニーが、楽器を携たずさえた妖よう精せいたちを従え、不敵な笑えみを浮かべていた。


　真っ二つに裂けていたＴシャツは、無む理り矢や理りに胸の前で結ばれている。これはこれでセクシーだったが──全く興こう奮ふんしないのはなぜだろう？　いつもだったら妄想が勝手に口から漏れるに違いないシチュエーションなのに。妙に頭がスッキリしているような気もするけど、これは芽亜に妄想を根こそぎ吸われたせいだろうか？　未いまだに体に力が入らない状態のまま首を捻ひねっていると、サニーはピックを芽亜に向かって突きつけた。


「変身したってことは、やっと本気になったってことだよね。それじゃあこっちも遠えん慮りよなく行っちゃうよ？　そろそろ飽あきてきたからね！　というわけで──今度こそ、最後の曲になりまーす！　『ウォルシュの子守歌』──リミックス・バージョンっ！」


　じゃあんと激はげしくギターが唸うなり、妖精たちの後押しを受けた伸びやかな歌声が、俺と芽亜に向かって押し寄せる。やばい、あれを真っ正面から喰くらったら二ふた人りともお終しまいだ！　さっきまで身を守っていたドラム缶は変身の余よ波はで吹っ飛んだままだし、しかも今の俺は逃げるどころか立ち上がることすらできないわけで──。


「芽亜！　ゴーレムの時に使ったあのベールだ！」


「え？」


「早く！　ぶつけちゃ駄だ目めだ、バリヤーに使え！」


「あ、はいっ！」


　俺の声に突き動かされるように、芽亜は俺の前に立ち、両手を大きく広げた。その小さな手の間に、工場のあちこちから小さな影かべや暗くら闇やみが集約され、あっという間にオーロラ状の壁かべへと変わる。畳二枚分ほどの半はん透とう明めいのベールに阻はばまれ、サニーの歌声が届かなくなった。


「へえ、やるじゃん！　でもね、あたしだって──祓ふつ魔ま師しとしてネオドルイドとして！　危険な悪魔を野放しにするわけにはいかないんだよね！


　──愛いとしき哀あわれな落とし子よ！


　黄金の揺りかごはお前を抱き


　白い羽毛はお前を包む！


　遥はるかな眠りの旅へ誘いざなうために！


　リップ・タップ・ティップ・タップ、ティック・タック・ロー！」


　とっておきの歌を弾はじかれて負けん気が燃もえ上がったのか、サニーのギターがヒートアップし、その背後に控えた妖よう精せいバックバンドの演奏も勢いを増す。その攻勢に耐えるので必死なのだろう、細い腕でベールを張り続ける芽め亜あは、苦しげに歯を嚙かみしめた。


「す、すごい力……！　このままじゃ、いずれ──」


「焦あせるな。とりあえずそのままだ」


　芽亜の不安げなつぶやきに、俺おれの静かな声が割り込んだ。普ふ段だんの俺なら芽亜と一いつ緒しよになって焦っていたところだろうが、なぜかわたわたする気が起こらない。静まりかえった心のまま、俺は「え？」とこちらに振り向いた芽亜をまっすぐ見返し、先を続けた。


「落ち着け。ベールさえ保てば、君は決して負けることはない」


「きっ──『君』？　どうしたんです、巧たく馬ま？　いつもと全然様よう子すが違いますし、顔つきまで引ひき締しまって──って、もしかして！　妄もう念ねんを吸い尽くされたせいで、一時的に冷静に……？」


「たぶん、そういうことだ。ゴーレムの時よりごっそり吸ったろ？」


「そ、それは確たしかに……。でもまさか、あの巧馬がそんな」


「あいにく、そのまさかさ。何しろ、サニーのブラが見えてるのに、全く興こう奮ふんしないからな。そう──今の俺の心は、真冬の星空のように澄すみ切っている」


　疑い深げに振り向く芽亜の言葉を、俺の声が断ち切った。力の抜けた両足を床ゆかに投げ出し、上半身を腕でなんとか支えながら、俺は「そんなわけで」と不敵に笑ってみせた。


「今の俺はさっきまでの馬ば鹿かとは違う。冬の星座にちなんで『オリオン』とでも呼んでくれ」


「お、おりおん……？　いやですよ恥ずかしい！　と言うか、雰囲気変わりすぎて不気味です……！　口く調ちようまで違ってますし、妄想吸われただけでそんなになるって──」


「ああ。普段どれだけ脳の容量を妄念に傾けてるのかって話だな。面めん目ぼくない」


　芽亜の呆あきれた声を受け、俺は素直に自じ嘲ちようした。正直、自分でもこの変わりようには驚おどろいたが、妄念に邪魔されずに状況を分析できるのは、決して悪いことじゃない。芽亜の変身のためにごっそり妄想を吸われるのには、ろくに動けなくなるというデメリットだけしかないと思っていたが、こんな利点もあるとはね。やれやれと小さく肩をすくめると、俺はベールを張り続ける相あい棒ぼうへと問いかけた。


「だから、落ち着くんだ。俺の言うとおりにすれば、必ず勝てる。そのためにも──芽亜の能力について幾つか確かく認にんしたいんだけど、いいかな、子猫ちゃん？」


「こっ──その呼び方はやめなさい！　寒気がしました！　それと──あの、いくらハンターとは言え……甘いとは思いますが、傷付けたり、したくないのですけど……。相手がゴーレムならともかく、女の子ですし、しかも誤解してるだけで悪人ではなさそうですから」


「わかってるさ、俺おれも同じだ。だから、まずは言葉を交わさないとな」


　言いづらそうに答えた芽め亜あを前に、俺は微笑ほほえみながらうなずいた。悪あく魔まのくせに、ずいぶん甘い性格だとは思うけど、そう思ってくれる相あい棒ぼうで良かったぜ。心の中でつぶやきながら、俺は「そのためにも教えてほしい」と先を続けた。


「まずは、さっき俺を助けてくれた瞬しゆん間かん移動。あれの移動距きよ離りの限界は？」


「暗くら闇やみか影かげに覆おおわれた範はん囲いなら、目に見えるどこへでも移動できます。その時の魔力にもよりますが……。でも、サニーに攻こう撃げきを仕掛けるのは無理ですよ？　演奏が続いている以上、少しでもベールを解いたら、その瞬間にわたしたちの体はばらばらに……！」


「大丈夫だ。だから──っと、そうだ。工場に入ってどのくらい経たったかわかるか？」


「だいたい、二十分ちょっとじゃないでしょうか？　それにしても──ああっ、なんだかすごく気持ち悪い……！　こんな紳士的で落ち着いた巧たく馬ま、巧馬じゃないですよ！」


「そいつはどうも」


　やれやれと苦笑を返しつつ、俺はニヤリと笑えみを浮かべた。あと少しだな。





　で、サニーの攻撃を芽亜のベールで防ぐ膠こう着ちやく状態のまま、およそ五分が経過した頃ころ。


「もうっ！　あのさ、いつまでガードに徹てつしてるつもり？」


　ずっと演奏を続けていたサニーが、歌を中断して怒ど声せいを発した。ベールを張り続ける芽亜と、その後ろで片かた膝ひざを立てて座っている俺とを、美しい瞳ひとみがキッと見み据すえる。


「言っておくけど、あたしが疲れるのを待つつもりなら、無む駄だだよ？　これでもライセンス持ってる祓ふつ魔ま師しなんだから、甘く見ちゃ駄だ目め。キル・ブリージャの墓場を浄化した時はね、一晩演奏を続けたんだから！」


「そいつはすごいな。でも、そんなに長いステージにはならないぜ。な、子猫ちゃん」


「その呼び方はやめろと言ったでしょう！　……でも、確たしかに、そうですね」


　ギターを奏かなでながら微笑むハンターを、俺たちはまっすぐ見返してやった。その口ぶりに不ふ穏おんな気け配はいを感じたのか、サニーが目を細めた、その瞬間だ。


　──ごと、ごとごとごとごと。


　ふいに響ひびいた激はげしい振動音が、廃工場を震ふるわせ──そして、ギターの音を打ち消した。


　同時に、唯一の光源である窓ガラスが大きな車体に塞ふさがれ、工場の中が暗くなる。


『この区間は電車の本数が少ないと言ったでしょう？　次の電車は三十分後ですから、バスでターミナル駅まで行ったほうが早いです』


　喫きつ茶さ店てんを出る時の芽亜の言葉と、そして、工場に入った時に、窓の外を電車が走り抜けていった光景と。その二つを思い出しながら、俺は力の抜けた手を握りしめて叫んだ。


「よし、計算どおり！　さあ芽亜、今だ！」


「ええっ！」


　動きを指示するまでもなかった。瞬しゆん時じにベールを解除した芽め亜あは、工場を包んだ影かげと同化して消えたかと思うと、ゼロコンマ数秒の後のちにサニーの隣となりで実体化していた。魔ま力りよくを集中した指先を振りかざす小さな夢む魔まを目前にして、妖よう精せい楽団を従えたハンターが息を呑のむ。


「いきなり瞬間移動？　でも、そんなちっぽけな魔力じゃ、ネオドルイドのあたしは──」


「あいにく！　狙ねらいはあなたじゃありませんから！」


　凜り々りしい叫びとともに、ぶつり、と響ひびく地味な音。ナイフ状に固めた闇やみの一いち撃げきを受け、サニーの手元のギターの弦は、あっけなく断ち切られてだらんと垂れる。よし、作戦その一、成功！　思わずガッツポーズをしたのと同時に、電車はあえなく走り去った。そして、再び陽光が差し込んだ工場の中では、サニーと芽亜とが数十センチの距きよ離りで相あい対たいしていた。


「……なるほどね。電車を待ってたってわけか」


「ええ。車しや輪りんの音は演奏を打ち消してくれますし、影さえできれば一気に近づけますから。そうして、ギターの弦さえ切ってしまえば──」


「──あたしは演奏できなくなる、か。うーん、その発想はなかったなあ」


　不意打ちされたにもかかわらず、サニーは明るい笑えみを浮かべると、指をパチンと打ち鳴らした。と、弦が切られてからこっち、楽器を携たずさえて固まっていた妖精たちがドロンと消える。お、降参するのか？　思わず期待した俺の視し線せんの先で、美少女ハンターはギターを足あし下もとのケースに収納し、バズーカのように肩に担かつぎ上げながらニッと笑った。


「でもね！　これくらいで、あたしが諦あきらめると思ったら大間違いだよ？」


「えっ？　でも、もうギターがなければ──」


「甘ーい！　ネオドルイドは、そう簡かん単たんに屈しないのだっ！　というわけで、見せちゃうよ、最後の最後の隠し球！　必殺奥おう義ぎ『バロールの魔ま眼がん』で、今度こそ」


「そこまでだ！　やんちゃなレディ！」


　自信満々でギターケースを構えるサニーに向かって、俺はきっぱり言い放った。まさかとは思ったが、やっぱり音楽以外の攻撃手段も持ってたか。作戦その二を用意しておいて正解だったな。小声でそうつぶやくと、俺は芽亜へ声を掛けた。


「子猫ちゃん。あれを見せてやりな」


「いちいち命令しないでください。あと、次にそう呼んだら蹴けりますよ」


　恥ずかしそうに俺を睨にらむと、芽亜は左手で摑つかんでいたそれを無む造ぞう作さにサニーに突きつけた。大きさは文庫本ほど、色は光こう沢たくのある緑みどり色いろ。表面には、「ＥＸＩＴ」の四文字と、あと「七六七」の三つの数字が記されている。そのカードを目にした瞬間、不可解そうに首を傾かしげていたサニーは、ぎょっと目を丸くした。


「あ──あああああああっ！　それ、あたしのライセンス！」


「そのとおりです。あなたたちハンターが術を用いて魔物を退治する際、必ず携けい帯たいしなければならないもの。これを持たずに術を使えば」


「無免だから取とり締しまられる──って、そんなことは言われなくても知ってるよ！　てか、いつの間に？　ポケットにしっかり入れてたはずなのに！」


「影かげに同化してサニーに急接近した時です。実体化する前に、こっそり抜き取りました」


　一定の距きよ離りをキープしたまま、慎重に言葉を紡つむぐ芽め亜あ。一方のサニーは、さっきまでの自信はどこへやら、明らかに落ち着きをなくしていた。白い肌に冷や汗が浮かび、担かついでいたギターケースが工場の床ゆかにごろんと落ちる。やれやれ、ようやくここまで来たか。俺おれは肩をすくめると、おろおろし始めたハンターを見み据すえて口を開いた。


「さあ。もう状況はわかってるな、レディ？　もし、まだ戦うって言うんなら」


「わたしは、ライセンスを砕くだきます。それくらいの力はありますから」


「砕く？　ちょ、ちょっと待ってよ！　それ、再発行とかできないんだから……！」


「待たない！」


「待ちません！」


　必死に食い下がるサニーに向かって、俺たちは声を揃そろえて言い放つ。そんな、と肩を落とすハンターを前にして、俺は険けわしい声で先を続けた。酷こくなようだが、巻き返す手段を考えるための時間を与えるわけにはいかないのだ。


「君が選べる道は二つ。自じ暴ぼう自じ棄きになってライセンスを叩たたき折られるか、あるいは、俺たちの話を聞くか。二つ目の選せん択たく肢しを選ぶなら、事と次第によってはライセンスを返す。祓ふつ魔ま師しであることに誇りを持ち、自分のキャリアを無にしたくないなら、取るべき答は一つだけだ」


「え？　で、でも、話を聞けって……魔ま物ものと話すことなんか何も」


「そう、そこだ。どうやら誤解しているようだが、俺たちは決して君の思っているような、タチの悪い悪魔じゃないし、君の命を取るつもりもないのさ。だろ、相あい棒ぼう？」


「その呼び方も認めていませんからね！　……ですけど、巧たく馬まの言うとおりです。貴女あなたの命が欲しいなら、ライセンスを奪うばった直後、動揺した瞬しゆん間かんを狙ねらえばいいだけ。あえてそれをしなかったのは──」


「──君と話をしたいからさ、キュートなギターガール。本当に、それだけだ」


　床の上に足を投げ出したまま、俺はただ淡たん々たんと言葉を重ねた。さあ、これで言うべきことは言った。傍かたわらにやってきた芽亜とともに答こたえを待っていると、サニーは俺と芽亜とを見比べていたが、ややあって、こくりと小さく首を縦たてに振った。


「……話、聞くだけなら……いいよ」


　小さな声での敗北宣言が、廃工場に響ひびき渡る。おずおずとこぼれたその言葉を聞きながら、俺は芽亜と顔を見合わせ、そして同時に笑ったのだった。


「やったな！　芽亜がちゃんと動いてくれたおかげだよ」


「巧馬が作戦を考えてくれたおかげでもありますよ。……それにしても、いつまでそのキャラなんですか？　正直、違和感が全然消えないんですが」


「もうしばらくしたら元に戻ると思うんだけどな。もう少し待ってくれ、子猫ちゃん」


「……だから、その呼び方はやめてください」
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「ごめんなさい！　ほんとごめん！　まさかそんな事情抱えた善良な悪あく魔まもいたなんて、あたしは全然！　まったく！　これっぽっちも知らなかった！　このとおり！」


「わ、わかりました。わかりましたから」


「ほんとに？　いや、だけど、芽め亜あ、傷ついたよね？　何も悪いことしてないのにさ、いきなり問答無用で退治されそうになったんだからさあ。あたしだったら大ショックだよ」


「それは、まあ──どうしてこんな目に、とは思いましたけど……」


「ほらやっぱり！　それもこれも、あたしの馬ば鹿かな思い込みのせいだよね？　魔物イコール危険な存在って教えられて、完全にそう信じてたんだから……。あたしは返かえり討うちにされても文句言えないのに、それを助けてくれるなんて──どう償つぐなえばいいのか！　ごめんなさい！」


「ですから！　その気持ちだけで充分ですと、何度も言っているでしょう！　と言うか、もうすぐ寮りようですよ？　どこまで着いてくる気です？　巧たく馬まも何か言ってください」


「ああ、なんて柔らかそうな──へっ？　すまん、さっき見たサニーのブラとかサニーの胸とかサニーのおっぱいを回想してたもんで、聞いてなかった。なんの話？」


「もういいです！　ほんとにもうこの人たちは……！」


　寮へと向かう帰り道。延々と謝しや罪ざいを続けるサニーにすがりつかれながら、芽亜は大きな溜ため息いきを落とした。下着風の夢む魔まモードはサニーが降参した直後に解除したので、今は見み慣なれた制服姿である。


「……ああもう、元に戻ったら戻ったで、さっきの冷静な巧馬が懐なつかしいです」


「勝手なこと言うなよ。さんざん気味悪いだのなんだの言ったくせに。……まあ、元に戻ってみれば、さっきの俺おれは確たしかに気味悪いんだけど」


　首をこきこきと回しながら、傍かたわらを歩く芽亜を見下ろしてやる。ちなみに、戦せん闘とう後しばらくして体が動くようになるのと同時に、妄もう想そうする元気はすぐに戻った。弾はじかれたように立ち上がってサニーの胸を凝ぎよう視しした俺を前にして、二ふた人りの女子がどんな反応を見せたかはここでは言わないでおきます。


「二人がかりで引かなくてもいいと思うんだよなあ。ちょっと前まで敵同士だったのに」


「あんな鼻息荒くされたら、普通は引きますよ」


「だよね。そんな普通の女の子を、あたしは手に掛けようとしたんだよね……。うう、心の底からごめんなさい！　巧馬も一いつ緒しよに考えてよ、あたしはどうしたらいいと思う？」


「え？　そうだなあ」


　腕を組んで相あい槌づちを打つと、俺おれは芽め亜あの隣となりでギターケースを担かついでいるオレンジの髪の少女へと向き直った。破れたＴシャツの上に俺が貸したジャケットを重ねている以外は出会った時と同じ格好だが、おそろしくしょんぼりしているので雰囲気がかなり違って見える。誤解は解けたわけだし、そこまで小さくならなくてもとは思うのだけど、ある意味、真面目まじめな性格なのだろう。明るく笑ってたほうがかわいいのになあ、と心の中でつぶやくと、俺は「とりあえず」と口を開いた。


「俺の部へ屋やに来て、芽亜に償つぐないをする方法を一晩じっくり考えるってのはどうだろう」


「え。いいの？」


「ごめん噓うそ！　調ちよう子しに乗りました──って、へっ？」


　てっきり「巧たく馬まは関係ないでしょ」とか「何する気、このスケベ」とか怒られると思っていたのだけど、ずいぶん予想外のリアクションだ。戸と惑まどう俺の視し線せんの先で、ギターを担いだハンターは恥ずかしそうに髪を撫なでて苦笑した。


「へへ。あたし、実は、今日きよう、日に本ほんに着いたんだけど、宿のあてがないんだよねえ。というわけで、泊めてくれるなら嬉うれしいな」


「ま──マジで？　俺の部屋で良ければ！　布団ふとんは一つしかないけれど──ぐふっ！」


「駄だ目めです。絶対に」


　反射的にサニーの手を取ろうとした俺のベルトを、芽亜が摑つかんで引ひき留とめる。腹を締しめ付けられて唸うなりながら、俺は小さな相あい棒ぼうを見下ろした。


「なんで止めるんだ！　よく知らない男ならともかく、相棒なんだから信用しろよ」


「巧馬がどういう人間か知っているからこそ止めているのです。巧馬が部屋でサニーと二ふた人りきりなんて、蟻ありの巣にアリクイを放つようなものじゃないですか！　それに、サニーもサニーですよ。そんなこと、軽々しく口にすべきではないと思います」


「なんで？　巧馬おもしろいしさ、何かあってもあたしのほうが強いから大丈夫だよ」


「確たしかに。本気でギター弾はじかれたら俺の体はバラバラだ」


「でしょ。だから変なことしちゃ駄目だよ？　うん、そうと決まれば、さっそく──」


「駄目と言ったら駄目です！」


　向かい合った俺とサニーの間に、芽亜がぐいっと割り込んできた。いちいち堅いやつだなあ。俺はサニーと顔を見合わせると、小さな相棒を見下ろした。


「そこまで反対しなくてもいいだろ……！　確かに俺が信用できないってのはわかるけど、じゃあサニーどうするんだよ。野宿させるのか？」


「そ、そこまでは言っていませんが……」


「でも。巧馬の部屋に行くなってのはそういうことだよ？　他ほかに行くあてもないし、お金も使い切っちゃったし」


「とことん無計画だな！」


「へへ。悪あく霊りよう退治の懸けん賞しよう金きん、持ってくるつもりが忘れてきたんだよね」


「なら、わたしが泊めます」


　自じ嘲ちようしながら肩をすくめるサニーに向かって、芽め亜あがきっぱりうなずいた。「え」と黙だまり込んだハンターを前に、ついさっき命を奪うばわれそうになった悪あく魔まは、溜ため息いき混じりに言葉を紡つむぐ。


「女子寮りようの、わたしの部へ屋やに来てください。友人だと言うことにすれば、一晩くらいは泊められますから」


「友だちのふりをしろってこと？　それくらいなら簡かん単たんだけど……でも、いいの？」


「だって、仕方ないでしょう。……まさか、寝首を搔かいたりしませんよね？」


「も──もっちろん！　命の恩人にそんなことするわけないよ！　ありがとう芽亜！　あとさ、できれば、ライセンス返してくれると嬉うれしかったりするんだけど……」


「……二度と、わたしや、悪さをしていない魔物を襲おそわないって約束すれば」


「え。ほんとに？　ちょっと言ってみただけなのに？」


　目を丸くして驚おどろくサニーを前に、芽亜はこくりと首を縦たてに振った。いいですよね、と視し線せんで同意を求められたので、俺おれは「ああ」と苦笑した。クールぶってる割にお人ひと好よしな悪魔だなあと呆あきれはするけど、そういう性格は嫌いじゃないし、俺だって女の子を困らせたくなんかない。サニーの誤解も解けたし誰だれ一ひと人り傷ついてもいないし、見事な結果オーライだよなあ。そう満足していると、ギターを担かついだハンターはしばらく呆ほうけた後、激はげしくうなずいた。


「するっ！　約束するよ芽亜！　いろいろありがとね！　これはもう、ふりなんかじゃなくて、本当の友だちに──ううん、どうせなるなら親友だよね！」


「え。し……親友？　あの、わたしは友達はいらな──むぎゅ！」


「ありがとう！　この恩は必ず返すからね、ネオドルイドは噓うそを吐つかない！　ああもう、ほんと感かん謝しやしてるよ！　むしろ愛してるっ！」


「あ、愛って！　とにかく離はなしてください、息が──むぎゅっ！」


　感動が極きわまったのだろう、サニーは泣きながら芽亜に抱きついていた。はち切れそうな胸に顔をぐいぐい押しつけられ、小こ柄がらな悪魔がじたばたもがく。なんて羨うらやましい責め苦だろうか！　おのれ！　どうやったらこれに混ざれるのかを必死に思し案あんしつつよだれを垂らしていると、どうにかサニーの抱ほう擁ようを振りほどいた芽亜は「ぷはっ」と大きく息を吐いた。


「ふう、危なく窒ちつ息そくするところですよ……！　それにしたって、泊まるあてもないなんて……サニー、一体、日に本ほんに何しに来たんです？」


「何しにって聞かれてもなあ。あたしの地元、いろいろ厳きびしくてさ。めんどくさくなって、勢いで飛び出してきただけなんだよね。日本にはお祖じ父いちゃんがいるはずだから、行けばなんとかなるかなって。あたし、英語以外だと日本語しか話せないし」


「お祖父さん？　このあたりに住んでいるのですか？」


「うん、確たしかそうだった。住所のメモ持ってくるの忘れたから、よくわかんないけど」


　朗ほがらかに笑うサニーであったが、あまり笑える話じゃないぞ。俺おれは思わず芽め亜あと顔を見合わせたが、肝かん心じんの宿無しハンターは明るさをキープしたまま先を続けた。


「それで、駅にいっぱい人がいたから、ついテンション上がってギター弾いてたんだよねえ。そしたら、たまたま芽亜たちを見つけたもんで、これは狩っておかないとって思って」


「襲おそいかかってきたと言うわけですか。……他ほかにやることがあったでしょう？」


　サニーの言葉を受け、芽亜が呆あきれた声でつぶやいた。だよなあ。行き当たりばったりにもほどがあるだろ、この家出ギタリスト娘。ギター弾く前に祖じ父いさん捜せよ。


「つか、一ひと人りで来たって言ったけどさ。あのバックバンドは仲間じゃないのか？　お祖父さんの家を捜してもらうとか、できないのかよ」


「妖精後衛楽団バツクバンド・フエアリーズのこと？　無理無理。あの子たちは、地上から姿を消した妖よう精せいの『かたち』を借りて、そこに魔ま力りよくを流し込んで形成したものだからねえ」


「ふーん……？　よくわかんないけど、相そう談だん相手にはならないわけか」


「そういうこと！　だからとりあえずは今日きようの宿へレッツゴー！　実はお腹なかすいてるんだよねえ。夕飯は何かなあ」


　にこにこと嬉うれしげに微笑ほほえみながらも、サニーの足は止まらない。それに釣られるように、俺と芽亜の足取りも知らず知らずのうちに加速し、二つ並んでそびえる寮りようが意外と早く見えてきた。右手のぼろっちいのが俺おれたちの男子寮で、左の綺き麗れいなほうが芽亜たちの女子寮だ。玄関先の花か壇だんに水をやっていた管理人に会釈しながら説明してやれば、サニーは満足げにうなずいた。


「ノスタルジックでいいアパートだね。うん、気に入った。ずっと住んでもいいなあ」


「居着くつもりなんですか？　ちゃんとお祖父さんの家を捜しなさい！」


「でもほら、いつ見つかるかわかんないしなあ。まあ、気長に行こうよ」


　極きわめて真っ当な芽亜の指摘を、にこにこと受け流すサニーさんである。と、そのやりとりが耳に入ったのか、ホースで水を撒まいていた管理人の爺じいさんが顔を上げた。


「にぎやかなだな、巧たく馬ま。いつも仲の良い芽亜ちゃんだけじゃなく、見み慣なれないお嬢じようさんまで連れてくるとは、お前も隅すみに置けな──ん。そこにいるのは、もしかして孫のサニーか？」


「あっ、そういうあなたはお祖父ちゃん！」


「見つかるの早はええ！」


　顔を見合わせる老人とギタリストを前に、俺は反射的に突っ込んだ。おいこら、なんだその偶ぐう然ぜんは！　呆れて絶句する俺たちを尻しり目めに、管理人と家出少女は親しげに挨あい拶さつを交わす。


「しばらく見ない間にまた育ったなあ、サニー！　しかし、どうして日に本ほんへ？」


「勢いで。家出してきちゃった」


「そうか、若いうちはそれもいい！　わしのところに泊まるか？」


「大丈夫！　親友の部へ屋やに泊めてもらうからね！」


　夕日の照らす玄関先で、祖父と孫とが笑い合っている。地球の反対側から家出してきた孫をあっさり受け入れる爺じいさんと言い、ついさっき命を狙ねらった相手の部へ屋やに転がり込む気まんまんのサニーと言い、あの軽いノリはどうやら血筋らしい。


「と言うか、いつの間に親友になったんだ」


「全くです。……わたしは、友達なんかいらないのに」


　苦笑しながら同意を求めれば、芽め亜あがぼそっとつぶやいた。泊めると言ったことを後悔しているのか、おそろしく冷たい声である。俺おれは思わず同情し、「なあ」と小声で話しかけた。


「サニー泊めるの、今からでも変わろうか？　俺で良ければいくらでも」


「下心が見え見えなので却下します」




　第四夜　晴れた午後にはストーキングを







「だからね、ＥＸＩＴのライセンスは、その地域の『師匠マスター』──あ、要するにベテランの祓ふつ魔ま師しのことなんだけど、そういう人に認められないと、手に入らないってわけ。で、ライセンス取ったら取ったで、守らなきゃいけないルールもいろいろあるんだよね」


「……ルール？　ライセンスを持たずに術を使ってはいけない、というアレですか？」


「そ。芽め亜あの言うとおり。あとは、どんな理由があっても政府とか軍隊には手を貸さないとか、術を一般人の目にさらさないとか、そんなの」


「政府に手を貸すなってのはなんでだ？　過去になんかあったのか？」


「お、巧たく馬まにしては鋭するどい質問！　ええと、ＥＸＩＴ結成当時は、祓魔の術を軍事利用しようとする勢力が結構大きかったらしいんだよね。で、権力とかお金に釣られて、ほいほい賛さん同どうする術者もいたりして。そんな状況を憂うれいた東西の大物術者たちが、このルールを付け足したんだよ。どんな流派の術者であっても、祓魔師とはあくまで人を害する魔ま物ものと戦う存在であるべきで、同じ人間を傷付けるのは趣しゆ旨しに反する、ってわけ」


　時刻は夜の十一時。俺おれの部へ屋やの壁かべにもたれかかってギターを爪つま弾びきながら、サニーは「又また聞ぎきだからよく知らないんだけどね」と苦笑してみせた。一昨日おととい、俺たちを襲おそってきて返かえり討うちにされ、ライセンスを奪うばわれたハンターとは思えないほどの馴な染じみっぷりである。まあ、芽亜と話し合った結果、ライセンスは昨日きのう返したんだけど。ありがとねー、と満面の笑えみで喜んだサニーの顔を思い出しつつ、俺はギターを弾き続けるハンターへと声を掛けた。


「なあサニー。話の途中で悪いけど、ちょっといいか？」


「なーに巧馬？　今日きようもあたしは魅み力りよく的てきって話かな？」


「それはもう！」


　反射的に首が縦たてに動いた。ちなみに今夜のサニーの服装は、へそ出しのタンクトップに超ミニのキュロット、そしてボーダーのニーソックスというコンボだ。相変わらず目に優やさしいハンターである。ジャージ姿の芽亜とはえらい違いだ。自己主張の激はげしいおっぱいや、畳の上に投げ出された長い脚あしを見るにつけ、サニーみたいな悪魔と契約したかったという思いが胸の奥からこみ上げてくる。


「ああ、こんなナイスバディの持ち主が相あい棒ぼうなら、全ぜん身しん全ぜん霊れいで尽くしたんだけどなあ……。一時間に一回くらいのペースで妄もう想そうを吸われたって、ついでに体力までごっそり持っていかれたって、俺は全然構わないのに！　いやむしろもっと」


「あっ、すごい妄念！」


　静かに話を聞いていた芽め亜あが、ふいにぴくんと反応した。よほど美う味まそうな妄もう想そうだったのか、小さな夢む魔まは喉のどをごくりと鳴らしたが、すぐに首を左右に振って食欲を打ち消す。「我が慢まん我慢」と自分に言い聞かせている相あい棒ぼうに、俺おれは呆あきれた声を投げかけた。


「何を我慢してるんだか。冷めないうちに食えばいいだろ」


「そ、それはそうなのですけど……昨日きのうみたいに、あとで頂きます」


「なんでまた？　サニーが帰ってからわざわざ妄想し直すの、割と手間なんだぞ」


「申もうし訳わけありません。……ですが、その、人目があるところでは、ちょっと」


　ギターを抱えた祓魔師ハンターをちらりと見やりつつ、芽亜がぼそりと小声でつぶやく。どうやら人前でのエネルギー補給は悪魔的にはかなり恥ずかしいことらしい。よくわからんなあと首を捻ひねっていると、自分が話題になっていると気づいたのか、サニーが目を丸くした。


「あたしだったら気にしなくていいよ？　ほら、ルームメイトは家族みたいなものなんだからさ。そうだ、栄養補給を盛り上げるような、ムードのある曲でも弾こうか？」


「迷めい惑わくですので結構です！　だいたい、あなたはルームメイトじゃなくて居い候そうろうでしょう」


「はいはい。もう、相変わらず芽亜は冷たいなあ。ねえ巧たく馬ま、どう思う？」


「全くだ！　俺だったらサニーにはもっと優やさしくするのに！　もしもギター弾きたいってんなら、遠えん慮りよなく──って、あ、そうだ」


　へらへらと返事をしたあとで、俺はハッと声をあげた。芽亜が「すごい妄念」とか言い出したのでおかしな流れになっていたけれど、そう言えば話の途中だったっけ。わざとらしく咳せき払ばらいを挟むと、俺はサニーに向き直った。


「そのギターの音だけど、ほんとに外に漏れてないんだろうな？　いくらフリーダムな男子寮りようでも、毎晩、夜中までじゃんじゃかやってると、さすがに苦情が来るぞ」


「あたしの遮しや音おん結けつ界かいは完かん璧ぺきだよ。大地の精の力を借りる術だから、女子寮の二階の芽亜の部へ屋やでは使えなかったけどね。でも、ここは一階だから大丈夫！」


　自じ慢まんげにニッと微笑ほほえむと、じゃーん、と一ひと際きわ大きくギターの音を響ひびかせるサニー。確たしかに、さっき風ふ呂ろから帰ってきた時は、全然音漏れしてなかったからなあ。それに、どんな理由であれ、薄うす着ぎの美少女が俺の部屋に毎晩入いり浸びたってくれるのが嬉うれしくないわけがない。というわけであっさり納得していると、マイ湯のみに玄米茶を注いでいた芽亜が静かに口を挟んだ。


「わたしも、さっきの話に戻っていいですか、サニー？　ハンター──祓魔師の組そ織しきのことは、母もジェイムズもあまり詳しくなかったので、もう少し聞かせてほしいのですが」


「はいはい、親友の頼みとあらば喜んでー。で、どこまで話したっけ？」


「祓魔師には守るべきルールがある、というところまでです」


　サニーの気さくな声に真面目まじめな口く調ちようで答えると、ジャージ姿の小さな夢魔は「あと、わたしは親友じゃないですからね」とげんなりした声で言い足した。友人を作らないようにしてきた芽亜にしてみれば、この強引でフレンドリーな祓魔師をかなり扱いかねているようだ。なんだかんだ言いつつも、そこまで嫌いやがってるようには見えないのだけど。


「つーか俺おれもサニーに親友って呼ばれたい……！　そしてあわよくばその先へと」


「妄もう想そうが漏れてるよー。あいにくだけど、巧たく馬まはまだ知り合いレベルかなあ」


　ざっくり冷たい言葉が飛んできた。え、そうなの？　落らく胆たんする俺に向かって、サニーは「残念でした」とコミカルなメロディーを奏かなでると、改めて芽め亜あへ向き直った。


「しかし、話せっていっても、もうあらかた喋しやべっちゃったんだよねえ。あとは、ランキングシステムのことくらいかな？　巧馬、あたしのライセンスに書いてあった数字、覚えてる？」


「七百六十七だっけ？　あの数字、確たしか祓魔師ハンターの中での順位なんだよな。あれは、どうやって決めるんだ？」


「勝手に決まるんだよ。あのライセンスは、『万人に関する記録書アガステイアの葉』と『全知を記した碑文エメラルド・タブレツト』の技術を応用して作られててね。一度手にしただけで、持ち主の資質とか戦歴を読み取って、自動で順位を付けてくれるって仕組み。だからね、たまに変動もするんだよ」


「……ほお」


「へえ……」


　軽かろやかな曲を弾きながらフランクな口く調ちようで語るサニーを前に、俺と芽亜は二ふた人り揃そろって感心していた。さすが魔ま術じゆつ師し集団、地味ながらものすごいテクノロジーである。驚おどろきながら「定期的に大会でもやってるのかと思った」と言い足せば、サニーはけらけらと明るく笑った。


「大会？　ＥＸＩＴ所属の祓魔師は世界に五万人はいるんだよ？　そんな非効率的なこと、誰だれもやろうとしないって」


「なるほど──って、五万人？　そんなにいるの？　つーか、その中で七百番代って……！」


　この家出娘、実はかなりの大物なのではなかろうか？　思わず目を見開けば、芽亜は「知らなかったのですか？」と首を傾かしげ、そしてサニーは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「そ。あたしはとてもすごいのです！　……なのに村の長老会はさ、伝統ある曲をアレンジするのはけしからんとか、マントも着ずにそんな破は廉れん恥ちな服ばっかりとか、うるさいのなんの。実際に悪あく霊りよう退治したのはあたしなのに、まるで自分たちの功こう績せきみたいに言うし」


　唐とう突とつに愚ぐ痴ちが始まってしまった。はるばる日に本ほんまで家出してきた理由は、どうやらこのへんにあるらしい。「まあまあ」と適当になだめると、俺は芽亜へと問いかけた。


「なあ。サニーが退治した『悪霊』ってのは、悪魔とはまた違うのか？」


「ええ。『魔物』と一口にくくっていますが、いろいろな種類がいますから」


「そうそう。そうなんだよねえ。あたし、芽亜みたいな魔物がいるってのも初耳だったし。と言うか、芽亜ってほんと悪魔っぽくないよね。性格もそうだけど、見た目もさ」


「見た目？　背が低いと言いたいのですか」


「それもある。夢魔ってもっとエッチなお姉ねえさん系のスタイルかと思ってたからね」


　ぽろん、とギターを爪つま弾びきながら、サニーが芽亜をしげしげ眺める。それは確かにそうなんだよなあ。お母かあさんはあんなに美人だってのに。しみじみと夕ゆう星づつさんを思い起こしつつ小さな相あい棒ぼうへ目を向ければ、二ふた人りがかりで見つめられた芽め亜あは、頰ほおを染めながらぼそりと言った。


「……わたしは、まだ未み熟じゆくな夢あく魔まですから。能力も使いこなせてないですし」


「能力？　なんで急にそんな話になったのかわかんないけど、悪魔の力はちゃんと使ってるだろ。ほら、闇やみにまぎれてテレポートできるし、ベール作ったりも」


「あんなものは初歩の初歩です。知りもしないで口を挟まないでください」


　フォローのつもりで言葉を掛ければ、ぎろっと睨にらまれてしまった。そんな言い方しなくてもいいのに。小声で愚ぐ痴ちった俺おれを無視し、芽亜は「ふう」と溜ため息いきを落とす、


「夢魔の本当の能力は、あんなものではありません。人の妄もう念ねんを搔かき立てるような姿を永遠に保ち、さらには魔力を放って強制的に欲望を成長させて、吸収する。そうやって生きているのが、夢魔なんです。でも、今のわたしには──」


「それができないから、俺が勝手に膨ふくらませた妄想で食いつなぐしかないってことか。じゃあ、いずれは、いろんな能力が使えるようになるのか？」


「母はそう言っていました。力が暴ぼう走そうして勝手に溢あふれるくらいなんだから、資質はある。焦あせっちゃ駄だ目め、大丈夫って」


　俺の疑問に静かに応じ、芽亜は懐なつかしそうに目を伏せた。暴走とはまた、ずいぶん穏おだやかじゃない言葉である。昔何かあったんだろうか。サニーと顔を見合わせて首を捻ひねっていると、ジャージ姿の夢魔は「小学生の頃ころに」と説明を続けてくれた。


「──急に、夢魔の力が溢れて止まらなくなったことがあるんです。夜、遅くなった母を迎えに行った時、ほんとに突然に。母と同じくらいの魔力がどんどん体から湧わき出てきて、何がなんだかわからなくなって……」


「妄想を食ったりしたわけでもないのに？　そんなこともあるのか？」


「あとで母から聞いたところにでは、悪魔の成長期に必ず起こる現象なんだそうです。その日がちょうど《ワルプルギスの夜》だったこともあって、力が目覚めてしまったんだとか」


「……わるぷるぎす？」


「自然界に満ちる魔力が高まる、悪魔たちの祝祭日だよ。日付までは覚えてないけどね」


　聞きき慣なれない言葉に首を傾かしげれば、サニーが補足してくれた。なるほど、そういう日があるわけか。ふむふむと納得する俺を前にして、芽亜は小さくうなずいた。


「サニーの言うとおりですが、その時はそんなこと知りませんでした。それに、悪魔だって知られたらハンターが来るって言われてたので、ただただ怖くって……。困こん惑わくしながら、見つかりませんように、見つかりませんようにって、それだけ考えていました」


「むう！　いたいけな少女を怯おびえさせるとは、ハンターってのは悪い奴やつだねえ」


　深々と同意するサニーさんである。お前が言うなよ、と小声で突っ込んでやれば、つい先日俺たちを襲おそったハンターは、しょぼんと小さく頭を下げた。


「それについては心底反省してるって……。でもさ、ほんと、ひどい話。そりゃ魔ま物ものの皆さんも別世界に移住するよねえ。なのにあの爺じいさん婆ばあさんズは、そんなことも知らず、悪魔が減ったのは自分たちの手て柄がらだとか言っちゃってさあ！　もう！」


　また話が元に戻った。だから出てきてやったんだ、もう二度と帰るもんか。そう語りながらギターを激はげしく響ひびかせるサニーを前に、俺おれは芽め亜あと顔を見合わせながら問いかけた。


「祓ふつ魔ま師しもいろいろ大変なんだな。しかし、帰らないって、こっちに居着くのか？」


「そうだよー。今、お祖じ父いちゃんに編へん入にゆう手続きしてもらってるし。芽亜が《あちら》に行くまでの間だけだけど、同級生としてもよろしくね！」


「わ、わかりましたから、抱きつかないでくださいよ……！」


「そっか、芽亜の同級生に──え。同級生？　じゃあサニーって中三なの？」


　思わずでかい声が出た。と、芽亜を抱き寄せて頭を撫なでていたサニーは、無む邪じや気きにこくりとうなずいた。マジで？　その育ちっぷりからして、絶対に年上かせめて同おない年どしだと思ってたのに！　そう驚おどろけば、実は年下だった美少女ハンターは、自じ慢まんげにくすりと微笑ほほえんだ。


「ふっふーん。ネオドルイドの秘術のおかげだよ」


「そんな秘術が？　芽亜、今すぐ教えてもらえ！　そして育ってくださいお願ねがいします！」


「噓うそに決まってるでしょう！」


　つい敬語でお願いしてしまった俺を芽亜が呆あきれた目で睨にらみ、俺たちのやりとりを見て、サニーがくすくす笑えみを浮かべる。なんの憂うれいもなさそうなその笑え顔がおを前にして、芽亜はテーブルの上の湯飲みを手に取ると、溜ため息いき混じりの声を落とした。


「……ほんと。サニーは、いつも楽しそうですね」


「うん、楽しいよ？　寮りようのご飯はおいしいし風ふ呂ろは広いし、女子寮の人はいい人ばっかりだし、ギター弾いてもロック聴きいても怒られないし、しきたりにうるさい年寄りはいないし、芽亜はかわいいし巧たく馬まはおもしろいしさ。もう言うことなしだよね！」


　皮肉っぽい問いかけにきっぱり答えると、サニーは再びギターを手に取った。ぽろんぽろんと妙に懐なつかしいメロディーを弾きながら、音楽を愛する家出娘は「それと」と言い足した。


「芽亜が夜な夜なこっそり書いてる童話見せてくれたらもっと楽しいな」


「ぷひゅっ！」


「あっつううううっ！」


　不意打ちのような一言に、芽亜がいきなりお茶を噴ふいた。


　湯気の立つ玄米茶を正面から浴びせられ、俺は畳の上に転がった。ごめんなさい、と芽亜がおろおろ謝あやまっていたが、返事している余裕はない。部へ屋やの隅すみの物干しから台だい拭ふき用のタオルを手に取り、顔をごしごし拭ぬぐうと、ようやく熱あつさはどこかへ行った。やれやれ。溜息とともにテーブルを拭いていると、湯飲みを摑つかんで縮ちぢこまっていた芽亜が、申もうし訳わけなさそうに俺を見つめて口を開いた。


「す、すみません巧たく馬ま……。火傷やけど、しませんでしたか……？」


「まあ、なんとか。しかし、童話なんか書いてるのか？　趣しゆ味みはないって言ってたくせに」


「え。あっ、あああああ、あれはですね──たっ、単なる暇ひまつぶし、時間の浪費です！」


「それを趣味って言うんだよねえ」


「あう！」


　サニーの至し極ごく真っ当な指摘を受け、芽め亜あは顔を真まっ赤かにして黙だまり込んでしまう。もにょもにょと何かをつぶやく小さな夢む魔まをまっすぐ見み据すえると、サニーは満足げにうなずいた。


「ああもう、ほんと芽亜はかわいいなあ……！　巧馬もそう思うでしょ？」


「へっ？　まあ、綺き麗れいな顔立ちだなあとは思ってるけど……。ただ、いつもジャージなのは正直どうかと」


「あ、やっぱり？　だよね？　もったいなさすぎるよね！」


　何気なく質問に答えれば、すごい勢いで食いつかれた。いや、そんなに共感してもらうつもりもなかったんだけども。気け圧おされる俺おれをさておくと、サニーは「というわけで」と笑えみを浮かべると、未いまだに赤い顔で縮ちぢこまり中のルームメイトの肩を叩たたいた。


「明日あした、学校終わったらは服買いにいくからね！　女の子なんだから、おしゃれしないと駄だ目めだよ！　磨みがけば光る素材なのに、私服持ってないって、それはもう罪なんだから！」


「そ、そんな急に言われても……。それに、わたしはあと二週間で──」


「《あちら》に行くんだよねえ。聞かされたから知ってるよ。こっちの世界に愛あい想そ尽かしてて、とっとと向こうに行きたいと思ってるってこともね。でしょ？」


「……ええ。サニーのことはもう恨うらんではいませんが、ハンターに襲おそわれるかもしれない状況は変わっていませんから。できることなら、すぐにでも《あちら》へ移りたいです」


「わかるよ、その気持ち。──でもさ、だからこそ、こっちで思い出作っていってほしいんだ。嫌いやな想おもいをさせちゃったことの償つぐないの意味も込めて、ね。……駄目かな？」


「え。そ、それは──」


　ふいに真面目まじめになったサニーの問いかけに、芽亜の反はん論ろんがふっと止まる。と、申もうし訳わけなさそうに目を背そむけた夢魔を前にして、奔ほん放ぽうなギタリストはいきなりニッと微笑ほほえんだ。


「てか、自分の着替え買いにいきたいんだよね。でも一ひと人りじゃ暇ひまだし寂さびしいし」


「それが本ほん音ねですか！　一いつ瞬しゆん心が揺らぎましたが、やっぱりやめます！」


「えー、行こうよー。ねえー。あ、巧馬は来ちゃ駄目だよ？　女の子同士の水入らずなんだから。ほら、あたし、まだ日に本ほん語ごうまく話せないしさあ」


「一いち分ぶの隙すきもなくペラペラじゃないですか……！　何を言っても無む駄だですからね！」


「そんなこと言わないでさあー。ねー」


　頑かたくなに否定されても諦あきらめることなく、サニーは芽亜に懇こん願がんし続けていた。大した根性だなあと感心しつつ、俺は口を挟むことにした。


「なあサニー。嫌いやがってるんだから、そこまで無理しなくても」


「ぶー。契約者的にも、パートナーはかわいいほうがいいでしょ？」


「そりゃそうだけど、たとえば俺おれがいない時に芽め亜あがハンターに襲おそわれたらどうすんだ？」


「その時は、ＥＸＩＴランキング七百六十七位のあたしが守ってあげるから大丈夫！　ネオドルイドの術は、『敵』って認定した相手なら誰だれにでも効くからさ。そうそう、それにね？　実はあたし、水着も買おうと思ってるんだけど」


「だからって──なぬ？　水着？」


　聞き捨てならない言葉である。反射的にリピートすれば、サニーは「そ」とうなずいて立ち上がり、わざとらしくくねってみせた。最高の胸と腰とを見せつけるようなポージングに、俺の心が燃もえ上がる。この体を水着が包んだら、俺はいったいどうなってしまうんだろうか。ああ、と唸うなる俺を見下ろし、サニーはぞくぞくするような笑えみを浮かべて口を開いた。


「もし邪じや魔ましないなら、帰ってから水着見せてあげるんだけどなあ」


「はい、仰おおせのままに！　いいな芽亜！　何がなんでも行ってこい！」


「ああっ、この裏切り者！　サニー、あたしはまだ行くとは」


「聞こえなーい。では即そつ興きようで一曲行きまーす、『思い出という名のメモリー』！」


　俺が熱あつく説得すれば、芽亜は必死に食い下がる。そんな俺たちを微笑ほほえましく見つめながら、サニーはギターで適当な曲を弾き始めた。じゃんじゃかじゃか、と軽かろやかな曲が響ひびく中、俺は相あい棒ぼうに向かって何度も何度も頭を下げたのだった。


「頼む！　俺は心からサニーの水着が見たいんだ！」


「本ほん音ねをはっきり言い過ぎです！」
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「というわけで！　約束の時間になりましたので芽亜を連れに来ましたー」


　そして翌日の放ほう課か後ご、生徒会室前の廊下にて。


　ギターケースを担かついだサニーが、満面の笑みを浮かべながら、制服姿の芽亜と、雑務係モードのジャージ姿の俺とを見回していた。本人によると、編へん入にゆう手続きを終えただけでなく、その足で軽音部に入部届まで出してきたらしい。家出といい居い候そうろうといい、見上げた行動力である。そして素す晴ばらしいプロポーションである。いいなあ。相変わらず露ろ出しゆつ度どの高い私服を前にしみじみうなずいていると、芽亜は観かん念ねんしたように肩をすくめた。


「昨夜一晩説得されて諦あきらめました。行けばいいんでしょう」


「うんうん、素直でいいね。……それはそうと、生徒会って二ふた人りだけ？　巧たく馬まが脈もないのに絶ぜつ賛さん片かた想おもい中の美人生徒会長さんは？　星ほし御み門かど鈴すず女めさんだっけ？　挨あい拶さつしようと思ったのにさ」


「鈴すず女めさんなら今日きようはお休みだ。あと『脈もないのに』とか言わないように」


　自分でも薄うす々うすわかってるけど気づかないようにしてるんだから。小声で言い足すと、俺おれは二ふた人りの顔を見比べながら問いかけた。


「しかし、どこ行くつもりなんだ？　この時間から行ける場所ってそんなにないぞ」


「ブルトンだっけ？　すぐ近くのショッピングモール。寮りようで聞いたら、チア部の部長のなんとかさんが教えてくれたんだよね。近いし、店も多いし、品しな揃ぞろえも悪くないって」


「まあ、やっぱりそうなるか。……つーかチア部の部長って、美み山やまさんだよな？　あのキツい人がよく教えてくれたもんだ」


「女子には優やさしいんですよ、あの人。巧たく馬まの印象が極端に悪いだけです」


　感心する俺の隣となりで、芽め亜あがぼそっとつぶやいた。そうなのか。それはそれで哀かなしい話だなあ。しょんぼり肩を落とす俺を尻しり目めに、サニーは「では行きますか」と芽亜の肩を叩たたく。サニーに促うながされ、芽亜は諦あきらめに似た溜ため息いきを落とすと俺を見上げた。


「それでは巧馬、行ってきます」


「ああ。せっかくの機き会かいなんだし、できるだけ楽しんでこいよ」


「お、いいこと言うじゃん巧馬。それじゃ、今夜のお披ひ露ろ目め会をお楽しみに！　生まれ変わった芽亜を見て絶句しないよう、心の準備をよろしく！」


「大丈夫、昨夜ゆうべからワクワクしっぱなしだよ。ビキニだよな？　ビキニなんだよな？」


「あたしの水着じゃなくて芽亜に期待してよね。それと、わかってるだろうけど」


「付いてくるなってんだろ？　言われなくても心得ております」


　胸に手を当て、深々と頭を下げる俺。そんな俺を満足げに見み据すえると、サニーは芽亜を引っ張って歩き去ってしまった。身長差の激はげしい二つの背中が遠ざかっていくのを見守りながら、俺は「さーて」と背を伸ばした。ここからは生徒会雑務係の時間である。


「第四グラウンドの電球交換、いい加減に終わらせたいけど、照明塔に登ったり降りたりするだけで時間食うからなあ……。せめて今週中にはなんとか──ん？」


　独り言を口にしながら、電球のストックが置いてある倉庫へ向かって歩き出せば、廊下の向こうから真っ白い何かがスーッと飛んでくるのが目に入った。差し渡し二十センチほどの長い羽根と細長い胴体、そしてぎょろっとした大きな目玉。なんだ、トンボか。なんとなく立ち止まって眺めていると、そいつはそのまま芽亜たちの去った方向へと向かって飛んでいく。


「へえ。でかいな」


　ゆっくり飛び去っていくトンボを、俺は思わず見送っていた。昆虫には詳しくないので名前はわからないけれど、純白のトンボはかなりレアなんじゃなかろうか。よく見えなかったけど、背中には星みたいなマークが浮き上がってたし。あんなの見たことないぞ。


「……じゃなくて、そんなことより仕事だ仕事。だいたい、星マークなんかどこにでもあるだろ。最近だと、ほら、ゴーレムの額ひたいとか──え？」


　なにげなく自分で自分に言い聞かせた言葉に、ふいに体が固まった。


　ちょっと待て。俺おれ、今、なんて言った？　同時に、初めて契約した時、芽め亜あから聞かされたセリフが脳のう裏りに甦よみがえってくる。


『あそこで伸びてる怪人は、わたしたちのような存在を狩ることを専門にしている術者が作った、悪あく魔ま狩がり用の人形です。額ひたいの星マークは、おそらく、あれを放った祓魔師ハンターの印ですね。これは自分の物だ、というアピールです』


　うん。芽亜は確たしかにそう言っていた。ということは、今のトンボは──？


「もしかして、ゴーレムを操あやつってたハンターの手先……？　芽亜を追っかけてったことは、また襲おそうつもりだったりして！　やばい、すぐ教えないと──って。ちょっと落ち着け俺」


　反射的に走り出しそうになった自分を制し、俺は立ち止まって考えた。いくらなんでも慌あわてすぎだ。そもそもトンボの模も様ようが星型だったのかどうかもはっきりしないし、ハンターなんてそうほいほい出てくるもんじゃないらしいし。


「……だとすると、偶ぐう然ぜんか見間違いのどっちかだよな」


　腕を組んでつぶやけば、はやった心が沈静化していくのがわかった。


《あちら》行きを控えた芽亜にとって、《こちら》の友人と買い物に行くなんてのは、おそらく今日きようが最後のチャンスだ。いくらクールでドライで人使いの荒いやつとは言え、せっかくの機き会かいはできれば邪魔してやりたくはない。それに何より、のこのこ追っかけたことが知られたら、サニーはきっと水着を見せてくれない！


「それだけは──それだけはなんとしても避けないとな、うん！　だいたい、あれがほんとにハンターの手下だったとしても、サニーなら返かえり討うちにできるだろうしな。大丈夫大丈夫。……いや、でも、サニーって、俺と芽亜で勝てた相手だからなあ」


　戦力的には圧勝できるはずの相手に負けたわけで、あのハンターさん、案外頼りにならない気がする。トンボが別のハンターの手て駒ごまだとしたら、あっさり不意を突かれる可能性もあるのでは……？　心の中にぽつんと生まれた小さな不安が、どんどん膨ふくらんで止まらない。


　──さあ、ここは追っかけるべきなのか、それともほっとくべきなのか。


　思考回路は同じ場所を行ったり来たりするだけで、いっこうに答こたえを出してくれない。苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような声を漏らしながら、俺は廊下をぐるぐる巡回し続けていた。
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「じゃあ次！　これはどうだ」


「ですからサニー、肩を出すのは恥ずかしいんですってば……。色も派は手ですぎます」


「えー、これでも？　芽亜の好みに合わせて見立ててあげるって言い切った以上、無理強じいはしないけどさあ。地味好きにもほどがあるよね、もう。あ、これなんか」


「さっきより際きわどいじゃないですか！　話聞いてないでしょう？」


　学園からバスで十分、駅からなら十五分。郊外なんだか町中なんだか微妙な位置にそびえる大型ショッピングモール『ブルトン』の二階、レディスファッションフロアの一角にて、聞きき慣なれた二つの声がにぎやかに応おう酬しゆうを繰くり広げていた。言うまでもなくサニーと芽め亜あの二ふた人りである。ギターケースを傍かたわらに置き、露ろ出しゆつ度どの高いキャミソールを押しつけ合う二人の周囲には、あのトンボの姿はない。ほっと胸をなで下ろすと、俺おれは再び女児用パジャマコーナーの柱の陰に身を隠した。


　──芽亜とサニーとをこっそり見張る。で、もしもトンボが現れ、なおかつ怪あやしいそぶりを見せたら、すかさず取り押さえ、そして芽亜たちに警けい告こくする。


　生徒会室前でさんざん悩んだ末、俺が出した結けつ論ろんがこれだった。むろん、距きよ離りも十メートル以上は確かく保ほしているし、生徒会雑務係モードのジャージ姿の俺を見慣れている芽亜に対抗すべく、ちゃんと服は着替えてある。そのあたりはぬかりないのだ。


「……まあ、これはこれで目立つけどな」


　溜ため息いきとともに、俺は自分の体を見回した。ちなみに今の俺の服装は、黒のスーツの上下に黒の革靴、これまた黒のソフト帽。平日のショッピングモール、しかも女性用フロアには似つかわしくないにもほどがあるスタイルで、実際、行き交う客に怪しまれてもいるのだが、この際仕方ないのである。平日のせいか、店員さんの姿が少ないことが救いと言えば救いだった。
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　ちなみに、こんな黒ずくめになったのには、「失礼します、生徒会雑務係の下しも野つけですが」「あら下半身くん。なんの用だニャ？」「これはこれは手芸部副部長の鍋なべ島しまさん、今日きようも猫耳がキュートですね！　それはそうと持じ郎ろう、手芸部だったら着替えがあるだろ、尾行しやすそうなの貸してくれ」「僕にできることがあるなら手を貸すけど、急な話だなあ。演えん劇げき部ぶから譲ゆずってもらった殺し屋の衣い装しようでいい？」「黒い！　他ほかに何か！」「僕の私服なら」「お前の私服、全部女物だろ！　殺し屋でいい」という深い事情があるのだ。持つべきものは手芸部部員の友人だ。


「ありがとう友よ。でも、できればもうちょい自然な服が良かった……」


　再び小声でつぶやく俺おれ。もっとも、着替えたくらいではあっさり見つかってしまうかもと心配していたのだが、今のところ、発見される気け配はいはない。ここまで気づかれないと、逆に哀かなしくなってくるくらいだな。呑気のんきな溜ため息いきを落としつつ、俺は再び芽め亜あたちに視し線せんを向けた。


「──これも駄だ目め？　ほんとに芽亜はわがままだなあ」


「サニーの選ぶのが極端すぎるんですよ。わたしはもういいですから、自分の服を」


「やだ！　見立てるって言ったからにはちゃんと選ぶよ。ネオドルイドは噓うそを吐つかないものだからねー。と言うか、なんでそんなに早く終わらせて帰ろうとするのさ。つまんない？」


「え？　そ、そういうわけではありませんが……。その、こういう買い物とか、すごく久しぶりで、戸と惑まどってしまって……。ほら、サニーには、昨夜、お風ふ呂ろで話しましたよね？　わたし、ずっと友人は作らないことにしているので──」


「聞いた聞いた。いつ襲おそわれるかわからないから、親しい人を巻き込みたくない。だから友達はいらない──でしょ？　でも、さ。だったらあたしは問題ないよね」


　ミニスカートを物色しながら、サニーはけろりとそう告げた。意味がわからないのか、小さく首を傾かしげた芽亜に、気さくな祓魔師ハンターはニッと笑って向き直った。


「なにしろあたしは当の祓魔師なんだから。それに、自慢じゃないけど、自分の身は自分で守れる程度には強いんだからさ。知ってるでしょ？」


「はい。サニーの術は、身をもって体感しましたから」


「いい返事！　以上のことから、あたしは芽亜の友達になっても全く問題ないのでした。証明完了！　というわけで、はい。友人が薦すすめるスカートはこれだー！」


「も、もう、そんな強引に──って、これはいくらなんでも短すぎます！」


「ぶう。芽亜、脚あし細くて綺き麗れいなのに、隠しちゃうともったいないよ？　だいたい、あたしと戦った時はほとんど下着だったくせにさ、何を今さらスカートの丈たけくらいで」


「あれは巧たく馬まの妄もう想そうのせいです！　好きであんな姿になったわけでは、決して……！」


　ミニスカートを突っ返しながら、赤い顔でぶつぶつ文句を漏らす芽亜。すみません、と柱の陰で反省していると、サニーは芽亜からスカートを受け取りながら笑った。


「巧馬かあ。ある意味すごい人だね。命が危ないって時に妄想できるんだから」


「……そうなんですよ。大人物というか、おおらかというか、すごく馬ば鹿かというか」


「言えてる。でもさ、悪人ではないよね？　芽め亜あのエネルギー源は自分だけなんだから、妄もう想そうと引き替えに卑ひ劣れつな要求することだってできるのに、そんなことは言わないでしょ」


「そ、それは確たしかに……。実際、なんだかんだ言いつつも、割と頑がん張ばって支えてくれていますから、そういう意味では感かん謝しやしています。……まあ、呆あきれることのほうが多いですけど」


　棚を物色しながらのサニーの言葉を受け、芽亜がしみじみ苦笑する。途中まで俺おれのこと誉ほめてたのになんで最後に落とすんだと思いつつも、俺は相あい棒ぼうの顔から目を離はなせなかった。サニーに振り回されてもっとげんなりしているかと思っていたが、なんだか妙に生き生きしているのだ。正直、今日きようの買い物は、サニーが一方的に盛り上がってしまい、芽亜は完全に被害者になるのかと思っていたのだが──。


「芽亜のやつ、けっこう楽しそうだよなあ……」


「おや。そうなのか」


「ええ、鈴すず女めさん。少なくとも俺の前では、あんな顔したことないですしね」


「ほほう。しかし下しも野つけくん、君はいったい何をしているんだね」


「お構いなく。ちょっとしたストーキングです──って鈴女さんっ？」


　ついつい自然に応対したあと、俺は今さら飛び上がった。柱に貼はりつきながら見み据すえた先では、黒髪の美人が一ひと人り、怪け訝げんそうに佇たたずんでいた。ハイネックのブラウスに制服を重ね、短いスカートからは黒のタイツに包まれた脚あしがすらりと伸びている。間違いなく生徒会長だ。


「生徒会はお休みって聞いてたから、今日きようは会えないと諦あきらめてたのに、こんなところで会えるなんて……！　これはもう運命としか言いようがないですね！　ずっと前から好きでした！　つきあってください！」


「気持ちは嬉うれしいが断っておくよ」


「俺、諦めませんから！　にしても、どうしてここに？　服でも買いに来たんですか？」


　この時期に買うってことは夏物ですよね。キャミソールとかタンクトップとか、もしかしたら水着とか？　期待に胸を膨ふくらませつつそう問いかければ、鈴女さんはクールに肩をすくめ、首をゆっくり左右に振った。


「私は生せい来らい肌が弱いのだよ。夏になっても、その手のものは着られないのさ。体育の授業もずっと欠席しているしね」


「あ、そうだったんですか？　……すみません、余計なこと聞いて。しかし、体育ずっと休んでると、さぼりたがってる連中に妬ねたまれませんか？」


　暑かろうが涼しかろうが、いつも首から足先までをぴったり覆おおっていたのはそういうわけか。納得しつつ尋たずねれば、鈴女さんは「そういうこともあるがね、憎まれ役には慣なれている」と爽さわやかに笑い、ふいに鋭するどく俺を見み据すえた。


「では、次はこちらが尋ねる番だな。さっきから気になって仕方ないのだが──一体、どんな理由があって、黒ずくめの姿で女児用パジャマコーナーの柱の陰に潜ひそんでいるんだね？」


「へっ？　あ！　そ、そ、それはですね──」


　一いつ瞬しゆんだけ目を丸くした直後、俺おれは露ろ骨こつに狼ろう狽ばいした。そうだった、鈴すず女めさんに会えた嬉うれしさですっかり忘れていたが、そう言えば今の俺はかなりの不ふ審しん者しやなのだ。


　事情を正直に話せれば楽なんだけどそうもいかないし、だいたい、いくら度量のでかい生徒会長でも「祓ふつ魔ま師しの水着を見せてもらうために、俺の契約相手である悪あく魔まを怪あやしいトンボからこっそり守っているところなのです」と聞かされても困るだけだろう。そのトンボにしたって、姿を見せていないわけで……。とかなんとか困こん惑わくしながら、思わず芽め亜あたちへと視し線せんを向ければ、ちょうど二ふた人りが別の店へ向かって歩きはじめたところだった。同時に、その数メートル後方に、あの白くてでかいトンボが、いきなり中ちゆう空くうに出現し──え？


「あのトンボ、いきなり出てきたよな？　テレポートしてきたってことか？　それに──」


　唐とう突とつな登場に驚おどろきつつ、俺は眉まゆをひそめていた。二十センチの虫がいきなり出てきたってのに、客も店員も、誰だれ一ひと人り反応していないのだ。そんな馬ば鹿かなとは思うものの、どうやらあのトンボ、俺にしか見えてないらしい。


「となると、やっぱり単なる昆虫じゃないよな……」


「トンボ？　テレポート？　下しも野つけくん、なんの話を」


「って、ぼんやり見てる場合じゃないぞ！　あっ、すみません鈴女さん、失礼します！」


　眉をひそめる鈴女さんに一礼し、俺は床ゆかを蹴けって走り出した。壁かべで区切られた奥の店に入った芽め亜あたちを追っているのだろう、星マークを背負った白いトンボは、短い距きよ離りの瞬しゆん間かん移動を繰くり返しながら移動していく。消えては現れ、現れては消え。幸い、その間かん隔かくはほぼ一定だったので、次に出る場所の目星はつく。


「えーと──消えて、出て、消えて、出て、消えたから……次は、そこだっ！」


　中空に手を伸ばして閉じれば、指で作った虫かごの中に、トンボはまんまと現れた。よし成功！　あとは、逃がさないよう指をがっしり組み合わせ──って、ちょっと待て、俺。


「……考えてみれば、テレポートするんだから、捕まえても意味ないんじゃないか？」


　見落としていた事実に今さら気づき、ぼそりと自分に問いかけてみた時だ。手の中で不快そうにもがいていたトンボが、ぶるんと羽根を震ふるわせた。二対の羽根の動きに応じ、背中に刻まれた星マークがぼんやり発光する。


　そして、次の瞬間。ふいに周囲が暗転した。


「はい？　何これ──痛っ！」


　見回そうと頭を上げれば、すぐに堅い平面にぶつかった。


　なんだかよくわからないが、おそろしく狭い場所にいるようだ。足の下の数本のスリットからは、明るい光が漏れていたが、か細すぎて周りはほとんど見えやしない。捕まえていたはずのトンボの感触は、いつの間にかなくなっていた。


「逃げられた？　てか、急に周りの風景が変わってるし……って、待てよ」


　この感覚、最近どっかで覚えがあるような……。むう、と頭を捻ひねってみれば、答こたえはすぐに出た。サニーと戦った廃工場で、芽め亜あに連れられてテレポートした時の感覚とそっくりだ。ということはどうやら、あの虫、おそらく俺おれだけをどこかにテレポートさせたのだろう。ああもう、そんな力があるなら先に言えよ！　体を小さく丸めて悪態を吐つきながら、俺はそろそろと手を伸ばし、周囲の様よう子すを探ってみた。


「……ふん、ふんふん、なるほど。だいたい、八十センチくらいの太さの四角いパイプの中……？　ってことは、大きさからして、たぶん換気用のダクトだな。さっき流れてた音楽が聞こえてるってことは、まだ店の中にいるってことか……？」


　生徒会雑務係の仕事で、講こう堂どうの換気扇を掃除した時に見た風景が、頭の中に甦よみがえる。うん、広さ的にはそう間違ってないはずだ。ということは、足あし下もとのスリットは、おそらく換気口の蓋ふただろう。どこのフロアだかわかんないけど、床ゆからしきものが見えてるし。


「だったら、どこかに蓋を押さえる留とめ金がねがあるはずなんだけど……お、あった！　やってて良かった雑務係！　よし、あとはこいつを外せば、ここから──」


「──もう。サニーって、ほんと強引なんだから」


　俺の独り言に割り込むように、聞きき慣なれた声が足下から届いた。え、なんであいつの声が？　思わず黙だまり込んでスリットの隙すき間まを見つめれば、小こ柄がらな少女が制服を脱いでいた。


「あたしは水着は要いらないって言ってるのに、自分が探してくる間に試着だけでもしてみろって……。買うつもりもないのに試着するなんて、お店の人に悪いよね」


　ぶつぶつと文句を漏らしつつも、ちんまりした背せ丈たけの少女は──というか、芽亜は、ブラウスのボタンに手を掛けた。よく見れば、壁かべのハンガーには、ワンピースタイプの水着がぶら下がっている。


　なるほど。どうやらここは女性用水着コーナーの試着室の真上か。そんでもって、芽亜は買う気もないのにサニーに試着を強要され、断り切れなかったという状況らしい。サニーらしいなと納得している間にも、眼下の芽亜はブラウスを脱ぎ終えていた。露あらわわになった白い肌と、そして薄うす紫むらさきの下着に、俺は思わずごくりと息を呑のんで──。


「って、おい！　何をまじまじ見てるんだ俺……！　駄だ目めだ、これは駄目だぞ！」


　慌あわてて我われに返った俺は、首をぶんぶん左右に振って邪じや念ねんを追い払った。そうこうしている間にも、芽亜は背中に手を回し、器き用ように下着を外していく。


「へえ。ああやって外すのか──ん？」


　違和感に気づいた時は遅かった。留とめ金がねが外れかかっていたところに体重を掛けられ、換気口の蓋がいきなり全開になったのだ。蓋に乗っかって下を眺めていた俺が、試着室へ落下したのは言うまでもない。


「しまっ──いてえ！」


　どん、と鈍にぶい音が響ひびき、衝しよう撃げきが腰から背中を走り抜ける。思いっきり打ちつけた腰をさすりながら顔を上げれば、今まさに下着を外さんとしていた芽め亜あと目が合ってしまった。


「いたたたたた──って。あ」


「……え？」


　試着室に流れる気まずい沈ちん黙もく。芽亜は一いつ瞬しゆんきょとんとしていたが、すぐに我われに返って胸を右手と下着とで覆おおい隠した。同時に、もう一本の手が壁かべに掛かったハンガーを摑つかみ、俺おれに向かって振りかぶられる。え、と思った次の瞬間には、ハンガーの一いち撃げきが俺の顔にヒットしていた。


「ち──痴ち漢かんっ！」


「いてえ！　いや、ちょっと待って芽亜！　俺だ俺──痛い痛い痛い！」


「あいにく覗のぞきに知り合いはいません！　観かん念ねんしなさい！」


「だから巧たく馬まだよ、下しも野つけ巧馬！　騒さわがないでくれ、頼む！　そして痛い！」


　ハンガーの連打を浴びながら、俺は大声を……張り上げると騒ぎになりそうなので、小声を張り上げた。と、そこでようやく俺が誰だれだか気づいたらしい。「……巧馬？」と目を丸くした相あい棒ぼうに向かって、必死に首を縦たてに振れば、ようやく芽亜はほっと胸をなで下ろしてくれた。


「先に言ってくださいよ。真っ黒のスーツなんか着てるから、変な人かと──って！　巧馬だったらなんなんですか！　のっ、覗きにには変わりないじゃないですか……！　試着室の天てん井じように潜ひそむなんて、越えてはならない一いつ線せんを二十本は越えてます！」


「せめて十本くらいでなんとか！　と言うか、これには事情がだな！　そう、トンボが」


「と、とりあえず後ろを向きなさい！　話はそれからです！」


「あっ、そうか！　ごめん！」


　白い肌を真まっ赤かに染め上げる芽亜に涙目を向けられ、俺は慌あわてて試着室の壁へと顔を向けた。そうだよな、そりゃ恥ずかしいよな。ごめんごめんと何度も繰くり返しながら壁を見つめていると、冷ややかな声が背中に投げかけられた。


「……謝あやまるのはもういいです。事情の説明をお願ねがいします」


「いやもうほんとに申もうし訳わけ──え？　事情？　そうそう、そうなんだよ！　ハンターのトンボを見つけてこっそり捕まえようと殺し屋になったらダクトにテレポートしてだな、その前には肌の弱い鈴すず女めさんにストーキング中にばったり！」


「わかるように言ってください。まずは落ち着いて」


　わたわたと弁解を重ねる俺を、呆あきれた声が黙だまらせた。……そうですね、すみません。





「──なるほど。だいたい納得しました」


　俺のぼそぼそとした説明を聞き終え、芽亜は静かにうなずいた。いや、背中を向けているのでうなずいたのかどうかはわからないのだけど、少なくともそう言ってくれたことは確たしかだ。ほっと胸をなで下ろしながら、俺は小声で問いかけた。


「ほんとに信じてくれたのか？　今の話、説明した俺でもうさんくさいと思うんだけど」


「だからですよ。計画的犯行なら、もっと理り論ろん的てきな噓うそを用意するでしょう？　それに、巧たく馬まは確たしかに引くくらいエッチではありますが、覗のぞきに手を染めたりはしない人だと思っていますし、覗くんだったらわたしよりもサニーを選ぶはず。違いますか？」


「……違いません」


　さすがはクールで知られた生徒会会計、実に理論的だ。素直に感心した俺おれだったが、芽め亜あは「納得はしましたが、許したわけじゃないですからね！」と険けわしい口く調ちようで言い足した。どうやらまだ怒りは収まっていないらしい。まあ、結果的に覗いたことには変わりないもんな。すみません、とうなだれていると、芽亜は依然として厳きびしい声で問いかけてきた。


「──一つ、わからないことがあるのですが。その怪あやしいトンボを見かけた時、どうしてすぐにわたしに知らせなかったのですか？」


「だって携けい帯たいの番号もアドレスも教えてもらってないし……」


「そういうことを聞いているのではありません。どうして、わざわざ隠れて見張っていたのかと、その理由を尋たずねているのです。わたしに一言伝えてくれれば、それで済むのに」


　本気でわからないのだろう、訝いぶかる声が背中に届く。しかし、狭い場所だから仕方ないけど、芽亜の髪や肘ひじの先が背中にちょこちょこ触れるもんで、どうにもこうにも胸の動どう悸きが収まらない。落ち着け、落ち着くんだ下しも野つけ巧たく馬ま！　自分で自分を制しつつ、俺はぼそりと口を開いた。


「別に大した理由じゃないぞ。せっかく友達と遊びに行くんだから、邪じや魔まされたくないだろうなって思っただけだ。あと、付いてきたってバレたら、水着を見られなくなるしな」


「えっ？　それ……どういう意味ですか」


「芽亜も知ってるだろ。サニーの水着姿を拝おがむためには俺はここにいてはいけないわけで」


「そっちじゃないです」


　いきなりの鋭するどい声が、俺の言葉を断ち切った。思わず口ごもった俺に向かって、おそらくはまだ半裸状態であろう芽亜は──想像しちゃ駄だ目めだ想像しちゃ駄目だ──もごもごと恥ずかしげに「最初のほうの理由」と言い足した。ああ、そっちか。


「ほら、芽亜はもうじき《あちら》に行くだろ？　こっちの世界で友達と買い物に行く機き会かいなんて、たぶん今日きようが最後だろうしさ。余計なこと言って心配させたくなかったんだよ」


「心配させたくなかった……？　た──巧馬が、そう思ったんですか？」


「そうだよ。なんでそんなに驚おどろいてるんだ？　えーと、だから、こっち側の世界もそう悪くなかったなーと思ってほしかったと言うか、いい思い出の一つでも持っていってほしいと言うか……。今まではハンターを気にして友達作れなかったんだから、せめて最後には──」


　なぜか静かになってしまった芽亜に向かって、俺はぼそぼそと言葉を紡つむいだ。いざ口に出すと妙に照れるな、この理由は。そんなことを思いながら説明を続けていると、ふいに芽亜が穏おだやかな声を発した。


「ありがとうございます。巧馬。もう少しだけ、そのまま待っていてくださいね」


「へっ？　ありがとうって何が？　それに、何を待てと」


「わたしが服を着るのを、です。幸い、ここには影かげがありますので、夢む魔まの力が使えます。闇やみに同化して、そっと外に運びますから。二ふた人りで出て行くわけにはいきませんしね」


「確たしかにそうだけど……どうしたんだ、急に。……許してくれたのか？」


　壁かべをじっと見つめたまま、俺おれはもごもご問いかけた。と、それを聞いた芽め亜あは、衣きぬ擦ずれの音を立てながら、くすっと小さかな笑えみを漏らした。


「ええ。……とりあえずは、ですけどね」


　恥ずかしげな小声が、狭い試着室の中にぼそりと響ひびく。照れくさそうなその一言に、俺が思わずほっと胸をなで下ろしたのは言うまでもない。


「ありがとう芽亜！　俺はお前の契約者で良かっ……おおう！」


「あ、あくまで『とりあえず』ですから──って！　振り向くんじゃありませーん！」
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「その、巧たく馬まにしか見えないトンボだけどね。たぶん、どこかの術者の使し役えき神しんだよ。ゴーレムを壊こわされたもんで、犯人の魔物を捜してたんじゃないかな」


「なるほどなー。で、『しえきしん』ってなんだ？　芽亜は知ってるか？」


「契約によって祓ふつ魔ま師しに使われる魔物のことですよね。いわゆる使い魔」


「そうだけど、他ほかにもいろいろあるんだよ。呪じゆ具ぐにくくられた精ジ霊ンとか、術で人工的に作った擬ぎ似じ的てきな魔物とか。日本の流派だったら、『式しき神がみ』なんかがメジャーだよね」


「それ、漫画で見たことあるな。狂言師が使うんだっけ？」


「陰おん陽みよう師じですよ」


　買い物を終えての帰り道。すっかり暗くなった河か原わらを歩きながら問いかければ、芽亜にぼそっと突っ込まれた。そのやりとりを横目で眺め、サニーは「芽亜、正解」とうなずいた。


「巧馬の話を聞いた限りだと、監かん視し用に特化してるみたいだし、そう心配しなくていいとは思うけど。それに、巧馬にずーっと一いつ緒しよにいてもらったけど、結局一回も出てこなかったしねえ。見つかったから逃げたんじゃないの？　たぶん大した相手じゃないよ」


「だったらいいんだけど、もしかして仲間連れて戻ってきたりしないよな？　ほら、同じハンターが使う別の式神とか」


「あ、それはないよ。使役神って基本的に一ひと人り一体しか使えないからさ」


「ほー。だったら、もっとすごいのをけしかけられる心配はないってことか……。しかし、なんで芽亜にもサニーにも見えなかったのが、俺にだけ見えたんだ？」


「巧馬は、変質者ですからね。魔物でもなければ純粋な人間でもない、微妙な存在ですから、その使役神に掛けられた不可視の術が効かなかったんでしょう」


「うんうん。さすが変質者だねえ」


　芽め亜あの説明を受け、サニーが俺おれの背中を軽く叩たたいた。できれば、その名前であんまり呼ばないでほしいんですが。そう懇こん願がんすれば、ギターケースだけを担かついだ祓ふつ魔ま師しは、「やだ」と微笑ほほえんだ。ちくしょうかわいいな。


　ちなみに、あれもこれもと買い込んだサニーがずいぶんと身軽なのは、俺が山のように荷物を持たされているからである。ああ、そんなに重たいものは買ってないはずなのに、なんでこんなに腕にずっしりくるんだろうか。寮りようまで、まだけっこう距きよ離りあるしなあ。黒のスーツを羽は織おった肩を落とせば、隣となりを歩いていた芽亜が同情気味に俺を見上げた。


「すみません、巧たく馬ま。やっぱり、少しは持ちましょうか？」


「いいのか？　だったらすごく助か」


「駄だ目めだよ芽亜！　どんな理由があっても、女の子の着替え覗のぞいた罰は受けさせないと」


　思わず喜んだその瞬しゆん間かん、無情な一言が俺の希望をざっくり断ち切る。全く、どっちが悪あく魔まなんだか。聞こえよがしにつぶやいてやれば、サニーは「ネオドルイドは神官でもあるんだからね、裁さばきは公平だよ？」と微笑み、そして露ろ骨こつに肩をすくめた。


「しかし、なんで来ちゃうかなあ。せっかくドレスアップした芽亜を連れ帰ってお披ひ露ろ目めしようと思ったのに、服選ぶ時から一いつ緒しよだったら意味ないよ。わかってると思うけど、水着は」


「見せてやんないってんだろ。はいはい。ああ……俺の明日あしたは真っ暗だ……」


「ちょっと、サニー……？　巧馬はほら、心配してくれたんですから──」


「約束は約束だよ！　と言うかさ、お店で合流してからこっち、芽亜、なんだかやたらと巧馬に甘いよね。いつもはもっと手て厳きびしいのにさ。更衣室で何があったの？」


「え！　何って、そんな……！　な、何もない……ですよ？」


「ほーら、すぐそうやって赤くなるし。ま、それはそれとして！」


　と、そこでいきなり立ち止まると、サニーは芽亜の肩を摑つかんだ。古びた街灯の真下に、小さくて真面目まじめな友人を立たせると、おせっかいな祓魔師は俺に向かって問いかけてくる。


「まだ、ちゃんと感想言ってないよね、巧馬？　相あい棒ぼうとして契約者として、今の芽亜はどう？　見立て人としては、ぜひ聞いておきたいんだよねえ」


「感想？　いっ、いいです！　わたしなんかほらちょっと」


「しゃらっぷ芽亜！　あと、そこを動かない！　主役はスポットの下にいなきゃね！」


　わたわた慌あわて始めた友人をびしりと黙だまらせ、サニーは再び俺へ視し線せんを向けた。どうあっても答えろ、ということらしい。まあ、確たしかに、何も言ってなかったからな。俺は街灯の下で縮ちぢこまる相棒へ向き直ると──妙に緊きん張ちようするなあ、これは──「えーと」と口を開いた。


「かわいいと思う」


「なっ！」


　気の利いた言い回しが思いつかなかったので、素直な気持ちをそのまま出す。と、芽亜の顔がいきなり真まっ赤かに染まってしまった。


　今の芽め亜あが身に纏まとっているのは、シックなデザインのエプロンドレスだった。ゴシック系とか言うんだろうか。童話やファンタジー世界の姫ひめ様さまかお嬢じよう様が着てそうな、リボンやフリルのついたアレである。


　膨ふくらんだ袖そでやふわりと広がったミニスカートのシルエットこそ派は手でだったが、紺と紫むらさきという落ち着いた色合いのせいか、それとも要所要所で体のラインを見せるデザインのせいか、全体的な印象はすっきりとまとまっており、うまくは言えないが実に芽亜っぽい。細い脚あしを覆おおうレースのストッキング、そして紫のバラをかたどった髪飾りも、ドレスとの相あい性しようは文句なし。いつも提さげている見み慣なれたペンダントでさえ、妙に立派なものに見えるから恐ろしい。肌は出したくない、色は暗色系が好き、という芽亜の要望を生かしつつ、こんな風に仕上げてしまったサニーのコーディネートの手腕に感服しながら、俺おれは重ねて声を発した。


「うん。かわいいぞ」


「お……お世辞とかいいですから……！　服は確たしかにかわいいかもですけど、わたしはこんなの着るような柄がらじゃなくて、ほら、見てのとおり地味ですし」


「へっ？　いやお世辞なんかじゃないって」


　恥ずかしかったので言葉は控えめにしていたのだが、そこまで否定されるとこっちにだって意地がある。なんの意地だかわかんないけどな、と自分につっこみながら、俺は「信じろよ！」と食い下がった。
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「こういう気持ちは初めてだからうまく言えないんだけど、噓うそなんか吐ついてないぞ！　鈴すず女めさんとかサニーを見た時みたいに、『うおう！』って昂たかぶるわけじゃないんだけど──ああもう、なんて言うのかな、こう『おお……』って静かに見入りたくなるような、そんな感じ」


「ほっ……ほんとですか……？」


「だからほんとだって──って、なんでそんなもじもじと！　こっちまで恥ずかしくなってくる……！　とにかくその、相あい棒ぼうを信じろ！　悪あく魔まと契約者は信頼し合うもんなんだろ？」


　気恥ずかしさに押し負けそうになりながら、よくわからない理屈を口にしてみる。それを聞いた芽め亜あは一いつ瞬しゆんだけ押おし黙だまったが、すぐに赤い頰ほおに両手を添えて目を逸そらすと、ぼそりと消え入りそうな声を発した。


「か、感想、ありがとうございました……」


「いえ、ど、どういたしまして」


　視し線せんを交わすこともできないまま、間抜けなやりとりを交わす俺おれたち。そんな二ふた人りを遠巻きに眺めると、今回の仕掛け人であるギター少女は満足げに笑った。


「ほーらどうだ、驚おどろいたか巧たく馬ま。芽亜、かわいくなったでしょ？」


「確たしかになあ。こういう服を選ぶとは思ってなかったけど、似合ってる。さすがサニー」


「ま、素材の力が大きいんだけどね。悪魔だけあって、目鼻立ちは整ととのってるし肌も綺き麗れいだし、お嬢じよう様さまっぽいなあと思ってたんだよねえ。今日きようは巧馬も黒スーツだから、二ふた人りで並んでると、ＶＩＰとＳＰみたいだね。うん、いかにも巧馬が芽亜を庇かばって死にそうだ！」


　縁えん起ぎでもないことを言いやがる祓ふつ魔ま師しである。お前ほんとに神官か。呆あきれた顔で睨にらんでやれば、サニーは悪びれることなく微笑ほほえみ、そして「よし」とうなずいた。


「巧馬にかわいいって言わせたし、これで今日の目的は達成だね。さあ、あとは帰ってご飯とお風ふ呂ろだ！　編へん入にゆう手続きのおかげでお昼が早かったから、お腹なか減ってるんだよねえ。さあて、今夜のメニューは何かなあー」


　適当な歌を軽かろやかに口ずさみながら、サニーが河か原わらを走り出す。追いかけたいのは山々だが、こっちは大荷物を抱えているわけで。ちょっと待て、と慌あわてて引ひき留とめようとすれば、ふいに小さな手が俺の袖そで口ぐちをきゅっと摑つかんだ。それに釣られて視線を降ろせば、エプロンドレス姿の可か憐れんなお嬢様……ではなく、芽亜が、ちょこんと佇たたずんでいた。


「ん。どうした、芽──」


「巧馬。今日は、ありがとうございました」


　俺の問いかけを遮さえぎるように、芽亜はきっぱりと告げた。大きな瞳ひとみをまっすぐ俺に向けたまま、小こ柄がらな夢む魔まは静かな声で先を続ける。


「巧馬、さっき言ってましたよね？　わたしに、《あちら》に行く前に、友達との思い出を作ってやりたかったって。それを聞いた時、すごく意外で──嬉うれしかったんです。巧馬が、そんな気き遣づかいができる人って思ってませんでしたから」


「はっきり言うなよ。つーか、こっそり動いたのは、むしろサニーの水着が見たかったからで」


「わかっています」


　意志の強さを感じさせる声が、再び俺おれの言葉を遮さえぎる。黙だまり込んだ俺の袖そでを取ったまま、ドレスアップした相あい棒ぼうは、恥ずかしげに視し線せんを逸そらし、照れくさそうに言い足した。


「ですけど、嬉うれしかったのは確たしかですから。だから巧馬──ありがとう」


「へっ？　それはその」


「あと……かっ、かわいいって言ってくれたのも……う、嬉しかった、です」


　ちらちらと視線を彷徨さまよわせながらそう告げた芽め亜あは、消え入りそうな声で「すごく」と付け加える。それを聞き終えた瞬しゆん間かん──ふいに、どくんと心しん臓ぞうが跳はねた。


　おいちょっと待てなんだこれは。何が起きたのか自分でもよくわからないのだが、芽亜が今までになくかわいく見えて仕方ない。何も言い出せないまま、鼓こ動どうはどんどん激はげしくなり、時間だけが過ぎていく。せめて汗を拭ふきたいが、荷物で両手がふさがっている。まずい、このままではどうかなる。どうなるのかわかんないけど、どうにかなってしまう！　数分間の気恥ずかしい沈ちん黙もくを経て、俺はごくりと息を呑のむと、強引に話を変えるべく口を開いた。


「──あのさ！　ええと、そうだ、友達できて良かったな、芽亜！　楽しかっただろ？」


「え？　か、勝手に決めないでください！　わたしは友人を作らないことにしているんですから……！　ま、まあ──楽しかったですけど……」


「そ、そうだろ？　……そんな、素直じゃないところもかわいいと思ってしまう俺がいた」


「かっ──も、もう、やめてください！　恥ずかし──」


「フハハハハハハハハ見つけたぞ悪あく魔まめ！」


　再びどぎまぎしはじめた俺たちの言葉に重なるように、いきなり馬ば鹿かでかい笑い声が響ひびいた。え、なんの騒さわぎ？　思わず芽亜と顔を見合わせ、そして声のした方向へと振り向けば、全身タイツの上にフード付きのマントを纏まとった細身の男が、緑みどり色いろのカードを手にして立っていた。


「少女のような容姿の夢む魔まと、しまりのない間ま抜ぬけ面づらの契約者！　情報どおりだな！　私は、ＥＸＩＴランキング二万六千九百十一番、《占せん星せい術じゆつ師し》のケプラー沼ぬま久く保ぼ！　ランクを上げるため、ひいては我わが格かく闘とう占星術を祓ふつ魔ま師し界に知らしめるため、貴様らには犠ぎ牲せいとなってもらうぞ！　フハーハハハハハハハハハ！」


　何がそんなに喜ばしいのか、豪ごう快かいに笑い続けるマントの男。どこからどう見ても変態だが、今の名乗りを聞く限り、どうやらＥＸＩＴ所属のハンターらしい。しっかりライセンスも持ってるしな。ＥＸＩＴ、なかなか人材の豊富な団体だ。


「と言うか、そもそも占星術師って魔術師の仲間なのか……？」


「源流は魔術に近いはずですよ。格闘占星術というのは初耳ですが」


　さっきまでの気まずく甘あま酸ずっぱい空気はどこへやら、俺おれは芽め亜あと言葉を交わした。よりによってこんな時に来なくても、とは思ったが、幸い、ランキングはかなり低そうなので安心だ。なにしろこっちには三桁けた台のランカーがいるのである。


「サニー、あとはよろしく──って！　もう影かげも形もない？　この肝かん心じんな時に！」


「……でも、巧たく馬まはいてくれますよね」


　静かな声がすぐ隣となりから届き、焦あせった俺の心を冷やした。俺は一いつ瞬しゆん絶句したが、すぐに「確たしかに」と苦笑する。そもそもハンターの相手は悪あく魔まと契約者の役目であって、サニーに任せることじゃないしな。いっちょやりますか。気合いを入れ直せば、小さくて凜り々りしくて──そしてかわいい相あい棒ぼうは、おそらく武器であろう水晶玉を取り出したケプラー沼ぬま久く保ぼを見み据すえたまま、ぼそりと告げた。


「いいですか、巧馬。サニーの時のように、ライセンスさえ奪うばえばこちらの勝ちです」


「それが一番手っ取り早いな。てことは、やっぱり変身か？」


「ええ。──ですから巧馬、妄もう念ねんを！」


「任せとけ。既すでに『マントにタイツのあいつが男じゃなくて美少女だったら』で妄想中だ」


　クールな声での問いかけに、胸を叩たたいてきっぱり応じれば、小さな相棒は呆あきれたように苦笑を漏らす。その横顔に、俺は思わず一瞬見入り、そして小声で尋たずねていた。


「なあ、相棒。俺たち、けっこういいコンビになってきたよな」


「ですね。……でも、相棒って呼ばないでください」


「はいはい」




　第五夜　いきなりのさよなら







「そこまでだ！　ＥＸＩＴランキング一万五千とんで三番、《霊媒物質使いエクトプラズマー》のトッド・ポートランド[image: ]世！　ライセンスを叩たたき割られたくなかったら──今すぐその気味悪いぶよぶよの動きを止めろ！」


　真夜中の河か原わらにとどろく俺おれの声。もし近くに人家があれば近所迷めい惑わくこの上ない音量での宣言に、スパッツ一丁の半裸の男は「ガッデム」と唸うなって絶句した。


　年ねん齢れいはおそらく四十代、身長は少なくとも百九十以上。その全身はいたるところイレズミだらけで、両腕は燐りん光こうを放つゼリー状の物体で覆おおわれているという、なるべくなら組み合いたくない容よう貌ぼうである。ゼリー、ぶるぶる震ふるえてるし、触手とか生はえてるし。しかもあれ、自分の口から吐き出したものだったりするからなあ。いろんなハンターがいるもんだ。


　で、そんな異様な怪物に相あい対たいするのは、背中に小さな羽根を生やした、バニーガール姿の少女であった。華きや奢しやな体を覆うのはレザースーツと網あみタイツのみで、もちろん素手。うさぎの耳が夜風にぱたぱた揺れていたが、邪じや魔まなだけで武器にならないことは言うまでもない。


「お、おのれ！　いつの間に、ワタクシのライセンスを……！　祓ふつ魔ま師しにとってはイノチの次に大事なものをすてぃーるするなんて……卑ひ怯きようデス、このデビル！」


「ええ、悪魔ですがそれが何か？　と言うか、問答無用で襲おそってくるあなたたちに言われたくはありません！　先週のケプラーさん以来、毎晩毎晩！　いい迷惑なんですからねっ！」


　もともと青白い顔を蒼そう白はくに染めて慌あわてる男に向かって、小さなバニーが言い放つ。その手に掲かかげられているのは、五桁けたの数字が記された緑みどり色いろのカードだ。言うまでもなく、目の前のゼリー怪人のＥＸＩＴライセンスである。しかし、言動と言い容姿と言い、どっちが悪魔だかわかりゃしないな。二ふた人りから少し離はなれたところにへたりこんでいた俺は、軽い苦にが笑わらいを浮かべながら、男に向かって呼びかけた。


「諦あきらめることだ、おっさん！　自前のエクトプラズムにイソギンチャクの精せい霊れいを憑ひよう依いさせ、そこから伸びる触手を振るうって戦法は、なかなか斬ざん新しんで攻こう撃げき力りよくも高かった。だがな、あいにく相手が悪かったな！　俺の相あい棒ぼうの素す敵てきな子猫ちゃんは、夜の闇やみに同化できる力を持った魔物なのさ。だから──」


「──ええ。攻撃がヒットする瞬しゆん間かんに体を闇やみに溶かし、ダメージを無力化すればいい」


「ホワッツ？　ならば……まさか、ワタクシの攻撃は、全すべて、効いていなかったと──」


「イエス、オフコース！　いい気になってくれたおかげで、ライセンスもあっさり奪うばえたしな！　そう！　あんたはずっと、俺たちの手の平の上で踊っていたのさ！　さあ、ここからは俺おれたちのターン！　ライセンスを砕くだかれたくないなら──とっとと武装を解除しな！」


　へたりこんだままの俺の声が、夜中の土手に響ひびき渡る。それを聞かされたハンターは、悔くやしげに歯を嚙かみしめると、ふいに俺へと腕を向けた。


「オノレ……よくもコケにしてくれましたね！　こうなれば、せめてユーだけでも！」


「お。ヤケになって俺狙ねらいか？」


「そうはさせませんっ！」


　怨えん嗟さのこもった叫びとともに、男の両腕から鋭するどい触手が俺へと伸びる。同時に、芽め亜あは瞬しゆん間かん的てきに闇やみに溶け込み、俺の目の前でライセンスを構えながら実体化した。命の次に大事なカードをかざされ、ハンターの触手がびくんと静止する。「ガッデム」と再び唸うなる男を前に、俺はやれやれと肩をすくめた。


「助かったよ芽亜、いいタイミングだった。さすが相あい棒ぼう」


「切せつ羽ぱ詰つまった相手が巧たく馬まを狙ってくるのには、もう慣なれましたから。今さらですけど、妄もう想そうを吸われると動けなくなるのがネックですよね……。あと、わたしのことを」


「相棒って呼ぶな、だろ？　了解、子猫ちゃん」


「それはもっと禁止です！　蹴けりますよ！」


　ライセンスをもてあそびながら、既すでに恒例になっているやりとりを交わす俺たち。緊きん張ちよう感かんのないその姿を前にして、もう手がないと悟ったのか、霊れい媒ばい師しはがくりと肩を落とした。同時に、その両手に装着されていたゼリー状の物質が、ぶわっと霧む散さんして消えていく。


　やれやれ、ようやく負けを認めたか。まったく、ハンターもこうなってしまえば惨みじめだな。思わず苦笑しながら、俺は座ったまま「残念だったな！」と言い足した。できれば立ち上がって言い放ったほうがかっこいいのだが、体がろくに動かないのだから仕方ないのだ。


「まあ、その分頭は回るから、結果オーライではあるけどな。普ふ段だんの俺だったら、おろおろしてるだけで作戦なんか考えられないだろうし」


「実際に動くのはわたしですけどね。巧たく馬まはあくまで考えるだけ。でも、やっぱりその口く調ちようとキャラには違和感が」


「こうなるのは芽亜が妄想を根こそぎ吸うからだろ？　まあ、もうそろそろ元に戻るから待っててくれよ。あとな、今の俺のことは、冬の空のように頭が冴さえているから、オリオンと」


「恥ずかしいから呼びません」


「……へいへい」


　ぼそっと告げる芽亜に苦笑を返すと、俺は改めて狼ろう狽ばいする霊媒師へ向き直った。今夜のステージも、そろそろ閉へい幕まくの頃ころ合あいだ。


「聞け、イレズミだらけのハンターさんよ！　なかなかの使い手ではあったけど、浅はかな出世欲に身を焦こがし、芽亜と俺を襲おそったのが運の尽きだ。これに懲こりたなら」


「長いです巧馬」


　勝ち誇った俺おれの台詞せりふを、芽め亜あの無情な一言がぶった切った。いや、最後まで言わせろよ。そう視し線せんで訴えた俺をきっぱり無視し、バニーガール姿の夢む魔まはライセンスを「えい」と夜空に放り投げた。物質を闇やみに同化させる力の応用で、緑みどり色いろのカードは流れ星のように宙を舞まい、軌き跡せきを描いて数十キロの彼方かなたへ消える。その光景を見た瞬しゆん間かん、ハンターは顔色を変え、捨て台詞も残さずに走り去った。だがあの男が最後の刺し客かくとは思えないのだった。続く！


「って、できれば続かないでほしいんだがな……」


「わたしの存在がＥＸＩＴに知られてしまった、ということでしょうね。先日、巧たく馬まが見たという白いトンボが、ハンターたちに情報を伝えたのかもしれません」


「やっぱり逃がすべきじゃなかったな、面めん目ぼくない。しかし、毎晩毎晩、よく続く。ご丁てい寧ねいに、子猫ちゃんの部へ屋やの窓に挑ちよう戦せん状じようなんか貼はり付けやがって。ストーカーかよ」


　じろっと俺を睨にらんだ芽亜を見返して頭を搔かくと、俺はげんなり溜ため息いきを吐ついた。芽亜がドレスアップしたあの日からこっち、ハンターが日替わりで襲おそってくるのである。幸い、どいつもこいつもランキング五桁けた以上のくせに自信満々で油断だらけだったので、あっさり隙すきを突いてライセンスを奪うばえたのだが、こう続くとさすがに疲れる。


「あのやんちゃなハンターガール、『飽あきた』って三日目から来なくなったしな。最初は喜んで手て伝つだってくれたくせに、薄はく情じようなもんだ」


「サニー、勝つってわかってる勝負に付き合うより、部屋で楠くすのき先せん輩ぱいと喋しやべってるほうが楽しいって、はっきり言ってましたからね」


「相変わらず正直だな」


　呆あきれたように語る芽亜に、俺は肩をすくめて苦笑を返すと、「あいつら、いつの間にか仲良くなってたからなあ」と付け足した。あの家出ギタリストと手芸部員、先日、俺の部屋でばったり出くわして以来、馬が合うのか気が合うのか、ちょくちょく駄だ弁べっているのだ。


　ご存じのとおり、持じ郎ろうは（性格はともかくとして）私服の趣しゆ味みがちょっと変わっているのだが、サニー曰いわく「あたしの地元では男もスカート穿はくからね。別に変とも思わないよ」とのこと。もちろん、悪魔だとか祓ふつ魔ま師しといった話題は一般人の持郎の前では厳げん禁きんだけど、それしか話題がないわけでもないので、別に困ることはないのであった。


「しかし、持郎とサニーと芽亜と同じ部屋にいると、女の子の中に男一ひと人りみたいに錯さつ覚かくしちまうのが、どうもね。実際は男と女は一対一なのに──お。とか言ってる間に、そろそろか」


　妙にセーラー服の似合う友人の顔を思い出してげんなりしていると、ようやく手足に力が戻ってきた。同時に、澄すんでいた頭の中に、いつもの雑念が返ってくる。うん、これで俺は元どおり。肩を回しながら立ち上がれば、ちょうど芽亜が変身を解いていた。紫むらさき色いろの光が小こ柄がらな体を包み込み、バニーの衣い装しようが見み慣なれたジャージへと置き換わる。自分の体を確たしかめ、よし、とうなずく相あい棒ぼうに、俺は「お疲れ様」と笑いかけた。


「さーて早いとこ部屋帰ってサニーのおっぱい拝おがんで寝ようか！」


「満面の笑えみで同意を求めないっ！　ああもう、元に戻ったら戻ったでめんどくさい……」


「わがままなやつだな」


「当然の感想だと思いますけど。……それと巧たく馬ま、今日きようの妄もう想そうはなんですか、あれ」


「バニーのことか？　最近、晩飯のあとに寮りようの食堂でポーカーやるのが流は行やってるんだけど、今日、管理人の爺じいさんが『ポーカーと言えば』って、ラスベガスのカジノの話をしたんだよ。本場のバニーはすごいとかなんとか。それが頭に残ってたもんで。やっぱり嫌いやだった？」


「あれはもっとスタイルのいい女性が着るものです！　まあ、昨日きのうの『スクール水着のエルフ』とか、一昨日おとといの『アラビアン宇宙服』に比べると、ましな気もしますけど……」


　ぶつぶつと俺おれの妄想に不満を漏らす夢む魔まさんである。確たしかに昨日と一昨日は少々マニアックでした、すみません。しかしまあ、相変わらずの素っ気ない態度だ。こないだの買い物帰りの着飾りモードからこっち、ちょっとは距きよ離りが縮ちぢまったように思ったんだけど、案外そうでもなかったらしい。小さく肩をすくめると、俺は「それにしても」と肩を回した。


「今のところはハンターが弱いし馬ば鹿かだから、俺が作戦考えて芽め亜あがライセンス盗むってパターンでなんとかなってるけどさ。敵がどんどん強くなっていくと、どこかで──」


「あ、それなら大丈夫です」


　寮への道を歩き出しながらつぶやけば、芽亜がすぐに口を挟んだ。え、と顔を向けた先で、小さくて頼れる相あい棒ぼうは、胸に下さげた鍵かぎ型のペンダントを持ち上げた。


「もうすぐリヴァイアサンの鍵に魔力が貯たまり、《あちら》への扉とびらが開けます。そうなれば、巧馬とわたしの契約は解除され、ハンターに襲おそわれることもなくなりますから」


「へ？　ああ、そうか。契約した時、あと一か月って言ってたもんな」


　虚きよを突かれたような声が出てしまった。そうかそうか、もう一ひと月つき経たったのか。相あい槌づちを無む駄だに何度も繰くり返していると、隣となりを歩いていた芽亜は小さく首を傾かしげた。


「どうしたんです？　嬉うれしくないのですか、巧馬？　もうハンターに襲われることも、妄想を毎晩吸収されることもなくなるんですよ？」


「え？　そりゃあその──嬉しいはずなんだよ、うん。俺は平へい凡ぼんな毎日に戻れるし、それに芽亜もハンターのことなんか心配しなくて良くなるわけだから、嬉しいはずなんだ」


「嬉しい『はず』……ですか？」


「ああ。そうなんだけど、なんか素直に喜べなくて……。なんだろう、自分でもよくわかんなくて──と言うか、『もうすぐ』って具体的にいつなんだ？」


　ぐねぐねした思いが言葉にまとまってくれなかったので、俺は強引に話を変えた。いきなり問いかけられた芽亜は、ペンダントをそっと撫なで、「そうですね」とつぶやいた。


「チャージされた魔力は、ほぼ臨りん界かいに達していますから……。鍵として使うには、あと六日といったところでしょうか」


「六日？　今日が火か曜ようだから、ええと──来週の月曜ってことか」


「……はい」


「そっか。意外と近」


「ところが。あいにく、そう悠ゆう長ちようなことも言っていられなくなったようなのですよ」


　意外と近いんだな。そう相あい槌づちを打とうとした時、ふと聞き覚えのある声が割り込んできた。思わず立ち止まった俺おれたちの前に、三センチほどのドラゴン型のストラップがふわりと舞まい降りる。翼つばさを広げて空中で静止したガーゴイルは、一いつ瞬しゆんのうちに青年の姿に変わると、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに一礼してみせた。


「やあ。良い夜ですね、お二ふた方かた」


「ああ、誰だれかと思えばジェイムズか。なんだか久しぶりだな」


「ジェイムズ、今のはどういうこと？　悠長なことは言ってられないって、何があったの」


　挨あい拶さつを返す俺をぐいっと押しのけ、芽め亜あがガーゴイルへ詰め寄る。その剣けん幕まくが意外だったのか、ジェイムズは少しだけ目を丸くすると、白手袋で覆おおった両手を「まあ落ち着いて」と言いたげにひらひらさせた。


「実は、とある筋からあまり嬉うれしくない話を聞きましてね。ＥＸＩＴの連中が、芽亜の存在に気づいたらしいのです。経けい験けん不足で浅はかな下級ランカーが功を焦あせる程度なら良いのですが、どうやら、一ひと桁けたクラスの大物が裏で動いているという噂うわさ」


「え。一桁って……」


「まさかそれ、ランキングの話か？　世界で五万人いるうちのベストテン？」


「年ねん齢れいだったらいいんですけどね」


　二ふた人り揃そろって息を呑のむ俺たちを見回し、ジェイムズが肩をすくめて苦笑する。古風な丸まる眼め鏡がねに月明かりを照り返しながら、執事姿のガーゴイルは芽亜へ向き直って口を開いた。


「悪魔の私が言うのもおかしな話ですが、一桁台のハンターは規格外の化け物です。まともに迎むかえ撃うつのは馬ば鹿かか愚ぐ者しやかのどちらかですね」


「そんな──でも、だったら」


「落ち着いてください。以前も申し上げたように、契約を終えた魔物の手助けをするのは、私のルールに反するのですが、夕ゆう星づつから──あなたの母から頼まれたことでもありますから、こうして助言に来たわけです。いいですか、芽亜。絶対に、戦ってはいけません」


「戦うなって言うけど……もし襲おそわれたらどうするの？」


「そうならないようにするのですよ。幸い、リヴァイアサンの鍵かぎへの力の充じゆう塡てんは、ほとんど完了しています。私の魔力で底上げしてやれば、予定の半分……そうですね、明後日あさつての夜にでも《あちら》への扉とびらは開けるはず。念のため、それまでは私と一いつ緒しよに行動してください。三日程度なら、妄もう念ねんを補給しなくても大丈夫ですね？」


「え？　ええ、それくらいの魔力は残っているけれど……」


「よろしい。三日くらいなら、ミスター下しも野つけ巧たく馬まの体に妄念が溜たまりすぎて悪あく影えい響きようが出るようなこともないでしょうしね。ではさっそく行きましょう。いいですね、芽め亜あ？」


　淡たん々たんと冷静に言葉を重ねると、ジェイムズは念を押しながら芽亜を見つめた。そういう理由なら仕方ないとは思うけど、えらく急な話である。芽亜も同じように思ったのか「今すぐ？」とか「学校が」などと言葉を濁にごしていたが、やがてちらりと俺おれを見つめると、長身のガーゴイルへと問いかけた。


「……ね、ジェイムズ。《あちら》に行けば、巧たく馬まとの契約は解除されるのよね？」


「ええ。交わることのない別の世界に行くわけですからね。普通は解除なんかできないのですが、この場合は例外です。永続的な呪のろいから魂たましい同士の結び付きまで、あらゆる関係性は断絶しますよ。しかし、それが何か？」


「ううん。確かく認にんしたかっただけだから」


　どこか寂さびしげに、それでいてきっぱりとした声が、真夜中の河か原わらに静かに響ひびき、ジェイムズが「そうですか」とうなずいた。そして俺はと言えば、何かを言わなきゃとは思いつつも、ただ黙だまって突っ立っているだけだった。


　いい話だというのはわかっているのだ。《あちら》に行けば、芽亜はハンターなんかを気にすることなくのんびり暮らせるわけだし、俺のほうは毎晩妄もう想そうを捧ささげる必要がなくなる。どっちも万ばん々ばん歳ざいである。それは痛いほどわかっている、いるんだけれど──それでも。


　自分の思いがまとまらず、故ゆえに何を言えばいいのかわからないまま、時間だけが流れていく。そうこうしている間に、ジャージ姿の小さな相あい棒ぼうは、俺へまっすぐ向き直って頭を下げた。


「というわけですから、巧馬。一か月の間、ありがとうございました」


「えっ？　あ、ああ。その──元気でな」


　シンプル極きわまりない別れの言葉に釣られ、なんの深みも捻ひねりもない言葉が出た。我われながら、もうちょっと気の利いたことを言えよ、おい。それに芽亜も芽亜だ。あっさりしすぎじゃないのか。仮にも一か月の間、どうにかやってきた仲なのに──。


　思いがぐるぐる渦うずを巻き、次の言葉が出てこない。そんな俺をちらっと見上げると、


「巧馬も、元気でいてくださいね。サニーによろしく」


　それだけを言い残し、ジェイムズとともに夜の中へ歩き去っていったのだった。
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「ふうん。宵よい待まちさん、家の事情で引っ越しちゃったんだ」


「ああ。……まあ、そんなとこだ」


「急だよねえ。いくらなんでも」


　そして一日過ぎた次の晩、男子寮りようの俺の部へ屋やにて。持じ郎ろうの問いかけに俺が気の抜けた声を返せば、ギターをぽろぽろ奏かなでていたサニーはぽつりとつぶやいた。昨夜ゆうべ、あれからいきさつは話したのだが、まだ納得できていないのか、サニーの声はどことなく不満そうだ。


「せめて、ルームメイトに一言くらい挨あい拶さつしてくれてもいいのに。冷たいなあ」


「巧たく馬まも残念だよね。せっかくかわいい彼女ができたのにさ」


「あのな持じ郎ろう。芽め亜あはそういうのじゃないって、何度言えばわかるんだ」


　湯飲みを片手に、俺おれは持郎をじろりと睨にらんだ。と、セーラー服姿の友人は「はいはい」と軽く応じると、手にしていた携けい帯たい型のゲーム機きを掲かかげてみせた。


「どう、久しぶりに対戦しない？　ちょっとは元気が出るかもよ」


「励ましてくれる気持ちは嬉うれしいけど、やめとく。そういう気分じゃないんだ」


　どんよりと答え、冷めた玄米茶を一口すする。そんな俺を見て、持郎は「そっか」とだけ穏おだやかに微笑ほほえみ、再びゲームに戻ってしまう。何を言うでもなく、持郎の横顔をぼんやり見つめていると、壁かべにもたれてギターを抱えていたサニーが、いきなり声を掛けてきた。


「ね。巧馬。巧馬はどう思ってるの？」


「どうって。いきなりなんの話だよ」


「芽亜のこと。決まってるでしょ」


　呆あきれた声でそう告げると、サニーはぽろんぽろんと静かに弦を爪つま弾びき始めた。持郎のゲーム機から漏れる勇ましいＢＧＭと、ギターの奏かなでる哀かなしい曲とが混じることなく響ひびく四畳半で、俺はなんとはなしに天てん井じようを見上げて口を開いた。


「──まあ、これで良かったとは思ってるよ」


　予想外にしんみりした声が出た。薄うす汚よごれた天井を見上げたまま、小さくて生真面目きまじめで責任感が強い夢む魔まのことを思い起こしながら、俺はゆっくり先を続ける。


「サニーは聞いてるだろうけどさ。芽亜のやつ、お袋さん亡くしてから、ずっと一ひと人りで苦労してきたんだよ。ジェイムズはいたんだろうけど、あの眼め鏡がねはいざって時に頼りにならない気がするから、実質一人みたいなもんだろうし、大変だったんだと思う。……女の子がそんな環かん境きように放り出されたら、そりゃあ、ああいう性格になるよな」


「しっかりしてたよね、芽亜。ちょっと自分の感情抑おさえすぎかなあとは思ったけど、そんなところも含めてさ。あたしなんかより、よっぽど大人おとなだったもん」


「俺もよく怒られたもんなあ。妄もう想そうの質が悪いとか、いろいろと。──で、そんな芽亜にしてみれば、《あちら》行き……じゃなかった、昨夜ゆうべの引っ越しは、何年も前からの悲ひ願かんだったわけでさ。ちょっと予定が狂ったとは言え、夢が叶かなったことには変わりないんだから──これで良かったんだよ、きっと。別れる時の挨拶は、ドライすぎだろ、とは思うけどな」


　一応相あい棒ぼうなんだから、もうちょっと何かあっても良かった気はする。あいつにしてみれば、俺はあくまでたまたま巻き込んでしまっただけの部外者兼エネルギー源に過ぎなかったのかもしれないけれど、それでも俺なりに力になってたつもりだし、最後のほうには割合いいコンビになれていた。そう思ってたんだけどな。心の中でつぶやきながら、俺は小さく溜ため息いきを吐ついた。空気を読んだのか、持じ郎ろうはちらりと俺おれを見ただけで何も言わず、サニーは静かな曲を弾き続ける。そしてしんみりとしたムードが俺の部へ屋やを満たしていく──かと思いきや。


「あのね巧たく馬ま。あたしはそんなこと聞いてないよ」


　サニーがいきなりギターの手を止め、不満そうな声を発した。え？　反射的に見返した先で、相も変わらずぴったりしたＴシャツ姿の美少女ハンターは、俺をキッと睨にらみつけた。


「今のはほんとに巧馬の本ほん音ね？　そう思わなくちゃ駄だ目めなんだって、自分で自分に言い聞かせてるみたいだよ？　あたしは、巧馬がどう思ってるのか聞きたいの。芽め亜あが行っちゃって、どうなのかって。あたしは寂さびしい。すごく寂しいよ」


「……正直だな」


「ネオドルイドは噓うそを吐つかないからね。寂しいのは当然だよ、友達が急にいなくなっちゃったんだもん。確たしかに、芽亜にしてみればあたしは友人でもなんでもない、勝手な居い候そうろうだったかもしれないよ？　でも、これがあたしの正直な気持ち。巧馬はどう？」


　ギターを畳の上にドンと立て、俺をまっすぐ見つめるサニー。いつも明るいブルーの瞳ひとみには、ちょっと涙が溜たまっている。初めて見た涙顔を前にして、俺は一いつ瞬しゆん口ごもると、ややあってぼそりとつぶやいた。


「どうって、そりゃあ──」


　もごもごと語尾が濁にごってしまい、そこから先が続かない。そんなの俺も寂しいに決まってるだろ！　そう言っていいのか悪いのか、今の俺にはわからなかった。





　　　　[image: ][image: ][image: ]





　そんなこんなでどんよりしたままお開きになった、その翌日の放ほう課か後ご。生徒会室に向かってのろのろと廊下を歩いていると、すれ違ったチアガールが怪け訝げんそうに立ち止まった。


「あら。陰気な奴やつがいるかと思ったら下半身じゃないの」


「ああ、チア部の美み山やまさんですか。おはようございます。脚あし綺き麗れいですね」


「おはようって、もう三時なんだけど。と言うか、いつもだったらもっとこう、ぎらぎらした眼を向けてくるのに……。顔も暗いし猫背だし、どうかしたの？」


　微妙に距きよ離りを取りながら、不ふ審しんそうに俺を見つめる美山部長。いつもだったら出会い頭がしらに「見るな！」と叫ぶ人に心配させるとは、今日きようの俺はよっぽど普ふ段だんと違うらしい。クラスでもさんざん気き遣づかわれたし、芽亜が行ってしまったのがそんなにショックだったのか、俺よ。突っ立ったまま自問自答していると、ツインテールもキュートなチアガールさんは、腰に手を当てて溜ため息いきを吐いた。


「何があったんだか。いやらしいあんたのことだから、どうせ女の子がらみでしょ」


「女の子がらみ？　まあ、正解と言えば正解ですかね」


「スッキリしないわね。あんたらしくもない……。いや、らしいのかしら」


「シャレですか？　あんまり面おも白しろくないですよ」


「違うわよっ！」


　いきなり怒られた。すんません、と頭を下げる間もなく、美み山やまさんは「たまに気を遣つかってやったらこれだから！」とかなんとかブツブツ怒りながら立ち去ってしまう。短いスカートから伸びた脚あしは、もちろんいつものように綺き麗れいだったが、なぜだろう、心がろくに弾まない。


「しっかりしろよ俺おれ。ちゃんと妄もう想そうしろって怒られるだろ……って。だからさ、芽め亜あはもういないんだっての。ほんと、いい加減に学習しろ、下しも野つけ巧たく馬ま」


　昨日きのうもサニーに言ったじゃないか、これで良かったんだって。自分で自分に言い聞かせて歩いているうちに、いつの間にか生徒会室に着いていた。照明が点ついているところを見ると、もう鈴すず女めさんは来ているらしい。いつもなら先に俺が来てるんだけど、今日きようは足取りがふらふらしてたからなあ。


　むろん、鈴女さんに会いたくないわけではない。むしろその逆だ。だがしかし、生徒会室に来るということは、あの小さな会計さんの不在を確かく認にんすることでもあるわけで。


　──ジェイムズの言葉によれば、《あちら》行きは今夜のはず。そろそろ準備も最終段階だろうから、ちょっと寄ってみる、なんてことはできないだろう。それはわかっているのだが。


「芽亜がいないって認めたくないのかなあ……」


　ぼんやりしたまま生徒会室に辿たどり着き、のろのろとドアを引き開ける。生徒会長席の鈴女さんに「遅くなりました」と挨あい拶さつすれば、元気な声が返ってきた。


「おお、来たか。待っていたぞ」


「はい？　何かありましたか？」


「ああ。宵よい待まちくんから言こと伝づてがあったんだ。ほら、これだ」


「はあ、でも今はそんな気分じゃ──って、え！　芽亜からっ？」


　宵待くん。聞きき慣なれたその呼び名が耳から脳へと伝わり、意味を理解し終えた瞬しゆん間かん、意い識しきがカッと覚かく醒せいした。冷や水と電流と唐とう辛がら子しをまとめて浴びせられたかのように、茫ぼう洋ようとしていた心が目覚め、視界がスカッとクリアになる。「急にどうした？」と驚おどろく鈴女さんに答えることもなく──こんなことは初めてだ──俺は生徒会長席へと駆かけ寄り、素っ気ない白封筒をひったくるように受け取った。表に書かれているのは、俺の名前と、そして「宵待芽亜」の四文字。いかにもあいつらしい丁てい寧ねいな字体を見つめたまま、俺は会長へと問いかけていた。


「鈴女さん！　こ、これ、ほんとに──ほんとに芽亜のやつが？」


「うむ。何をそんなに驚おどろいているのか知らないが、ついさっき置いていったぞ。待っていて渡せばいいじゃないかと言ったのだが、そうもいかないと。……何かあったのか？」


「ええ、そりゃもう──って、すみません、ちょっと事情は話せないんですが」


　適当にお茶を濁にごしつつ、封を開けて中身を取り出す。外側同様に飾りっ気のない便びん箋せんを震ふるえる手で広げれば、そこには、これまたシンプルな一文が記されているだけだった。


「『今夜二十一時、誰だれにも言わず、一ひと人りで部室棟裏へ来てください』？　なんでそんな場所に」


　部室棟で何かあったっけと記き憶おくを探ってみたが、芽め亜あが生物部のムカデを怖がって逃げたことくらいしか思い出せないし、呼び出すなら他ほかに場所はあるだろう。と言うか、あいつ、そんなことしてる場合なのか？　疑問がぽこぽこ浮かんだが、それを聞くべき相手は、あいにく、ここにはいないのだった。
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「部室棟裏って、ここだよな？　いつまで待たせるつもりなんだか」


　薄うす汚よごれたモルタルの壁かべにもたれたまま、俺おれはあたりを見渡した。少し離はなれた駐ちゆう輪りん場じようの時と計けいを見れば、時刻は二十時五十分。約束の時間まではあと十分あるとは言え、寮りようにも帰らず制服のままずーっと待っていた身としては、もうそろそろ来て欲しいのが本ほん音ねである。ちなみに夕食はコンビニで買ったパンを一人でもそもそ食べました。寂さびしかったです。


「まあ、一度帰って着替えてくる時間は充分にあったんだけど、なんか気になって、帰れなかったんだよなあ……。ああもう、来るなら早く来いっての」


「それは失敬。待たせてしまって、すまなかったな」


「へっ？　いや俺は別にいいんだけど──え？」


　ふいに投げかけられた声に反射的に応じたあとで、俺は慌あわてて振り返った。声の方向を見つめれば、駐輪場にぽつんと立った外灯の下に、一人の女性が立っていた。すらりとしていながらもたおやかな肢し体たいをブレザーに包み、ハイネックのブラウスに黒のタイツ。見間違えようのない容姿を前に、俺は思わず「おお」と唸うなった。


「さすが鈴すず女めさん、夜も相変わらず美しい……！　ずっと前から愛してました、つきあってください──って、告白してる場合じゃないだろ、俺」


　反射的にいつものノリになってしまったが、考えてみれば今は芽亜と待ち合わせ中だった。あいつがこのタイミングで呼び出したってことは、《あちら》とか悪あく魔まとかハンターとか、その手の用事に違いないし、そんな話を一般人である鈴女さんの前で繰くり広げるわけにはいかない。どう説明したもんかなと首を捻ひねりつつ、俺は歩み寄ってくる鈴女さんに向き合った。


「すみません。ちょっと今から用事があるので、席を外してもらえませんか？　いや、すごく失礼な言い方なのはわかってますけど、説明してる時間もなくて──」


「大丈夫、長居する気はないよ。私もこのあと予定が入っているからね。しかし、宵よい待まちくんとの待ち合わせ時間にはまだ早いのに、もう待っているとは。下しも野つけくんは実に律りち儀ぎだな」


「いやあ、それほどでも──待った。なんでそのことを知ってるんです？」


　でれでれと頭を搔かいた直後、訝いぶかるような声が出た。芽亜が俺を呼び出したことは、あいつと俺おれしか知らないはずだ。いや、鈴すず女めさんには手紙を盗み見る機き会かいがあったことはわかっているが──できれば、その可能性は考えたくない。


「まさか鈴女さん、あの手紙を……？」


「安心したまえ。盗み見なんかはしていないさ」


「で、ですよね？　鈴女さんはそんなこと──」


「もっとも、書いたのは私だが。夢む魔まの契約者たる君を、ここに呼び出すためにね」


　絵になる笑えみを浮かべつつ、鈴女さんが軽かろやかに告げる。その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、俺おれの体がぴくんと強こわ張ばり、静止した。


　──ちょっと待て。この人、今、何を言った？　夢魔？　契約者？　どうしてそれを知っている？　いや、そもそも、手紙を書いたのが自分ってのはどういうことだ？


　頭の中で無数の疑問が渦うずを巻き、言うべき言葉が定まらない。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺のすぐ目の前で、憧あこがれの生徒会長は、いつものように穏おだやかな声で語り始めた。


「まったく、君たちには驚おどろかされることばかりだよ。きっかけは、カバラの祓ふつ魔ま術じゆつの研究のために借り受けていた旧型ゴーレムが、自じ律りつ行動テスト中に破は壊かいされた時だったかな？　式しき神がみで現場周辺を探査し、犯人がごく近しい人物だと知った時の私の驚きよう嘆たんぶりは、君にも見せたかったくらいだよ。それから監かん視しを始めたのだが……まさか監視用の式神が、君に見つかるとは思わなかったな。不可視の術を再さい調ちよう整せいして、人間や魔物以外にも──契約者にも見えないようにするのは結構な手間だったよ」


　そこでいったん言葉を切ると、鈴女さんは思い出すように自じ嘲ちようした。と、その肩の上に、見覚えのある白いトンボがいきなり姿を現した。


　……間違いない、芽め亜あを見張っており、俺をテレポートで更衣室の上に飛ばしたあの虫だ。なんで鈴女さんがそいつを従えてるんですか。監視用の式神ってどういうことですか。聞くに聞けずに固まっている俺を見ているのかいないのか、鈴女さんの語りはさらに続く。


「そして更さらに驚おどろくべきは、君たちが、ＥＸＩＴ所属の祓ふつ魔ま師しを次々に返かえり討うちにしたことだ。しかも、戦せん闘とう向きではない夢魔の能力で、相手の命も奪うばわずにだよ？　素す晴ばらしいじゃないか、実に。人道主義の悪魔とはね！　ケプラー沼ぬま久く保ぼを始めとした祓魔師たちに情報を流したのは私だが、こんな結果は想定さえしていなかった。脱帽だ」


　言うべきことを言い終えたのか、鈴女さんは俺に向かって慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げた。艶つやのある長い黒髪がぱらりと垂れ下がるのを見ながら、俺はようやく震ふるえる声を絞り出した。


「鈴女さん……。その、さっきから、いったい何を──」


　聞きたいことは山ほどあったが、言えたのはたったそれだけだった。


　と、鈴女さんは何も言わずに俺を見つめると、制服のポケットから一枚のカードを取り出し、無言のまま俺へと示す。もはや見み慣なれてしまった緑のそれに記されているのは、四文字のアルファベットと、そして──。


「ＥＸＩＴのライセンス！　鈴すず女めさんが……ハンター？　つか、その数字！」


「おかしな下しも野つけくんだな。数字がどうかしたのか？」


「どうもしますよ！　だって、それ……！　は──は……は、はははは、『八』って！」


　一ひと桁けたじゃないですか！　がくがくと震ふるえる膝ひざを押さえつけることもできないまま、俺おれは声を絞り出す。最後のほうは言葉になっていなかったが、この際それは許して欲しい。とかなんとか自分で自分に弁解していると、鈴女さんは──いや、世界ランキング八位の祓ふつ魔ま師しは、ふいに冷たい声を発した。


「事情は概おおむね理解しているが、宵よい待まちくんにリヴァイアサンの鍵かぎを使わせるわけにはいかないのでね。まずは彼女のエネルギー源である君を封じせてもらうことにした」


「……『まずは』？　あっ！　まさか、さっき言ってたこのあとの予定って、芽め亜あを……？」


「察しが良いね。そう、彼女は既すでに第四グラウンドに呼び出してある。あとは──」


「さ──させるかあああああああっ！」


　そこが臨りん界かい点てんだった。気が付けば、足が地面を蹴けっていた。ずっと憧あこがれていた生徒会長で、世界ランキング一桁台の祓魔師を相手に、俺は無む我が夢む中ちゆうで飛びかかった。……いや、飛びかかろうとした。


「縛しばれ、『紅べに緋ひ』！」


　鈴女さんの凜りんとした声が闇やみ夜よに響ひびき、同時に俺の体が固定されて土の上に転がる。何がなんだかわからないが、細い糸でがんじがらめにされたように、四し肢しが全く動かない。なんだこりゃ、と叫びながら奮ふん闘とうする俺を、冷たい視し線せんが見下ろした。


「君が私に反はん論ろんする日が来るとはな。女性には逆さからえない性格ではなかったのかね？」


「自分でもそう思ってました。特に、鈴女さんみたいなタイプには……！　ですけど、芽亜を手に掛けるって言われたら、さすがにそればっかりは──ぐうっ！」


　慌あわてて立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、体が一ひと際きわきつく締しめ付けられた。見えなかった糸が実体化し、同時に、鈴女さんの背後から一メートルほどの巨大な蜘く蛛もが姿を現す。ぎょっと驚おどろく俺の前で、制服姿の生徒会長は蜘蛛を撫なでながら薄うすく笑った。


「私の式しき神がみの一体、蜘蛛の『紅緋』だ。この子の糸はそう簡かん単たんには切れないよ」


「使し役えき神しんは一ひと人り一体じゃなかったんですか？　さすがは八位、なんでもありですね──って、感心してる場合じゃないぞ俺！　考え直してください鈴女さん！　芽亜が──あいつが退治されるようなやつじゃないってことは、鈴女さんも知ってるでしょう！」


　どうしてそんなにドライに言えるんですか。身動きが取れないまま、俺は鈴女さんを見上げて問いかける。だが、憧れの生徒会長は、それに答えることなく、ただ哀かなしそうに肩をすくめると、視線を逸そらして冷たくつぶやくだけだった。


「あいにく、憎まれ役には慣なれているのでね」




　第六夜　ずっと前から愛してました







「きゃあああっ！」


　黄き色いろい光に肩を貫つらぬかれ、芽め亜あは悲鳴をあげてその場に倒れ込んだ。


　紺こん色いろだったエプロンドレスは、既すでにグラウンドの土にまみれて赤茶けた色へと変へん貌ぼうしていたが、服の汚れを気にしている余裕はない。せめて少しの闇やみがあれば、ライセンスを奪うばうことはできなくとも、闇に同化して逃げられたのだが、真夜中にもかかわらず煌こう々こうと照りつける照明が、グラウンド上の全すべての影かげを消している。


　諦あきらめたくない。諦めたくは、ないけれど。でも、これは……。


　芽亜が歯は嚙がみするのと同時に、五、六メートル離はなれた場所で、べきっと無残な音が響ひびいた。ついさっき落とした芽亜の携けい帯たい電話を踏ふみ砕くだきながら、鈴すず女めは肩をすくめて告げた。


「──諦めるんだな、宵よい待まちくん。夢む魔まの力は分析済みだ。どこにも影ができないように、照明の角度は計算してある。そして、きみのエネルギー源たる下しも野つけくんは、今や私の手の内だ」


「……さっき聞きました。巧たく馬まは、部室棟の地下に閉じ込めてある、と」


「その通り。この学園の地下には、設立者の一族しか知らない施設が幾つかあってね。下野くんを幽ゆう閉へいした部へ屋やもその一つだ。ちなみに、入り組んでいると評判の学園の通路が、星形を描いていることは知っていたかな？　正五角形の頂点を結んで現れる形──五ご芒ぼう星せいは、我わが星ほし御み門かど家けのシンボルにして、呪じゆ力りよくを蓄ちく積せきする図形。《陰おん陽みよう師じ》たる私を後押ししてくれる」


「陰陽師……？　なるほど、御ご仰ぎよう学園の御仰は、陰陽五行の五行というわけですか」


　鈴女をまっすぐ見返し、芽亜はかすれた声で言い放つ。弱っているところは見せたくなかったが、ぜえぜえと荒れる息は隠しようもない。立ち上がる力すらない後こう輩はいを見つめ、鈴女はやれやれと肩をすくめてみせた。その右手の甲には、二十センチほどの大きな蜂はちが、針を指先の方向へ向けたポーズでしがみついている。鈴女の左手でそっと撫なでられ、針の肥大化した異様な蜂は、嬉うれしげに羽根を震ふるわせた。


「この『雌し黄おう』は、私の式しき神がみの一体でね。針から放つ光は、あらゆる物質を透とう過かし、敵に純粋な苦痛だけを与える。威力はもう充分体感しただろう？　これ以上、後輩を苦しめるのは、正直、忍びない。だから宵待くん、観かん念ねんして──」


「どうしてこんな……！　会長のこと、わたしは尊敬してたのに！」


　なだめるような祓ふつ魔ま師しの声を、芽亜の叫びが遮さえぎった。それを聞いた鈴女は、無言で首を左右に振った。魔物退治の時の髪型なのだろう、ポニーにまとめられた長い髪が、首の動きに合わせて左右に振れる。服も戦せん闘とう用ようのものなのか、見み慣なれた制服とは異なり、露ろ出しゆつ度どの高いコスチュームだ。あの衣い装しよう、巧たく馬まが見たら大喜びだろうな。そんなことを心の隅すみで思いながら、芽め亜あは鈴すず女めを睨にらみ付け、叫ぶ。


「わたしが魔ま物ものであることが、そんなにいけないことなんですか？　わたしは何もしてません！　誰だれも傷付けてないし、殺してもいない！　ただ妄もう念ねんを吸って生きてるだけです！」


「知っているさ。そして、私は、魔物だからと言って見境なく狩るようなことはしない」


「だったらどうして！」


「君の持つ鍵かぎが問題なのだよ」


　今度は鈴女が芽亜に割り込む番だった。冷たい双そう眸ぼうで見み据すえられ、思わずびくりと震ふるえる芽亜。土にまみれて汚れきった後こう輩はいの、その胸元で揺れる銀ぎん色いろのペンダントを──鍵をかたどったそれを、鈴女はまっすぐ指さした。


「リヴァイアサンの鍵。地じ獄ごくの入り口でもある魔ま獣じゆうの名を冠した呪じゆ具ぐ、世界を繫つなぐ扉とびらを開くための悪魔の道具。それを使わせるわけにはいかないんだ、絶対に。異なる世界を繫ぐことの危険性を、私は知っているからね」


「危険性……？　いったい、なんの話を」


「──千九百八年、ツングースカの平原で大だい爆ばく発はつが起こった」


　ふいに、鈴女の口く調ちようが変わった。わけがわからず目を丸くする芽亜の眼前で、異様な戦せん闘とう装しよう束ぞくを纏まとった陰おん陽みよう師じは「地形を大きく変えるほどのね」と先を続ける。


「千九百四十三年には、フィラデルフィア沖で米べい軍ぐんの艦かん隊たいが丸ごと消えた。どちらも、君たち魔物が異世界への扉を開いた後のちに生じた現象だ。別の世界を強引に繫げば、ある時は溢あふれたエネルギーが大だい爆ばく発はつを呼び、ある時は時空間がねじ曲げられる。これらが意図した結果なのか、不幸な事故なのかは、今となっては確たしかめる術すべもないがね」


「噓うそですっ！　母からもジェイムズからも、そんな話は聞いてない！」


「確かく証しようはあるのか？　鍵を使ったことがあるとでも？　ないだろう！」


　食い下がる芽亜を、鈴女が冷たく一いつ喝かつする。びくんと震えて口ごもった夢魔を、右手に戦闘用の式しき神がみを乗せた陰陽師は、冷え切った視し線せんで見下ろした。


「わかったかな。大だい惨さん事じが起きる可能性があるだけで、止める理由は充分なんだ」


「そんな──でも！　もし、もしも会長の言うことが本当だとしても──だったら、そう！　人のいない山奥にでも行って、それから《あちら》への扉を開けば……！」


「その提案は受け入れられないな。臨りん界かいに達しつつある世界間相互通路開放機マルチバースオープナーは、ほんの少しのきっかけを与えるだけで魔力を解放する、危険すぎる存在だ。猶ゆう予よは与えられない」


　芽亜の言葉を一いつ蹴しゆうし、鈴女は哀かなしげに首を振った。夜の闇やみを溶かしたような長い髪が軽かろやかに揺れ、形良く整ととのった小さな唇が声を発する。


「さあ。これが最後の質問だ。鍵を渡したまえ。素直に応じてくれるなら、これ以上手荒な真ま似ねはしないさ。私とて、君を手に掛けたくはないのだから──」


「──断ります」


　鈴すず女めの要求を、芽め亜あの凜りんとした声が断ち切った。整ととのった眉まゆを小さくしかめる鈴女をまっすぐ見つめ、芽亜は「断ります」と繰くり返す。一昨日おとといから巧たく馬まの妄もう想そうを補充していないため、小さな体に蓄たくわえられた魔ま力りよくはほぼ底を突きかけているし、相手は世界八位のランカーだ。勝ち目はほとんどゼロだったが──それでも芽亜は、鈴女の要求に応じることはできなかった。


　芽亜にとって、鍵かぎを渡すという行為は、こちらの世界に残り続けることを意味する。それは即すなわち、ハンターを恐れながらの生活がこれからも続くということであり、そして同時に──。


（──巧馬に、迷めい惑わくを掛け続けること。それでいいの？）


　心の中で静かな声が反はん響きようする。いいはずがない。だったらどうする？　勝てなくてもいい、どうにかしてここから逃げる。そして、人ひと気けのないところで鍵を使って《あちら》へ行く。それしかない。大丈夫、できる。誰だれも巻き込まないように、ずっと一ひと人りでやってきたんだから──こんなところで終わってたまるか！　そうでしょう宵よい待まち芽亜！　自分を必死に励ます芽亜だったが、その姿を前に、鈴女は無念そうに目を逸そらしてつぶやいた。


「鍵を渡すつもりはない、か。それが君の選せん択たくならば、残念だと言わざるを得ないが……。やるからには、全力で相手をするよ」


「覚悟の上です。ただ、一つ確かく認にんしておきたいのですが、会長は悪魔と契約した人間のことを」


「契約者の運命については、一通り知っている。……恨うらんでくれて構わない」


　感情を押し殺したような冷たい声とともに、鈴女はふいに芽亜に右手を突きつけた。瞬しゆん間かん、その手の甲にしがみついていた蜂はち型の式しき神がみの針が、レーザーのような鋭するどい光を放ち、芽亜の足を打ち抜いた。


「あっ！」


　不意打ちのような一いち撃げきに、小さな体が崩れ落ちる。今までの攻撃が遊びだったとしか思えない激はげしい苦痛が全身を走り、起き上がることもできなかった。どうにか上げた視し線せんの先では、蜂の針の先に黄き色いろい光が充じゆう塡てんされていた。更に強力なものが来るという確かく信しんと、それを避けることさえできない惨みじめな自分の有様に、恐怖と悔かい恨こんが胸の奥からせり上がってくる。


「どうして……どうして、こんなところで……！」


「覚悟は立派だったが、力が及ばなかったな。だが、安心したまえ。威力を全開にした雌し黄おうの光は、認知の上限を超えた苦痛を与える。一瞬で意い識しきは飛び──何も感じることはない」


　無む慈じ悲ひな声が静かに響ひびき、針の先の照準が芽亜の額ひたいに狙ねらいを付ける。そして、鈴女が「終わりだ」と言い放ち、黄色い光が放たれようとした、その瞬間。


　ふいに、グラウンドの照明が落ちた。


「え。まっくら？」


「なに！　まさか、そんな──」


「今だ、芽め亜あ！　闇やみに同化して逃げろ！」


「そ、その声……！　まさか、た──」


「何してる、呆ほうけてる場合か！　ほら起きろ！　グラウンドの照明は、一回消えたら十分は使えない！　その間に、できるだけ遠くへ逃げるんだ！　早く！」


　いきなり訪れた暗闇の中、二ふた人りの少女の戸と惑まどう声と、そして賑にぎやかな少年の声が響ひびく。はい、と芽亜が慌あわてて応じるのと同時に、鈴すず女めが叫んだ。


「逃がすものか！　灯ともせっ、『朽くち葉ば』！」


　凜りんとした声とともに、中ちゆう空くうで何かが輝かがやいた。鈴女の放ったバスケットボール大のホタル型式しき神がみ『朽葉』の放つ光が、グラウンドを照らし出していく。そしてゼロコンマ数秒の後のち、完全に明るさを取り戻したグラウンドの中央では──、


「さ、さすが鈴女さん……。照明落としたら楽勝で逃げられると思ってたのに！」


「優すぐれた祓ふつ魔ま師しは、二手三手先を読んでおくものさ。さて、君の次の手は？」


「……あいにく、今のでネタ切れです」


　──土まみれの芽亜を抱きかかえた制服姿の少年が、鈴女と相あい対たいしていたのだった。言葉が出ないのか、呆ける芽亜を見下ろし、少年は──つまり俺、下野巧馬は、「ごめんな」と謝あやまった。


「ほんと遅くなってごめん！　つーかジェイムズは？　また逃げたのか？」


「え？　あ、はい……。罠わなかもしれませんよとか言いながら、待ち合わせ場所のグラウンドまでは付いてきてくれたんですけど。相手が一ひと桁けた台のランカーだと知ると、『手袋が汚れてしまいます』とか言って、すぐに」


「あー、やっぱりか。相変わらずすぎる」


「照明を操そう作さされるとはね。さすがは生徒会雑務係、といったところかな、下しも野つけくん？」


　賞しよう賛さんしたような声が、俺おれの溜ため息いきに割り込んできた。とどめの一いち撃げきを邪じや魔まされたにもかかわらず、その声には怒りはほとんど感じられない。さすがは生徒会長だな。妙なところで感心しつつ、俺は芽亜を支えながらうなずいた。


「雑用で走り回ったおかげで、校内の施設や設備の使い方はほとんど頭に入ってますから。非常操そう作さ用のリモコンの置き場所から、用務員さんがこっそり作った合あい鍵かぎのありかまで！　……それはそうと、ずいぶんイメージ変わりましたね。いつも長なが袖そでだったのに」


「長袖？　……ああ、この姿のことか」


　俺の言葉の意味に気づいたのか、鈴女さんが寂さびしげに苦笑する。細い腕で自分の体を隠すように抱きかかえると、世界ランキング八位の祓魔師は俺から視し線せんを逸そらして言った。


「いつか、肌が弱いと言ったのは、あれは噓うそだ。見ての通り、私の体には、式神を封じた封印紋が幾つも刻まれていてね。……この醜みにくい姿を、君には見られたくなかった」


「醜みにくい？　いや、めちゃくちゃ綺き麗れいじゃないですか！　やっぱ鈴女さんは最高だ！」


「ああ、そうだろう。好きなだけ嘲あざけるが良い──何？」


　きょとんと目を丸くする鈴すず女めさん。ああ、驚おどろく顔もまたキュートだ！　感動に胸を震ふるわせながら、俺おれは祓ふつ魔ま師しモードの会長から目を離はなすことができなかった。鈴女さんの戦せん闘とう装しよう束ぞくは「超ミニのチャイナドレスをあちこち切ってみました」と言うか、あるいは「シルク製の帯で体をぐるぐる巻いてみましたけど生き地じが足りませんでした」なのか、うまく表現できないが、とにかくすさまじい露ろ出しゆつ度どなのだ。陰おん陽みよう師じと言うからには百人一首みたいなぞろっとした着物なのかと思いきや、嬉うれしすぎる誤算である。


　あれほど憧あこがれていた肩が、二の腕が、胸元が、胸の谷間が、太ももが、お腹なかが、それら全すべてが、今、俺の目の前で、煌こう々こうと輝かがやく光に照らし出されている。その事実だけで、俺はもう死にそうになっていた。確たしかに、本人の言うように、星形の文様があちこちに刻まれてはいたが、それがどうした！　鈴女さんのプロポーションは奮ふるいつきたくなるほど最高じゃないか！　というわけでハアハア息を荒げていると、腕の中で芽め亜あが申もうし訳わけなさそうにつぶやいた。


「……すみません会長。巧たく馬ま、こういう人ですから」


「ああ。そう言えばそうだった。──実にぶれないな、下しも野つけくんは」


「いえいえどういたしまして。つーか芽亜『こういう人』ってなんだよ」


「そのまんまの意味です！　すぐにそうやってデレデレと……！」


「助けに来たのにそんな言い方しなくていいだろ！」
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　抱えられたまま怒る芽め亜あに、慌あわてて反はん論ろんする俺おれ。その緊きん張ちよう感かんのないやりとりを、鈴すず女めさんは黙だまって見守っていたが、ややあって、やれやれと肩をすくめた。


「しかし、君も物好きだね、下しも野つけくん。どんな手を使って抜け出してきたのかは知らないが、その足で宵よい待まちくんを助けに来るとは。おとなしく逃げていたら良かったものを」


「お言葉ですが、人生に『たら』はないんです。たとえ北ほつ海かい道どうに行ってもね！」


「……北海道？　えと……つまんないです、巧たく馬ま」


「全くだ。何を言ってるんだ君は」


　いつだったかサニーの祖じ父いさんから聞かされた言葉を力強く宣言すれば、グラウンドが妙な空気になってしまった。やっぱやめときゃよかったか。今さら激はげしく後こう悔かいしていると、同情してくれたのか、芽亜が「割とおもしろかったかも、です」とつぶやいた。いいやつだ。


「芽亜、お前ほんといいやつだな！　来て良かった……来て良かったよ！」


「ちょ、わっ、抱だき締しめないでください！　離はなして！　はーなーせー！」


　感かん極きわまって抱きついたら、芽亜はもがもがと暴あばれ出した。仕方ないので腕を緩ゆるめると、愛すべき相あい棒ぼうは顔を赤らめながら襟えりを直して、そして「と言うか」と俺を見上げた。


「ほんとにどうやって逃げてきたんです……？」


「うん。それは私も興きよう味みがあるな」


「あ、知りたいですか？　鈴女さんが聞きたいなら喜んで話しま──いてっ！」


　反射的にうなずけば、芽亜に「でれでれしない！」とつねられた。ごめんなさいと謝あやまりつつ、俺はおずおず説明を始めた。
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「もしもーし？　おーい、そこの人！　あ、人じゃなくて監かん視し用ようの式しき神がみだったっけ？　式神さーん、聞こえてますかー？　この糸……っつーかこれはもう紐ひもだよな、紐。これ、ほどいて欲しいんですけど！　いや、逃げるつもりなんてないですよ？　ただ、ちょっときついなーって。ううっ、このままでは首が絞まって死んでしまう！　……いや、胴体しか縛しばられてないのにそれはさすがに無理があるか。つーか、俺の話聞いてます？　聞いてないよね？　それ以前に対話機き能のうがないんじゃないかなあ、こいつ……。聞こえてるなら返事してくださーい！」


　部室棟の地下、誰だれも知らない秘密の部へ屋やに、俺の空むなしい叫びが響ひびき渡った。部屋の広さは教室ほど。本来は、魔ま物ものを捕らえておくための地下牢ろうだそうだ。


「なんでそんなものが学校の地下にあるんだかなあ。建てたのは鈴女さんちのご先祖らしいから、その頃ころから祓ふつ魔ま師し用にいろいろ仕込んでたってことなのか？　そこの式神さーん、知ってたら教えてくださいなー。もしもーし！」


　これだけ話しかけているというのに、俺の見張り用として鈴女さんが置いていったオレンジ色の式しき神がみは、相変わらず微動だにしていなかった。蟻ありを人間サイズに拡大して無む理り矢や理り二足歩行させたようなデザインだけに、知能レベルも昆虫並なのだろうか。触しよつ覚かくを折ってやれば少しは反応するかもだが、蜘く蛛も型式神の糸でミイラ一歩手前までぐるぐる巻きにされた状態で床ゆかに転がされているので、その夢は叶かなわないのであった。おのれ。


「にしても、トンボもそうだけど、鈴すず女めさんの式神って、どれも虫タイプなのか？　あんなの何匹も飼ってるんなら、そりゃあ生物部のムカデなんか怖くもなんともないよなあ……。つーか、せっかく美人なんだから、もっとこう優ゆう雅がなデザインのを召しよう還かんすりゃいいのに──あ、いやいや、あなたがかっこわるいと言ったわけじゃないですよ、蟻さん！　蟻なのにオレンジ色ってのが素す敵てき！　……とか機き嫌げんを取っても、やっぱり反応はないんですよね、はい」


　げんなりと肩を落として溜ため息いきを吐つく。こうしている間にも、芽め亜あが鈴女さんに追い詰められているかと思うと、悠ゆう長ちように空むなしい漫まん談だんを続けているわけにもいかない。でも、だったら、どうすればいい？　まあ、鈴女さんが言ったように、ここでおとなしく事が済むのを待つという選せん択たく肢しも、一応、あることはある。あるのだけれど。


「芽亜を見殺しにするってのは、さすがにな……」


　素直な気持ちが口から漏れた。憧あこがれの会長の命令とは言え、こればっかりは従えない。いくら子供っぽい体型でおっぱいも小さくて好みのタイプとは正反対で、なおかつぶっきらぼうで愛あい想そがなくて別れ方があっさりすぎたとは言え、芽亜だって立派な女の子であり、女性である。しかも健けな気げだし責任感強いし真面目まじめだし、それに……。


「かわいいしな。たまにだけど」


　サニーの見立てたドレスを纏まとい、恥ずかしげに頰ほおを染めた姿が、自然と脳のう裏りに甦よみがえってくる。うん、あの時の芽亜はかわいかった。で、そんな相あい棒ぼうの危き機きを見過ごせるかと聞かれたら、それはやっぱりノーなのである。他ほかの選択肢は選べない──と言うより、そもそも存在しないのだ。


「……なるほどな。人生に『たら』はないってのは、こういうことか」


　いつか聞いた言葉に今さら納得しながら、俺おれはどうにか体を起こした。縛しばられてはいるものの、どこかに固定されているわけではない。頑がん張ばれば飛とび跳はねることくらいはできるのだ。


「よし、もういっちょ体当たりしてみるか！　さっきは駄だ目めだったけど、何度も繰くり返せば」


「許容限度以上ノ反意ヲ確かく認にん。行動ぱたーん三十八、『鎮ちん圧あつ』ふぇいずニ移行シマス」


「もしかして……って、え。お前、喋しやべれるの？　つーか鎮圧っておい！　ごめんうそ！」


　さっきまで黙だまり込んでいた蟻怪人が、ふいにこちらへ振り向いた。意思を感じさせない複眼が俺を見み据すえ、トゲトゲした手が伸びてくる。あー、余計なこと考えるんじゃなかったか！　許してくれ芽亜、俺はどうやら駄目そうだ──と、そう腹をくくった、その時だった。


　──ギイイイイイイインン！


　弦楽器特有のノリのいいメロディが、武ぶ骨こつな地下牢ろうに響ひびき渡った。


「え？」


　思わず目を丸くした俺おれの眼前で、蟻あり怪人がぶるぶると震ふるえ、そして弾はじけて吹き飛んだ。ついでに体を縛しばっていた糸までもが、塵ちりのように崩れていく。えーと。助かった……のか？　あまりに唐とう突とつに危き機きを脱してしまい、俺は呆ほうけるしかなかった。と、扉とびらが派は手でに開き、見み慣なれた顔が飛び込んできた。


「お待たせ巧たく馬まっ！　サニー・ハルシオンとほか一名！　遅ればせながらただ今参上！」


「……サニー！　絶妙なタイミングで来やがって──！　ああもう！　愛してる！」


「ありがとね。でも、そのお礼は、メールでこの場所を教えてくれた巧馬の相あい棒ぼうに言ってあげたほうがいいと思うよ？　めちゃくちゃ追い詰められてるっぽいのに、『助けて』じゃなくて、『巧馬を逃がしてあげて』って送ってくるんだもん」


「え。ほんとに？　あいつ、一体何を考えてんだ……！」


「怒らない怒らない。そこが芽め亜あのいいところなんだから。さすがあたしの友達──いや、親友だね！」


　ギターを構えたオレンジの髪の祓ふつ魔ま師しが、微笑ほほえみながら肩をすくめる。相変わらず立派なおっぱいだなあ。余計なことを考えつつ、俺はサニーへ向き直った。


「とにかく、来てくれてありがとな、サニー！　このお礼はいつか必ず！」


「話はあと、それより芽亜を助けに行くよ！　どこで戦ってるか知ってるよね？」


「ああ。鈴すず女めさん、確たしか第四グラウンドに呼び出してるって言ってたからな」


「オッケー！」


　捕まる前に聞かされた言葉を回想して告げれば、サニーは「よし！」と拳こぶしを握った。同業者でしかも上級の相手と戦うことに、全く疑問はないらしい。頼れるポーズにひとしきり見み惚とれると、俺はサニーの後ろでギターケースを抱えていたセーラー服の少年へと視し線せんを向けた。


「……で、ほか一名こと楠くすのき持じ郎ろうくん？　なぜお前がここに来ている」


「なぜって。知り合いの女の子が危ない目に遭あってるって聞かされたんだよ？　僕にできることがあるなら、手を貸すのは当然さ」


「いいやつだなお前……！　って、気持ちは嬉うれしいけど、単なる一般人が来てもだな」


「単なる一般人じゃないんだよね。僕も一応は祓魔師だからさ、少しは力になれるよ」


「だから、いくら祓魔師でも──はい？　お前が？　祓魔師？」


「うん。正せい確かくには《呪じゆ禁ごん士し》って言うんだけどさ」


　にこやかに応じながら、女じよ装そう癖へきのある友人は無む造ぞう作さに緑のカードを取り出した。刻まれているのは、ＥＸＩＴの四文字と、そして四から始まる五桁けたの数字。見み慣なれたデザインのそれを前に、俺が言葉を失ったのは言うまでもない。鈴女さんに続きお前もか友よ。意外と多いな、祓魔師！　絶句する俺を前にして、入学以来の友人は肩をすくめて苦笑した。


「僕、服の趣しゆ味みがちょっと変わってるだろ？　そのせいで、小学校の頃ころ、いじめられてたんだよね。割と陰湿な感じに。で、その時通ってた塾じゆくの先生が、引退した祓ふつ魔ま師しでさ。俺の悩みを聞いて、術を教えてくれたんだ。『人に使う術じゃないけど、反抗できる力があるだけで人は強くなれるから。使うかどうかはあなた次第よ』ってね。それがきっかけで、僕は立ち直れたんだ。結局、いじめてた連中に術を掛けることはなかったけどね。……どう、納得した？」


「は、はあ、一応。……しかし持じ郎ろう、お前、意外と重たい過去があるのな」


「普通じゃないと、いろいろあるさ。でね、先週、巧たく馬まの部へ屋やでサニーがライセンス落とした時、たまたま居合わせて、それでお互いに祓魔師なんだって知って仲良く──って、のんびり話してる場合じゃないか」


　俺おれとの会話をいきなり打ち切り、持郎が俺の背後に目を向けた。それに釣られて振り返れば、サニーのギターで消し飛ばされたはずの蟻あり人間が、尖とがった爪つめと牙きばをガチガチと──。


「復活してる？　しかも現在進行形で数が増えてるぞ！　三匹、五匹、十匹……！」


「へえ。自じ律りつ行動できて、しかも自己増ぞう殖しよく機き能のう付きの使し役えき神しんなんて初めて見たよ。何種類も使えるだけでもすごいってのに、さすがは星御門スターゲイトの式しき神がみだね」


「スターゲイト……？　サニー、鈴すず女めさんの一家ってそんなに有名なのか？」


「まあね。陰おん陽みよう道どうはそもそもいろんな系統の術を混合した上でアレンジして生まれた流派なんだけど、その中でも星ほし御み門かどは有名だよ。東西のいろんな術を分析して取り込み、リアルタイムで術の改善を続けてる、ってね。最初に苗みよう字じを聞いた時は、日本ではありふれた名前なのかなと思って聞き流してたんだけど」


「そうでもねえよ！　しかし、どうすんだ、こいつら」


　ギターを構えたサニーの言葉に呆あきれた声を返しながら、俺は周囲を見回した。分裂を続ける蟻軍団は、がらんとしていた地下牢ろうを埋め尽くす勢いで増えている。この数で一気に飛びかかってこられたら、取り押さえられるのは確かく実じつだ。俺は思わず青ざめたが、芽め亜あの親友でもある家出娘は、不敵に笑ってピックを構えた。


「かっこよく芽亜を助けてやろうと思ってたけど、仕方ないか。行きなよ、巧馬。ここはあたしたちが引き受けた！」


「え？　引き受けるって、そんなあっさりと──」


「どうしたの？　まさかこのまま逃げるとか言わないよね」


「それはないけど……でもサニー、この数が相手じゃさすがに分ぶが悪いんじゃないか？　お前のギター、相手を吹っ飛ばすまで、ちょっと時間が掛かるだろ？」


「大丈夫。──召還サモン！　《妖精後衛楽団バツクバンド・フエアリーズ》！　そんでもって、呪じゆ禁ごん士しさん、サポートよろしく！」


「オッケー！　実戦は初めてだけど、どうか上う手まく行きますように！」


　サニーの周囲を取り囲むように、楽器を手にした妖よう精せいたちが実体化する。同時に、持郎は深く息を吸うと、指をややこしい形に組み合わせると、呪文を唱となえ始めた。


「──阿あ明めい、祝しゆく良りよう、巨きよ乗じよう、禺ぐ強きよう、四海の大たい神じんの名の下に、難なんを退しりぞけ凶災を蕩はらえっ！　アンタリオン、ソクメツサク、ビラリヤビラリ、ソクメツメイ、ザンザンキメイ、ザンキセイ──」


　終わる気け配はいのない長ったらしい呪じゆ文もんを、延々唱となえ続ける持じ郎ろう。と、今にも俺おれたちに躍おどりかかろうとしていた蟻あり軍団は、電気を流されたように硬直し、そのまま動かなくなってしまった。


「なんだこりゃ。金かな縛しばり……？」


「ターゲットの動きを封じる呪じゆ禁ごんの術さ。僕が使える唯一の技わざだよ。印いんを結んでないと効力がないし、ダメージも与えられないから、ランキングは低いんだけどね。でも、今は」


「そう！　あたしがいるってわけだ！　聴きいてね、新曲！　──『妖精王オベロンの凱がい旋せん』っ！」


　ふいに弦が激はげしく唸うなりを上げた。妖よう精せいバックバンドが派は手でに楽器を奏かなで始め、明るい歌声が地下牢ろうに響ひびく。身動きできない蟻たちは、ぶるぶると体を震ふるわせ、そして次から次へとはじけ飛んで消えていった。すげえ、と息を呑のむしかない俺に、サニーは笑って振り向いた。


「ね？　大丈夫だったでしょ？　こいつら、いくらでも増えるみたいだけど、あたしたちが食い止めるからさ、巧たく馬まはあの意地っ張りで真面目まじめな悪あく魔まをよろしく！」


「ああ！　……と言いたいとこだけど、正直、一ひと桁けたランカー相手に俺が一ひと人りで行ってもなあ……。大して役に立たないような気が」


「あのさ。契約者って、契約した悪魔がやられると一いつ緒しよに死んじゃうって知ってた？」


　ついネガティブになってしまった俺の言葉に、サニーの明るい声が割り込んできた。え？　いきなり何を？　と言うか、そんな話は初耳だぞ。思わず目を見開いた俺の前で、サニーは「やっぱり知らなかったんだ」と肩をすくめると、ギターを弾きながら先を続けた。


「今言ったのは、事実だよ。本来はさ、悪魔が契約者に自分を守らせるためのルールなんだろうけど、芽め亜あにとってはそうじゃなかったんだろうね。だってさ、芽亜は──」


「そうか！　他人に迷めい惑わく掛けたくないからって、友達を作らないようなやつだから……！　まさか、俺に変な気を遣つかわれるのが嫌いやで、それで隠してたのか？」


「正解！　巧馬、芽亜のさよならが素っ気なかったのは、大事に思われてなかったからだって、そう考えてたでしょ？　それ、きっと全然違うよ。たぶん逆。妄もう想そうの質を保てってうるさく言ってたのもさ、一桁ランカーに目を付けられたって聞いたらすぐに《あちら》に行くことを決めちゃったのも、全部──」


「──俺を巻き込みたくなかったから……？」


　自然と声が震えていた。同時に、今まで思い込んでいたあれこれが、頭の中でぐるんとひっくり返っていく。サニーの言ってることが本当なのだとしたら──いや、間違いなく本当なんだろうけども──厳きびしいだの素っ気ないだの愚ぐ痴ちっていた俺は、どこまで馬ば鹿かだったんだ。ずっとずっと、思っていた以上に俺は守られていたってのに！　爪つめが食い込むほど拳こぶしを握りしめていると、芽亜の友人でもあるギタリスト少女は、ニッと笑ってこう言った。


「ほら、行ってあげてよ。巧馬は芽亜の相あい棒ぼうでしょ？」


「──ああ！　サニーの親友、絶対助けて帰ってくるからな！」


　一いつ瞬しゆん前の弱気な態度を振り払い、俺おれはきっぱり首を縦たてに振った。芽め亜あがやられたら俺も死ぬ以上、ここで尻しり込ごみしている意味はない。それより何より、俺はあの少女を全力で支えるって決めたはずだろ、下しも野つけ巧たく馬ま！　吹き飛んだ蟻ありたちは残ざん骸がいから再生を始めていたが、今なら出口まで一いつ直ちよく線せんだ。息を深く吸うと、俺は地下牢ろうの床ゆかを蹴けった。
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「──と、そんなわけで！　俺はサニーの歌に見送られ、地下牢を脱出したのでした！」


「なんでそんなに偉そうに。明らかにサニーと楠くすのき先せん輩ぱいのおかげじゃないですか」


「全くだ。今のを聞く限り、下野くんは特に何もしていないだろう」


　説明を終えて胸を張った俺に、芽亜と鈴すず女めさんからステレオで非ひ難なんが飛んできた。え、そういう反応なんですか？　せめてもうちょっとこう誉ほめるとか驚おどろくとかしてもいいのでは？　そんな思いを籠こめて、俺は二ふた人りを見回した。と言うか主に鈴女さんを見た。いやまあさっきからずっと見てるんですけども。


「あれ、もうほとんど水着だよなあ……。生きてて良かったな、芽亜！」


「殺されそうな状況でそういうこと言わない！　それに、いつまで会長見てるんですか？　ああもう、どうしてこんな性格なんだか……！」


「どうしてって、そりゃあ四月三十日──っと、なんでもない」


　呆あきれる芽亜に相あい槌づちを打とうとして、俺は慌あわてて口を押さえた。俺を女性の美しさに開眼させた四月三十日の女神のことは、誰だれにも言ってはいけないのである。気を付けろ下野巧馬、と自戒していると、芽亜は土にまみれた顔を俺へと向けた。


　よく見れば、汚れているのは顔だけではない。セミロングのさらさらした髪も、サニーが見立てたエプロンドレスも、すっかり砂すな埃ぼこりにまみれてしまっている。なんてひどいことを、と心を痛める俺を見み据すえ、芽亜は嚙かみつくように口を開いた。


「だいたいですね。どうして来たんですか」


「へっ？　どうしてって、走ってだけど。あ！　途中、ちょっと歩きました！　ごめん！　ほら、この学校、無む駄だに広いから……。それにしても、なんでその服なんだ？」


「方法じゃなくて理由を聞いたんです！　あと、勝手に話を変えないっ！　サニーから契約者のルールを聞いたらしいですが、会長は巧馬が来たからってどうにかなるような相手じゃないんですよ！　なんとかこの場を逃のがれて鍵かぎを使うつもりだったのに、巧馬が来ちゃったら、放って逃げるわけにもいかないじゃないですか！　そんなに無駄死にしたいんですか？　ばか！　巧馬のばか！」


　汚れた顔を真まっ赤かにして、俺を叱しかりつける芽亜。ついいつものノリで頭を下げそうになったが、こっちに謝あやまる理由はない。というわけで俺は慌てて反はん論ろんを開始した。


「ば──ばかってことはないだろう！　明らかにトドメ刺される直前だった芽め亜あに言われたくないぞ！　何が『なんとか逃のがれて』だ！　そんなの、どう考えても無理だっただろ！」


「今から逃げるところだったんです！」


「噓うそ吐つけ！　それに、もう一つ！　なんでサニーに助けを求めなかった！」


「相手は世界八位のランカーですよ？　そんな危険な戦いに、誰だれかを巻き込めるわけがないでしょう！　サニーだけじゃなくて、巧たく馬まにも、これ以上迷めい惑わくを掛けるわけには──」


　俺おれの胸ぐらにしがみつきながら、小さな相あい棒ぼうが声を嗄からして訴え続ける。その必死な姿を前に、俺は思わず言葉を失い──そして次の瞬しゆん間かん、「知るか！」と叫び返していた。


「俺は俺の勝手でここに来たんだ、どうこう言われてたまるもんか！　それに、契約者のルールをサニーが教えてくれたって言ったよな？　今まで守られてたって知ったんだ、ほっとけるわけないだろう！　まあ、だからとにかく要するに、無む駄だでもなんでも俺は芽亜のことを守りたくて仕方なくて──ああもうっ！　何か、来たらそんなにまずかったのか！」


「え。それは──」


　なんで助けに来た相手と口こう論ろんしなくちゃいけないんだか。予想外の展開に困こん惑わくしつつ、逆ギレ気味に反論すれば、芽亜は目を見開いて絶句した。そして一瞬の沈ちん黙もくの後のち、健けな気げで凜り々りしい小さな相棒は、恥ずかしげに目を逸そらし、消え入りそうな声を発した。


「そ、そんなはず……ない、です。──ありがとう、巧馬」


　──ありがとう。


　極小ボリュームだったけど、その言葉ははっきり耳に届いた。同時に、俺の制服の袖そで口ぐちを小さな手がぎゅっと摑つかみ、ぐすっ、としゃくりあげる声が聞こえてくる。ふいに、どくん、と鼓こ動どうが高鳴った。やばいなんだこれ。何も言えずに立ち尽くす俺の袖を握ったまま、芽亜は、照れくさそうに「それと」と続ける。


「……どうしてこの服なんだって、聞きましたよね？　答は簡かん単たん。会長から、巧馬の呼び出しって聞かされたからです。……結局、罠わな、だったんですけど」


「はい？　え、ええと──理由が良くわかんないんだけど」


「だから──《あちら》に行く前に最後に会えるなら、この服でって思ってたんです」


「え？　どういう意味だ……？」


「だ、だって……」


　土に汚れていてもなお白く綺き麗れいな肌が赤く染まり、視し線せんが恥ずかしげにするりと逃げていく。どくんどくんと自分の心しん臓ぞうの音が妙にうるさく響ひびく中、芽亜は微かすかな声で先を続けた。


「……だって……これ、巧馬が、かっ……かわいいって言ってくれた服、でしたから……」


　そこが我が慢まんの限界だった。


「め──芽亜あーっ！」


「え？　きゃああっ！」


　溢あふれかえった衝しよう動どうに衝つき動かされ、俺おれは目の前の小さな少女を力任せに抱き寄せていた。かわいい、素す敵てきだ、守りたい。そんな気持ちがどんどんこみ上げてきて止まらない。さらさらの髪、白い肌、意志の強そうな紫むらさきの瞳ひとみ！　それら全すべてがどうしようもなく素す晴ばらしく思えて、俺は腕を緩ゆるめることができなかった。いや、それだけじゃない。更には──。


「ああ！　申もうし訳わけ程度に膨ふくらんだなだらかな胸も、『太もも』って名前が詐さ欺ぎじゃないかと思えるほど細い脚あしも、腕の中に収まるほどの、かあっと熱あつい小さな体も──今の俺には何もかもが愛いとおしい……だから守りたい！　好みのタイプじゃないとはわかっているのに！」


「こっ、心の底から大きなお世話です！　早く離はなしな──ぎゅっ！　い、今は仮にも会長との戦せん闘とう中なんですからね！　こういう振ふる舞まいは、その……ぎゅむっ！」


「……ほう。どうやら、宵よい待まちくんのほうは、私を覚えていてくれたようだな」


　もがもがと暴あばれる芽亜をひたすら抱だき締しめていると、寂さびしげな声が投げかけられた。それに釣られて視し線せんを向ければ、鈴すず女めさんがそれはもう空むなしい顔で佇たたずんでいた。戦闘意欲をなくしかけたのか、右手の甲に乗っかっていた蜂はち型の式しき神がみは既すでに消えてしまっている。それにしてもさすがは生徒会長、アンニュイな顔もまた美しいですね。


「いきなり二ふた人りの世界が始まったから、忘れられたのかと心配していたよ。ずいぶん調ちよう子しを狂わせてくれたが……下しも野つけくん？　結局のところ、君が来たところで、何がどうなると言うのかね。祓ふつ魔ま師したちとの戦いは観かん察さつしていたが、宵よい待まちくんが下野くんの妄もう念ねんを得たところで、私には勝てないよ。それとも下野くんには何か別の秘策でも？」


「え。そんなものは──いや、待てよ。ふふふふふ、俺にはまだ百八の切り札がですね」


「すぐバレる噓うそを吐つかないでください。見てるほうが恥ずかしいです！」


　全力で虚きよ勢せいを張った俺を、小さな腕が押しのける。俺のホールドを振りほどくのにかなり体力を使ったのだろう、はあはあと息を切らせる芽亜を前にして、鈴女さんはぷっと小さく噴ふき出したが、その顔にはすぐに冷れい徹てつな笑えみが戻ってしまった。


「……さて。君たちのコントをずっと見ていたい気もするが、私もそこまで暇ひまではない。要するに、君たちにはもう、打つ手はないのだね？　ならば──」


「コントって！　俺たちの関係性はもっと美しい何かです！　だよな芽亜！」


「同意を求めるんじゃありません！」


「──そろそろ、終わりにしよう」


　コントを繰くり広げる俺たちをばっさり無視し、鈴女さんは指を奇妙な形に組み合わせた。同時に、その右肩、左肩、そしてお腹なかに刻まれた星形の封印紋がぼんやり光を放ち始める。


「宇う内だい八はつ方ぽう五ご行ほう徴ちよう難なん、奇き一いつ太たい一いつ雲うん霞かを結ぶ！　顕けん現げんせよ、我わが式神──『浅あさ葱ぎ』、『常とき磐わ』、『唐棣はねず』！」


　グラウンドに響ひびき渡る召しよう還かんの呪じゆ文もん。鈴女さんの体の三箇所の封印が目ま映ばゆく輝かがやき、三つの影かげが踊おどり出して実体化した。青いクワガタ、緑のカマキリ、そんでもって朱しゆ色いろのムカデ。デザインだけ見ればそう大して強そうでもないが──虫が苦にが手てな芽め亜あはいきなり俺おれの後ろに回ったが──問題は、そこではないわけで。


「でけえ……！」


　思わず声が漏れていた。クワガタとカマキリはどちらも四メートル近かったし、ムカデの胴体の直径はどう見み積つもっても電柱サイズ。このタイミングで出してきたということは、おそらく純粋な戦せん闘とう用ようなのだろう。いろんな式しき神がみがいるもんである。


「てか、いったい何匹飼ってるんですか、鈴すず女めさん……？　えーと、トンボにクモに蟻ありに蜂はちにホタル、それにその三匹が出たから……八匹？」


「私の体には、常に十二柱の式神が重なり合って存在している」


　予想外に数が多かった。つまり、まだ半分くらいしか見せてないってことか？　驚おどろく俺と芽亜の前で、三体の巨大昆虫を従えた陰おん陽みよう師じは、剝むき出だしの肩をそっと撫なでた。


「本来、一つの器うつわには一つの式神しか収まらないのだが、無む理り矢や理り共存させているのだよ。結果、式神たちは相そう克こくし、自らの存在を保つため、強くなり続ける。いわば私は、蠱こ毒どくなのだ」


「だったら俺が暖めてあげますよ！」


「……巧たく馬ま。会長が言ってるのは、ひとりぼっちの孤独ではありません。おそらく、虫を閉じ込めて殺し合わせるという呪じゆ法ほう、『蠱毒』のことです」


　反射的に応じれば、後ろからぼそっと突っ込まれた。ああ、そういう言葉があるのか。勉強になるなあと感心していると、芽亜は大きな溜ため息いきを落としながらつぶやいた。


「守りたいって言い切ったくせに、すぐに会長にデレデレして……！　どうしてわたし……」


「ん。なんか言ったか？」


「何も言ってません！　それより前見てください前！　来ますよ！」


「え？　来るって──げっ！」


　芽亜に促うながされて振り返れば、カマキリが巨大な腕を振り上げていた。モデルとなった昆虫よりかなり凶きよう悪あくなデザインに改変された鎌かまが、上空のホタルの光を照り返してぎらりと輝かがやく。やばい、こんなもの振り下ろされたらお終しまいだ！


「芽亜、とにかく逃げろ！　こいつは俺がどうにかする！」


「下がってください巧馬！」


　二つの叫びが重なり合った。え、と黙だまり込んだ瞬しゆん間かん、意を決した芽亜が俺の前に走り出ていた。馬ば鹿か、やめろ！　そう叫ぶ間もなく、小さな夢む魔まは胸元に手をやると、鍵かぎをかたどったペンダントを引きちぎる。


「──ごめんなさい、母かあさん。ジェイムズ」


　微かすかに届く懺ざん悔げの声。次の瞬間、芽亜の手元で紫むらさき色いろの闇やみが弾はじけた。膨ぼう張ちようする力の波が、眼前まで迫っていたカマキリ型式神『常とき磐わ』を、その後ろに控えていた二体もろとも吹き飛ばす。どういうことだ？　芽め亜あのやつ、いったい何を？　球状に展開した紫の光の中、事態を把は握あくできずにうろたえる俺おれの耳に、まず飛び込んできたのは鈴すず女めさんの声だった。


「この魔ま力りよく……！　まさか、リヴァイアサンの鍵かぎを砕くだき、充じゆう塡てんされた魔力を解放したのか！　この奔流はさすがに辛つらいな、いったん離り脱だつするしかないか……！　『朽くち葉ば』、戻れ！」


　よく通った声に応じて、上空で光を放っていたホタルが消え去り、グラウンドを再び闇やみが包み込む。同時に、鈴女さんの手元に、見覚えのある白いトンボが現れた。


「飛ぶぞ、『白びやく緑ろく』！」


　それだけを言い残し、無数の式しき神がみを操あやつる美人祓ふつ魔ま師しは、カマキリ以下の三匹を残して姿を消してしまう。どうやら、俺を更衣室の上に飛ばしたあのテレポートを使ったらしかったが──あいにく、今はそっちに構っていられる状況ではないのであった！


「おい芽亜！　鈴女さんの言ってたのってほんとかよ！　鍵のパワーを使ったのか？　そんなことしたら、お前、《あっち》に──」


「人生に『たら』はないんですよね！　たとえ北ほつ海かい道どうに行ったって！」


　芽亜の凜りんとした声が、俺の問いかけをぶった切った。思わず押おし黙だまってしまった俺の見つめる先で、小さな相あい棒ぼうは、「そういうことです」と言い足した。


「だから力を貸してください、巧たく馬ま！　鍵にチャージしていた魔力を解放して式神を押し戻しましたが、こんなのはすぐに時間切れになります！　この魔力を取り込んで安定させるにも、わたしの力が足りません……！　ですから巧馬、今のうちに──」


　そこで一いつ瞬しゆん口ごもると、芽亜は俺に向き直った。心なしか赤くなった頰ほおを前にして、ふいにどくんと胸が高鳴る。ああ、やっぱり俺、この子を絶対に守りたい。今さらのように再さい確かく認にんした俺を、紫むらさきの瞳ひとみでキッと見み据すえると、小さな相棒は再び口を開いた。


「──今のうちに、正しい方法での契約を！　簡かん略りやく版ばんの契約しか済ませていないわたしでは、鍵かぎの魔力を制せい御ぎよできません！　以前契約した時に得た真理の中に、情報は含まれているはずです！　説明しなくても大丈夫ですね？」


「ああ。そのへんまでは契約書も読んだし……って、ちょっと待った！　正しい方法ってアレだろ？　確たしかに、得られる魔力はアップするらしいけど──いいのか？　俺で？」


　芽亜の言ってることはわかるんだけど、ほんとにあれをやるつもりか。思わず言葉を濁にごす俺だったが、そこに凜りんとした叫びが突き刺さった。


「ばかっ！　巧馬だから言ってるんです！　巻き込まれただけなのに、ぶつぶつ言いながら支えてくれて、励ましてくれて、気き遣づかってくれて……って、早くしてください！　わたしの気が変わらないうちに！」


「あ、ああ……わかった！　いいんだな、ほんとにいいんだな？」


「何度も言わせないでください──相棒！」


　真まっ赤かな顔で言い放たれたきっぱりとした宣言が、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな俺の胸へと突き刺さる。


　相棒。巻き込まれた被害者でも、守られるだけの惨みじめな存在でもなく、迷めい惑わくを掛けあえる、対等な仲間を指す言葉。その言葉が耳から脳へと届いた瞬しゆん間かん、俺おれは覚悟を決めていた。


　芽め亜あがそこまで腹をくくったなら、相あい棒ぼうとして付き合わないわけにはいかないな。嬉うれしさと感動に打うち震ふるえながら、ごくりと深く息を吸う。任せろ、相棒。なるべく不敵に告げると、俺は芽亜と向き合った。深い紫むらさき色いろの瞳ひとみがまっすぐ俺を見上げ、小さな口が言葉を紡つむぐ。


「……言っておきますけど。これはあくまで、あくまでも！　契約の儀ぎ式しきですからね！」


「わ、わかってるっての！　わざわざ言うなよ、こっちまで照れるだろ！」


　お互いに真まっ赤かな顔で言葉を交わしながら、二ふた人りの距きよ離りを更に縮ちぢめる。せーの、と呼吸を合わせると、俺たちは同時に口を開いた。


「「──我われ、汝なんじと契約す」」


　魔ま力りよくの奔ほん流りゆうのただ中で、二人の声が重なっていく。数センチの距離で見つめ合ったまま、俺たちは淡たん々たんと先を続けた。


「我は汝が従者にして」


「我は汝が従者となり」


「「相あい互たがいの真ま名なで呼び合い、支え合うものなり」」


「我は思念を汝に与えて血肉とし」


「我は汝に真理と力を与えて糧かてとするものなり」


「「汝と我の名の下に、ともに約やく定じようを謳うたい、誓うことを以もつて」」


「我！」


「汝と！」


「「契約す！」」


　声を揃そろえて言い終えると、俺は芽亜の肩へ手を回した。同時に、芽亜の小さな腕が、俺の首へおずおずと絡んでくる。


「わっ」


　緊きん張ちようしているのだろう、芽亜が小さく唸うなったが、あいにくそれはこっちも同じだった。なにしろ女の子と抱き合うだなんて、生まれてこの方初めてだったから。以前の契約の時のように、エロいことを考える余裕なんてなかったが、その代わり、芽亜を守りたいという思いは心の中で溢あふれかえっている。


『夢む魔まの力の源みなもとは、実は不ふ埒らちな妄もう念ねんに限らないのです。強い思いでありさえすれば、好きだ、守りたいといった、そんな純粋な思いであってもいいのですよ』


　ジェイムズがそんなことを言っていたっけ。あれを聞いた時は「純粋な思いって」と呆あきれてしまったけれど、まさか実行することになるとはなあ。そんなことを心の端で考えつつ──。


　──俺は、芽亜と、唇を重ねた。


　触れたかどうかさえわからないほどの、ほんの一瞬だけの、控えめでささやかなキス。


　それを終えた次の瞬しゆん間かん、俺おれたちを包み込んでいた魔ま力りよくが、芽め亜あの胸元へ集中した。同時に、俺の頭、いや、体中に滾たぎっていた熱あつい思いが、体力もろとも芽亜へと一気に流れ込む。


「きゃっ……！」


「うひゃあっ！」


　余よ韻いんも何もあったもんじゃなく、俺は思わず目を逸そらしていた。紫むらさきの闇やみが芽亜を中心に凝ぎよう縮しゆくされていき、激はげしく輝かがやいて止まらない。さらには、溢あふれた魔ま力りよくが迸ほとばしっているのか、すさまじい風圧が、体力を根こそぎ奪うばわれた俺の体に吹きつけられる。いつもの変身とは全く違う状況の中、俺は思わず問いかけていた。


「芽亜……？　ほんとに大丈夫なのか、おい！　返事しろ！　芽亜！」


「──大丈夫です、巧たく馬ま」


　落ち着いた声とともに、魔力の繭まゆが弾はじけ飛び──そして、夢む魔まとしてあるべき姿となった芽亜が現れた。リヴァイアサンの鍵かぎの魔力をフルに吸収し、更に正しい方法で契約しただけのことはあって、今までのしょぼい変身──というか着替え──とは桁けたの違う変わり具合だ。


「この姿になるのは二回目ですね……。あの時と違って、今は魔力が制せい御ぎよできていますから、一安心ですが」


　紫色の光を纏まといながら、懐なつかしむように微笑ほほえむ芽亜。


　その姿を目まの当あたりにした瞬間、俺は言葉を失っていた。


　なにしろ体型からして全然違うのだ。背はすらりと伸びていたし、スタイルも一気に良くなっている。身に纏っているのは、シンプルな黒のイブニングドレス。大きく開いた胸元と、スカートの深いスリットは、見る者の心を搔かき立てずにはいられない。長手袋に覆おおわれた細い両腕や、すらりと長い脚あしもまた、涙が出るほど素す晴ばらしかった。


　さらには、つんと尖とがった鼻と長いまつげの色っぽさはどうだ。ほっそりしたあごから首へと続くラインの艶つややかさも素晴らしい。細く引ひき締しまった腰はぞくりと背筋を震ふるわせたし、スリットから覗のぞく白い太ももは、見る度たびに心しん臓ぞうの鼓こ動どうを数十倍に跳はね上げる。そして、最も目を引くのは、大胆に開いた胸元から覗く、柔らかでたおやかで豊かな、二つの──。


「おっぱいだ……！」


　しみじみとした驚きよう嘆たんが自然と漏れて止まらなかった。そうだ、間違いない、これは確たしかにあの人だった。いや、芽亜なのは確かく実じつなんだけど、それでも六年間ずっと想おもい続けた俺の記き憶おくの中のあの人の姿と、寸分の狂いもないわけで──と、そこまで考えた時だ。


「あ。そうか。そういうことか！」


　──唐とう突とつに、全すべての符号が繫つながった。


『小学校の頃ころには隣となりのつぐみ市に住んでいましたから』


『母は立派な夢魔でしたので、自分の姿を自分で決め、そして維持することができたのです。夢魔として最適な、妄もう念ねんや欲望を搔き立てるのにふさわしい姿を』


『人の妄もう念ねんを搔かき立てるような姿を永遠に保ち、さらには魔ま力りよくを放って強制的に欲望を成長させて、吸収する。そうやって生きているのが、夢む魔まなんです』


『小学生の頃ころに、急に、夢魔の力が溢あふれて止まらなくなったことがあるんです』


　今まで聞いたあれこれが、頭の中でパズルのように組み上がり、一つの答を導みちびいていく。


　六年前に俺おれが見た、四月三十日の女神の正体。あの人に会ってから、俺がこんな性格になってしまった理由。全く好みのタイプじゃないはずなのに、妙に芽め亜あには惹ひかれたわけ。


　──そうか、そういうことだったのか！


　ずっと気づかないでいた自分の愚おろかさに呆あきれつつ、そして溢れかえる歓かん喜きに胸を震ふるわせながら、俺は目の前の相あい棒ぼうの手を取っていた。


「会いたかった……！　会いたかったです！　四月三十日の女神！」


「し、しがつさんじゅう……？　誰だれですか、それ！　芽亜ですよ、芽亜！　と言うか、なんで性格が元のままなんですか？　いつもだったらあの自称オリオンになるはずなのに」


「あのモードになるのは、欲望とか妄もう想そうを根こそぎ吸われた時だけだろ？　ずうっと憧あこがれてた人が目の前にいるのに、思いが尽きることなんかあるもんか！　ほら、覚えてないか？　六年前の夜の公園で、『私を見たことは、誰にも言わないで』って言っただろ！」


「六年前の夜の公園……？　誰にも話したことがなかったのに、どうしてそれを──ああっ！　じゃ、じゃあ、あの日、ワルプルギスの夜──四月の三十日の夜に、魔力が暴ぼう走そうしたわたしを見ていた、あの男の子は……？」
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　ようやく向こうも事情を理解したらしく、紫むらさきの瞳ひとみが丸くなる。ああ、目め線せんの高さがほぼ同じなのが新しん鮮せんだ！　感動のあまりに涙を流しながら、俺おれは首を縦たてに振った。


「そう！　俺だよ！　いやー、自分でもおかしいと思ってたんだ！　それまでは真面目まじめな少年だったのに、あの日を境に急に性格が変わって、おっぱいとか太ももとか言い出すようになったからな！　あれ、絶対、あの時に芽め亜あから溢あふれてた光を浴びたせいだぞ！」


「まさか……夢む魔まの魔力は──欲望を育てるから」


「そういうことだ！　暴ぼう走そうした夢魔の力を成長期にこってり浴びたんだ、そりゃこんな性格にもなるよ！　よくも、こんな性せい癖へきにしてくれやがって──」


「え。あ、そ、それじゃ、巧たく馬まの性格は、わたしのせいで……？　す、すみませんっ！」


「なんで謝あやまる？　ありがとう！　ずっと……ずっと前から！　愛してましたああああっ！」


　ほうぼうで言ってきたセリフを、力の限り叩たたきつける。なぜか涙が溢れて止まらない。ぐすぐすと感かん涙るいの呻うめきを漏らしながら、俺は長手袋に包まれた手をずっと握り続けていた。芽亜はと言えば、どう対応していいかわからなかったのか、困こん惑わくしたような笑えみを浮かべていたが、ややあって、キッと険けわしい目で周囲を見回し、口を開いた。


「──さて。いつまでも、感動の対面をしている場合じゃないようですね」


「え？　俺としてはこのままぎゅーっと抱きついて、胸に顔をうずめたいのに。駄だ目め？」


「駄目に決まっているでしょうっ！　ああ、その性格も自分に責任があると思うと怒れないのがもどかしい……！　とにかく、周りを見てください。それでも同じことが言えますか？」


「周り？　──ああ、納得」


　言われて初めて気が付く俺。さっき魔力の奔ほん流りゆうで吹っ飛ばしたカマキリ、クワガタ、ムカデの三大式しき神がみが、いつの間にか立ち直り、俺たちを取り囲んでいたのだ。鈴すず女めさんの姿が見えないのは救いと言えば救いだが、こいつら三匹だけでも厄やつ介かいなのには変わりない。


「どうする芽亜？　三対一だと分ぶが悪いし、ここはやっぱり逃げるしか」


「大丈夫、やれます。巧馬はわたしから離はなれないでください」


「へっ？　いや、言われなくても離れないけど、いつからそんな自信家に──うおっ！」


　芽亜の指先が俺の額ひたいを突いたと思ったら、いきなり体が軽くなり、ついでに形も変わり始めた。え、おい、なんだこりゃ？　そう問いかける間もなく、百七十はあった俺の体はぐんぐん縮ちぢみ、チェーンの付いた鍵かぎ型のペンダントへと姿を変える。わけもわからずうろたえる俺を、芽亜は無む造ぞう作さに首に掛けると、ペンダント──つまりは俺へと話しかけた。


「戦せん闘とう用ようの式神三体が相手では、いつものように巧馬を庇かばいながら戦うのは困こん難なんです。それに、胸元に鍵がないのもなんだか不安でしたので、一時的に、リヴァイアサンの鍵へ姿を変えました。すみませんが、戦いが終わるまではこのままでいてください。いいですね？」


「あ、ああ……。しかしお前、こんなことできたのか？」


「自身と同どう調ちようした人間の現実を一時的に改変する。夢む魔まの力の応用です。それに、今のわたしは、自分の中の魔力を制せい御ぎよするので精一杯ですから……。鍵かぎから解放された純粋な魔力を、巧たく馬まがいったん妄もう念ねんに変換してくれれば、ぐんと動きやすくなるんです。なので」


「要するに、ここで熱あつくなってろってことか。了解、相あい棒ぼう！」


　なんのことはない。芽め亜あが四月三十日の女神だったり俺おれがペンダントだったりするだけで、結局はいつものパターンじゃないか。守ると誓った小さな後こう輩はい、そしてずっと憧あこがれ続けていたあの人。そんな二ふた人りの──正せい確かくには一ひと人りなんだけど──役に立てるなら、なんでもやってやろうじゃないか。どこにもない胸を張ると、俺は「そうそう」と言い足した。


「あのさ、芽亜。できれば、チェーンをもうちょっと伸ばしてくれないか？」


「チェーンを？　できないことはないですが、でも、どうして……？」


「ほら、俺の意い識しきはこの鍵の部分にあるわけだろ？　もう少し下に行けば、憧れの『巨大なおっぱいに挟まれる』という夢が叶かなうんだけど」


「……はい？」


　ごりっ、と怒りにこめかみが歪ゆがむ音が聞こえた気がした。あ、すみません、今のなし！　慌あわてて取とり繕つくろう俺の叫びをきっぱり無視し、美しい夢魔は力強くグラウンドを蹴けった。


「行きますよ、まずはあのカマキリからです！　巧馬、武器のイメージを！」


「いめーじ？　いきなりそんなこと言われても」


　大きな鎌を振り上げて構えるカマキリ型式しき神がみを前に、俺は思わず首を傾かしげた。いや首なんかどこにもないんですけどね、と自分につっこんでいると、芽亜の急せかす声が続いた。


「相手の両手が鎌なんです、得え物ものがないと不利でしょう？　闇やみを固めて作りますから、何か使いやすいものを！　心が同どう調ちようしている今なら、想像するだけでわたしに思いが伝わります！」


「お、オッケー！　じゃあえーと──これでどうだ！」


「ありがとうございます……って。ちょっと。なんですか、これ」


　芽亜の右手を中心に闇が棒状に伸びて固まり、武ぶ骨こつな武器を作り出す。片方はすらりと尖った細い刃、もう一方はＹ字型に先が開いた重たい金きん属ぞく塊かい。うん、これは使い勝手が良さそうだ。自じ画が自じ賛さんしつつ、俺は「ドライバーとレンチ」と答えた。


「雑務係で使い慣なれてる道具を、そのまま武器にしてみました！　イメージしやすかったから……って、もしかして駄だ目め？」


「駄目じゃないけど不本意です！　夜の闇を纏まとって戦う夢魔の武器に、日にち曜よう大工セットはないでしょう！　せめて剣とか槍やりとか」


「えー。便利なのに。とか言ってる間にカマキリ来たぞ！　防げ！」


「え？　きゃああああああああっ！」





「ああもうっ！　いい加減にしてください！」


「やっちまえ芽め亜あ！　──全ぜん米べい震しん撼かん！　『機械仕掛けの永遠の快楽エレクトリツク・エターナル・エロス』！」


　芽亜の叫びとともに振り抜かれたドライバーが、迫るムカデを張り倒した。キエエエッ、と響ひびく断だん末まつ魔ま。巨大な牙きばを軋きしらせながら、最後に残った式しき神がみはぼやけるように薄うすれていき──ほどなくして、完全に消滅した。


　そして、数秒。敵が復活する気け配はいがないことを確かく認にんすると、ほっそりとしたスタイルには似つかわしくない異様な武器を元の闇やみへと戻しながら、胸元の鍵かぎをそっと手に取った。


「……ようやく三匹とも倒せましたね。お疲れ様でした、巧たく馬ま」


「全くだ！　本気で死ぬかと思ったぞ！」


　勝利の余よ韻いんに浸る間もなく、俺おれは大声で言い返した。実際に三匹を相手に戦った芽亜に対して、ペンダントとしてぶらぶら揺れてただけの俺が嚙かみつくのはどうかとも思うのだが、ここははっきり言わせてもらう。と、俺の剣けん幕まくが予想外だったのか、芽亜は一いつ瞬しゆん黙だまり込んだが、すぐに言い返してきた。


「完全に同どう調ちようしてるんだったら、ダメージの痛みだけを俺に受け流すこともできるはずだ、やってくれ。そう言ってわたしを急せかしたのは、巧馬じゃないですか！　違いますか？」


「確たしかに言ったけど、百パー全部受け流さなくてもいいだろう！　せめて七割！　走そう馬ま灯とうが四回は見えたぞ！　しかも途中から攻こう撃げき避けようともしてなかっただろ！」


「う。す、すみません。魔力ですぐに回復できるもので、自分に痛みがないと、つい防ぐのが面めん倒どうになって……。でも、だったら、こちらも言わせてもらいます！　必殺技わざの名前を勝手に叫ばないでください！　恥ずかしいにもほどがあります！」


「え。どれがそんなに恥ずかしかった？　『滾るような胸の怒りバーニング・バスト・ブレイク』か？　それとも『ある日曜日の素敵な螺旋階段サンデー・セクシヤル・スパイラル』？　あるいは」


「どれもです！　なんで微妙にいやらしい単語を入れるんですか！　ほんとにもう……！」


　おずおず尋たずねた俺に対し、溜たまっていたらしい怒りをぶつけてくる芽亜。あのネーミングの路ろ線せん、夢む魔まっぽくていいと思ったんだけどなあ。そう反はん論ろんしようとすれば、芽亜は「もういいです」と言いたげに溜ため息いきを落とし、ふいに、くすりと微笑ほほえんだ。夜空を背景にした優やさしい笑えみを目にした瞬間、胸がどくんと高鳴る。いやまあ今の俺には目も胸もないんですけどね。


「ありがとう。巧馬のおかげです」


「え？　いや、頑がん張ばったのは芽亜だろ、どう見ても。俺、ぶら下がってただけだし」


「確かに、そうですね。でも、巧馬がいてくれなかったら……ううん、巧馬が来てくれなかったら、わたしは、勝てませんでした。だから、やっぱり──ありがとうございます」


「ど、どういたしまして」


　長手袋に包まれた手のひらの上で、俺はそう答えるのが精一杯だった。芽亜が俺を持ち上げてくれているおかげで、さっきまではろくに見られなかった顔や首、さらには胸元までもが目に映っており、それら全すべてが俺の心を満たしていく。黒のドレスと白い肌のコントラストに息を呑のみながら、俺おれはおずおず声を発した。


「……あのさ。一つ、お願ねがいしていいかな？」


「お願い？　わたしにできることであれば……」


「マジで？　じゃあさ、さっきも言ったけど、もうちょっとチェーン伸ばしてくれないか？」


「し、仕方有ありません。巧たく馬まも頑がん張ばってくれたんですから……え。なんですって？」


「だから俺のチェーンの部分を伸ばしてくれって言ってるんだよ！　そんでもって、その素す晴ばらしいおっぱいの間にこう、俺をすっと差し込んでくれるとだな、俺は、俺はもう！」


「またそれですかっ！」


　いきなり芽め亜あが激げき怒どした。一いつ瞬しゆん前まで照れながら微笑ほほえんでた人とは思えない怒りで俺をぴたりと黙だまらせると、美しい悪あく魔まは紫むらさきの瞳ひとみで俺を睨にらんだ。


「ちょっと見直したと思ったら、結局そういうオチって、それはないでしょう……！　さっきは、小さな背せ丈たけも、控えめなお……胸も、細い脚あしも、その──い、愛いとおしいって、そう言ったくせに、言ってくれたくせに！　巧馬の──噓うそつき！　裏切り者っ！」


「噓は吐ついてないぞ！　あの時はほんとにそう思ってたんだから！　でもな、四月三十日の女神──今の姿の芽亜を見て、ああ、やっぱり俺はスタイル良くておっぱい大きい美人が好きなんだなと、そう再さい確かく認にんしただけだ！　というわけで、さあ！　俺をいざ魅み惑わくの谷間へ！」


「落ち着きたまえ、下しも野つけくん。無理強じいはあまり感心しないぞ」


「で、ですよね会長！　ほんとにもう巧馬はこれだから──って。会長？」


　反射的に同意した次の瞬間、芽亜は息を呑んで振り向いた。胸元にぶら下がった俺も自動的にそちらを向くことになる。ぶうんと大きく振り回されて向き直った先では、露ろ出しゆつ度どの高いコスチュームを身につけた陰おん陽みよう師じが、腕を組んで佇たたずんでいた。


「鈴すず女めさん？　いったい、いつの間に……！　それにしてもああ美しい」


「喜んでる場合じゃありません巧馬！　早く、もう一度武器のイメージを──」


「待った。なぜ私たちが戦う必要がある？」


　身構える芽亜の眼前で、鈴女さんは大きく両手を広げてみせた。先ほどまでとは百八十度違う穏おだやかな物腰で俺たちを困こん惑わくさせながら、凄すご腕うでのハンターはほっと安あん堵どの溜ため息いきを落とした。


「最初に話して聞かせたが、私の目的は、あくまで、リヴァイアサンの鍵かぎの使用の阻そ止しと確かく保ほだ。その鍵を宵よい待まちくんが自分の手で砕くだいた以上、今の私には、もはや君たちとやりあう理由は何もない。違うかな」


「……あ、そっか」


「だろう？　と言うか、ここに残した三匹にも戦せん闘とう指令は出していなかったのだがな。そちらから仕掛けない限り、戦おうとはしなかったはずだぞ。そうそう、下野くんを見張らせていた蟻あり型式しき神がみの『山やま吹ぶき』は、既すでに解除したから安心したまえ。さて、質問は？」


「え？　えと……特に、ありません」


　呆ほうけた顔のまま、芽め亜あが首を横に振った。張り詰めていた緊きん張ちよう感かんが、ふわっとかすれて消えていく。俺おれは二ふた人りの少女を見回すと、間抜けな声を発した。


「要するに、今夜の騒そう動どうはこれで解決ってことですか？」


「ああ。正直、ほっとしているよ。君たちの命を奪うばおうとしておいて、勝手な言い分だとは思う。許してくれとは言えないが、それでもこれが最善の結果だと──」


「はい？　許さないって、俺が鈴すず女めさんを……ですか？　いやいや、俺は全然そんな！　事情があったんだから仕方ないですよ！　むしろ愛し合いたいくらい！　好きで──むぐ！」


「何がどう『むしろ』なんですか！　黙だまってなさい巧たく馬ま！」


　思わず叫んだ俺を握って静かにさせると、芽亜は鈴女さんへと向き直り、「でも、私も同じです」と言い足した。その反応が意外だったのか、凄すご腕うでの祓ふつ魔ま師しはぽかんと目を丸くした。


「同じとは──まさか、宵よい待まちくんまで、私を許してくれるのか？」


「ええ、会長。……戦った相手を許すのは、初めてじゃありませんから」


　サニーのことを思い浮かべているのだろう、芽亜が微笑ほほえみながら優やさしく語る。それを聞いた鈴女さんは、「なんという大人物だ」と呆けていたが、やがてきっぱりと頭を下げた。


「すまない。鍵かぎを使わせるわけにはいかなかったとは言え、宵待くんには申もうし訳わけないことをしてしまった。《あちら》への移住は、君にとって悲ひ願がんだったのだろう？　それなのに──」


「いいですよ、会長」


　丁てい寧ねいな謝しや罪ざいを、芽亜の一言が断ち切った。まだ何か言いたげな顔の鈴女さんを前に、ドレス姿の優しい夢む魔まは「いいんです」と穏おだやかに繰くり返した。


「正直、少し迷ってたんです。最近、こっちの世界に、その……と、友達もできて、行きたくないなって気持ちもあったりしましたから……」


　恥ずかしげにぼそぼそと言葉を紡つむぐ芽亜。やっとサニーを友人と認めたらしいな、と苦笑しながら見上げる先で、頼もしい相あい棒ぼうは「それに」と続ける。


「母の仇かたきのハンターのこと、放っておくのもちょっと心残りでしたから」


「ああ。ガラパゴスの手の平の男だな！」


「ウロボロスです、巧馬。とにかく、そんな事情もありますから……。鍵を壊こわしたのはやりすぎだったかもしれませんけど、おかげで吹っ切れました。私、こっちに残ります」


「そうなのか？　そう言ってもらえると、私もありがたいのだが……」


「ええ、会長。これからも、ハンターに襲おそわれることもあるでしょうけど、その時は巧馬がいますしね。こっちに残る原因になった人ですから、責任取ってもらわなくちゃ」


　胸元にぶら下がった俺をちらりと見下ろし、芽亜はどこか恥ずかしそうに微笑した。はにかむようなその笑え顔がおに、俺は言葉を失いかけたが、慌あわてて「ちょっと待て！」と叫んだ。


「責任ってお前、言葉が重いぞ！　と言うか、そっちがそう言うならな、俺がこんな性格になったのはそもそも芽亜のせいだろ！　責任取れ責任！」


「あ、あれは巧たく馬まが勝手にわたしを覗のぞき見みしたせいでしょう！　知りませんよ！」


　俺おれの反はん論ろんにさらに芽め亜あが言い返し、そして始まる賑にぎやかな口論。その光景を、鈴すず女めさんはおかしそうに眺めていたが、ふと思い出したように「安心したまえ」と笑った。


「襲しゆう撃げきに怯おびえる必要はもうないよ。君たちは、無害どころか、善良で愛すべき性格の持ち主だし、リヴァイアサンの鍵かぎも既すでに存在しない以上、祓ふつ魔ま師しが手を下す理由は何もない。私の権限で、ＥＸＩＴの外部協力者として認定しておくから、もし勘かん違ちがいした祓魔師に襲おそわれたら、そう言ってやるといいさ。ああ、認定証は後日渡すよ。それでいいかな？」


「え？　は、はい。そういう制度があるのでしたら──」


「──うん。そうしてもらえると助かります、とても」


「なら決まりだ」


　芽亜と俺との返答を聞き、きっぱりうなずく鈴女さん。ああ、やっぱりこの人はスカッとした態度がかっこいい。大きく開いた胸元をしげしげと眺めながら感動していると、美しい陰おん陽みよう師じさんは、俺の視し線せんに気づいたのか、恥ずかしげに胸を隠してしまった。残念。


「でも恥じらう顔もまたレアで素す晴ばらしい……！　そして胸だけじゃなく首もお腹なかも太ももも、見える全すべてが素晴らしい！　愛しています！　芽亜、もっと鈴女さんに近づけ！」


「断りますっ！　……すみません会長、こんな相あい棒ぼうで」


「いや、君が謝あやまることではないが。むしろ同情する」


　芽亜が呆あきれた溜ため息いきを落とし、鈴女さんがしみじみ応こたじる。しんみりした空気が流れ、やれやれそろそろお開きかと、俺はそう思ったのだけれど。


「ところで宵よい待まちくん。まだ魔ま力りよくは残っているかな？」


　ふいに、鈴女さんが楽しそうに微笑ほほえんだ。クールな祓魔師とも、有能な生徒会長とも違う、悪戯いたずらを思いついた子どものような笑えみを前に、芽亜は首を傾かしげながら「ええ」と応じた。


「リヴァイアサンの鍵の魔力は膨ぼう大だいでしたから。でも、それがどうかしたんですか？」


「実は、私、少々暴あばれ足りなくてな。全力で戦う準備をしていたのだが、その前に宵待くんが鍵を砕くだいてしまっただろう？　フルパワーで式しき神がみを使えることなど滅めつ多たにないし、フラストレーションが溜たまっているのだ。というわけで」


　と、そこでいったん言葉を句切ると、鈴女さんは指を鳴らしてニッと笑った。


「勝ち負けは関係なく、純粋に力をぶつけあってみたくはないかな」


「……いいですね」


　予想外の申し出に、芽亜は一いつ瞬しゆんきょとんとしたものの、すぐに不敵な笑みで応じる。どうやら芽亜は芽亜で残ったエネルギーをもてあましていたらしい。まあ、美人同士が向き合っている構図はすごく絵になるので大だい歓かん迎げいなのだけれど、問題は──。


「……あの、もしもし芽亜さん？　やる気になるのはいいんだけどさ、この状態のまま戦ったら、俺に全部ダメージ受け流されるんじゃないかと思うのですが……？」


「会長にでれでれした罰です。そ、それに、いつか母の仇かたきと──ウロボロスの男と戦うためにも、強くなっておかないといけませんから！　うん！」


「はい？　ちょっと待て、そのとってつけたような理由はなんだ！　落ち着いて──」


「ゆっくり話している暇ひまがあるのか？　出いでよ、『消けし炭ずみ』！」


「──話し合おう、とか言ってる間にすげえのが出たー！　なにこの竜！　さっきまで全部昆こん虫ちゆうタイプだったのに、こいつだけ路ろ線せんが違いすぎるんですが！」


「龍りゆうや蛇へびは古くは虫の一種だぞ？　今でもマムシという蛇がいるだろう？　さて、おしゃべりはこのくらいにして、そろそろ始めるか、宵よい待まちくん？」


「ええ、会長！　……さあ、行きますよ、巧たく馬ま！」


「やだ！　あんなのの攻こう撃げき受け流されたら死ぬぞ！　だからお願ねがい！　やめてー！」
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「……はい。少々、予定は狂いましたが、まあ結果オーライですね」


　同時刻、高等部の屋上にて。


　巨大な式しき神がみとドライバーを構えた夢む魔まとの激げき闘とうを見下ろしながら、執事服の男は手にした携けい帯たい電話へ話しかけていた。古風な丸まる眼め鏡がねに魔力の激突が生む閃せん光こうを反射させながら、長身の男は穏おだやかな声で言葉を紡つむぐ。


「──はい、そうです。芽め亜あはまだあの話を信じていますよ。ＥＸＩＴの協力者に認定されたのは予想外ですが、計画には、これくらいのイレギュラーが生じた方が面おも白しろいと……え？　衣きぬ擦ずれの音がうるさい？　失しつ敬けい、手袋をしたままでした。最近の電話は細かい音も拾いますからね。昔はもっと──っと、はい、手袋はもう脱ぎました。……と言っても、今日きようのところは、もうお伝えすることもないのですがね、相棒パートナー」


　古い馴な染じみの相手とでも話しているのか、親しげな口ぶりで語り続ける青年。電話の向こうの誰だれかの声に耳を澄すましているのだろう、しばらくは相あい槌づちだけが響ひびいていたが、やがて男はやれやれと言いたげに首を振った。


「その名前はもう捨てました。今の私はジェイムズですよ。──では、良い夜を」


　別れの言葉を丁てい寧ねいに告げ、そして男は電話を切る。携帯電話をスーツの内ポケットへと滑すべり込ませると、男は、剝むき出だしになった手の平を──そこに刻まれた、自らの尾を飲み込む蛇ウロボロスの紋章を──眼鏡越しに一いち瞥べつし、くすりと冷たく微笑した。
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「全力大決戦なんかやるならさ、なんで呼んでくれないかなあ。あたしの活かつ躍やく、持じ郎ろうと二ふた人りでちまちま蟻あり退治しただけじゃん。あたしのとっておきの《バロールの魔ま眼がん》、まだ日に本ほんでは一回も使ってないんだよ？」


　一夜明けた翌日の放ほう課か後ご、昨夜ゆうべの関係者が集つどった生徒会室にて。使われていない机に腰掛けたサニーは、不満げにギターを搔かき鳴らすと、傍かたわらの少年へ「ねえ」と同意を求めた。


「持じ郎ろうもそう思うでしょ？」


「いや、僕は別に……。僕はサニーみたいに強くないからね」


「またそうやって遠えん慮りよするー。大した術なんだから、誇らなきゃ！」


　にこやかに謙けん遜そんする持郎に対し、肩をすくめて呆あきれるサニー。昨夜コンビを組んだおかげで、ずいぶん仲良くなってしまったらしい。


「おのれ持郎め。それにつけてもサニーの制服の着こなしはセクシーだな──いてっ」


「胸をじろじろ見ない！　失礼でしょう」


「わかったから、いきなり叩たたくなよ」


　昨夜のダメージ、まだ抜け切ってないんだぞ。愚ぐ痴ちりながら振り向けば、書類を丸めた小さな後こう輩はいが、顔を赤くして立っていた。四月三十日の女神モードを見たあとだと、この姿もなんだか懐なつかしいような、やっぱりもったいないような。昨夜、目に焼き付けたあの姿を思い起こしながら、俺おれは相あい棒ぼうへと語りかけた。


「芽め亜あ、なんで元に戻っちゃったんだ……！　ああ、あのおっぱいが懐かしいよなあ……」


「胸をしみじみ見つめないでください！　い、一度は、今のわたしを守りたいとか言ってたくせに……結局こんなオチですか！　もう……！」


　呆れかえった口く調ちようとともに、芽亜が赤い頰ほおを膨ふくらせまる。そのやりとりがおもしろかったのか、会長席の鈴すず女めさんが楽しげに声を掛けてきた。


「下しも野つけくんのような相棒だと、宵よい待まちくんも大変だな。ヤキモチの静まる暇ひまがないだろう」


「ヤキモチ？　ち、違います会長！　これは契約相手への保ほ護ご者しや責任！」


「おや、そうなのか？　ならば私が下野くんを誘ゆう惑わくしてもいいのかな」


「えっ！　おっ、俺は二十四時間オールオッケーですよ鈴女さ──いてえ！」


「いきなり裸になるなっ！　どうやって一いつ瞬しゆんで脱いだんですか今！」


　丸めた書類を握りつぶしそうな勢いで怒る芽亜。はい、すみません。しかし、相棒をそんなにぽんぽん叩かなくても。ぼそぼそ愚痴りながらシャツのボタンをはめる俺を、鈴女さんは楽しそうに見ていたが、ふと俺たちをぐるりと見回して口を開いた。


「それはそうと。ＥＸＩＴ上級ランカーの情じよう報ほう網もうから伝わってきた話なのだが、隣となりの県で、手て練だれの祓ふつ魔ま師しが連続で行方ゆくえ不明ふめいになっているんだ。私が調ちよう査さを頼まれた」


「へえ。ハンターでも事件に巻き込まれるんですね。物ぶつ騒そうな」


　でも、なんでそんな話を俺たちに聞かせるんだ？　首を傾かしげて芽亜と顔を見合わせ、俺は素直な感想を口にした。と、それを聞いた鈴女さんは「おいおい」と目を丸くする。


「ずいぶん冷れい淡たんな意見だな。君たちはＥＸＩＴの外部協力者だろう？」


「え？　そう言えば、昨夜ゆうべ引き受けましたが……って、もしかして、調ちよう査さを手て伝つだえと？」


「ベテランハンターが行方ゆくえ不明ふめいになるような事件の、ですか？　俺おれはちょっと──」


「駄だ目めなのか？　ちなみに捜査は泊まりになるが」


「──鈴すず女めさんと一つ屋根の下ということであれば、たとえ火の中水の中」


　反射的に俺は深くうなずいていた。さらには横で聞いていたサニーまでもが楽しげに首を突っ込んできた。


「なんだかわかんないけどおもしろそうだしあたしも乗った！　持じ郎ろうも来い！」


「え。ぼ、僕も？　明らかに無関係なのに……？」


「それだけいれば心強いな」


　巻き込まれた持郎が驚おどろくのを見ながら、鈴女さんは美しい笑えみを浮かべた。ああ、この会長と一いつ緒しよに寝泊まりできるだなんて！　あわよくば混浴とかしちゃったりするのだろうか！　妄もう想そうを膨ふくらませつつ、俺は傍かたわらで黙だまり込んでいた芽め亜あへと話しかけた。


「で、芽亜はどうするんだ？　俺としては来てくれたほうが嬉うれしいけど」


「どうするも何も。巧たく馬まが行くならわたしも行くしかないでしょう」


　呆あきれた声が、俺の言葉を断ち切った。


　──そっか、そう言ってくれるのか。じんわり胸を熱あつくしながら、俺は芽亜を見下ろした。ちんまりした背せ丈たけ、さらさらの髪、紫むらさき色いろの意志の強そうな瞳ひとみ。改めて見ても愛いとおしい姿を見つめて「ありがとな」と声を掛ければ、凜り々りしくて頼れる相あい棒ぼうは、赤い顔をぷいっと逸そらし、小さな声でぼそっと告げたのだった。


「勘かん違ちがいしないでくださいね。これはあくまで相棒としての責任ですから。あくまでも！」


「ああ。悪あく魔まだけにな」


「……そういう意味じゃないです」




あとがき
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　あ、ちなみに次巻はですね──巧たく馬まに惚ほれる美少女の登場！　封印された禁断の呪じゆ具ぐの正体は？　さらに新ヒロインが現れ、鈴すず女めに謎なぞの怪人が迫る中、芽亜と巧馬の仲が一歩進むんだかどうなんだか！　そんなことよりサニーは部活に忙しい！　──みたいな話の予定です。今から書くので内容が変わる可能性も大いにありますが、ご期待いただければ幸いです。





　ではでは、ご縁えんがあればまたいずれ。お相手は、峰守ひろかずでした。
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峰みね守もりひろかず


滋賀県在住。第14回電撃小説大賞でデビューし今に至る。写真は、パソコンに直接脳波を送りこむことで原稿執筆速度を上げようとする筆者。あ、好きな別れの挨拶は「良き青空を」です。
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イラスト：犬いぬが洞ほらあん


７月９日生まれ。Ｏ型。名古屋生まれの原画家・イラストレーター。合い言葉は「オリオン★」


http://yaplog.jp/inuan/





電撃文庫


俺おれミーツリトルデビル！





峰みね守もりひろかず





二〇十一年八月十八日　配信







発行者　　高野　潔


発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス


　　　　　〒一〇二－八五四八　東京都千代田区富士見一－八－十九




(C)2011 HIROKAZU MINEMORI／ASCII MEDIA WORKS








本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。


法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。




[image: ]

OEBPS/images/P287.jpg





OEBPS/images/P095.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/T006.jpg
Bz FILFE L

ETURAT
1520 EKRKA





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/P029.jpg





OEBPS/images/K003-1.jpg





OEBPS/images/P203.jpg





OEBPS/images/P308.jpg





OEBPS/images/ROMA6.png





OEBPS/images/PHOTO.jpg
N (]

/_1\





OEBPS/images/P161.jpg





OEBPS/images/K005.jpg
S ISR ERKT - o010
BELGHLORESLEL— 086
E>en3EARKIC
WBNFRICBR —+2

=
o
—2
—
-
—3
[ g ]






OEBPS/images/P121.jpg





OEBPS/images/K002-1.jpg





OEBPS/images/P261.jpg





OEBPS/images/P221.jpg





OEBPS/images/WHITE.jpg





OEBPS/images/P057.jpg
S\l

«@

e





OEBPS/images/K004-1.jpg





OEBPS/images/CROSS01.png





OEBPS/images/P045.jpg





